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　少女は暗くら闇やみの中を一人、手て探さぐりで先へと進んでいた。

　地面の段差や障しよう害がい物ぶつ、それらを器用に避よけながら、少女は黙もく々もくと道を行く。少女の目は先を見み据すえてはいるものの、何も映してはいない。彼女は、盲もう目もくだった。

　少女の周しゆう囲いは、彼女が単独で行動することを心配した。光の中で生きる彼らにとって、闇は恐怖を伴ともなうものであるらしい。しかし彼女にとって、闇は特別好このむべきものではなかったが、かといって必かならずしも恐怖を伴うものでもなかった。

　少女にとって闇は、生活の一部だった。幼おさない頃ころに一切の光を失った彼女には、昼であろうと夜であろうと、視し覚かくの面においては全まつたく変化がない。当初、それは彼女を混こん乱らんさせ、恐怖させるのに十じゆう分ぶんなことだったが、その中でも彼女には光があった。その光は少女を闇の淵ふちから救い上げてくれたのだ。

　少女に与えられた光。それは大切な友人であり、同時に師しでもある人物の存そん在ざいだった。

　それから少女は、毎日のように彼の元もとへと通っている。

　すっかり通い馴なれた道を行き、少女は三番目の角かどを曲がったところで足を止めた。

　そこはニューヨークの片かた隅すみにある小さな教会。少女には見えないが、レンガ造りの壁かべには無数のラクガキが施ほどこされているらしい。何度消しても次の日には描かき直されるため、ついに諦あきらめた神しん父ぷが街まちのバッドボーイズ達を集め自みずから率そつ先せんして描いたのだというとんでもない作品だ。

　その時の様よう子すを想像するたびに少女は楽しくて仕し方かたが無い。不良少年たちも、まさか神父がそんな提案をするとは思いもしなかっただろう。今ではその少年たちも信者として日曜日の常連となっている。

　彼はまた、神に仕つかえる身みでありながら科学知識も豊富だった。コンピューターグラフィックを用いた映像での聖せい書しよの朗ろう読どく会かいを行ったり、感かん謝しや祭さいやクリスマスには機械演えん奏そうを伴ばん奏そうに得意のトランペットでジャズやロックを奏かなでたりと、およそ他の教会ではありえないようなイベントを多々行っていた。

　その神父の、聖せい職しよく者しやらしからぬ破は天てん荒こうな言動は、時に関係者や信者たちを困こん惑わくさせたが、それでも誰だれ一人彼を悪く言う者はいなかった。彼は、多くの人に愛されていたのだ。




　少女は数段の階段を危なげなく上ると手て探さぐりで取っ手を摑つかみ、重たい扉とびらを開く。

　──やぁ、よく来たな。シアン。

　低く優やさしい声が少女を出迎える。少女の顔に笑え顔がおが広がる。

　──新しい曲をマスターしたんだ。聴きいてくれるかい？

　頷うなずく少女を抱き上げると、彼女の小さな手を自らの顔に触ふれさせ、その表情を伝える。皺しわの刻きざまれた口くち元もとと目元は今の少女と同じ形をしている。

　彼は、少女といる時はいつでも笑顔だった。

　闇やみの中で、少女は友人の奏でる演奏に耳を傾かたむける。少女は暗くら闇やみが嫌きらいにはならなかった。闇の中でも勉強はできるし、運動もできる。こうやって音楽を楽しむことだってできると知ったからだ。

　ただ、一つだけ彼女には光を望む理由があった。それは自分の大切な友人の笑顔を見たいということだ。

　一度だけでもいい。彼の笑顔を見せてください。少女は、神父が奏でる音楽を聴きながら、どこにいるかも分からない神様にそう祈いのった。
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　その一帯を流れる風は、灰色に濁にごっていた。

　静かな住じゆう宅たく街がいに突とつ如じよ鳴り響ひびいたサイレンと鐘かねの音は、数時間の時を経へてようやく収しゆう束そくした。

　紅くれ野の空こう也やは、無む残ざんに焼け落ちた住宅を見上げて小さく息いきをついた。つい数時間前までは立りつ派ぱな屋や敷しきがあったそこは、今では不自然に見通しがよくなっていた。かつては家を支えていたであろう大だい黒こく柱ばしらは墨すみと化し、それでも半分以上崩くずれずに原げん型けいを留めているのが逆に痛いた々いたしい。

　そして、空也は背はい後ごを振り返って今度は盛せい大だいなため息をついた。子どものように感情が直接顔に表れる性質の彼は、切れ長の双そう眸ぼうを大いに眇すがめてその光景を眺ながめる。

　きな臭くささが周しゆう辺へんに漂ただようそこには、早朝だというのにかなりの人数が溢あふれている。光に群むらがる虫のように、赤く回るランプには人が集まってくるものなのだと気付いたのは、かつてその虫の一いつ匹ぴきだった自分が逆の立場になったからだろうか。

「おい、空そら坊ぼう。こりゃあ先に人を退どかせないとどうにもならんぞ」

　ただでさえ厳きびしい顔を更さらに顰しかめて、同どう僚りようの茶さ々さ木きが振り返る。

　部署内で最年少だとはいえ、二十五になろうという男に対して坊はないのではと思うが、ベテランの茶々木からすれば自分はひよっこどころか未いまだ殻からすら破れぬ卵たまごレベルだ。それを踏ふまえて考えれば、坊でも人であるだけ贅ぜい沢たくなのかもしれない。

「あぁ、ほな俺おれがちょっと行って道空あけてきますわ。こまい道が多くて人ひと手でが足たらんのでしょ」

　言うと、白い手袋を口で銜くわえて外はずしながら、長身をかがめ黄色と黒のテープを潜もぐって外へ出る。この結けつ界かいは野や次じ馬うまという名の虫たちを退ける唯ゆい一いつの防ぼう壁へきだが、いささか頼りない。

「下がってください！　車が来ます！」

　細い路地の一いつ角かくで、空也よりも幾いく分ぶん年とし若わかな制服姿の警官が必ひつ死しで交通整理をしているが、細い車道を挟はさんだ反対側ではガードレールを跨またいで車道にまで人が溢あふれはじめていた。

　それに気付いて持ち場を動こうとしていた制服警官に軽く手を上げて自分が向かうことを示すと、空也は道路を横断した。車道にはみ出して写メを撮とっている少年たちの背後にまわり、その一人の肩に手を置く。

「なぁ君ら、ちょっとそこ空けたってくれん？　車入られへんねん」

　振り返った少年たちは、にこやかな笑えみを浮かべる関かん西さい弁べんの男に対してあからさまに嫌けん悪おのこもった目を向けた。

「あぁ？　何だよ。お前だって出てるじゃねぇか」

　空也の手を乱らん暴ぼうに払はらいのけ、頭一つ分下から挑ちよう発はつするように睨にらみつける少年に、空也はあくまでも笑えみを絶やさずに懐ふところから黒い手て帳ちようを開いて見せた。

「俺おれはええねん。『お仕事』やからな」

　交番勤きん務むの頃ころから、自分の外見がどちらかというと野や次じ馬うま寄りなことは自じ認にんしているが、刑事課に配属され制服がなくなった今、それはいっそう顕けん著ちよに現れる。

　案あんの定じよう、目の前の相手がまさか刑事だとは思わなかったのだろう、一いつ瞬しゆん虚きよを衝つかれたように手の中の手帳を見つめた少年たちだが、それでもその場を動こうとはしない。彼らの中の虚きよ栄えい心しんが自分たちは警察なんかにビビらないと示したいようだ。

　その行こう為いがよけいに己おのれから青あお臭くささを醸かもしだしていることに、この年代は自分で気付けないものなんだ、などと考えていた空こう也やは自分の年寄りめいた思考に心のうちで苦く笑しようした。

　空也の余裕の表情が気に食わなかったのか、それとも心の声が知らず知らずに表情に表れていたのか。少年たちは皮ひ肉にくめいた表情でこちらを睨にらみあげていた。

「どうしてもっつーんだったらさぁ、場所を空あけてくださいって頭下げろよ」

　向こう側が見えそうなくらい大きなピアス穴あなを持つ少年がニヤニヤしながら煽あおるように言った。

「人にモノ頼むときはそれなりのセーイっての？　みせてほしいよなぁ？」

「そうそう、それに誰だれの金で給きゆう料りよう貰もらってると思ってんの？　俺ら国民のおかげっしょ？」

　リーダー格らしいピアス少年が言った言こと葉ばに調ちよう子しに乗った周まわりも口々に囃はや子し立てる。その様よう子すに周りにいた他の野次馬たちが眉まゆ根ねを寄せながらも興きよう味み深げにこちらを窺うかがっているのが傍はた目めに映る。全まつたく、この国は警察官に優やさしくない。

「少なくとも、税ぜい金きんも払はらえんような餓が鬼きに養やしなってもろうた記き憶おくはないけどな」

　小さく呟つぶやいた空也は騒さわぐ少年たちに向かってにこりと笑むと、勢いよく頭を下げた。

「頼むから、そこ退どいてください！　お願いしますー！」

　そして周りが驚おどろいてこちらを振り返るほどの大声で言う。頭は下げているものの、その目はしっかりと少年たちを見み据すえており、そしてそれは少年たちを黙だまらすのに十じゆう分ぶんな迫はく力りよくがこもっていた。

　誰の目から見ても、少年達と空也の格かくの違ちがいは明らかだった。まさか本当に頭を下げるとは思わなかったのだろう、少年達の顔に困こん惑わくの色が浮かぶ。しかし自分たちが言ったとおりに頭を下げられてしまった少年たちは不満そうに顔を歪ゆがめつつ口々に罵ののしりながら、再ふたたびガードレールを跨またいで歩道へと戻っていった。

　空也は何事も無かったかのように元もと来た道を戻り、心配そうにこちらの様子を窺っていた制服警官へと歩み寄る。

「よう、黒くろ瀬せ。おつかれさん」

「紅くれ野のさん、スミマセン。お手数をおかけしました」

　歩道へと戻った空也に、制服警官が心底申もうし訳わけなさそうに頭を下げた。一年前、まだ空也が交番勤きん務むだった折おりに新人として配はい属ぞくされた黒くろ瀬せとは半年だけ職しよく場ばをともにしたのだが、歳としも近いこともあって所属が変わってからも時々飲みにいく間あいだ柄がらだ。学級委員長然とした黒瀬と、問題児感あふるる空こう也やだが何故なぜか馬うまが合う。

「ええって。しっかし、ほんまはああいうクソ餓が鬼きは一発しばいて直接脳のうみそに知らしめたんのが一番早いんやけど、一応職務中やし、マスコミもおったしな。またもや警察が不ふ祥しよう事じ！　とか一面トップに載のったらそれこそネタにもならんわ」

　カラカラと笑う空也だが、冗じよう談だんなのか本気なのかを図はかりかねて、黒瀬はただ苦く笑しようをもらした。

「お、ええタイミングで鑑かん識しきが来よったで」

　細い道の向うから地味な色のミニバンがこちらへ向かってくるのが見えた。

「やっぱ、放火ですか？」

　生き真面目まじめそうな顔を曇くもらせて、黒瀬が尋たずねる。

「まだはっきりそうやとは決まっとらんけど、たぶんそうやろな」

　この近辺では最近立て続けに小火ぼや騒さわぎが起こっていた。今までは大した被ひ害がいもなく、怪け我が人にんもいなかったのだが、ここへ来て初めて家屋全焼、逃げ遅おくれた老人が一名重じゆう症しようで病院へと運ばれた。

「ほんま、下らんことしよるで。殺人、強ごう盗とう、犯はん罪ざいはいろいろあるけど放火が一番性質たち悪いわ」

　放火を行う者は、社会的弱者が多いという。普段虐しいたげられている鬱うつ憤ぷんや内に溜たまったストレスを、放火という形で発はつ散さんするのだ。

　しかし、弱者だからとてそれは許される行こう為いではない。全すべてを無にする放火は殺人よりも罪つみが重いのは周知の事実だろう。

　黒瀬の模も範はん的てきな敬けい礼れいに見送られながら、空也はライトバンを誘ゆう導どうしつつ再ふたたび結けつ界かいの中へ入るために人ひと垣がきを割って現場へと戻った。

　先ほどの一いち件けんを目もく撃げきしていた人々は、空也が刑事だと分かっているのだろう、人垣は、興味深い視線を向けてはくるものの、その道を敢あえて妨げることはなかった。ここでは声を荒げる必要もなさそうだと肩の力を抜いた時、空也の前を小こ柄がらな人影が横切った。

　華きや奢しやな身体からだにはやや大きめに見えるカーキ色のミリタリー風ジャケットを羽は織おり、目ま深ぶかに被かぶられたパーカーのフードでその表情は見えない。ジーンズにモノトーンのスニーカー。その雰ふん囲い気きからして十五、六歳の少年か。

　彼は、ちょうど向かい側がわから斜ななめに、空也の右肩すれすれを俯うつむきがちに通り過ぎようとして、すれ違ちがい様ざまにほんの一いつ瞬しゆん歩みを止めた。

「カーブミラーの下にいる男に声をかけてみろ」

　空也の右肩下から、声が聞こえた。

「え？」

　人ごみの中で、かもすれば聞き取れないほどの小ささで発せられたその言こと葉ばに、空こう也やは勢いよく後ろを振り返った。先ほど黒くろ瀬せが交通整備を行っていたすぐ近くのオレンジ色のカーブミラーの下に、一人の男が立っていた。首くび元もとがくたびれたトレーナーにスウェット。瘦やせた顔の上に載のっている、視し力りよく矯きよう正せい器き以外の何物でもない典型的なビン底フォルムの眼鏡めがねが、ただでさえ目立たない男をよりいっそう地じ味みに演えん出しゆつしていた。

　空也はその男の顔と特とく徴ちようを瞬しゆん時じに記き憶おくすると、そのまま何事もなかったかのようにすれ違ちがい去さっていく少年を呼び止めた。しかし彼は足を止めたことすらなかったかのように、こちらを振り返ることなく群ぐん集しゆうの中を器用に先へと進んでいく。

「ちょ、君きみ、待まってや！　何やねん今の。どういうことや？」

　小こ柄がらな相手と違い、そこそこ身長がある空也は人につっかえながら必ひつ死しでその背を追う。

　こちらの呼びかけにも止まらない相手に、空也は追いつくことを諦あきらめ、半なかば強引に長身に物を言わせて腕うでを伸ばした。指先にひっかかった袖そでを引き、ようやく少年の腕を摑つかむ。

「待ってって言うてるやん」

　少年が立ち止まり、フードの陰かげから無表情に空也を見上げる。

「君……」

　空也の口から呟つぶやきが漏もれる。

　フードの下から覗のぞいた少年の瞳ひとみは、およそ日本人ではありえない、澄すんだ碧あお色いろをしていた。

　都心からは若じやつ干かん距きよ離りがあるとはいえ、仮かりにも都内のこの地では今いま更さら外国人など珍めずらしくも無い。しかし、その少年の瞳は力強く、そしてどこか気け高だかさを帯びた色をしていた。感情を一切見せないその色は、人を魅み入いらせ、しかし同時に恐怖を与えるほど美しい。

　まるで狼おおかみだ、と空也は思う。

　本物の狼を見たことはない。しかし、幼おさないころに読んだシートン動物記の「狼おおかみ王おうロボ」のイメージが空也の中でぴたりと嵌はまった。

「いいのか？」

　ホルンの音色のような、角のない声が少年の口からゆっくりと発せられた。

　吸い込まれるようにその眼を見つめていた空也は少年の声で金かな縛しばりからとけたかのように、自然と張り詰めていた肩の力を抜いた。

　少年は、肩と同時に力を緩ゆるめた空也の手からするりと腕うでを外し、小さく肩を竦すくめた。

「大事な重要参考人が逃げてしまうぞ」

　少年が顎あごで示しめす方向を見ると、先ほどカーブミラーの下にいた男が人ごみに紛まぎれてこちらに背を向けて移動していた。

　空也は男と少年を交こう互ごに見やった。少年の言葉には何の根こん拠きよも裏うら付づけもない。

　しかし。

「君、ちょっとここで待っててや」

　少年にそう言い置くと、空こう也やは足あし早ばやに男の元もとへと向かった。

　男は報ほう道どう陣じんが並ぶあたりに向かって歩みを進めていた。空也は横からカットインすると、男の肩に手をかけた。

「お兄さん、ちょっとお話伺うかがってもええですか？」

　男の進路を塞ふさぐように前に立った空也は、持ち前の人ひと好ずきする笑え顔がおを湛たたえ、あくまでも穏おだやかに男に話しかける。

　男は上うわ目め遣づかいに空也を見上げ、困ったような表情を浮かべながらも受け入れる体制をとった。どうやら空也のことを報道関係者と思っているようだ。刑事らしからぬ風ふう貌ぼうが図はからずとも吉きちと出た。

「な、なんですか？　火事が起こったときの様よう子すですか？　あぁ、これは本当に、すごかったですよ。わ、私が来たときには爆発音がしましてね」

　男は、眼鏡めがねに手を当てながら、聞かれてもいないことを気ぜわしく話し始めた。その様子はどこか楽しげでもある。

　あやしい、と空也の本能が告つげる。

「なんや、お兄さん詳くわしいみたいやしちょっと向こうでお話きかせてくれはります？」

　にこやかに言いつつ、周りには見えないよう懐ふところから代だい紋もんを覗のぞかせる。まだ何も分からないこの状じよう況きようでは周しゆう囲いにも本人にも、むやみに騒がれては困る。

　しかし、それを見た途と端たん、男の表情が硬こう直ちよくした。

「う、ううわあぁ！」

「おい!?　ってうおっ！」

　男はポケットから何かを取り出すと空也の顔へと投げつける。間かん一いつ髪ぱつ避よけたそれは、空也の足あし元もとで大きな音とともに次々と爆発した。群ぐん集しゆうから悲鳴が上がる。

　空也はとっさに顔を庇かばった。しかし予想した衝しよう撃げきは訪おとずれず、代わりに花火のような火か薬やくの匂においが鼻をつく。

「クソッ、ただの爆ばく竹ちくやんけ」

　爆発音の正体を忌いま々いましく踏ふみつけると素早く回りを見渡す。男は爆発音に驚おどろく人々に紛まぎれて逃走していた。

「どうした！　空そら坊ぼう」

「怪あやしい男を発見。取りあえず、公こう務む執しつ行こう妨ぼう害がいでしょっ引いてきますわ！」

　逃げる男から目を離はなさないまま、爆発音を聞きつけこちらへと向かってくる茶さ々さ木きに言うと、空也はガードレールを飛び越こえて車道へと走り出る。

「無む茶ちやするんじゃねぇぞ！」

　背はい後ごで茶々木が叫さけんだが、すでに空也の耳には届いていない。

「野や郎ろう、逃がせへんで」

　口くち元もとを歪ゆがめて笑えみとも歯は嚙がみとも取れる表情を浮かべて空こう也やが呟つぶやく。

　思ったよりも逃げ足が速い。しかし、野や次じ馬うまという障しよう害がい物ぶつさえなければ足では絶対に負けない自信があった。幸さいわい現げん在ざいは交通規制がされている一方通行の車道を勢いよく逆走し、細い歩道を走る男との距きよ離りを縮ちぢめていく。

　野次馬の大たい群ぐんからは脱だつしたものの、通つう勤きん時間に差し掛かったためか通行人が増えてきていた。男にぶつかられた女性が小さく悲鳴を上げた。それでも男の足は止まらない。強引に道をこじ開けるようにして逃走を続ける。

　やがて植え込みを挟はさんで空也の姿を目の端はしに捉とらえた男は、喘あえぐように言こと葉ばにならない声を発しながら再ふたたび爆ばく竹ちくを投げつける。

「何度もそんなおもちゃでビビると思うなや」

　今度は避よけることなく腕うででそれらをなぎ払はらった。少し離はなれた背はい後ごで、再び爆発音が響ひびく。再さい度ど周しゆう囲いからは悲鳴が上がり、その場で小さな混乱が起きつつあった。これ以上騒ぎが広まらない前に早めにケリをつけた方がよさそうだ。

　空也は一足飛びに植え込みを跳とび越こし、男の前に立ち塞ふさがった。

「んなもん投げるから大おお事ごとになってもうたやん」

　口くち元もとにだけ笑みを浮かべて空也はゆっくりと男に近づく。男は肩で息いきをしながら蒼そう白はくな表情で後ずさり、それでも必ひつ死しで逃げる道を探さがして目をさまよわせている。しかし、人一人通るだけの幅はばしかない道で、背後には塀へい。逃げ場はなかった。

「ほれ、大人しく投とう降こうせぇ」

　空也が一歩踏み出す。男は観念したのか、俯うつむいたまま動かない。

「詳くわしい話は署しよでたっぷりきかせてもらうで」

　お決まりの言葉を口にしたとき、男がゆるゆると顔を上げた。空也を見上げるその目は、確かにこちらを向いているにも関わらず何も映していないように虚うつろだ。

「ど、どうしていつも……わ、私ばかりが悪わる者ものになるんだ……？」

　男は塀から背を離すと、自みずから空也の元へと歩み寄る。

「私が、つ、罪つみに問とわれると言うのなら、あ、あいつらも……あいつらこそ裁さばかれるべきじゃないか。わ、笑いながら人を傷きずつけて、見下して……私に意気地いくじがない？　意気地がない人間が、こんな大きな事じ件けんを起こせるわけないじゃないか!?」

　男の独どく白はくに、空也の相そう貌ぼうがすっと細くなった。やはり、放ほう火か犯はんはこの男だった。

　男はぶるぶると震ふるえながらも狂くるったように、脈みやく絡らくのない己おのれの正当性を叫さけび続けている。空也は半身を引き身構えると瞬しゆん時じに周囲を確認した。通行人は皆不ふ穏おんな空気を感じ取って、距離をとっているため直接被ひ害がいを受けることはないだろうが、相手は精神的にかなり追い詰められているようだ。何をしでかすか分からない。

「アンタが誰だれに、何をされとったか知らんけどな」

　空こう也やが重心を落としたのと同時に、男が懐ふところから取り出した万ばん能のうナイフを振り上げる。

「今一番危険なんは、間ま違ちがいなくオマエや！」

　男の咆ほう哮こうにも似にた叫さけび声。通行人から、悲鳴が上がる。空也目め掛がけて振り下ろされたナイフが朝日を受けて鈍にぶく光った。

　それは一いつ瞬しゆんだった。

　キンッ、と金属がぶつかる高い音に、男の視し線せんが右手へと移る。

「あ……」

　自分の手の中からナイフが消えたことに気付くと同時に、男の視し界かいが反転した。身体からだを襲おそう衝しよう撃げきと、こちらを見つめる通行人。

　そして訳わけが分からないままに、自分を蹴けり倒たおした刑事の姿を最後に捉とらえ、男は意い識しきを手放した。

「七時十分、殺人未み遂すい及および公こう務む執しつ行こう妨ぼう害がいで逮たい捕ほっと」

　腕うで時計で時間を確認しながら、空也は力なくその場に崩くずれ落ちている男に手て錠じようを嵌はめた。

「皆さん、ご迷めい惑わくお掛かけしましたぁ」

　へらりと笑って言った空也の言こと葉ばに、一部始終を見守っていた周しゆう囲いから歓かん声せいが上がる。中には拍はく手しゆをしている者までいる。

「おう空そら坊ぼう、大だい丈じよう夫ぶか？」

　苦しそうに肩で息をしながらようやく追いついた茶さ々さ木きが、空也とその足あし元もとで伸びている男を見み比くらべて、やや面積が広がった額ひたいに手をやった。

「無む茶ちやすんじゃねぇって言った傍そばからお前は……」

　茶々木のついたため息いきは大きい。

「いやいや、正せい当とう防ぼう衛えいですやん。危うく俺おれ、刺さされるとこやったんスよ？」

「お前のは過か剰じよう防衛ってんだよ。こんなひょろっちい野や郎ろうなんざ、ナイフさえ蹴けり飛ばしたらそれで十じゆう分ぶんだろうが」

「いやぁ、二段蹴り体制に入ってもうてたんですよねぇ。ほら、勢いついてたら急に止められへんし」

　軽く笑って誤ご魔ま化かす空也に、茶々木はゆるゆると首を振った。空也が走り出した時から予想がついた結末だ。これ以上の追求も説教も、空也にとって意味をなさないことを空也が着ちやく任にんしてからの約一年で茶々木はすでに心得ていた。

「で、結局こいつがホシだってのか？」

「えぇ、最後は自分で言うてましたわ。ちょっと普通やなかったし精せい神しん鑑かん定てい行いきかもしれませんけどね」

　たまりに溜たまった鬱うつ憤ぷんがこのような形で外に現れたのか、それとも放火していた家々に個人的な恨うらみがあったのかは定かではない。しかし、先ほど自分に向かってきたように、その相手にほんの少し勇気を出して気持ちをぶつけることができていれば、結果は変わっていたかもしれない。こうなった今となっては全すべて後の祭りだが。

「しかし、あの人ごみの中でよくこいつに気付いたな」

　歩道に横付けされた迎えの車に男を詰つめ込んで、茶さ々さ木きが言った。

「あぁ、それは目もく撃げき者しやが……ってあぁ！」

　空こう也やはすっかり失しつ念ねんしていた少年の存そん在ざいを思い出し、現場へと再ふたたび走り出した。

「おい!?」

「茶々木さんスンマセン！　後、頼たのみます！」

　言うと、先ほどの道を再び駆かけ戻る。

　現場までの道に群むれていた大たい半はんのマスコミはいつの間にか去さり、野や次じ馬うまたちもこれ以上の事態の発展はないと見たのか次し第だいに数を減らしつつあった。

　空也はカーブミラーの下まで辿たどり着き、周まわりを見渡す。しかし、あの小こ柄がらな姿は、すでにどこにもなかった。

「あぁクソッ」

　顔を顰しかめた空也は空を仰あおぐ。

　秋の空には雲一つなく、先ほどまで淀よどんでいた空気も、いつの間にか澄すんだものに変わっていた。




　　　　　　　◆




　次の公こう休きゆうを狙ねらって、空也は再び火災現場へと赴おもむいた。

　結局、放ほう火か犯はんは捕つかまったが、目撃者と思おぼしき少年を捜さがし出すことは出来なかった。事件は無事解決したのだし、本来なら休日を返上してまでして捜す理由はない。しかし。

「あの風ふう貌ぼうは絶対目立つと思ってんけどなぁ」

　十件以上の聞き込みでも収しゆう穫かくがなかった空也は、小さな児じ童どう公園の前にバイクを停め、木製のベンチへと疲つかれた腰こしを下ろした。公園の中央付近では砂場で遊ぶ小さな子どもと、それを見守る母親たちが楽しげにおしゃべりに興きようじている。

　そんな穏おだやかな光景を眺ながめつつ、自じ販はん機きで買った缶かんコーヒーのプルタブを引く。手を温めると悴かじかんだ指先が溶けていくようにじわりと痺しびれた。秋とはいえ、そろそろ二輪では寒さがこたえる時期になった。しかし車よりも小回りがきくため、こういった細い通りが多い場所では都つ合ごうが良い。

「あいつ、キレーな眼ぇしとったなぁ」

　背もたれに身を預け、空を仰いだ格かつ好こうのままで銜くわえた煙草たばこに火を点つける。呟つぶやいた口から細い煙けむりが揺蕩たゆたい、雲と同化するのをぼんやりと眺めた。

　何故なぜここまであの目もく撃げき者しやに拘こだわるのか、その理由は自分にも分からない。ただ、あの底知れぬ色を湛たたえた眼めが、空こう也やの中で強きよう烈れつな印象となり頭に残っていた。

「あの時、たまたま通りかかっただけとかで此処ここらへんには住んでへんのかもなぁ……」

　諦あきらめに似にた独どく白はくとともに、空也は背もたれに仰のけ反ぞると両りよう腕うでを伸ばして背せ骨ぼねを鳴らした。

　と、すぐ近くで学校のチャイムが聞こえた。その音に今日が平日だったことを思い出す。休日が土日と重なることが少ないこの職しよく業ぎようでは曜日感覚というものが無くなる。

　やがて、前の坂道を制服姿の学生たちが次々と下ってくるのが見えた。白い襟えりに臙えん脂じ色いろのスカーフがよく映えるセーラー服。清せい楚そなイメージを湛えたその制服は、駅前の交番勤きん務む時代によく見かけたものだった。

「確か、聖せい光こう明めい女学院やっけ？」

　今時珍めずらしいくらいに厳きびしい校こう則そくと、敷しき地ち内ないに外国の建物のようなチャペルがあることで有名な私し立りつの女子校だ。確か高校から大学までの一いつ貫かん校こうだったはずだが、偏へん差さ値ちも高いが授業料はもっと高い、とかつての同どう僚りようが冗じよう談だんめかして言っているのを聞いたことがあるから、きっとお嬢じよう様さま校こうなのだろう。

　十代女子特有の甲かん高だかい笑い声とともに、三人の少女が公園内へと入ってきた。駅への近道なのだろう、遊具やベンチに目をくれることなく軽い足取りで反対側の入り口へと向かう。

「あぁーお腹なかすいたぁ。この時期のマラソン、嫌いや過すぎなんだけど」

「あ、駅前のスタバ寄っていこうよ」

「行こう行こう。あたしシナモンロール食べたい」

　聴きくとはなしに耳に入ってきた会話に、あんなお嬢様達はハンバーガーや牛ぎゆう丼どんなど食べないのだろうか、などと空也は考える。自分の学生時代は彼女たちほど平へい穏おんなものではなかったが、それでも周まわりの奴やつ等らと同じくファーストフードと牛丼屋は必ひつ須すだった。ただ、その理由はといえば値段の安さと量であり、それを考えると確かに彼女たちには必ひつ要ようがないのかもしれない。

「ねぇ、今日洋よう子こはぁ？　部ぶ活かつないんでしょ？」

「告こつ解かいだって」

「えぇー!?　今日ってミカエル様の日だったの!?　ずるーい!!　あたしも行けばよかったぁ！」

　姦かしましく騒ぎ立てる少女達の言こと葉ばの中に、耳慣れない言葉を聞き取った空也は、だらしなくその身を預けていたベンチから背を起こした。

「あれ、あんたこの前は背が高い人が好このみーとか言ってなかった？」

「神しん父ぷ様さまってちょっと小こ柄がらだもんね」

「そーそー。ちょっと小柄なのが私わたし的てきには残念なのよねぇ」

「ミカエル様は別よ！　そりゃミナからしたらちょっと小さ目かもだけど、あたしよりは大きいし問題なしっ！　あぁーあんなキレーなお顔なのに、あの眼まな差ざしの凜り々りしさったら！」

「あ、聞いた？　この間、学校に忍しのび込もうとしてた変へん質しつ者しやをやっつけたらしいわよ!?」

「きゃーっ！　正まさに守しゆ護ご天てん使し！」

　少女達が黄色い声を上げる。女の子というものはつくづく身近なアイドルを作り上げることが好すきな生き物らしい。対象はどうやら麗うるわしの神しん父ぷ様さまらしいが、しかし例える相あい手てが芸げい能のう人じんなどではなく天使だというのは、さすがミッション系けい学校に通う生徒だというべきか。

　不ふ可か抗こう力りよくだとはいえ、乙女おとめの話を盗み聞きすることに多た少しようの罪ざい悪あく感かんを持った空こう也やは、飲みかけのコーヒーを一いつ気きにあおると、吸いかけの煙草たばこを銜くわえたままベンチから立ち上がった。そのままバイクまで戻ろうとしたとき、少女達の声が空也の耳に飛び込んできた。

「でもさ、やっぱあの眼めがいいのよね」

「そうそう、ブロンドじゃなくたって碧へき眼がんってポイント高いよね」

　空也の口から煙草が落ちる。慌あわててもみ消し、近くの灰皿に投げ入れると少女達の元もとへと駆かけ寄った。

「ちょ、ちょお君ら、ひょっとしてそれって碧あおい眼ぇの細っこい、こんくらいの背したやつか!?」

　自分の肩のあたりに手をやりながら、思わず会話に参さん入にゆうしてしまった空也に、少女らは一いつ瞬しゆんにして警けい戒かい心しんむき出しの表情を浮かべて逃げの構えを取った。空也は慌てて懐ふところから身分証明書を取り出し、怪あやしいものではないと示した。

「わ、本物の警察手帳って初めて見た。……コウノクウヤ？」

「これでクレノコウヤ、って読みますねん」

「うわー、簡かん単たんな漢字なのに読みにくいってすごーい！」

　初しよ見けんで間ま違ちがえずに読める名ではないと自じ覚かくしているので、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな発言は気にしないことにする。

「ていうか、それって本物？　ちょっと怪しくない？」

「なんだか見た目も警察って感じじゃないし……」

　口々に感想を述べる少女たちだが、少なくとも悲鳴を上げて逃げられることはないようだ。

「ほんまほんま。西警察署勤きん務むやから、疑うなら今ここで電話して確認してもらってもええで」

　笑え顔がおで言う空也に少女達は互たがいに顔を見合わせる。その内の、長い黒くろ髪かみを後ろで纏まとめた一人が、空也の顔をしげしげと眺ながめてぱっと顔を綻ほころばせた。

「あぁ！このヒト、どっかで見たことあると思ったら、この前犯はん人にんを蹴けり倒たおしてた人じゃん！」

　興こう奮ふん気ぎ味みに叫さけんで空也を指差す友人の姿に、周まわりも興きよう味み深げな眼差しを向けてくる。

「ミナ、何よそれ？　どういうこと？」

「ほら、この前近くで火事があったじゃない？　あたし、あの日当番だったから早く来てたんだけど、そしたら丁ちよう度どその犯はん人にんをこの人が追いかけてて最後は二段回し蹴げりで倒たおしちゃったのよ！」

　ミナと呼ばれた少女が、身み振ぶりを加くわえながら説明すると、一いつ斉せいにスゴイ！　カッコイイ！　と賞しよう賛さんの声が上がる。

　さすがにちょっと悪目立ちしすぎたかと反省しつつ、しかし一応信用はしてもらえたようなので、空こう也やは心の中で安あん堵どする。ああは言ったものの、実際署しよに連絡されていたら後々面めん倒どうなのは目に見えているので正直、避さけたいところだった。

「それでぇ、おまわりさんがどうして神しん父ぷ様さまを捜さがしてるのよ？」

　三人の中で一番背の低いショートカットの少女が言った。先ほどミカエル様と騒さわいでいた少女だ。

「おまわりさんっつーか、刑事さんなんやけどな」

　一いち応おう訂てい正せいを入れてみるが、刑事と聞いて少女は一いつ層そう甲かん高だかい声を上げた。

「神父様が何かしたって言うのぉ？」

　不満げに眉まゆ根ねを顰ひそめる姿は、それだけこの少女が「神父様」を信用し、入れ込んでいるためだろう。空也は苦く笑しようしながら少女の杞き憂ゆうを否ひ定ていする。

「あぁ、ちゃうちゃう。むしろその子のおかげで事件解決したんや。そんでお礼を言いたくって捜しとったんやけど見つからんくて困っててん」

　空也の言こと葉ばに安心したのか、少女は自分が成なし遂とげた業績のように誇ほこらしげに胸むねを張る。

「ほら、やっぱりスゴイのよ！　あたしのミカエル様は！」

「いつから理り子このものになったのよ」

　互たがいに小こ突づきあいながら少女らは甲かん高だかい声で笑う。

「あの、じゃあ、あたしたちが教会まで案内してあげよっか？」

「あ、スズちゃんいい考え！　そしたらあたしたちも予約なしで入れるもんね」

　小さく提案した少女の言葉に目を輝かがやかせ、理子と呼ばれた少女がパンと手を叩たたくと上じよう機き嫌げんにこちらを振り仰あおぐ。空也にしてみれば願ったり叶かなったりの申もうし出だ。バイクは路ろ駐ちゆうになってしまうが、邪じや魔まにはならない場所だし、しばらくなら問題ないだろう。

「ほな、よろしゅう頼たのむわ」

「おっけ。任まかせて紅くれ野のっち！」

「く、くれのっち……」

　とんでもない呼び名に思わず半笑いを浮かべた空也を促うながして、三人娘むすめは元もと来た道を引き返す。

「あ、なぁなぁ。さっき言うてた予約ってのは何なん？」

　緩ゆるやかな坂を上りながら、空也はふと思いついた疑問を口にした。三人は代わる代わる説明する。

「あのね、あたしたちの学校には付ふ属ぞくの教会があるんだけど、あ、神しん父ぷ様さまもそこにいるのね。で、そこで告こつ解かいをやってるの」

　鈴すず音ねと名乗った少女が少々緊きん張ちよう気ぎ味みに答えに応じた。どうやら三人の中では一番大人しい性格のようだ。

　その続きをひったくるようにして、理り子こが割り込む。

「あ、告解っていうのはぁ、神サマに、『あたしってばこんな悪いことしちゃいましたぁ、でも正直に言ったんだから許してくださいね！』って告こく白はくすることなの」

「まぁ実際はそんな大たいしたことじゃなくて、誰だれにも相談できないことを神父様だけにこっそり聞いてもらうってかんじよね」

　最後に分かりやすくミナがまとめる。この三人は全まつたく違ちがう性格なのに、見事に息いきが合っている。

「はぁ……つまり簡かん単たんに言うたら相談室みたいなもんか？」

　教会の仕組みなど全く知らない空こう也やにはいまいちイメージがつかめない。なんとなく浮かんだのは学校の保健室だが、きっと違ちがうのだろう。

「やだ、紅くれ野のっちってば、簡単に言い過ぎ」

　理子がきゃらきゃらと笑いながら空也の腕うでを叩たたく。遠えん慮りよがない分、何なに気げに痛いたい。

「教会は付属って言っても、一いつ般ぱんの人達も参さん拝ぱいにくるから、遊びで訪おとずれないようにってことで生徒の告解は予約制なんだよね」

　ねー、とそろえられた三人の声にはあきらかに不満の色がにじみ出ている。

「だってさ、神サマに懺ざん悔げするのに予約がいるってのも変な話だよねぇ？」

　理子の言こと葉ばに三人はそろって同意する。

　そうなったのはきっと、この三人のような生徒が多いためだろうと思ったが、空也は苦く笑しようを浮かべるだけで口には出さなかった。

「あ、ほら。あれだよ」

　しばらく緩ゆるやかな坂を上っていくと、そこに白いおもちゃのような建物が見えた。尖とがった屋根のてっぺんには十じゆう字じ架か、正面の天てん窓まどには聖せい母ぼを描えがいたステンドグラスがはまっている。

「なんか、ゲームに出てきそうな建物やな……」

　ぼそりと呟つぶやいた空也だったが、お嬢じよう様さまたちは冒険ＲＰＧなどした経験がないのか、よくわからないといった表情で首を傾かしげただけだった。

「あっちが学校の正門。で、こっちが一般向けの礼れい拝はい堂どうの入り口だよ」

　赤いレンガの壁かべと、蔦つたの絡からまった黒いゴシックな鉄門がどうにも遊園地のアトラクションを連想させる。三人の話によると、イギリス人の理事長が母ぼ国こくの建築家に依頼して作らせたものらしいのだが、立りつ派ぱな門構えの和わ風ふう豪ごう邸ていが立ち並ぶこの立地では、残念ながらちゃちく見えてしまう。

　四人は開かれていた門を潜くぐり、小さな英えい国こく風ふう庭園を縦じゆう断だんする石いし畳だたみの細い道に従って教会の入り口へと進む。途と中ちゆうには白いガーデンチェアとテーブルが置かれ、イースターやクリスマスなどイベントの際さいにはガーデンパーティーが開かれるのだという。

「洋よう子こ、もう終わったかな？」

「行き会わなかったから、まだいるんじゃないかしら？」

　ぎぃ、と軋きしむ扉とびらにぶらさがるようにして三人の少女は僅わずかに開いた隙すき間まから中を覗のぞきこむ。

「あ、丁ちよう度ど出てきた！　他に人もいないみたいだし、刑事さんチャンスだよ」

　言われて、一歩後ろで見守っていた空こう也やは押し合うようにして建物に入る少女らの後を追った。

　建物内部は、外観とは異ことなりいたってシンプルなつくりだった。説せつ教きよう台だいへと続く通路とその両サイドに並ぶ木製の長なが椅い子す。アーチ型の天てん井じようは立りつ派ぱだが、むき出しの蛍けい光こう灯とうがせっかくの雰ふん囲い気きを打ち消している。どうやら後から取り付けられた照明らしい。

　その中央に鎮ちん座ざする説教台の前で、理り子こたちと同じ制服姿の少女と、足あし元もとまでかくれた黒い学生服のような司し祭さい服ふく姿すがたの少年が向かい合って立っていた。

「洋よう子こ！」

　友人の名前を呼びながら駆かけ寄る三人に、突とつ如じよ名を呼ばれた少女は驚おどろいた表情でこちらを振り返った。同時に少年もこちらへと顔を向ける。淡あわい胡桃くるみ色いろの髪かみが天てん窓まどからの光を受けて、聖せい母ぼの纏まとう衣ころもと同様に青く輝かがやく。

「あれ、皆どうしたのよ？」

「ちょっと、ずるいわよ洋子。今日、ミカエル様だってどうして教えてくれなかったのよ」

　コソコソと言い合う少女らに、神しん父ぷ姿すがたの少年はにこりと微笑ほほえみかけた。

「皆さん、お揃そろいでどうされたのですか？　今日はご予約されていなかったと思うのですが……」

　耳に心地ここちよい声に、少女たちは慌あわてて身みなりを整え、静々と少年へと頭を下げる。

「こ、こんにちは、神父様。今日はあたしたち、お客様をお連れしたんです」

　三人を代表して、ミナが言う。先ほどまであんなにはしゃいでいた理子はミナと鈴すず音ねの後ろに隠かくれるようにしている。その姿に、少女達の背はい後ごで空也は思わず苦く笑しようした。恋こいする少女はなんとも微笑ましい。

「お客様？」

　ミナの視し線せんの先を追った神父が入り口附ふ近きんに立っていた空也へと顔を向けた。やや長めの前まえ髪がみの下から碧あおい眼が真まっ直すぐ空也へと向けられる。

　空也は、中央へと歩み寄りながら神父の姿を正面から捉とらえ、周まわりに分からないくらい小さく、首を傾かしげた。確かにこの年若い神父の瞳ひとみは、あの時見たものと同じ色をしている。しかし、今相手から感じる雰ふん囲い気きは柔やわらかく、あの時感じた鳥とり肌はだが立つような強い力を感じない。

　人ひと違ちがいの可か能のう性せいも考えたが、とにかく話を切り出そうと、空こう也やは少年の前に立った。

「こんにちは。火事ん時に君きみと会ったんやけど……覚えとる？」

　言って、不ぶ躾しつけにならないよう注意しながら少年の姿を観察する。目鼻立ちは驚おどろくほどに整っているが、決して派は手ですぎない顔が、日に本ほん人じんに親しみと憧あこがれを抱いだかせるのだろう。華きや奢しやな体たい軀くを包む細ほそ身みの黒くろ服ふくは一いつ見けん詰つめ襟えりの学生服のようだが、胸むな元もとに下げられたアンティークなクロスと両肩に掛けられた十じゆう字じ架かの刺し繡しゆうされたストラが神に仕つかえる者だと暗あんに示す。

　空也の記き憶おくの中の人物と、今目の前に立つ少年と、体格や声は合がつ致ちする。しかし、それでも付きまとう違い和わ感かんの所しよ在ざいは、この服ふく装そうのせいなのだろうか。

　少年は空也を見上げ、やんわりと笑む。

「あぁ、この前の刑事さんですね。スーツじゃなかったので、すぐに気付きませんでした」

「え、あ、あぁ。あん時はほんま助かったわ。そんでやな、ちょっと話を……」

　やはり間ま違ちがいではなかったと空也が詳くわしい話を聞こうとした時、神しん父ぷが空也から視し線せんを外はずし後ろに控ひかえる少女達へと笑え顔がおを向ける。

「皆さん、わざわざありがとうございました。ただ……もうすぐ杉すぎ山やま先生がいらっしゃる予定なのですが、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　困ったように言う少年に、洋よう子こ以外の少女たち三人がびくりと肩を上げて顔を見合わせた。

「や、やっぱマズイかな……？」

「ヤバイかも。だって先週も予約なしに居い座すわって杉先に怒おこられたばっかりだよ？　あたしたち」

「次見つかったら出で禁きんになるって、絶対！」

　ひそひそと言い交かわす少女たちはどうやら校こう則そく破やぶりの常じよう習しゆう犯はんらしい。

「じゃ、じゃああたしたち帰ります！　洋子ももう終わったんでしょ？　一いつ緒しよに帰ろ」

「ええ。神父様、ありがとうございました。また、お話聞いてくださいね」

　嬉うれしそうに言った洋子に優やさしげな笑えみを返して、神父は胸むな元もとで十じゆう字じを切る。

「皆さんに神の祝しゆく福ふくがありますよう」

　一人ひとりの顔を見つめて言うと、少女たちの顔が一いつ気きに上じよう気きした。

「さようなら神父様。ごきげんよう！」

「刑事さんも、またね！」

「今度、蹴けり技わざ見せてね」

「おぉ、連れてきてくれておおきになぁ」

　口々に別れを告つげ、連れ立って出て行く少女達に手を振り返した空也はその背を見送って小さく息いきをついた。若い少女たちのパワーに押されて、さすがの空也ですら若じやつ干かん疲つかれを感じる。

「あ、人が来るんやったら俺おれも手短に……」

　扉とびらが閉められたのと同時に少年の方を振り返り、話の続きをしようとした空也は、目の前の光景に言こと葉ばを失った。

「お前……」

「なんだ？　何か言いたいことが？」

　さっきまでの愛あい想そはどこへいったのか。そこにいるのは腕うでを組み、無表情に説せつ教きよう台だいへ凭もたれかかる神しん父ぷの姿だった。話し方まで百八十度違ちがっている。
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「さっきまでとえらい態度ちゃうやんけ」

「当たり前だ。あの子達は大切な『お客様』。お前は違うだろ。よってお前に愛想を振りまいたところでこちらに利り益えきはない。ならば同じ態たい度どで接する理由がどこにある」

「きゃ、客とか、利益とか……」

　確かに突つき詰つめれば客なのかもしれないが、仮かりにも神しん職しよくにつくものが、信しん者じやを客呼ばわりした挙あげ句くに利益を求めないで欲ほしいと空こう也やは顔を引きつらせる。

　そんな空也に対し、少年は顔色一つ変えずに言い放つ。

「確かにアガペーは偉い大だいだ。が、それで実じつ益えきは得られないし腹はらも膨ふくれない。よりよい生活のためにより大きな利益を求めるのは人間のあるべき姿だろう」

「神に仕つかえるもんのセリフやないな……」

「残念ながら僕ぼくはただの勤つとめ人にんだからな。遠い神よりも近くの雇やとい主だ」

　しれっととんでもないことを言っているが、しかし今のこの姿は間ま違ちがいなく先日会った少年だ。ここまで素すを隠かくせると最早もはや見事としか言いようがない。

「で、用よう件けんは何だ？」

　冷たい視し線せんを正面からぶつけられ、空こう也やは苦く笑しようする。どうにもあまり歓かん迎げいされていないようだ。しかし、そんな目線に怯ひるむことなく空也は笑え顔がおで対たい峙じする。

「取り合えず、自じ己こ紹しよう介かいさせてや。俺おれは紅くれ野の空也。こんなナリやけど一いち応おう西にし署しよで刑事やってます」

「……藍あい川かわ青あおだ」

　促うながされて渋しぶ々しぶといった体ていで神しん父ぷは名を告つげた。その風ふう貌ぼうから横文字の名前を想像していたのだが、その名は日に本ほん人じんのそれだった。

「アオ、やな。アイカワって藍色のアイ？」

「そうだが？」

「おぉ正まさに『藍より出でて』ってやつやな」

「……何だそれは？」

「『青は藍より出でて藍より青く、氷こおりは水より出でて水より寒し』。荀じゆん子しって儒じゆ教きよう家かの言こと葉ばで、まぁ捉とらえ方は色々あんねんけど、簡かん単たんに言うたら人間の本ほん性しようは悪やけど社会のルールとか教育を学ぶことで善ぜんになれるんやってことの例えやねん。人に教おしえを説とく神父さんにぴったりのええ名前やな」

　空也は素直に感想を述べただけだったが、青は一いつ瞬しゆん虚きよを衝つかれたように目を見開き、しかしすぐに元もとの無表情に戻る。

　空也は本題に入ろうし、しかし立っていると身長差からどうしても見下ろす形になってしまうため、一番前の長なが椅い子すに腰こし掛かけた。長ちよう身しんは時に必ひつ要ようのない圧あつ力りよくを相手に与えることがあることを空也は自じ覚かくしている。

「ま、改あらためましてよろしゅうな、青。この前はほんま、おおきに。おかげで犯人逮たい捕ほできたわ。犯行時のあいつの様よう子すとか聞きたかったんやけど、自分さっさと居おらんくなるからめっちゃ捜さがしたんやで」

　青は憮ぶ然ぜんと腕うでを組み替えて空也を見る。

「残念ながら、僕ぼくは犯はん行こう現場なんて見ていない。だから、証言はできないな」

「へ？　せやかて、お前……」

　訝いぶかしげな空也を青はふいに口くち元もとに不ふ敵てきな笑えみを浮かべて見つめる。深い碧あお色いろが心の奥まで見透すかしているようで、空也は居い心地ごこち悪く身みじろぎする。

「実は、僕の目は特別製なんだ」

　青は説せつ教きよう台だいに凭もたれていた背を起こし、空也の元もとへと一いち歩ぽ踏ふみ出す。

「僕はね、人の犯おかした罪つみが視みえるんだ」

「……罪が、みえる……？」

　空也の喉のどがゴクリと鳴る。

「そう。神は、僕ぼくの瞳ひとみを通じて僕に罪ざい人にんを教える。その者に罪つみを悔くい改あらためさせるためにね」

　何の冗じよう談だんだと思うが、それを口に出せない迫はく力りよくが青あおの目にはあった。信じられないと思う反面、それを信じそうになる自分がいる。

　空こう也やは大きな何かに飲み込まれそうになる感覚に陥おちいるのを、声を発することで堪こらえた。

「それじゃあ、あの時お前は、アイツの罪を見たっていうんか……？」

　青は空也の正面に立ち、真しん偽いに揺れるその顔を口くち元もとに怪あやしく笑えみを浮かべたまま見下ろす。その表情はいっそ荘そう厳ごんにすら感じる。それは曲りなりにも青が神に仕つかえる者だからなのだろうか。

　神の申もうし子ごがゆっくりと口を開く。

「お前、詐さ欺ぎに遭あったことはないか？」

「……へ？」

　突とつ然ぜん真ま顔がおに戻った青は、無表情の中にも心底呆あきれた様よう子すの色を湛たたえて空也に問とう。その発言の意味に気付いて、空也は堪たまらず声を上げた。

「う、噓うそかいっ！」

「当たり前だ。こんな馬ば鹿かげた冗じよう談だん、今時小学生でも真まに受けないぞ。日に本ほん警察の未来は暗いな」

　馬鹿にしたように大げさなため息いきをついてみせながら、青は空也の前を横切りパイプオルガンの上に広げられたままになっていた楽がく譜ふをまとめ始めた。やり込められた悔くやしさも相あい俟まって、空也はややムキになって声を上げる。

「じゃ、じゃあこの前犯人が分かったんは？」

「僕は、あの男が犯人だなんて一ひと言ことも言っていないだろ。声を掛けてみろと言っただけだ」

「それにしたって当てずっぽうで言うた訳わけやないやろ？」

　尚なおも食い下がる空也に、青は片付けの片手間に雑ざつ談だんするかのような気軽さで答える。

「あいつは火事の現場で、あろうことか煙草たばこを吸っていたんだよ」

「煙草……」

「あぁ。あれほどの火事を目の前に、普通の奴やつならまず煙草なんて吸えないだろ？　だから、怪あやしいと思った。それだけだ」

　確かに、自じ他たともに認めるヘビースモーカの空也ですら、あの現場で煙草を吸いたいとは思わなかった。たとえ勧すすめられても吸えないだろう。

　蓋ふたを開ければ、疑いの目を向けるにはなんとも簡かん単たんで明めい白はくな理由だ。

　空也の身体からだから一いつ気きに力が抜ける

「なんや……つまり俺おれはそんな確証のないもんに付き合わされたっちゅう訳わけかい」

　本当に犯はん人にんだったからよかったようなものの、一歩間ま違ちがえば誤ご認にん逮たい捕ほもあったかもしれない。

「だから、あえてお前を選んだんじゃないか。良くも悪くも、あの人員の中で誰かを動かすなら、お前が一番適てきしていると思ったもんでな」

　だらしなく長なが椅い子すにずり下がっている空こう也やを振り返りもせず、青あおは淡たん々たんと言う。

「それ、どういう意味やねん」

「誉ほめ言こと葉ば、ということにしておけ」

　今まで冗じよう談だんなど一度も言ったことがないような顔をして、さらりと言った青に、空也はそれ以上の追求を諦あきらめた。

「まぁ、何にせよ、青のおかげで犯はん人にん逮たい捕ほできたんは事実やしな。一ひと言こと礼れいが言いたかったんや」

　腹ふつ筋きんをつかって椅子から立ち上がると、背せ筋すじを伸ばし青へと敬けい礼れいする。

「犯人にとっても、被ひ害がい者しやにとっても、少しでも早い段階で犯行を止めたるんが俺おれらの仕事やさかい。ご協力、感かん謝しやします」

　くったくのない笑顔で言った空也を、青は相変わらず無表情に見返す。

「……お前は変なやつだな」

「どういたしまして。さてと、そろそろお暇いとましますわ」

　言って、空也は扉とびらへ向かって歩き出す。

「あ、そや」

　扉に手を掛けたところで空也は足を止め、にやりと笑って振り返る。

「あんま女の子らを誑たぶらかすんやないでぇ。絶対に成立しない恋なんて可哀かわい相そうなだけやからな」

「！　お前……」

「ほな、またなぁ」

　これ位くらいの仕し返かえし罪つみにはなるまい、とほくそ笑み、肩かた越ごしに手を振って階段を下りる。どういう理由で『本ほん性しよう』を隠かくしているのかは分からないが、周まわりが知らない部分を知っているだけで、使い方次し第だいでは相手にプレッシャーを与えることができる。

　室内の暖あたたかさから一転、外は夜に向けて急速に気温を下げ始めており、空也は前を空あけていたライダージャケットを首くび元もとまで引き上げた。帰りの寒さは行きの比ひではないだろう。

　何なに気げなく足あし元もとを見ると、一いつ気きに傾かたむいた陽の僅わずかな残光が教会の上に立つ十じゆう字じ架かの影を長々と地面に刻きざんでいた。影とはいえ、なんとなく踏ふみつけるのを気き兼がねして、踏み出しかけた足を宙ちゆうに浮かせた空也だったが、

「……アホくさ」

　ポケットから煙草たばこを取り出し銜くわえると、背はい後ごに伸びる細い紫し煙えんを軌き跡せきに、十字架を踏み締しめ門へと向かって歩き出した。







[image: 第２章　取調室の十字架]

　刑事という職しよく業ぎようは毎日のように凶きよう悪あく犯はん罪ざいと対たい峙じしているイメージがあるが、実際はそうでもない。毎日必かならずと言っていいほど、どこかで事じ件けんは起こっている。しかし、それが必ずしも自分の管かん轄かつ内ないであるとは限らないし、例え管轄内だったとしても、大きな事件になればなるほどその主しゆ導どう権けんは上へと持ち上がっていく。

　つまり、小さな所しよ轄かつのしかもまだ刑事と呼ばれるようになって日が浅あさい空こう也やにとって、世間を賑にぎわせるような一大事件を扱うなど万が一にもありえないことだった。

「そんなこと、今いま更さら言われんでもよう分かってますねん」

　都と会かいの端はしに建つ西にし署しよの四階、フロア内のこれまた端で、空也は机つくえに伏ふした格かつ好こうで力なく呟つぶやく。季節はずれの激しい夕立がフロアの古い窓まどを叩たたきガタガタと危なげな音を立てていた。

「だったら、口動かしてないでさっさと手を動かせ～」

　分厚いファイルを抱かかえた課か長ちようが通りすがりに突つっ伏ぷす空也の後頭部へと一いち撃げきをくれる。

「分かってても、もう嫌いややぁ……」

　嘆なげく空也の前には高々と積み上げられた資料やファイル、そして額ひたいの下した敷じきになっているのは白はく紙しの報告書だ。

「嫌なことを後回しにするからそういうことになるんだ」

　二学期直前の母親のようなことを言いながらテキパキとファイルの整理をこなす課長は粗そ雑ざつな者が多い刑けい事じ課かで唯ゆい一いつの綺き麗れい好ずきだと署内の女性陣じんからもっぱら評判だ。五い十そ路じ過すぎの小こ柄がらなオジサンだが、バレンタインデーのチョコの数がずば抜けて多いのはこの特技のためではないかと空也は常々思っている。ちなみに空也はその人辺りの良さから、これ見よがしに『義ぎ理り』と書かれたチョコの数では課長に引けをとらない。

「うひゃー、濡ぬれた濡れた。緑みどり川かわ、戻りましたぁ」

「茶さ々さ木き、戻りました──おぅ空そら坊ぼう、まだ終わってねぇのか」

　捜そう査さから戻った茶々木とその相あい方かたが、雨に濡れたコートを脱ぎながら呆あきれた声で言う。机に顔をつけたまま横よこ目めで茶々木を見上げ、空也は口を尖とがらした。

「茶々木さんたちはええなぁー外出られて」

「馬ば鹿か野や郎ろう、この寒さむ空ぞらの下何時間も歩き回ってたんだぞ、こっちは」

　フロアの隅すみに置かれたコーヒーマシンで豆を挽ひきながら、茶々木が渋しぶい顔で答えた。同どう伴はんしていた緑川も肩を竦すくめて苦く笑しようする。しかし、たとえ雨が降ろうと何が降ろうと空也なら喜よろこんで外に出て行くことは署内の人間には周しゆう知ちの事実だ。そんな空也が最もつとも苦手とするデスクワークを一日中やっているのだから、やさぐれる気持ちも分からなくはないのだろう。

　電気ポットではなくわざわざヤカンで沸わかした湯でドリップされたコーヒーが、殺さつ風ぷう景けいなフロアを一時だけの喫きつ茶さ店てんへと変える。

「しかしまぁ、よくもそれだけ溜ため込んでたもんだな」

　自前のマグカップにコーヒーを注そそぎながら茶さ々さ木きが空こう也やを振り返る。残っているコーヒーを掲かかげて見せると、空也を含めその場にいた者たちが続けて挙きよ手しゆした。

　あらかじめ予想していたのだろう、ちょうど人数分いれたところで底をつきたポットをそのまま流し台へと運び水だけで手早く濯すすぐと、茶々木はビアガーデンのジョッキよろしく両手にマグカップを持って次々手渡しして回った。コーヒーが飲めない課長へは残りの湯で入れた緑りよく茶ちやの入った湯のみだ。ちなみにコーヒー豆も茶ちや葉ばも課内で毎月収集したお茶代で賄まかなっているが、皆が喜き々きとして払はらうのはそこらの喫茶店に行くよりも安上で美味うまいためである。

「ほれ、ちょっと休きゆう憩けいしろや」

　最後に空也にカップを差し出すと、茶々木は後ろの自じ席せきへと腰こし掛かけてようやくコーヒーを口にする。空也は受け取ったカップから立ち上る香かおりを堪たん能のうしてから、冷ましもせず口をつけた。芳ほう醇じゆんな苦にが味みと共ともにカフェインが鈍にぶった頭に染みるような気がして思わず低く唸うなる。

「うーん、やっぱ茶々木さんの入れてくれはるコーヒーが一番美味いっスわ」

　空也の言こと葉ばに、読みかけの新聞から目を上げた茶々木が当たり前だと言わんばかりに、にやりと笑えむ。

「俺おれの目の黒いうちは不味まずいコーヒーなんぞ入れさせんわ」

　年ねん功こう序じよ列れつの組織の中ではかなり上じよう位いに立つ茶々木だが、湯の温度も確かめず粗そ雑ざつにいれられたコーヒーや茶に我が慢まんがならないと自みずから買って出て以来、鍋なべ奉ぶ行ぎようならぬお茶奉行と化している。

「ほー、『ＳＲＳ海外市場進出に向けて一歩前進』だと」

　再ふたたび紙面に目を落とした茶々木が何なに気げなく呟つぶやく。

「全まつたく、アナログ世代にはいよいよついていけねぇ時代になってきやがったなぁ」

「しかし、日に本ほんの技術が海外に通用するってのは嬉うれしいもんじゃないですか」

　緑みどり川かわが横から覗のぞき込みながらしきりに頷うなずいている。空也は聞きなれない単たん語ごに椅い子すから身みを乗り出した。

「エス・アール……？　それ、何ですのん？」

「うわー紅くれ野の、お前新聞とか読んでねぇだろ」

　緑川が心底呆あきれた顔を向ける。どうやら空也が知らないうちに世間では一般的になっているものらしい。

「ＳＲＳってのはなぁ──」

「あぁーっ！　コーヒーいいなぁ！」

　緑みどり川かわの言こと葉ばを遮さえぎるように、子どものように羨うらやましげな声と共ともに扉とびらが勢いよく開かれる。取調室にこもっていた紫しヶが崎さきが短い髪かみを搔かきあげながら足音荒あらく戻ってきた。西にし署しよ刑けい事じ課かの唯ゆい一いつの女性であり、キャリアウーマン然とした彼女は、荒々しく椅い子すに腰こし掛かけるとパンツスーツの足を組んで眉み間けんの皺しわを揉もんだ。

　紅こう一いつ点てんと言えば聞こえはいいが、彼女の場合、その迫はく力りよくはかもすれば茶さ々さ木きをも上回ると囁ささやかれている。四十を半なかばにしてその貫かん禄ろくは衰おとろえるどころか益ます々ます増してきていると先せん輩ぱい刑事たちが話しているが、今の状態はまだ、彼女が更さらなる進化を遂とげる兆ちよう候こうでしかないと空こう也やは睨にらんでいる。

「どうだいシガちゃん、何か進展あったかぃ？」

　茶々木が紫ヶ崎のために再ふたたび湯を沸わかしながら、ねぎらう表情で言う。

「だめ。っていうか完全に舐なめられてるんじゃない？　何聞いても『私がやりました。早く逮たい捕ほしてください』しか言わないんだもの。あぁ、もう何であたしに直接やらしてくれないのかしら！」

　苛いら立だたしげに机つくえに拳こぶしを当てる紫ヶ崎に、向かいに座すわる同どう僚りようが小さく肩を震ふるわせた。

「しかたねぇさ。お偉えらいさんの言うことには逆らえないのが勤つとめ人の悲しさだよなぁ」

「それにしたってアレはヒドイでしょ!?」

　吼ほえる紫ヶ崎に空也と茶々木以外の周まわりがひぃっと身を竦すくませる。ここで竦まないところが、空也の肝きもが太いといわれる一つの要よう因いんだ。

　紫ヶ崎を苛いら立だたせている原げん因いんは、最近この課かに異動してきた若わか手て、灰はい田だだった。若手とは言え、三み十そ路じ過すぎで空也よりも六つほど年上だが、その使えないっぷりは空也からしても目に余あまった。刑事のスキル云々うんぬんではなく、人としての感性を疑う場面が多々あるのだ。

「大体、机の上でお勉強しかしてきてない、現場を知らない奴やつが上手うまく立ち回れるはずないってのよ！」

　女性ながらにキャリアを積んで現げん在ざい灰田と同じく警けい部ぶ補ほである彼女だが、現場の経験数は現在のチームでは茶々木に次ぐベテランだ。男性社会の中で奮ふん闘とうし、机き上じようの論理が現場では通用しないことを誰だれよりも実感しているからこそ言える台詞せりふだろう。

　そんな彼女をお目付け役に、院いん卒そつの学がく歴れきエリートを押し付けてきたのは天てん下かの警察庁だった。どこぞの権力者が寄よ越こした愛まな息子むすこだという灰田は、粗そ雑ざつに扱えない上にうまい使いようがなく、どうにも持もて余あました末すえに下へと流されてきたのだという。ご丁てい寧ねいに、くれぐれも粗そ相そうのないようにとのお達し付きだ。そんな腫はれ物を、粗雑な刑事課に押し込んで粗相がないはずがない。よって、署長判断で、唯ゆい一いつの女性である紫ヶ崎に白しら羽はの矢やが立ってしまったのだ。

「キーキーギャーギャー、ったく、どこのヒステリー女かってのよ」

　自みずからが女性であるとは思えない台詞を吐はきつつ、茶々木から受け取ったコーヒーを男前に煽あおる。そして、ようやく少し落ち着いたように息いきをついた。

「紫しヶが崎さきの姐ねえさん、荒れてはりますねぇ」

　苦く笑しよう気ぎ味みに緑みどり川かわにこそりと囁ささやくと、彼もまた苦々しく笑えみを返した。

「まぁでも実際、俺おれでも嫌いやだね。あんな奴やつの子こ守もりなんかさ。それならお前の無む茶ちやに付き合う方がまだマシだな」

「そうそう。紅くれ野のなら最悪切捨てても問題ないしな」

「うわ、酷ひどっ！　比くらべるとこちゃいますやん」

　先せん輩ぱいたちの暴言にオーバーに嘆なげくが、一いつ笑しように付ふされる。しかし、そこでそのやり取りが聞こえていたらしい茶さ々さ木きが一つの提案を持ち上げた。

「確かにあのボンボンに比べりゃあ、空そら坊ぼうのがまだマシじゃないかい？　シガちゃんよ」

　振られた紫ヶ崎は、空也を見つめ眉まゆを顰しかめた。

「紅野にねぇ……まぁ、さすがに取調室で暴れることはないでしょうけど」

　思案する紫ヶ崎に、他の皆も興きよう味み深げな眼まな差ざしを向ける。

　当とうの空也は茶々木の言わんとすることが分からず、呆ほうけた表情でただ成り行きを見守った。

「よし、紅野。あんた次、取調室行って来なさい」

　指を突つきつける紫ヶ崎に、空也は怪け訝げんな表情を崩くずさない。

「行って来いて……俺おれ、担たん当とうやないのにええんスか？　それに、俺なんかが行ったらそれこそ逆ぎやく効こう果かとちゃいますのん」

　新しん米まい刑事に役目を取られたとなると、お坊ぼつちゃまの激げつ昂こうは避さけられないだろう。二人の意い図とが読めずにいると、茶々木が含みを帯びた人の悪い笑えみを向ける。

「お前は新米なんだから担当の垣かき根ねなんざあってないようなもんだ。それにな、灰はい田だからの要求は、自分のやり方でやってみせるから上の者は手を出すなってことだったろ。なら、最もつとも下したっ端ぱのお前が動いたところで文もん句くはないはずだ。あっても言わせねぇよ。最初から無茶な要求飲まされてるのはこっちだからな」

　灰田よりも階級、年次が共に下なのは、この場において空也しかいない。

「いいですよね、課長？」

　先ほどから黙だまって聞きに徹てつしていた課長が、空也へと視し線せんを移す。

「紅野、お前にやる気は？」

　静かな問といに、空也は勢い良く挙きよ手しゆした。

「はいはいっ俺やりたいです！　やらせたってください！」

「……わかった、許可する。行って来い」

「よっしゃ」

「ただし！」

　小さくガッツポーズをした空也に、課長は厳きびしい一いち瞥べつをくれる。

「一時間だけだ。それが終わったらお前はすぐここに戻って今日中にそれを片付けること。いいな？」

　書類地じ獄ごくから抜け出せると思ったのは甘あまかったらしい。空こう也やは力をなくした腕うでをだらりと下げ、渋しぶ々しぶ「了りよう解かい」と答えた。







　茶さ々さ木きが取調室に入ると、紫しヶが崎さきと入れ違ちがいで入っていた刑事が心底ほっとした様よう子すで茶々木を振り返り、そしてその後ろに立つ空也を不ふ思し議ぎそうに見る。こっそりと手て招まねきした茶々木から説明をうけると、こちらもまた一いち物もつ抱かかえた含み笑いで空也の肩に手を置いた。どうやら彼も灰はい田だを持て余あましていたようだ。

　件くだんの彼は、容よう疑ぎ者しやの男と向き合いながら何度も甲かん高だかい声で問とい詰つめている。その横で記録を取っている制服警官は、もはや諦あきらめ顔でただ黙もく々もくとペンを動かしていた。

「灰田警けい部ぶ補ほ、少々よろしいですか」

　そっと背はい後ごに近づいた茶々木が馬ば鹿か丁てい寧ねいに灰田へと声を掛け室外へと連れ出す。

「茶々木さん、口出しはしないでくださいとあれほど……」

　カマキリのような三角形の顔を歪ゆがめた灰田が神経質な声を上げた。

「いやいや、根こんを詰つめすぎですよ警部補。少し休きゆう憩けいなさってください。その間、アイツのことはうちの下したっ端ぱが見ておりますんで」

　茶々木の後ろから顔を出した空也がへらりと笑う。しかしこちらの思おも惑わくを察したらしく、灰田はそんな空也を一いち瞥べつし、不快な表情を隠かくそうともしない。

「こんなノンキャリアの若わか造ぞうに、僕ぼくの代わりをさせるというのですか？」

「若造って、自分と大して変わらんやんけ」

　灰田に聞こえないよう呟つぶやいた空也の足を茶々木がやんわりと踏ふみつける。

「まぁまぁ、せっかくですので勉強させてやってくれませんか。どうせ、大たいしたことは聞き出せないでしょうが、相手も一度人を代えた方が後のち々のち口のすべりがよくなるかもしれませんしね」

　階級制度とはいえ年ねん功こう序じよ列れつ制せいも同どう様ように重じゆう視しするこの組織において、まだまだ若造の域いきに入る灰田に勝ち目はない。

「まぁ、それほど言うならやってみたらいいですよ」

　心底馬ば鹿かにした口く調ちようで言うと、灰田は取調室の扉とびらを開けた。やれるもんならやってみろ、という台詞せりふがありありと顔に浮かんでいる。

　感情が表に出やすいことを自じ覚かくしている空也は、そんな灰田と目を合わせないように注意しながら取調室へと入った。中にいた刑事が容疑者の正面席せきを空也へと譲ゆずる。

　何度か取り調べに立ち会ったことはあるが、自分が直接話すのは今回が初めての経験だ。空也はパイプ椅い子すに腰こし掛かけて調ちよう書しよへ一通り目を通すと、容疑者の男を見み据すえた。線の細い、どこか儚はかなげな雰ふん囲い気きを持つ男がゆっくりと顔を上げる。

「えーっと、久く出でさん、でええんですよね。俺おれは紅くれ野の言います。今から一時間だけ、俺がお話させてもらいますんでよろしゅう」

　今調ちよう書しよで見たばかりの名を呼んで、空こう也やはにこりと笑えむ。

　久出の容よう疑ぎは殺人。本人自みずから、自分は人を殺したと署しよへ出しゆつ頭とうしてきたのだが、殺害時の状じよう況きようを詳くわしく語ったその後は、何を聞かれようが一いつ切さい答えず、ただ自分が殺したと告つげるばかりだった。

「ですから、何度も申もうしましたとおり、私が殺しました」

　表情と同じく静かな声こわ音ねで、久出はただ何度も同じ台詞せりふを繰くり返かえす。

「久出さんが殺したって言うんは分かりました。けどね、どうにも納なつ得とくいかんことがあるんですわ」

　久出が話した事じ件けん当時の状況は、確かに現場に残された痕こん跡せきと当てはまる。犯行時のアリバイもない。犯行に使ったものだと拳けん銃じゆうも持じ参さんしている。証しよう拠こは十じゆう分ぶんだ。しかし、その十分すぎる証拠が逆に不ふ審しんを煽あおっていた。

「久出さんが被ひ害がい者しやを殺害した動機は、偶ぐう然ぜん手に入れた拳銃を使ってみたかった、相手は誰だれでもよかったってことで間ま違ちがってないですよね？」

　駅えき前まえのロッカーに放置されていた拳銃を偶然発見した久出は、どうしても使用してみたいという誘ゆう惑わくにかられ、早朝の人ひと気けの無い川原を散歩中の被害者へと発はつ砲ぽう、死し亡ぼうさせた疑いだ。

　空也の確認に、久出はただ静かに頷うなずく。

「偶然手に入れたって割りには、見事に一発で仕留めてはりますね」

　背はい後ごで、仕留めるって言うなと茶さ々さ木きから小さく突つっ込みが入る。

「いや、俺も射しや撃げき訓くん練れんってやるんですけどね、これが全然的まとに当たらんのですよ。せやからめっちゃ凄すごいなぁと思いまして」

「昔むかし、アメリカ留学していた時に射撃は何度も経験しておりましたので」

　友達と話しているかのような空也に対し、あくまで淡たん々たんと丁てい寧ねいに、しかしはっきりと久出は言い切る。空也は資料に目を通し、それが事実であることを確認する。確かにこれも噓うそではない。

「ストレスが溜たまっていて……これを撃うったらスッキリするだろうなと思ってしまったんです」

「ただ撃つだけやなくて、人を狙ねらったんは何でですのん？」

　空也が持つ独特の雰ふん囲い気きがそうさせるのか、先ほどは決して顔を上げなかった久出がゆっくりと空也へと顔を向ける。

「その方が、エキサイティングだからですよ」

　アメリカ留学は伊達だてでないと思わせる、きれいな発音で言った久出の表情は穏おだやかで、その過か激げきな発言だけが宙ちゆうに浮いている。空こう也やはそう感じた。

「なるほどねぇ……。んじゃ、何でこんなあっさり自じ主しゆしてきはったんです？　目もく撃げき者しやもおらんかったんやし、そのまましれっと逃げてまえばよかったやないですか」

　死体発見からわずか一日半の期間で、久く出では自みずから警察を訪おとずれ、犯はん行こうを認めた。警察は、黒と目をつけていた男を任にん意い同どう行こうに踏ふみ込む矢や先さきに、視し野やにすら入れていなかった久出の出しゆつ頭とうに戸と惑まどいを隠かくせなかった。

　空也の目から見ても、久出がこのような突とつ発ぱつ的てきな無差別殺人を行うような人間には見えない。拾った銃じゆうで人を殺して鬱うつ憤ぷんを晴らすというよりは、その銃を自らのこめかみに当てて自じ殺さつしてしまいそうなタイプではないだろうか。

「あの快かい感かんが忘れられなくて、このまま一人で銃を持っていればそのうち同じことを繰くり返すと思ったんです」

　捕つかまるのではないかという恐怖心や、罪ざい悪あく感かんでというのがこの場合の定じよう石せきだろう。しかし、久出からは未いまだ謝しや罪ざいの言こと葉ばは発せられない。出頭してくる者の多くは、それによって少しでも罪つみを軽くしようと考えており、そのため後こう悔かいの色を滲にじませたり、謝罪したりと叙じよう情じよう酌しやく量りようの余よ地ちを得ようとするものだ。

　ところが、久出からはその傾けい向こうが一切感じられない。これ以上罪を重ねないようにと言いながら、その実、それを悪いとは思っていないという矛む盾じゆん。今までのやりとりからしても精神的に異常があるようには思えない。

　まるで、自ら罪を重くしているかのようなその発言に、空也は眉み間けんによっていた皺しわを指先で伸ばした。久出という男は、どうにもつかみどころがない。無差別殺人という大だい罪ざいを犯おかしたにも関わらず、どうにも輪りん郭かくがぼやけているのだ。

　何とか、別の方向からの切り口はないものかと空也は改あらためて目の前に座すわる男をまじまじと観察する。薄うすい胸むな板いたに細長い手足、身だしなみも清せい潔けつ感かんがあるがこれといって特記すべき点は見受けられない。強いて言うなら真面目まじめそうだというくらいか。

　約やく束そくの一時間は既すでに半分過ぎている。空也は、腕うで時計で時間を確認すると、再ふたたび久出に向き直った。

「ほな、ちょっと話題変えましょ。同じ話ばっかりやと飽あきますわな」

　取り調べ中とは思えない気き楽らくさで言うと、空也は大きく伸びをする。

「えーっと。何聞こうかなぁー、ご趣しゆ味みは？　ってのはベタすぎやしな」

　空也の場違いな発言に、記録係がガリっとペンを滑すべらせた。机つくえにはみ出たインクを拭ふきながら、横よこ目めで空也をじとりと睨にらむ。

「ま、冗じよう談だんはおいといて。なぁ、久出さんは『告こつ解かい』って知ってはります？」

　空也の質問は、確信だった。久出のシャツの胸むな元もとからわずかに覗のぞいたのは、十じゆう字じ架か。清潔感はあるものの、洒落しやれっ気けとはかけ離はなれた位置にいる久出がアクセサリー目的で身みにつけているとは思えなかった。お洒落しやれでないとすれば、常つねにクロスを身みに着けるほどの熱心な信しん者じやということになる。

　空こう也やは、久く出でからの回答を待まつ様よう子すもなく、話を続ける。

「俺おれもこの前初めて知ったんですけどね、なんや神様への相談室みたいなところらしいんスわ」

「……赦ゆるしの秘ひ跡せき、神の御み元もとへと近づくための神しん聖せいな儀ぎ式しきです」

　それまで一度も見せたことが無い、まっすぐな視し線せんとともに久出が言った。空也は、その視線を受けてゆっくりと頷うなずく。

「久出さんは、ここへ来られる前にそれをしてきはったんですか？」

「……いいえ」

　久出の視線がわずかに揺らぐ。

「わかりました。ほな、これで終わらせてもらいますわ。お疲つかれさんでした」

　そう言って、空也はにこりと笑って席せきを立った。約やく束そくの一時間までまだ十分弱残っていたが、記録係に軽く挨あい拶さつをしてそのまま後ろに立つ茶さ々さ木きと共ともに外へと出る。

　部へ屋やを出ると、灰はい田だが腕うでを組み、不ふ機き嫌げんそうな表情で立っていた。空也の顔を一いち瞥べつし、ふんと鼻を鳴らす。

「時間より少し早いが、早々に諦あきらめたのか？」

　空也は口くち元もとにだけ笑みを浮かべ、表面上の体てい裁さいを保たもち答える。

「ありがとうございました、灰田警けい部ぶ補ほ。貴き重ちような体験させてもらいましたわ。でもやっぱりダメっすね。たいした情報は得られんでした」

　空也の言こと葉ばに、灰田は当たり前だと言いたげな嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「では、そこを退どいてくれるか。引き続き私が取り調べを行う」

　空也の肩を押し退のけるようにして取調室への扉とびらに手をかけた灰田だったが、その手をやんわりと茶々木が留めた。

「まだ、何かあるんですか？　茶々木さん！」

　灰田が堪たまらず声を上げる。

「灰田警部補、もうじき五時です。本日の取り調べ時間は終しゆう了りようですよ」

「まだ何一つ聞き出せていないじゃないですかっ！」

「あれぇ、知りませんのん？　取り調べは一日八時間って規則で決まっとるやないですか」

　心底びっくりした表情で言ったのは、空也のささやかな腹はらいせだろう。現げん在ざいでは昔のように何時間も容よう疑ぎ者しやを拘こう束そくして取り調べることはできない。つまり、空也が出た時点で本日の取り調べは終了であった。十分弱の余時間はサービスだ。

　二人の男に双そう方ほうから無む言ごんの圧あつ迫ぱくを受けた灰田は、茶々木の手を振り払はらうと足音荒く、廊ろう下かを去さっていった。刑事課の粗そ雑ざつな雰ふん囲い気きを嫌きらう彼は、極きよく力りよくフロアへ近づこうとしない。あの様よう子すではどこか外へ気晴らしに出て行くかもしれないが、空こう也やとしては顔を見ずにすむのなら大歓迎といったところだ。

　空也と茶さ々さ木きは灰はい田だが通り過ぎた自課へと戻る。中にいた者の視し線せんが一いつ気きに集中した。

「おかえり。どう？　馬ば鹿かはやらかさなかったでしょうね」

　デスクチェアをくるりと回して、身体からだごとこちらを向いた紫しヶが崎さきが足を組みながら尋たずねた。

「どうやら、収しゆう穫かくありのようで」

　茶々木がさっそく茶を入れにむかいながら言う。さすがに灰田に言ったことがその場しのぎの噓うそであることは見抜かれている。

「紅くれ野の。報ほう告こく！」

　茶々木の言を受け、どこか面おも白しろがるように紫ヶ崎が命じた。空也は自じ席せきからチェアを引っ張ってくると紫ヶ崎の前に腰こし掛かけた。

「先に言うときますけど、あくまでもこれは俺おれの考えで、本人がはっきり言うた訳わけやないっすよ？」

「そんなものは後から記録を見て確認するわよ。いいからアンタがこの一時間で感じたことを言ってみなさい。そもそもがダメ元もとなんだし」

　憮ぶ然ぜんと言い放つ上じよう司しを、そういう人だったと改あらためて実感し、空也は率そつ直ちよくに自分の意見を告つげた。

「俺は、あの人はやってないと思います」

　デスクに片かた肘ひじを突ついたまま紫ヶ崎は空也を見上げる。

「ほう、その心は？」

「あの人、久く出でさんってクリスチャンなん知ってはりました？」

「……はぁ？」

　紫ヶ崎の口から漏もれた声が、各デスクで成なり行ゆきを見守っていた同どう僚りようたちからも発せられる。

「いいえ知らなかったわ。宗しゆう教きようは必要情報じゃない上デリケートなことだしね。あえて聞くことはしないわ。……それが、今回のことに関係があるってことなの？」

「直接あるかどうかまでは分かりませんけど、俺が久出さんは殺やってへんって思う理由にはめっちゃ関係してます」

　言い切った空也の顔を下から見つめた紫ヶ崎は肘ひじを机つくえから離はなすと、足を組み替えチェアに深々と座すわりなおした。

「いいわ。順序だてて話してみなさい」

　空也は右手で前まえ髪がみを搔かきあげたまましばし、ぶつぶつと口の中で考えをまとめると、よっしゃ、と一つ手を打つ。そして自分を取り巻く視線をぐるりと見回した。

「えーっと、緑みどり川かわ先せん輩ぱい！」

「うおっ！　な、何だ？」

　いきなり指名され、相あい手ては大おお柄がらな身みを若じやつ干かん引きながらも返事をする。

「先せん輩ぱいは、告こつ解かいって知ってはります？」

「……国の議会、ではないよな？」

　視し線せんで助けを求められた紫しヶが崎さきがため息いき一つで代答する。

「今の流れからすると、教会で罪つみを告こく白はくすることでしょ？」

「あ、知ってはりましたん？　ちなみに姐ねえさんは──」

「ちなみに私は仏ぶつ教きよう、真しん言ごん宗しゆうよ。以前何かで耳にしただけ」

「あ、ほなうちの檀だん家かになりません？　親しん切せつ丁てい寧ねい、墓ぼ地ちの管理も請うけ負おいますで」

「そういえば、あんたのご実じつ家かはお寺だったわね──って何の勧かん誘ゆうよ！　お寺の営業なんか聞いたことないわよ」

　東とう京きよう育ちにしてはテンポの良いツッコミをくれる紫ヶ崎に空こう也やは思わず吹き出す。さすが、署しよ内ない唯ゆい一いつの女班長は頭の回転が速い。

「久く出でさんは、俺おれが見る限りかなり熱心な信しん徒とさんですわ。『コッカイ』って聞いたら、普通はまず緑みどり川かわ先せん輩ぱいと同じ反応するでしょ。この前、たまたまミッション系けいの学校に通ってる高校生らと話したんですけど、その子らですら告解のことを『相談室』くらいにしか思ってへんかったくらいや。けど、あの人は『神の御み元もとに近づくための神しん聖せいな儀ぎ式しき』って言いはったんですよ」

　それは神を心から信じてないと出てこない言葉だ。久出は何の迷まよいもなく模も範はん的てきな回答を言ってのけた。

「あと、十じゆう字じ架かもぶら下げてましたしね」

　付け足たして、空也は人差し指でバッテンを作って見せる。

「確かに……いきなりその答えはまず出てこないでしょうね」

　口くち元もとに手を当てて、紫ヶ崎が同意する。

「そんなクリスチャンである久出さんが、供きよう述じゆつどおりに人を殺してたとしたら、絶対神に赦ゆるしを得るこの儀式を行ってないはずないと思ったんですよね」

「けど、あいつはそれをしてねぇって言ってたな」

　緑りよく茶ちやの入った湯のみを空也に手て渡わたし、自分も啜すすりながら茶さ々さ木きが空也の隣となりに椅い子すを引き寄せ話に混ざる。ありがたく受け取った茶で喉のどを潤うるおした空也は大きく息いきをついた。まだ話は終わっていないが、思わず肩から力が抜ける。

「なるほどね、確かく証しようはどこにもないけど、少なくともあのインテリ気取りのインケンカマキリ野や郎ろうよりはマシな見方だわ」

　紫ヶ崎は本人がいないのを良いことに目め一いつ杯ぱいの皮ひ肉にくを込めて灰はい田だをこき下ろす。

「あ、あともう一つ気になったことが」

　このまま悪口大会になりそうな雰ふん囲い気きを察して、空也が言こと葉ばを差し込んだ。

「これは俺おれの勝かつ手てな感想なんですけどね、何やあの人、わざと罪つみが重うなるように振ふる舞まってるような気がしてしゃあないんですわ」

　それは取り調べの間に空こう也やが感じた矛む盾じゆん。久く出での口から告つげられる残ざん虐ぎやく性せいは、しかし彼自身からはどうしても感じ取ることができない。誰だれかを庇かばっている可か能のう性せいもあるが、それならより、刑けいは軽くなり喜ぶことはあっても自みずから重くする必要などどこにもないはずだ。どうにも輪りん郭かくがはっきりしない。それが、この時間で空也が得た、久出という男の印いん象しようだった。

「わざと罪を重くねぇ……」

「あっ！　わかった。なんか、最近よくそういう話ききませんか？　ほら、自分が死にたいから死し刑けいにしてほしくて無差別殺人を起こすっていうの」

「いやでも、あいつは殺してねぇかもしれねぇんだろ？」

「虚きよ言げん？」

「馬ば鹿か、実じつ際さい死体が上がってんだよ」

　他班も交えて無責任な憶おく測そくを飛ばしあう仲なか間またちを尻しり目めに、紫しヶが崎さきは腕を組んで低く唸うなる。もし空也の言うように、本当に久出が殺したのではないとすると、やはり当初警察が目をつけていた人物が最重要参考人となる。しかし、久出が出しゆつ頭とうしてきた時に彼ら二人の関係は調べつくした。その結果、全まつたく接点がないということで一いつ旦たんは容よう疑ぎ者しや候こう補ほから除じよ外がいをしたのだ。

「茶さ々さ木きさん、どう思います？」

　厳いかつい顔を緩ゆるませて安あん穏のんと茶を啜すする茶々木に、紫ヶ崎が尋たずねた。空也も、身体からだを茶々木の方へと向けた。

「そうだなぁ、まぁあいつが誇こ張ちようしてるかどうかはともかく、やったかやってねぇかに関しては俺も空そら坊ぼうと同じ意見だ。あいつには狂きよう気きがない。それどころか、オーラ自体が希き薄はくだ。あんなのに人は殺せねぇよ」

　言うと茶々木は胸むな元もとを探さぐりながら立ち上がる。喫きつ煙えん所じよへ行くのだろう。フロア内は禁きん煙えんとなっているが、禁煙者がいない刑事課内ではこの規き則そくはストレスの原因のひとつとなっている。

　茶々木の意見を聞いて、紫ヶ崎はそのまま何かを考えこんでいる。外がい野やはとっくに自分たちの仕事へと戻っており、空也もそろそろニコチンが切れつつある。茶々木に続こうとした時、しかし紫ヶ崎が彼を留めた。

「紅くれ野のー、この前ミッション系けい高校の生徒と会ったって言ったわね？　その子と連絡取れる？」

「いや、残念ながら連絡先は知りませんけど……え、何で？」

「相手がクリスチャンだってのなら、その子たちのツテで神しん父ぷ口く説どいて連れてくりゃ、正直に話すかな……とか考えちゃったのよ。あ、いや、別にちょっと思っただけだから」

　本当にただの思いつきだったのだろう。空也が返事をする前に、こちらに向けて行っていいと手で追い払う仕し草ぐさをしながら、自分は早々にデスクへと視し線せんを戻している。

　空也は煙草の箱はこを手にしたまま、立ち止まった。頭をよぎったのは、冷たい碧あお色いろ。

「姐ねえさん、ソレ、いけるかもしれませんよ」

「……は？」

　怪け訝げんそうに紫しヶが崎さきが顔を上げる。

「一人、知ってますねん」

「え、まさか、神しん父ぷさん？」

　頷うなずき、空こう也やはにやりと口くち元もとを釣つり上げて言う。

「ただし、連れてこられるかどうかは、こちらの提示する条件次し第だいかもしれませんけどね」







　硝子ガラスに描えがかれた聖せい母ぼがオレンジ色に染まる。開かれた扉とびらから、冷たい風とともに微かすかに夕ゆう飯はんの匂においが流れ入り、その場にそぐわない生活感が混ざる。

　木製の格こう子しとその向こうに引かれた濃のう紺こんのベルベット生き地じのカーテンによって隔へだてられている狭せまい二つの空間で、二人は互たがいに姿が見えないままに向かい合っていた。

「──懺ざん悔げします。小学校の時、兄あに貴きと二人で美術室のデッサン像と音楽室の偉い人じん画がを総入れ替えして皆を怖がらせました。中学では校長室に忍しのび込んで秘ひ蔵ぞうの大だい吟ぎん醸じよう一いつ升しようを皆で回し飲みしました。えーと他は何かしたっけな」

「……おい」

　カーテンを隔てた反対側の空間から、感情を押し殺したような声が聞こえる。

「あ、もう一個思い出した。中庭の池でバス釣つりごっこしてウン十万円する錦にしき鯉ごいの鱗うろこに傷つけたんも……」

　告こく白はくしきる前に、シャッと荒々しい音を立て、反対側から勢いよくカーテンが開かれる。

「お前……ここで何をしてる」

　幅はばの狭い台に両手を突つきながら、青あおが格子越ごしにこちらを睨にらみつけていた。

「よう青、数日ぶりやな」

　へらりと笑って片手を挙あげる空也に、青は冷たい一いち瞥べつをくれる。

「……表おもてへ出ろ」

「嫌いややなぁ青ちゃん、まるでチンピラやん」

「いいから、さっさと出ろっ」

　言うと空也に背を向け、青は荒々しく懺悔室を出る。その細い背中を笑いながら見送ってから、空也もまた狭い室内を後にする。

「いやぁーしっかし中、狭っ！　相撲すもう取りとか来たら入られへんやん」

　先ほどまで自分が中にいた空間を外から眺ながめ、空也が改あらためてその小ささに声を上げた。

　教会の奥に設置された懺悔室は、天てん井じようの低い電話ボックスを二個繫つなげたような造りになっており、左右の端はしにそれぞれ入り口がある。その片側には懺悔する者が入り、もう片方にはそれを聞く者、つまり神しん父ぷが入るようになっていた。

「用よう件けんは何だ？」

　空こう也やの発言を丸まる無む視しして、青あおは憮ぶ然ぜんと言い放つ。

「自分さぁ、会話の流れ、キャッチボールっちゅうんがあるやろ？」

「僕ぼくにはノーコンボールを相手にしている暇ひまはない。キャッチボールがしたいならバッティングセンターにでも行ってこい。いい球を投げてくれるぞ」

「１２０キロを受けろと!?」

　素そつ気け無なく切り捨てる青の視し線せんは相変わらず冷たい。しかし、少なくともその場で追い返されることはないようだ。

　それを受け、空也は友ゆう好こう的てきな会話を諦あきらめて本題へと入った。下手へたな小こ細ざい工くが通用する相手とは思えないし、それならばストレートを狙ねらったほうが良い。

　空也は最前列の長なが椅い子すに腰を下ろし、ネクタイを緩ゆるめた。私し服ふく警官とはいえ基本はスーツなので、どうにも堅かた苦くるしい。

「実はな、今うちが抱かかえとるヤマの容よう疑ぎ者しやがクリスチャンやねん。それで、ちょっと神父様にご協力いただけへんかなぁーと思って頼たのみにきた次し第だいなんやけど」

　両手を顔の横で組むとへらりと笑えむ。

「気持ち悪いポーズをするな」

　ざっくり切り捨てられるが、予想していた空也は負けじと青の背に最後の切り札ふだを持ち出すことにする。

「報ほう酬しゆう有あり、なんやけど？」

「話しを聞こうか」

　くるりと手のひらを返して、途と端たんに受け入れ態たい勢せいとなった現金主義な青に、さすがの空也も笑いがひきつる。

「前も思ったんやけど、なんでそんなに現金主義なん？　ここって学校の付属なんやろ？」

「付属とは言ってもここは半分は自じ主しゆ経営だ。年度に組まれている学校からの予算は年々減らされているらしいし、この分では数年後には経理が別になりやがて否いや応おうなしに独立させられるだろうな。その前に完全に独立経営ができるようにしておけば後のち々のち困ることもない」

「……どこぞの子会社か、ここは」

「似にたようなものだ。仮かりにもミッション系けいを謳うたってるくせに一番に切り捨てられる場は間ま違ちがいなくこの施設なのだから皮ひ肉にくなもんだ」

　青の口から次々と語られる世せ知ち辛がらさあふるる経営事情に、空也は一いつ瞬しゆんここが神しん聖せいな場所であることを忘れそうになった。不ふ景けい気きというものは神様にもどうしようもないものらしい。

「そういう訳わけだから、報酬を払はらうならこちらもそれに見合った働はたらきはする」

　だから早く説明しろ、と青は説せつ教きよう台だいに凭もたれて腕を組む。

　空こう也やは事じ件けんの概がい要ようと、昨日きのう自分が行った取り調べの内容を詳しよう細さいに語った。青あおは黙だまって聞いていたが、最後に虚きよ言げんの可か能のう性せいを話したところで小さく息いきをついた。

「こんな感じやねん。どうやろ？　無理は承しよう知ちなんやけど、なんとかならへんかなぁ？」

「……確信ではないが、可能性はあるな」

　呟つぶやく青に空也が首を傾かしげる。しかし青はそれには答えずに空也の前を通り過ぎる。

「とにかく、一度その男に会わせてくれ。全すべてはそれからだ」

「おおきに！　すぐに前まで車持ってくるわ！」

　扉とびらへ向かう青を追い越こし、空也は外へと走り出る。裏うらから車をまわし、入り口前につけるとコートを着た青が既すでに門前に立っていた。映画などの影えい響きようで神しん父ぷは白いマントを着ているイメージがあったが、今の青は紺こんのダッフルコートを着ていた。ユニフォームの一部であるクロスとストラが隠かくれていることもあって、その外見はまるで学生だ。

「開けっ放しでええん？」

　背はい後ごの扉が開かれた状じよう態たいなのに気付き、空也が隣となりに乗り込む青に問とう。

「中にもう一人いるから大だい丈じよう夫ぶだ。事務員もいるしな」

「事務員までおるんか、あそこ」

「事実上、あの教会の経営者だな」

　冗じよう談だんか真実か判断のつきにくい台詞せりふを言って、青はそのまま目を瞑つむってしまった。着いたら起こせということだろうか。

　空也はそれ以上の会話を諦あきらめ、狭せまい路上で器用にハンドルを切りながらＵターンをする。この細さで一方通行ではないのだから対向車が来たらやっかいだとなるべく広そうな道を選んで大通りまで進む。時間帯がよかったこともあり、二十分弱じやくの道のりで車は西にし署しよへと到着した。

　所定位置に駐ちゆう車しやを終えサイドブレーキを引くと同時に青が目を開けた。

「あれ、起きとったんか」

「……おまえ、運転が荒いな」

　シートベルトを外はずしながら、青が言う。

「失礼な。これでも今まで無む事じ故こ、無む違い反はんなんやで？」

「神に感かん謝しやするんだな」

「どういう意味やねん」

　車を降りると、空也を置いてさっさと入り口へと進む青を小走りに追い、空也は刑事課のある四階のフロアへと案内した。普ふ段だんは階段必ひつ須すなのだが、客人がいる時は堂々とエレベーターに乗ることができる。

「ほな、ここでちょっと待まっててや」

　喫きつ煙えん所じよがある手前の、自じ販はん機きが並ならぶ廊ろう下かの一角にはソファーが置かれ、ちょっとしたロビーのようになっている。仮か眠みん室しつが満室の時はソファーをベッド代わりに睡すい眠みんを貪むさぼる者もあるのだが、幸さいわい現げん在ざいは使用者はいなかった。

　青あおを待またせ、空こう也やは先に職しよく務む室しつへと入る。ドア口から中を覗のぞく空也の姿を見つけた紫しヶが崎さきが、デスクから手を上げた。

「お疲つかれっす。あ、奴やつは？」

「課長がうまく外へ連れ出してくれたわ。もう来てくださってるんでしょ？　中へお通しして大だい丈じよう夫ぶよ」

　今回の神しん父ぷ導どう入にゆう作戦にあたり、やっかいなのは灰はい田だの存そん在ざいだった。本来部外者を立ち会わせるなどご法はつ度となので秘ひ密みつ裏りにことを進めようとなったのだが、灰田にはそういったイレギュラーに対応するだけの柔じゆう軟なんさが欠けている。有あり体ていに言えば頭が固くて融ゆう通ずうがきかないのだ。最さい悪あく上層部へ密みつ告こくしかねない。そのため満まん場じよう一いつ致ちで、今回のことは灰田には知らせずにこの間は外に出てもらうことに決まった。

「了りよう解かいっス。おーい青、来てええで」

　空也に呼ばれてドアをくぐった青の姿に、フロア内からおぉーっと声が上がる。

「うわ、すげぇ美少年！」

「もしかしてハーフ？」

「えぇっ、俺おれ英語苦手なんだけど……」

　口々に言う面々を見渡し、青は小さく頭を下げた。

「はじめまして。聖せい光こう明めい女学園付ふ属ぞく教会の、藍あい川かわ青と申もうします」

　相手を安心させるような笑みを浮かべ、丁てい寧ねいな日に本ほん語ごで返す。安あん堵どと感心の入り混じった嘆たん息そくがフロアの各所からあがる。

「出たでぇ、必ひつ殺さつ猫ねこかぶり」

　空也がぼそりと呟つぶやくと同時に、勢い良く足を踏ふみつけられる。他からは見えない角度で、しかし的確に小指を狙ねらうあたりが手て馴なれていて恐ろしい。苦く痛つうに顔を顰しかめるが、なんとか口から出そうになった悲鳴は押しとどめた。ここで声を上げたところで紫ヶ崎にうるさいと叱しかられるのが関せきの山だ。

「わざわざお呼び立てしてしまいすみません。一いち応おう、私が今回の責任者で紫ヶ崎といいます」

　紫ヶ崎が差し出した名めい刺しを両手で受け取り、青は小さく首を振った。

「いいえ、僕は苦しむ方のお話を聞くぐらいしかできません。こんな若じやく輩はい者ものでも何かのお役にたてるのでしたら、喜んで」

　よう言うわ、と心の中で突つっ込んで空也は半はん目めで青を見み遣やる。今の青はどこからどう見ても聖せい人じん君くん子しにしか見えない。

「そう言っていただけると、こちらとしては気が楽らくです。無理を承知の上で依頼させてもらったことなので……あの、ただ、ちょっと聞いてもいいかしら？　あなた、ずいぶんとお若く見えるんですけど、おいくつなのかしら？」

「十二月で十八になります。実じつ年ねん齢れいより若く見られがちですけどね」

　人じん畜ちく無む害がいな笑えみを浮かべて肩を竦すくめる。そういえば初しよ見けんでは中学生くらいだと思っていたことを空こう也やは思い出す。小こ柄がらな上フードで顔が隠かくれていたこともあるが、今となってはまだ未み成せい年ねんということの方が驚おどろきなのだ。それは本当の中なか身みを知っている故ゆえだろうが。

「へぇ、それでも若いわ。よくシステムを知らないのだけど、高校とか行かずに神しん父ぷになったの？」

「いえ、今は休学中ですが一いち応おうまだ大学院に在ざい籍せき中ちゆうです。アメリカの」

「大学院!?　ってことは噂うわさに聞くスキップ進学ってやつか！」

　緑みどり川かわがデスクに身みを乗り出して言う。それを聞き、回りの連中が一いつ斉せいに感かん嘆たんの声を上げた。空也にはよくわからないが、スキップ進学というものに日に本ほん人じんは過か剰じように反応し問もん答どう無む用ように尊そん敬けいの目を向けるものらしい。

「じゃあ本ほん籍せきはアメリカなんだ？　あ、でもお名前は日本名よね」

「あぁ、父が日本人なんです。今はアメリカに住んでいますが、祖そ父ふ母ぼは生せい前ぜんずっとこちらにいましたから、僕ぼくも両国籍を持ってます」

　青あおは如じよ才さいなく笑え顔がおで答えているが、次々と繰くり出される質問が止まらないのを見て、空也が両手を挙あげた。

「はーいはいはい。皆さん、そこまで！　早よ本題に行かんと灰はい田だが帰ってきてまうでしょ」

　空也の声に、皆はようやく当初の目的を思い出したらしい。

「姐ねえさんまで、何やってはるんですか」

「あー、失礼。あまりに想像と違ちがったもんでつい……」

　壮そう年ねんの神父を想像していたらしい柴しヶが崎さきは、空也の半はん目めをあはは、と笑ってかわした。

「青も堪かん忍にんな。何や皆みな嬉うれしがって色々聞いてもうて……」

　青の耳みみ元もとで空也は小声で謝しや罪ざいする。表情には出していないが、こうも次々に質問されてはあまり良い気はしないだろう。なんせこちらは尋じん問もんのプロ集団だ。一歩間ま違ちがえば取り調べになりかねない。

　しかし空也の心配をよそに、青は何事もなかった顔で紫ヶ崎に続いてフロアを出る。

「これくらい想像の範はん疇ちゆうだ。僕のこの容姿だと、こっちでは質問攻ぜめくらい日にち常じよう茶さ飯はん事じでね。……何も聞かなかったお前の方が寧むしろ希き少しようだ」

　最後の方に呟つぶやくように言った言こと葉ばはよく聞き取れなかったが、紫ヶ崎が取調室の前で止まったので空也は青と共に中へと入った。

　久く出では昨日きのうと同じ格かつ好こうで俯うつむき加か減げんに座すわっていた。

「今日の取り調べ時間はあと一時間ほどしかないの。まずは、私が説明するわ」

　言って、紫ヶ崎が久出の前に座る。空也は少し離はなれてその背後に、そして青は更さらにその後ろで控ひかえる形になった。

「あいつが久く出でや。大人しそうな奴やっちゃろ？」

　紫しヶが崎さきの話を黙だまって聞いている久出を強い視し線せんで見つめる青あおに空こう也やが囁ささやいた。

「……違ちがうな」

　青がぽつりと呟つぶやく。

「ん？　何やて？」

　上から見下ろす空也の顔を見ようともせず、青は紫ヶ崎に呼ばれるままにデスクへ足を向けた。紫ヶ崎から説明を受けた久出は、どこか泣きそうな表情で青を迎えた。

「久出さん。残念ながら、あなたは死し刑けいにはなりませんよ」

　席せきに着き組んだ両手を机つくえに置いて、青は唐とう突とつにそう切り出した。

　空也や紫ヶ崎はもちろん、当の久出もがその発言に言こと葉ばを失う。

「あ、青!?　いきなり何言うとんや!?」

「待まって。ここはあの子に任せましょう」

　紫ヶ崎に腕うでを摑つかまれ、空也は踏ふみ出した足を元もとに戻した。背後からは青の表情は見えない。しかし、その背から感じられる気は鋭するどく、先ほどの発言が単なる冗じよう談だんではないことが窺うかがえる。空也は喉のど元もとまで出かかった疑問を拳こぶしを固めることで堪こらえた。

「おっしゃっている、意味がわかりません」

　青の発言から数十秒の空白の後、俯うつむいた久出がようやく言葉を口にした。

「日に本ほんの死刑判決はこれと言った定義により決定するものではありません。その残ざん虐ぎやく性せいや被ひ害がい者しや遺い族ぞくの希望、その他様々な要因を鑑かんがみて判決が下されます。今回の場合だと、まず死刑判決は下らないでしょうね」

　久出の発言に対する答えではなく、ただその事実のみを伝えて青はじっと久出を見つめる。青が言い終わると同時に、久出の顔に僅わずかな変化が現れた。

「し、しかし、私はいつまた無差別に人を殺してしまうか分からない。危険な人間です。そんな者を生かしておいては──」

「そもそも、あなたは誰だれも殺してなんかいない」

　久出の言葉は、青の穏おだやかな、しかしはっきりとした声によって遮さえぎられる。久出の喉のどから、ひゅっと息いきの音が漏もれ聞こえた。

「わ、私は人を殺しました。凶きよう器きも、現場の状じよう況きようも、全すべてをお話ししました！」

　空也は湧わき上がる様々な感情を押し殺し、息を潜ひそめるようにして二人のやり取りを見つめる。久出がこのように声を荒げたのは、ここへ来て初めてのことだった。すぐ横で腕を組んで立つ紫ヶ崎もまた、空也と同じ心しん境きようなのだろう。重なる腕の上に置かれた彼女の手は固く握にぎられている。

「それでは、あなたは二十年近くの懲ちよう役えきを受け、法的にその罪つみを償つぐなうということですね」

　青は穏やかな表情を崩くずさず、柔やわらかな声こわ音ねで言う。しかし、その裏うらに隠かくされた鋭い刃やいばを本能で感じ取った空こう也やは、思わず小さく息いきを飲んだ。

「……私は、死ねないのでしょうか」

　震ふるえる声で、久く出でが小さく問とう。

「神は、人の犯おかす罪つみを赦ゆるします。ですが、自みずから命を絶たつことは決してお赦しにはなりません。神はあなたに、生きなさいとおっしゃっておられるのですよ。何か悩みがあるのでしたら、どうぞ教会へいらしてください。神は決してあなたをお見捨てになることはありません」

　幼おさな子ごに諭さとすように、青あおは慈じ愛あいに満ちた声で言う。その言こと葉ばの中には、先ほど感じた刃やいばはもう見られず、ただそこには慈いつくしみの色だけが浮かんでいた。こちらから表情は見えないが、きっととてつもなく綺き麗れいで神こう々ごうしい微び笑しようを浮かべているのだろうと想像がつく。

　ぽたり、と机つくえの上で握にぎられていた久出の手に雫しずくが落ちる。一つ、また一つと増えていく雫を、青は何も言わずにただ見つめていた。

「……全すべてを、真実をお話しします」

　一ひと頻しきり涙なみだを流した後にようやく言った久出の言葉を受けて、青はゆっくりと立ち上がりその場を紫しヶが崎さきに譲ゆずった。聞き役に徹てつしていた紫ヶ崎は、青に促うながされてようやく久出と向き合った。久出にどんな心しん境きようの変化があったのか、空也はその場に残って真しん相そうを聞きたい気持ちを抑おさえて取調室を出る青の後を追う。

「青」

　振り返った青は、先ほど見せた慈愛の色を全く感じさせない、いつもの無表情に戻っており、冷めた視し線せんはとても神しん職しよく者しやのそれとは思えない。その変へん貌ぼう振ぶりに空也は呆あきれを通り越こし、感心してしまう。

「なぁ、説明してくれへん？　俺おれには何が起こったんかさっぱりや」

　青は片目を眇すがめて空也を見み遣やる。言葉はなくとも面めん倒どうがっていることは明白だ。空也は無む言ごんの言葉に対して必死に反論する。

「せやかて、さっきのアレ見て分かる奴やつなんておらんて！　いきなり死し刑けいやないとか言うし」

　青はこれ見よがしなため息を一つつくとようやくその口を開いた。

「……アメリカではたまにあるんだよ。死刑になるために人を殺す事じ件けんがな」

「日に本ほんでも最近よう聞くわ。自分で死ぬのが怖いから、事件起こして死刑にしてもらおっちゅう輩やからが」

「彼は、怖いんじゃなくて、どうしても自じ殺さつができない人なんだ」

　空也は青の言葉の意味が分からず、首を傾かしげる。

「自殺願望者が自殺できない人って、訳わけわからんやん」

「お前自身が言ってただろう。彼は熱心なクリスチャンだと」

　青が素そつ気け無なく言う。それ以上の説明は必要ないだろうといわんばかりの表情に、空也はようやく思い当たった。

「そうか、キリスト教では自じ殺さつって大たい罪ざいなんやんな、たしか」

　自殺したくとも、自分の宗しゆう教きよう観かんが邪じや魔まをして実行に移せない。そのため、罪つみを犯おかし死し刑けいによって自みずからを殺してもらうということだ。

　空こう也やの答えに、青あおはため息いきとともに肯こう定ていを示した。

「一般的にはな。しかし本当のところ、聖せい書しよにそうはっきり書かれている訳わけじゃない。僕ぼくは殉じゆん職しよく者しやを出さないように後付けされた人本位の誓せい約やくだと思っている」

「……自分、ほんまに神しん職しよく者しやか？」

「憲けん法ぽう第十九条に則のつとったまでだ」

　しれっと青が言い返す。両りよう国こく籍せきを持っているというだけあって、日に本ほんの事情にも精せい通つうしているようだ。

「じゃ、じゃあ最初に死刑にならんって言ったのは……」

「カマをかけたんだよ。死ねないのならわざわざ犯してもいない他人の罪を被かぶる必要はないだろう。もし彼が本当に殺していないとすれば、真実を話すんじゃないかと思ったんだ」

　青の説明は明確で、実際そのとおりにことは進んだ。しかし、それで全すべてを納なつ得とくしきれていない自分がいることを空也は自覚していた。何が、という訳ではない。ただ本能的に小さなひっかかりを感じているのだが、それを言葉にすることもできなかった。それは喉のどに小こ骨ぼねが引っ掛かっている感覚に似にている。

「後は彼が自分で全て話すだろう。以上で、僕の任にん務むは終しゆう了りようということでいいな？」

「あ、あぁ。おおきに。後は俺おれらの仕事や。ちゃんと真しん犯はん人にん捕つかまえるからな」

　自らの思考に嵌はまっていた空也は、青の言葉で我われに返る。今回のことは容よう疑ぎ者しやを一人減らしただけであり、まだ事件が終わったわけではないのだ。

「まぁ、目め星ぼしはつけとんやけど……」

　空也が呟つぶやき、奥の扉とびらへと目を向ける。さきほどまでいた部へ屋やの正面にある、もう一つの取調室もまた、現げん在ざい使用中だった。

　空也は、横よこ目めですぐ隣となりに立つ青を見下ろす。相手は警察ではなく、ましてや探たん偵ていでもない。しかし、青の発言が二に件けんの事件解決の糸いと口ぐちとなったのは紛まぎれもない事実だ。

「まだ、何かあるのか？」

　空也の視し線せんを感じたのか、青が首を傾かたむける。胡桃くるみ色いろの前まえ髪がみが流れて二つの碧あおい眼めが怪け訝げんそうにこちらを見上げていた。

「……ついでに、ちょっと見てみぃへん？」

　言って、空也は青を連れて廊ろう下かの奥へと進む。取調室の扉の前に立ち、目線の位置にある取っ手を引いた。ドアが開くようにして、30センチ四方の窓まどが現れる。ガラスのように見えるそれはマジックミラーで、中の様よう子すを見ることができるようになっている。

　中には三人の男がいた。こちらに斜ななめに背せをむけるように座すわっているのは茶さ々さ木きで、その隣にはスーツ姿の男が立っている。そして、ちょうど扉とびらに向かって真正面に座すわっているのはニット帽ぼうを被かぶった比ひ較かく的てき若い男。声までは聞こえないが、口くち元もとに薄うすく笑えみを浮かべて喋しやべっている姿は、見ているだけで相手を軽んじていると分かるものだった。

「一番奥におるニット帽が、本来の容よう疑ぎ者しや候こう補ほ第一号や」

「……お前の日に本ほん語ごは時々理解し難がたい」

　青あおは露ろ骨こつに眉まゆを顰ひそめながらも、空こう也やと入れ替わりに小こ窓まどを覗のぞいた。腰こしを曲げていた空也とは反対に、やや首を伸ばす格かつ好こうになっている。その後姿が少々微笑ほほえましく映るのは、普段の青から発せられる言こと葉ばや態度がその容よう姿しからかけ離はなれていることを知っているためだろう。そんなこと、報ほう復ふくが恐ろしくてとても口にはできないが。

「どや？　何か気付いたこととかないか？」

　湧わき上がる笑いをかみ殺しながら、空也はその背せに問といかける。

「気付くも何も、前に座っている人で隠かくれて……」

　青の言葉が中ちゆう途と半はん端ぱに途と切ぎれた。

「──」

　僅わずかに掠かすれた声が青の口から漏もれた。

「青？　おーい、聞こえとるかぁ？」

　空也の問といかけにも答えず、青は張り付くようにして窓の奥に見入っている。

　身みを屈かがめて青の顔を覗き込んだ空也は、その表情に思わず声を上げた。大きく見開かれた目は点を結むすんでおらず、細く開いた口は細かな呼こ吸きゆうが不ふ規き則そくに刻きざまれている。

「おいっ、青!?　どうしたんや!?」

　肩を摑つかんで揺さぶると、華きや奢しやな身体からだが大きくビクリと揺らいだ。ゆっくりと額ひたいに当てられた手は小こ刻きざみに震ふるえている。

「……大だい丈じよう夫ぶだ。何でもない」

「阿あ呆ほう！　なんでもない訳わけないやろ、そんな真まっ青さおな顔してからに！」

　扉から引き離すようにして腕うでを引くと、一いつ瞬しゆんだけ振り返ったその表情は空也を通り越こして遥はるか彼方かなたへ向けられていた。

　がくりと膝ひざが折おれ、見た目の細さから想像したとおりの、軽い手ごたえと同時に青の身体が崩くずれるようにして腕の中へと倒たおれこむ。

「──……ディ」

　喉のどの奥から搾しぼり出されたような声は、その意味を表す前に消え、同時に青もまた意識を失った。
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　闇やみという言こと葉ばの、本当の意味を知る人は実際どれくらいいるだろう。暗くら闇やみと人々が呼ぶものは、得えてして本当の闇ではない。必かならずどこかに薄はつ光こうがあり、目が慣なれてくると僅わずかな輪りん郭かくが浮き上がってくるものだ。

　目を開けているのか閉じているのか分からなくなるほど、明るさというもの全すべてが遮しや断だんされている、髪かみの毛一本の細さの光すら差し込まない。黒、という色すら判断がつかないところ。それが本物の闇。

　その本物の闇を心地ここちよいと思う自分は間ま違ちがっているのだろうか。

　自みずからの手すら認識できない闇の中でただ静かにうずくまっていた。もしかすると、既すでに自分は闇に溶けてしまっているのではないかと思う。いっそこのまま闇の一部と化してしまえば、全てを無にできるだろう。そんな魅み惑わく的てきな幻げん想そうが心しん音おんとともに繰くり返かえし浮かんでは消えていく。

　一体どのくらいそうしていただろう。常じよう人じんより精せい度どの高い聴ちよう力りよくが、遠くから聞こえる声の中から自分の名を拾った。その声に、心が弾はずむ。

　犬いぬ笛ぶえを聞いた犬のように、声のする方へと真まっ直すぐに走る。闇やみは、自分にとって敵てきではない。音と、匂におい、身体からだ全体で感じる空気の流れ。それら全すべてを認にん識しきすれば、視し力りよくなど必要ではなかった。まるで野のを駆かける獣けもののように、なんの躊躇ためらいもなくただ走る。

　──行くな！

　突とつ然ぜん、するどい抑よく制せいが耳を突ついた。どちらの方向から聞こえたという訳わけではない。その空間全体を響ひびかすように、その場ではないどこからか繰くり返し聞こえてくる。

　しかし、足は止まらなかった。自分を止めようとする声は次し第だいにその大きさを増し、あまりの大音量に耳鳴りがする。鐘かねの中に入り、その外を叩たたかれるような感覚。

　うるさい。やめてくれ。両手で耳を塞ふさぐが、聴ちよう覚かくはその程てい度どで精せい度どを落とすことはなく、発せられている一ひと言こと一言を正確に捉とらえる。

　そして、気付く。

　これは、自分の声だ。

「やめろ──!!」

　空間を覆おおっていた声が自みずからの喉のどから発せられた絶ぜつ叫きようへと変わる。その言こと葉ばの意味することを、この先に訪おとずれる悪あく夢むを、既すでに自分は知っている。

　声に反応したかのように、何も見えないはずの闇がぐにゃりと歪ゆがむのが分かった。そしてその歪いびつから漏もれ出す光。どれだけ叫さけんでも止まらない。目を閉じようにも、まばたきすらできない。徐々に世界に輪りん郭かくが現れ始めた。

　目の前には、老年の男がいた。その顔はピントが合っていないようにぼやけており、その人にん相そうを判別することはできない。

　しかしそれが、自分の大切な人であることはすぐに理解できた。だが、同時に視し覚かくによって大量の情報が一度に脳のうへと流れ込み、激しい頭ず痛つうに襲おそわれる。

　苦く痛つうの中で、輪郭のみだった世界に色がつき始める。しゃがみ込む男の腕の中で、何かが動いた。這はい出でるようにして、男の腕の下から出てきたのは幼おさない子ども。

「……やめろ」

　自分自じ身しんでも驚おどろくほど掠かすれた声が、無意味な拒きよ絶ぜつを試みる。視線を外はずそうと試みるのに、固定されたように動かない。そして鮮せん明めいに色づく視界の中で、それを捉える。

　立ち上がった子どもの背後で、男が崩くずれ落ちるようにして地面へ倒たおれる。子どもは、探さぐるようにして男がいた辺りへと両手を伸ばす。しかし、そこに男の身体はない。ゆっくりとその手を下へと下ろしていく。ようやく男に辿たどり着いた子どもは、不思議そうに男の身体を揺すっている。

　不意に、子どもの動きが止まった。それと同時に自分の両手が、ぬるりとした生なま暖あたたかい感かん触しよくを感じる。震ふるえながら、ゆるゆると自分の両手を目前へ持ち上げる。

　両手は、真まっ赤かに染そまっていた。

「！」

　悲鳴にならない声が喉のどの奥を低く鳴らした。小こ刻きざみに呼こ吸きゆうを繰くり返しているのに、息いきが上手うまく吸えない。苦しさに顔を歪ゆがめながら、子どもへと視し線せんを移す。

　子どもは、血に染まった両手を胸むねのあたりまで持ち上げたまま呆ぼう然ぜんと座すわり込んでいた。男に何が起こったのか、自分の両手を濡ぬらすそれが何なのか、それが分からないほど子どもは幼おさなくはなかった。

　──エディ。

　呟つぶやいた子どもがゆっくりとこちらを振り返る。




　額ひたいで揺れる、胡桃くるみ色いろの髪かみ。そして、目が合っているのに焦しよう点てんが結むすばれていないその瞳ひとみは、自分と同じ碧あおい色を湛たたえていた。




　　　　　　　◆




　定時を大きく回っても、刑けい事じ課かのフロアでは昼間と変わらず人々が仕事に励はげんでいる。

「はぁ～……」

　二十回目のため息と同時に、空こう也やは握にぎっていたボールペンを机つくえの上へと転がした。そのまま背もたれに身を預け、両手で顔を覆おおう。重苦しいため息の原因は、目の前に山と積まれた書類ではない。指の隙すき間まから、壁かべに掛けられている時計を見上げる。

「七時過ぎ、か」

　青あおが意識を失ってから二時間が経過していた。医い務む室しつに運び込み、軽い貧ひん血けつだろうと診しん断だんを受けた青は、そのまま仮か眠みん室しつで眠らせている。

　仰のけ反ぞった背中で、椅い子すがぎしっと軋きしんだ。空也は反動をつけて身を起こすと、今度は背を丸めて机き上じように右みぎ頰ほおをつける。

「……ほんまに、ただの貧血なんやろか？」

　ぽつりと疑問が口から出た。あれは貧血という感じではなかった、と空也はその時の様よう子すを思い返す。

　見開かれたまま動かない視線。そう、たとえば何か恐ろしいものを見た時のような。だが、一体あそこで何を見たというのか。

「最初は別になんともなかったのになぁ」

　青の様子に異変が現れたのは、部へ屋やを覗のぞき込んでからしばらくしてからだった。容よう疑ぎ者しやと知り合いだったのだろうか。たとえそうだとしても、あれ程ほど取り乱みだすというのもおかしい。

「紅くれ野の。あの子、まだ起きないのか？」

　フロアに戻ってきている灰はい田だに気取られないためだろう、キャスター付きの椅子を転がして空こう也やの横に来た緑みどり川かわが、幅はばの広い肩をすぼめながら囁ささやき尋たずねる。

　空也は返事の代わりに苦にがい笑えみを浮かべて小さく頷うなずいた。無理な依頼をしたせいではないかと、刑けい事じ課か内ないでは各々が小さな罪ざい悪あく感かんを感じているようだ。

「大だい丈じよう夫ぶですって、ただの貧ひん血けつやって医い務む課かのおばちゃんも言うてはったし」

　自みずからへも言い聞かせるように無理やり明るい声で空也が言う。空也の言こと葉ばを受けた緑川は、不ぶ器き用ようそうな笑みを口くち元もとに浮かべると机つくえに突つっ伏ぷしたままの空也の頭を軽く叩たたき、自分のデスクへと戻っていった。その背を見送った空也の口からは再ふたたびため息いきがこぼれる。

　件くだんの事じ件けんはとんでもない方向へと発展しつつあった。久く出での供きよう述じゆつにより、事件の犯はん人にんは久出の他にいることが判明した。そして同時に、茶さ々さ木きが詰つめていたもう一人の容よう疑ぎ者しやが、ついに自じ供きようを始めた。

　しかし、これで事件は解決とはいかなかった。問題は、久出が自らを犯人だと偽いつわった経けい緯いにあった。

　理由は、青あおが述べたものと相そう違いはなかった。しかし、久出と真しん犯はん人にんとの間に面めん識しきは一いつ切さいなかったこともまた事実であった。では、どうしてこれほどまでに完かん璧ぺきな殺害状じよう況きようを久出が語ることができたのか。

「権利を購こう入にゆうしたんです」

　久出の言葉の意味を誰だれもが理解することができなかった。怪け訝げんな表情をする刑事たちに、久出は淡たん々たんと事実を述べた。

　それはインターネットの下層部、ある程てい度どの知識と技術がなければ立ち入ることができない位置に存そん在ざいするサイトを発見したことから始まった。自じ殺さつを望んでいるが、それを実行することが出で来きない久出は、自分と同じような境きよう遇ぐうの人間があつまるコミュニティサイトで、その存在を知ったという。ＩＴ関係の仕事をしていた久手はすぐさまそこを探さがし出しアクセスを試みた。

「簡かん単たんに言えば、犯はん罪ざい履り歴れきを購入できるサイトなんです。詳くわしいところまでは私の知識では入ることができなかったんですが、私のような自殺志願者に対しては死し刑けいになれる犯罪を提供し、一方では犯罪を犯おかした者からそれを請うけ負おうということを行っていたようです」

　犯罪を右から左に流すことで、その両側から利益を得ているという。言わば仲ちゆう介かい屋やといったところだ。

　久出の供述を元もとに、すぐさまサイトへとアクセスしたが、既すでにそのサイトは消しよう滅めつしていた。インターネットに詳くわしくない空也にはいまいち理解できないのだが、どうやら外国のサーバーを常に移動しているものらしい。

「犯行に使用された銃じゆうもそのサイトから手に入れたものらしいの。ここまで大きくなると私たちだけの手には負おえないわ。今サイバーポリスにも協力を仰あおいでいるけど……最終的には上の管かん轄かつになるかもしれない」

　柴しヶが崎さきは悔くやしげに声を落とす。今回発見したのはおそらく氷ひよう山ざんの一いつ角かくでしかないだろう。もし吊つり上げることができたら相そう当とう大きなヤマになるはずだ。

「ほんま、何でも商売にしよる時代やで」

　他人ひと事ごとのように呟つぷやき、再ふたたび仕事に取り掛かかるべく投げ出したボールペンを握にぎり直す。昨日きのう終わらすと約やく束そくをしたものの、結局半分近くの書類が手着かずで残っていた。そろそろ本気で終わらせなければ課長の鉄てつ拳けん必ひつ至しだ。まずは何より自分の仕事だと、空こう也やは資料ファイルを捲めくりながら頭を抱かかえつつペンを走らせる。

　しばらくの間、空也の机つくえからは唸うなり声とペンを動かす音のみが聞こえていた。

「おい紅くれ野の、鳴ってるぞ」

　緑みどり川かわの声に、はっと顔を上げる。集中していたせいで、手て元もとに置かれたＰＨＳが震ふるえていることに全まつたく気付いていなかった。表示されているのは内線だ。慌あわてて受電ボタンを押す。腕うでが積上げられたファイルに当たり、机の上で雪崩なだれが起きた。分ぶ厚あついファイルが次ぎ次ぎと空也を襲おそう。

「痛いたっ、うわっ！　は、はい、刑けい事じ課か紅野です」

　足への直ちよく撃げきを避よけて立ち上がりながら何とか応答する。

「へ、あ！　ほんまですか!?　ハイ、すぐ行きます！　ありがとうございます!!」

　一人で大騒ぎする後こう輩はいを呆あきれた様よう子すで見ていた先せん輩ぱい達たちが、空也の言こと葉ばに反応した。

「課長」

　空也が電話を切る前に立ち上がった緑川が、そっと課長の席せきへと向かい、耳打ちする。課長が頷うなずいてこちらへと顔を向けた。

「紅野、今日はもう上がれ。よろしく伝えておいてくれ」

　誰だれに、とは言わずとも分かる。灰はい田だがこちらをちらりと見たが、別べつ段だん興きよう味みもなかったのだろう、そのまま視し線せんを逸そらした。

「ありがとうございます！」

「ファイルくらい片付けてから行け！」

「あ、ハイハイ」

　コートを引っ摑つかみ、そのまま走りだしそうな空也に向かって課長の叱しつ責せきが飛ぶ。足あし元もとに散らばったファイルと机の上の書類を手て荒あらに拾い集めると、乱らん暴ぼうに袖そで机づくえの中に突つっ込み鍵かぎを掛ける。

「お先に失礼します！　お疲つかれっした!!」

　扉とびらの前で勢い良く頭を下げてから、空也は鞄かばんとコートを抱かかえて階段を駆かけ上がった。一階上の五階にある仮か眠みん室しつへと足早に向かう。

　仮眠室の手前にある休きゆう憩けいスペースに、青あおは座すわっていた。さきほど診しん察さつをしてくれた医い務む課かのおばさんが紙コップを渡わたしながら、気分が悪くないかと聞いている。

「青」

　空こう也やの声に、青あおが振り返る。その顔は、いつもの憮ぶ然ぜんとした無表情だが、まだ少し顔色が悪かった。

「あぁ、お迎むかえが着いたようね。立てる？」

「えぇ、大だい丈じよう夫ぶです。ご迷めい惑わくをおかけしました」

　儚はかなげな笑えみを浮かべて丁てい寧ねいに頭を下げる青を、おばさんはにこやかに手を振って見送った。

「送る」

　何と言っていいかわからず、それだけ言うと青を促うながして歩き出す。青もまた、何も言わずにその後に続いた。

　迎えに使った社用車ではなく、通つう勤きんに使用している自家用車を入り口まで持ってくる。どちらかというと二に輪りん派はの空也だが、雨の日にはさすがにきついので通勤用に軽自動車も所有している。軽ながらにＭＴなのはささやかなこだわりだ。

「あ、そういえば家ってどこなん？」

　シートベルトを締しめてから、自分がどこへ向かうのかを知らないことに気付き助じよ手しゆ席せきの青に尋たずねる。さすがにあの教会に住んでいるというわけではないだろう。

「北きた駅えきの近くだ。駅前で下ろしてくれればいい」

　前を見たまま答える青は、どこかうわの空だ。空也はそんな青の横顔を見つめて眉まゆを顰ひそめる。やはりあの時、青に何かがあったに違ちがいないと思う。しかし、それを話題にしてもいいものか、自分の中に浮かぶ仮か説せつを確かめてみるべきか、空也は判断をつけかねていた。とにかく今は家まできっちり送り届とどけなくては、と無理やり意識の方向を変える。

「北駅か。丁ちよう度ど俺おれんちまでの通り道やな。でも、ちゃんと家まで送らせてもらう。まだ本ほん調ちよう子しやないようやし、それに」

　言こと葉ばを切った空也はクラッチとブレーキを踏ふみ込んでエンジンをかける。カコッと小こ気き味み良よい音を立ててギアを一いつ速そくに入れると車を発進させた。ＡＴと違って一速にしているとアクセルを踏み込んでもさほど加速しないが、空也はこの安定感が好すきだった。続けて手早くギアを切り替えながら、夜の国道へと車を走らせる。

「若い女の子を夜に一人で帰すんは警察以前に男としてもアカンやろ」

　車の動きに合わせるようにさらりと言うと同時に、青が勢い良くこちらを向いた。ポーカーフェイスの青には珍めずらしく、その表情には疑問と困こん惑わくがありありと浮かんでいる。あえてその表情に気付かないふりをしていると、視し線せんを感じることしばし、やがて隣となりから諦あきらめたようなため息いきが聞こえた。

「……いつ気付いた？」

「ん？　気付くも何も、最初に出会った時から女の子やと思っとったしな。いくら綺き麗れいな面つらしとっても貴き重ちような公休チャラにしてまで野や郎ろう捜さがす趣しゆ味みなんぞ俺にはないで。光こう女じよの子ぉらが騒さわいでるの聞いた時かって、女子校特有のお姉さま信しん仰こうかと思ったら神しん父ぷやって言うやん。何でコイツ男のフリしてるんやろうなぁ、とは思ってたけど」

「お前が教会から去さる時に、もしやとは思ったが……まさかこんな奴やつに気付かれるとはな」

　青あおが苦々しく言ったのは、あの時空こう也やがちょっとした仕返しに発した一ひと言ことだろう。

「まぁ、何か意い図とあってのことやろうしあえて触ふれんかってんけどな。あぁ、安心しぃや。医い務む課かのオバチャンには口止めしとるし、周まわりはみんな気付いてへんから」

　青はおそらくあまり上じよう品ひんではない言こと葉ばを口の中で吐はき捨てると小さく息いきをついた。

「──神しん父ぷとは男性だからな」

　答えるまでに少し間があったように感じたが、青にしては珍めずらしく自分から身の内を語ったことに空也は内ない心しん密ひそかに驚おどろく。てっきり皮ひ肉にくの応おう酬しゆうでやりこめられるだろうと思っていたが。

「何も無理して神父やることないやん。女やったらシスターとかになれるんやろ？」

「男子校ならそれでもよかったかもしれんな。だが、女子高においてシスターでは何の意味もなさない」

「意味ってまさか……」

「笑え顔がおも商売道具の一つだということだ」

　とても売り物にはなりそうもない悪い笑みを浮かべて、青がすっぱりと言ってのける。

「うわっ、めっちゃあくどいでコイツ!!」

「何とでも言え」

　ふん、と鼻を鳴らす様よう子すは子どもじみているのに、その中は大人の汚きたなさをしっかりと握にぎり締しめており空也は口くち元もとを引きつらせるしかなかった。しかし、青であればわざわざこんな危険を冒おかして教会にいるより、もっと割りの良い仕事を選ぶことができるだろう。それをしないのは、おそらく何か別の理由があるからだ。ただ、それを聞く理由も権利も今の空也にはない。

「……まぁとにかく、そういうことやから俺の顔立てると思うてきっちり門前まで送らせてや」

　バックミラーを窺うかがいつつ、横よこ目めで隣となりを見る。可かとは言わないが、否いなとも言い返されないので了りよう承しようと勝手に解かい釈しやくし、北きた駅えき方面へと車を走らせる。

　それからしばらく、車内は無む言ごんが続いた。沈ちん黙もくが気まずかったが、今いま更さら音楽をかけることも憚はばかられて結局は軽いエンジン音だけが狭せまい車内に響ひびいている。あまりの静かさに寝ているのかと視し線せんをそこにやると、青は窓まど枠わくに肘ひじをついて暗い窓外を見つめていた。対向車のライトを受けて時とき折おり映し出されるその横顔は冷たく、この世の全すべてを拒きよ絶ぜつしているかのような意志すら感じられる。決して人の手には触ふれられない気け高だかき野生動物。そんな言葉が空也の中に浮かんだ。

「何だよ？」

　窓の外へと顔を向けたまま青が言う。時とき折おり盗み見ていたつもりが盗めていなかった。その理由は反射によって鏡かがみのようになっている窓ガラスか。実物と対象になっている窓外の青が無表情にこちらを見ていた。

「あー……いや。何でもない」

　喉のど元もとまで出た言こと葉ばは、言葉になる前にエンジン音の中へと消える。




　北きた駅えきは都と心しんからやや離はなれた住じゆう宅たく中心の地域にある。住宅街がいとはいっても、教会がある西駅付ふ近きんのような一いつ軒けん家やは殆ほとんどない。綺き麗れいに舗ほ装そうされた道みち沿ぞいに並ぶのは小こ奇ぎ麗れいなマンションとそれに付ふ随ずいする公園。ここで育った子どもは、故郷ふるさとという言葉にこの風景を浮かべるのだろうかと考え、妙みような気分になる。

「その角を右に曲がったところだ」

　カーナビよりも感情のこもっていない青あおの声に示されて辿たどり着いたのは、さほど大きくはないが、新しいマンションが並ぶ中でもとりわけ目立って新しい建物だった。他では見られた子ども用自転車や、ベランダに放置されたおもちゃなどが全まつたく見当たらないところから単たん身しん者しや用の賃ちん貸たいだろうと想像がつく。

「えらいえぇとこ住んでるやん」

「条件の合うところが此処ここしかなかっただけだ」

　よほど住じゆう居きよ理想が高いのだろうか。自分が住む１Ｋの官かん舎しやを思い出し、空也は複雑な気持ちで口くち元もとを歪ゆがめる。

「約やく束そく通り、家の前だな」

　サイドブレーキを引く空也の隣となりで、既すでにシートベルトを外はずした青が言う。

「はいはい、どうもおおきにでした」

　もはや青の憎にくまれ口にも慣なれつつある空也は、苦く笑しようしながら助じよ手しゆ席せきのロックを解かい除じよする。

　開いたドアから冷たい風が車内に吹き込む。

「……すまなかった」

　後ろ姿の青がぽつりと言った。空也はその意味を一いつ瞬しゆん考え、そして破は顔がんする。

「ちゃうで、青。そういうときは謝しや罪ざいやなくて、おおきにって言うんやで」

「……前々から疑問だったんだが、その『おおきに』ってのはどういう意味なんだ？」

　本当に、長らく疑問を抱いていたのだろう。車を降りようとしていた青が中ちゆう途と半はん端ぱな体勢のまま振り返り、真ま顔がおで尋たずねる。

「何がおかしい」

　眼がん光こう鋭するどく睨にらみつけられ、空也は緩ゆるんだ口くち元もとを白しら々じらしく手で覆おおい隠かくす。

「いやいや。いつも、私は何でも知ってますって顔しとるから何か新しん鮮せんやなぁと思うてな。でもそうやんな。よう考えたら自分、アメリカ暮ぐらしの方が長いんやったな」

　空也の言葉に、今度は青が微び妙みような表情を浮かべた。

「よく考えなくても、誰だれが見たって僕ぼくは純じゆん粋すいな日に本ほん人じんに見えないだろ」

「あぁ、見た目は確かにそうかもなぁ。でも俺おれん中で『青』のイメージってのは今目の前に居るお前やそのものやから、あんまそういうこと、気にしたことなかったわ」

「……Are you serious?」

　青あおが眉まゆを寄せて呟つぶやいた。その言こと葉ばがここで発せられる意味が分からなかったが、この場合、誉ほめられた訳わけではないだろう。空こう也やは何も聞かなかったことにして、話を変える。

「あぁせや、ちょお待まって。今回の謝しや礼れいなんやけど……」

　空也の言葉を遮さえぎって、甲かん高だかい電でん子し音おんが車内に響ひびいた。後こう部ぶ座ざ席せきに無む造ぞう作さに置かれた背せ広びろのポケット内で、仕事用のＰＨＳが鳴っていた。

「構わないから、先に出ろ」

　そう言って再ふたたび車内に身体からだを戻す青に片手で詫わびながら、空也は受話ボタンを押す。表示されているナンバーは茶さ々さ木きのＰＨＳだ。

「お疲つかれ様です、紅くれ野のです。はい、ちゃんと送りましたって。え？　明日ですか？　はぁ、まぁ午前中に書類終わらせれば大だい丈じよう夫ぶですけど。でもまた何で……えっ、新型の銃じゆう？」

　思わず声を上げてしまってから、隣となりに一般市民がいたことを思い出し慌あわてて声を落とす。

「──んな阿あ呆ほな……。はい。了りよう解かい。それじゃあ、何とかしますわ」

　空也は電話を切ると、手の中の銀色の機体を見つめて小さく息いきを吐ついた。やっかいなことになってきた。

「……おい」

　はっとして顔を上げると、腕うで組ぐみをした青がこちらを見つめていた。

「新型の、銃」

「あー……やっぱ聞こえとったよなぁ」

　自分の迂う闊かつさに眉を顰ひそめて前まえ髪がみを搔かきあげる。電話での会話が件くだんの事じ件けんについてであることは青も既すでに気が付いているだろう。そして、彼女にしては珍めずらしく興きよう味みを持っているようだ。こちらから協力を依い頼らいをした以上、守しゆ秘ひ義ぎ務むだと言い切るには分ぶが悪い。

「今回使われた銃が、裏うらで作られた新型かもしれんねん。犯はん行こうに使われた実物は既すでに奴やつらの仲なか間まに回収されとるみたいやけど実じつ行こう犯はんが吐はいたことがほんまなら、俺おれらは見たことも聞いたこともない代しろ物ものや」

　証しよう拠ことして警察が久く出でから回収した銃は、実際に使われたものとは別だった。久出を間ま違ちがいなく犯人に作り上げるための、言わば小道具だったのだ。

　自分は今、さぞかし苦い顔をしているだろうと思いながら、無意識に手が胸むな元もとの煙草たばこへと伸びる。一本銜くわえて青に目で了解を取ると、薄うすく窓まどを開けてから火を点つける。煙けむりがすっと気持ちを落ち着かせてくれる。窓に顔を向けて外へと紫し煙えんを吐はき出してから続けた。

「信じられるか？　素人しろうとが持っても百パーの確かく率りつで狙ねらったところを、急所をぶち抜ける銃なんてや」

　空也の指元で細い煙が揺れる。自分自じ身しんでも冗じよう談だんにしか聞こえない台詞せりふを真ま顔がおで言わなくてはいけない事実に、いっそ青あおに鼻で笑って一いつ蹴しゆうして欲しいとすら思ったが、青は眉み間けんに深い皺しわを刻きざんだまま一点を見つめている。

「それがホンマやと仮か定ていしたらや、例のサイトの大おお元もとにはそんな銃じゆうを手に入れられるデカいバックが居いるか、もしくは」

「それ自体がその巨きよ大だい組織の一部であるか」

　さすがに回転が速い。空こう也やの言こと葉ばを先んじて言った青は、すっと双そう眸ぼうを細めて手て元もとに視し線せんを落とした。

「……出で所どころを探さぐるツテが？」

「はは。ま、警察も正せい規きのルートだけでは間に合わんさかい、それなりに使えるカードは持っとるで」

　空也の言葉に、青は何かを思案するように目を閉じた。そしてゆっくりと口を開く。

「──A gun of iron will」

「え？」

「『強い意志を持った銃』一度照しよう準じゆんを合わせると、必かならずそこへ弾だん丸がんを撃うち込むといわれている最新のオートマチック銃だ」

「なっ……」

　空也は二にの句くが継つげられず、半開きの口から落ちそうになった煙草たばこを寸すんでで捕らえて灰はい皿ざらへと突つっ込んだ。

「銃じゆう口こうを向けると銃に組み込まれた小型カメラとセンサーが標ひよう的てきを瞬しゆん時じに計測・分ぶん析せきし、全身像を把は握あくする。あらかじめ銃には人の急きゆう所しよとされる部位が登とう録ろくされていて、それとセンサーが捉とらえたターゲットをマッチングさせることで自動的に急所へ照準を合わせることができるんだ。ターゲットが動いてもセンサー感受の範はん囲い内ないである限りは対象を追うこともできる。その上、発はつ砲ぽうの際にシステムが計測した弾だん道どうからずれた場合は小型のジャイロがそれを感知し、補ほ正せい指示によって銃弾が飛び出す直前に稼か動どう銃口を動かし微び調ちよう整せいまでしてくれる。まぁデジカメの顔かお認にん証しようや手振れ補正みたいなものだと思えばいい。つまり、それこそターゲットに向かって発砲さえ出来れば、誰だれでも急所を貫つらぬく事が可か能のうな代物なんだ」

　家か電でん量りよう販はん店てんの店員が商品スペックを説明するように淀よどみ無く言い切った青の声は、全まつたく感情の色が見られない平へい坦たんなもので、そこにからかっている様よう子すは微み塵じんもない。

「何で……お前がそんなことまで知っとんねん」

　冗じよう談だんにしてはとっさに思いつけるような内容ではない。混こん乱らんする感情を必ひつ死しに抑おさえて、空也は静かに問とう。それを受け、青は目を開いてゆっくりと顔を上げた。

「その銃は、十年前に僕の知人──師しとも呼べる人物が作ったものだ。工こう科か大学で教えていたこともある人で、現げん在ざいから見てもハイレベルな技術を持っていた」

「十年前……」

「そう、彼はとある理由からその銃じゆうを作った。決して人殺しや金かね儲もうけのためじゃない。彼なりの信念を持ってそれを作成した。だが、それは何者かによって盗ぬすまれた。それ以来行方ゆくえが分からなくなっていたんだ」

「それが、あの銃やっちゅうんか？　今回犯はん行こうに使われた……」

　動どう揺ようしすぎて下手へたな英えい文ぶん和わ訳やくのようになっている空こう也やの疑問を無む視しし、青あおは意い味み深しんに口くち元もとを上げ、空也を見上げた。

「なぁ、取引をしないか？」

「……と、取引？」

「そうだ。僕ぼくは、ずっと消えたその銃を捜さがしていた。おそらく今回犯行に使われたのは、オリジナルをコピーして作られた複ふく製せいだろう。けど、元もとを辿たどればきっとオリジナルに辿り着く。お前達も求める先は同じだろう？」

「それは、そうやけど……」

「僕は、その銃のシステムを知っている。だからそれについて分かっていることをお前に提てい供きようする。その代わりにお前は、銃に関して今後得た情報を僕に教える。何なら、今回の報ほう酬しゆうもそれに上うわ乗のせしてチャラにしてやってもいいぞ？」

「……そこまでその銃に拘こだわる理由を聞いてもええか？」

　空也の問といに青がゆっくりとこちらを向く。空也は、はっと息いきを飲んだ。車内の空気が尖とがり、温度が下がった気がした。無意識に両肩に力が入っていた。心しん拍ぱく数すうが上がる。

　一体何だというのだ。ビビッているのか？　この俺おれが？　目の前にいる相手は、本気を出せば片手でも倒たおせてしまえそうなほど小こ柄がらな、しかも少女だというのに。

「それで、僕が誰だれかを狙ねらうつもりだと？」

　青がこちらへと身を乗り出すようにして、顔を近づけてくる。身体からだは硬こう直ちよくしたように動かない。蛇へびに睨にらまれた蛙かえる。いつもは蛇の立場である自分が、まさか蛙になろうとは。

「そうだな。確かにそれがあれば憎にくい相手も一発で消すことができる」

　淡たん々たんと言う青の表情からは一いつ切さいの感情が見えない。顔と顔の距きよ離りが近づく。間近で見ると少し翠みどりがかっている双そう眸ぼうに睫毛まつげの影が映り込み、まるで夏の空みたいだと考えてから、そんなどうでも良いことしか考えられない自分に内ない心しんで舌した打うちをした。

　どこまで近づくのかと思った矢先、ようやく鼻先で止まった夏空のような眼を持つ顔が、ふいにシニカルな笑えみを浮かべる。

「──そう、例えばその銃を盗んだ犯人とか」

「……可か能のう性せいの話や」

　相手に飲まれないよう、正面から相手の双眸を覗のぞき込み、空也が言う。

　信じてない訳わけではなかった。しかし、いくら信じたいと思っていても可能性としてはあり得ることは事実であり、そしてないと言い切れるほど互たがいを知っている関係でもない。あり得てしまう以上、そのままにしておくことは出で来きない。ならば、それが事実になり得るかどうかを見定めるのが自分の役割だ。

　空こう也やは隠かくれている真しん意いを見逃すまいと、全ぜん神しん経けいを目前の少女に集中する。青あおもまた、その眼めを逸そらそうとはしない。ただ時間だけが静かに動いていた。

　その沈ちん黙もくを先に壊こわしたのは青だった。突とつ如じよ興きよう味みを失ったようにふいと顔をそらすと、そのまま助じよ手しゆ席せきのシートへ深く身体からだを沈める。そしてこれ見よがしなため息いきをつく。

「やっぱり馬ば鹿かなのか、お前は」

　いきなり発せられた青の暴言によって今までの緊きん迫ぱくしたやり取りが一いつ刀とう両りよう断だんに切り捨てられる。虚きよを衝つかれた形になった空也だが、しかし自分を緊きん縛ばくしていたものがふと緩ゆるむのを肌はだに感じた。

「それで誰だれかを殺すつもりなら、わざわざ警察にこんな話を持ち掛ける訳わけないだろう。疑ってくださいと言っているようなものだ」

　青の言こと葉ばに、空也は自分が警察の端はしくれであった事実を思い出す。確かに、その通りだ。

「ほな、警察に話してでもそれを取り戻したい理由が他にあると？」

「あぁ、全まつたく簡かん単たんな理由だよ」

　自みずからの組んだ腕うでに向けられていた視し線せんが、再ふたたびこちらに合わせられる。

「それが、この世に残る彼の唯ゆい一いつの形かた見みだからだ」

「形見──」

　形見という言葉が妙みように浮いて聞こえるのは、リアリズムを素すで行く青から発せられたためだろうか。しかし、それが意味するのは、彼女がそれほど大切に想う相手が既すでにこの世にいないということだ。

「他は、全すべて灰はいになってしまった。彼自身も含めて。皮ひ肉にくなものだろう？　盗まれたが故ゆえにこの世には残ったが、盗まれたがためにそれを手にすることができないなんて」

　青は冗じよう談だんのように言ったが、空也にはとても笑える内容ではない。

「彼は──僕ぼくにとって誰よりも大切な人だった。僕の命をかけても惜おしくないと思えるくらいのね」

　俯うつむいた青が、その陰で僅わずかな色を浮べたことに空也は気付いた。しかし、その色が悲しみなのか、憎にくしみなのか、はたまた別の感情であるのか、空也には判断をつけることができなかった。しかし、そんな過か去こを言葉に出して痛いたくないはずがない。空也は思わず青へと手を伸ばす。

「青──」

「と、まぁこれだけ聞くと益ます々ます僕が盗んだ相手を殺しかねないように聞こえるが──」

　空也の言葉をぶった切って青がぱっと顔を上げる。そこにはいつもどおり無表情がこちらを見上げており、空也は所しよ在ざいを失った手をさり気げなくハンドルへと下ろした。

「それは物理的に不可能だから安心しろ」

「物理的に……？　せやかて、それは百パーで仕留めることができる銃じゆうなんやろ？」

　青あおが発した矛む盾じゆんに、空こう也やは眉まゆを顰ひそめた。精神的な問題──では物理的とはいえないだろう。

「それはオリジナルを改かい良りようして作られたコピー品に限ってのこと。オリジナルは、絶対に急きゆう所しよを狙ねらえないように作られた銃なんだ」

「……は？」

「言っただろ？　彼はハイレベルな技術を持つ男だった。それ故ゆえに色々とやっかいなことに巻き込まれることも多かったんだ。だから己おのれの身みを守るために銃を持つ必要があった。だが、たとえ自分の敵てきであってもそれで人を殺してしまうことを良しとしなかった。とりわけ射しや撃げきが上手うまかった訳わけじゃないから、余よ計けいにうっかり急所に当たってしまうことを恐れたんだろうな。だから、オリジナルはたとえ心しん臓ぞうのど真まん中を狙っても、銃の意志によって軌き道どうをそらされるよう設定されているんだよ。──まぁ、急所に成なりえない手足は遠えん慮りよなくブチ抜くが」

「なんやねんそれ、めっちゃセーフティやんけ！　それがまた何で……」

「プログラムをいじられたんだろう。元もとから組まれている指示の逆を実行するように変えるだけだ。それなりの知識があればそれくらい簡かん単たんにできる」

　青は簡単に言うが、それなり以上の知識が必要ではないだろうか。アナログな空也にはそのレベルすら想像がつかないが、そのような知識を持ち且かつ製造まで独どく自じで行うとなると、そこから派は生せいする犯はん罪ざいは単なる悪あく徳とくサイトだけではないだろう。その組織にぶら下がる犯罪の数は一体いか程ほどになるのか。引いた糸の先にはとんだ大おお物ものが食いついていたようだと空也は顔を顰しかめてため息をついた。

「何か、聞けば聞くほどヤバさ度合いが深まんねやけど……」

「実際、銃はかなり危ないところに行き着いているようだから、銃を取り戻そうとしている僕の存そん在ざいが知られれば消されてしまってもおかしくはないだろうな」

「……冗じよう談だん、ではないんやんな？」

　思わず声を上ずらせた空也を、青は静かに見み据すえる。

「残念ながら事実だ。だから、僕ぼくはそいつらに気付かれないようにずっと水面下でその銃を捜さがしている。日に本ほんへ来たのも、こちらに流れているという情報があったからだ。まさかこんな形で遭そう遇ぐうできるとは思わなかったが」

　渦か中ちゆうにいるはずの青がまるで他人ひと事ごとのように言う。一度に多くのことが動いたせいで、脳のう内ない処しよ理りが追いつかず、空也は両サイドから髪かみを持ち上げるようにして低く唸うなった。髪が引っ張られたこめかみがぴりぴりと痛いたみ、自分が寝ねぼけている訳わけではないと暗あんに示した。

「銃の在あり処かがわかったとして、どうやって取り返すつもりなん？」

「自分の問題は自分自身で片かたを付ける。お前に面めん倒どうはかけない」

　なんらかの方法を既すでに考えているのだろうが、どこか頑かたくなに聞こえるその言葉には、それ以上の立ち入りを拒こばむ強い意志が感じられた。

「独どく自じのルートを使って捜そう索さくは続けるが、もし先に警察に押おう収しゆうされてしまったら銃じゆうを手にすることが難むずかしくなるだろ？　だから、取引をしないかと言っているんだ。僕ぼくはオリジナル以外に用はない。大おお元もとの組織を潰つぶそうが、銃を分ぶん析せきして狙そ撃げきがお粗そ末まつな日に本ほん警察に流りゆう用ようしようが好すきにしてくれればいい」

「お粗末で悪かったな。俺おれかてド下手へたじゃコンチクショー」

「いいじゃないか。それだけ日本は平和ということだ。そこは誇ほこっておけ」

　混こん乱らんを振り切るようにすてばちに言った空こう也やに、珍めずらしく皮ひ肉にくではなく青あおが言った。その言こと葉ばに虚きよを衝つかれた空也は続ける言葉を見失い、目を右に流して何とは無しに頰ほおを搔かく。青の言うことは確かかもしれないが、逆に言うと銃社会の中では真っ先にやられるということではないか。これからは狙撃の訓くん練れんをもう少し真面目まじめにやろうと空也は密ひそかに決意した。

「……分かった。その話、のったるわ。ただし、警察としては受けられへん。せやから、これは俺と青の間だけでの情報交換や。カイシャで得た情報は一いつ切さい流さんで」

「あぁ、それで問題ない。組織力は元もとより期待していないしな」

　初めからそのつもりだったようで、青は空也の言葉に考えることなく頷うなずいた。

「あの銃は、人殺しの道具なんかに使われていいものじゃない」

　独どく白はくのように言った青の両手は握にぎり締しめられ、筋すじが浮かんでいるのが傍かたわらからも分かった。それは青が銃そのものに対しても強い想いを抱いだいているということだろう。製作者が銃にこめたという信念を深く知っているのかもしれない。

　その様よう子すを見た空也は、ふとさきほどから感じていたことを口にした。

「なぁ青。銃を作ったんて、もしかしてエディさんって人か？」

「どこでその名を知った!?」

　間かん髪はつ入れずに叫さけんだ青は、しかしそうしてしまった自分自身を腹はら立だたしく思ってか、小さく舌した打うちをした。こんな青は初めてだ。それほど、エディという人物が青の中で大きな存そん在ざいだということか。

「覚えてへんかもしれんけど、倒たおれる直前にお前が言うたんや。あんな時に無意識に呼んでまう名前ってことはよっぽど大切な奴やつなんかなぁと思って」

　真しん相そうを知った青は、横を向いて何事かを呟つぶやくと髪かみを搔かき揚あげながら忌いま々いましげに小さく息を吐はいた。

「……確かにエディは『彼』と同じくらい大切な家族だが、ちゃんと元気に生きている。今いま頃ごろ部へ屋やで僕の帰りを待っているはずだ」

「部屋で──って……えぇっ!?　お前、一人暮らしやないん!?　てか、家族がおるなら早よ言えや！　うわ、どうしよ……未み成せい年ねん巻き込んだ挙あげ句くに倒れさせて今の今まで連絡の一本も入れてへんとか！　マズイ……姐ねえさんにバレたら殺される」

　鬼おにの班はん長ちようの顔が浮かび、思わず頭を抱える。

「エディはそんなこと気にしないが……」

「そういう訳わけにもいかんねん！」

　せめて菓か子し折おりでも持ってくればよかった。今からでも買いにいくべきだろうか。そんなことを考えている空こう也やを残して青あおはさっさとドアを開けて車から降りる。

「ちょ、ちょお待まってや。とにかく、謝しや罪ざいだけでもさせてもらうから」

　マンションの駐ちゆう車しや場じように車を停とめさせてもらうことにして、青をその場で待たせると空也は乱暴にハンドルを切って頭から駐車スペースへと車を突つっ込んだ。

　その場に残された青は、車のバックライトを見送りながら、

「さて、エディはアイツをどう判断するかな」

　そう、ぽつりと呟つぶやいた。







　青の部へ屋やはそのマンションの最上階、十階にあった。エレベーターを角に置き、Ｌ字型に左右にのびる廊ろう下かの右側、一つ目の扉とびらの前で青が足を止める。その扉はもちろんのこと、ワンフロアに五つある部屋の全すべてに表ひよう札さつが付いていない。安全面を考えてのことだろうが、管理人側で不ふ便べんはないのだろうか。

　上下に二つある鍵かぎを開け、青が扉を開く。

「エディ、帰ったよ」

　光の点ともらない玄げん関かん奥おくに向かって青が呼びかけた、その直後。

「うおッ!?」

　ドドドっと大きな足音と共に、部屋の奥から巨きよ大だいな何かが近づいてきたと思った時には既すでに、空也は何者かに組み倒されていた。咄とつ嗟さに顔と頭を庇かばうが、相手は空也の首くび元もとをしっかりと押さえつけている。その速さといい、相手の急きゆう所しよを押さえる手て際ぎわといい、なかなかの手て練だれに間ま違ちがいない。

　しかし、やけに相手の息いき遣づかいが荒いのは気のせいか。そして、先ほどから顔を覆おおう腕うでに時とき折おり触ふれる、生なま暖あたたかいものは……。

「何だエディ、そいつが気に入ったのか？」

　どこか笑えみを含ふくんだ青の声が、足元から聞こえる。

　嫌いやな予感がする。空也は自分の勘かん違ちがいであって欲しいと切せつ実じつに願いながら、ゆっくりと腕をずらし、自分の上に載りかかっているものの正体を見上げた。

　黒い顔の中に浮かぶ、優やさしげな薄うす茶ちや色いろの瞳ひとみ。喉のど元もとを押さえる腕は太く逞たくましい。そして、大きく開かれた口からは尖とがった牙きばが覗のぞき、長い舌したがベロリと空也の鼻先を舐なめた。
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「ウォウッ！」

　顔面に向かって低く腹はらの底から吐はき出されたような鳴き声に、空也の顔が一いつ気きに青ざめる。

「ほら、そろそろ退どいてやれ。お前もいつまでそんなところで寝ねて──」

　犬いぬを退かせて覗のぞきこんだ青あおは、額ひたいに手を当てて言こと葉ばを無くす。隣となりでエディがゆったりと黒い尻尾しつぽを振りながら小こ首くびを傾かしげた。

「おい、噓うそだろ……」

　遠くで呟つぶやく青の声を聞きながら、空こう也やは自分の意識が離はなれていくのを感じた。




　一体どれくらい時間が過すぎたのか。何かが自分の顔を覗きこんでいる気け配はいを感じて、空也は薄うっすらと目を開けた。何かがすぐ目の前にあるのだが、近すぎて焦しよう点てんが合わない。そして、自分は何故なぜ横になっているのか。そもそも、此処ここはどこだったか。

　頭に靄もやがかかっているような感覚に顔を顰しかめながらも上じよう半はん身しんを起こした空也は、そこでようやく自分を見つめる正体と真正面から向き合った。相手は尖とがった耳をぴんと立て、きゅっと首を傾げて空也を見つめていた。

「ウォン」

　そして、一いつ拍ぱく。

「う、うわぁーっ!!」

「ウルサイ」

　そのままの姿勢で壁かべ際ぎわまで後ずさった空也を、部へ屋やの奥から顔を出した青が静かに一いつ喝かつした。

「い、犬いぬ！　ごっつデカイ犬がぁあ！」

「エディがどうした」

「いや、せやから！　そこの犬がいきなり襲おそってきて！」

「馬ば鹿か言うな。エディはお前を心配してずっと見張っていたんだぞ」

　憮ぶ然ぜんと言う青あおの言こと葉ばに、空こう也やは恐怖で目が離はなせないでいる巨きよ大だいな黒くろ犬いぬを改あらためて観察する。確かに、襲ってくる気配はなく、長い舌したをたらして両前足を揃そろえて据すわったまま、ふさふさした尾おを穏おだやかに振っている。見ようによっては笑え顔がおを浮かべているかのように見えなくも無い。

「ほ、ほんまに、大だい丈じよう夫ぶなんやな!?　いきなり飛びかかったりせぇへんな!?」

「襲うつもりなら、お前が無ぶ様ざまに失しつ神しんしているうちにガブリとやってるだろ。なぁ、エディ？」

　問といかけられた犬は同意するかのように鼻を鳴らす。確かに、その通りだ。恐る恐る警けい戒かい態勢を解とこうとした空也だが、ふと青の言葉に引っかかりを感じて動きを止める。

「青……今、何て言うた？」

　壊こわれた機械人形のように、空也がぎこちなく顔を上げる。

「だから、襲うつもりならお前が格かつ好こう悪く且かつ情けなさ丸出しで気絶している間に仕留めていると……」

「さっきよりヒドくなっとるやんけ！　せやなくて、その後や！　あの犬のこと、何て呼んだ!?」

「ん？　あぁ、今いま更さらだが紹しよう介かいしておこう。僕ぼくの大切な家族、エディだ」

　青の呼び声に反はん応のうして、黒犬エディが青の足あし元もとへと擦すり寄よった。

「……コイツが、エディさん？」

「そうだ」

「……え？　犬？」

「猫ねこに見えるか？」

「え……えぇっ!?　何やねんそれ!?　犬なら犬て先に言えやぁ!!」

　思わず頭を抱かかえる空也に、青は冷たい一いち瞥べつをくれる。

「僕はエディが人間だなんて一度たりとも言った覚えはないぞ。勝かつ手てに勘かん違ちがいして、勝手に気絶したのはお前だろうが」

「くっ……それはそうなんやけど、やけど！　犬やと分かってたら会いになんぞこんかったわー！」

　嘆なげきに近い声で抗こう議ぎする空也は、情けないが完全に腰こしが引けている。

「まさか、お前にこんな弱じやく点てんがあったとはなぁ」

　笑えみこそ浮かべていないが、その言い様ざまから青が面おも白しろがっていることは明めい白はくだ。しかしそれに対たい抗こうする余よ裕ゆうすら今の空也は持ち合わせていなかった。

「……分かるか？　追いかけられ、突つき倒たおされ、あの巨きよ大だいな口に首くび根ねっこ銜くわえられた挙あげ句くに何メートルも引きずられた者の恐怖がっ！」

　空こう也やが三歳さいの時の忌いまわしい記き憶おくだ。相手は遊んでいるつもりだったのかもしれないが、幼おさない子どもにとって、それは恐怖体験以外の何物でもなかった。あの時の犬いぬの顔を、空也は一生忘れることはないと思う。

「安心しろ。エディはそこらの子どもよりよっぽど賢かしこい。むやみに飛びかかったりしない」

「さっき、めっさ飛びかかってきたやんけ！」

「初対面の相手にはどう対応するかエディに判断を委ゆだねているもんでな。エディは瞬しゆん時じに僕ぼくに害がいを与える者かどうかを見み極きわめる。どうやらお前は思わずじゃれついてしまうほどエディに気に入られたらしいぞ。よかったな」

「全然嬉うれしないわっ！」

　涙なみだ目めの空也の抗こう議ぎを丸まる無む視しして、青あおは再ふたたび部へ屋やの奥へと戻る。どうやらそこがキッチンになっているらしい。

「こ、こっち来んといてや」

　青を見送るエディとの距きよ離りを測りつつ、ようやく体勢を整えた空也は腕うでの時計を確認する。マンションに到着してから三十分ほどしか経たっていない。気き絶ぜつしていた時間はわずからしいと安あん堵どしてから、改あらためて室内へと目を向けた。ラグの敷しかれたフローリングにはローテーブルとシルバー基調の僅わずかな家具が置かれているだけで殺さつ風ぷう景けいなほどに小ざっぱりとしている。正面に伸びる短い廊ろう下かの先は玄げん関かんで、右奥にはキッチン。間取りからすると廊下沿ぞいにもう一部屋あるのだろう。テレビはなく、代わりにデスクトップのパソコンが壁かべ際ぎわの簡かん易いなパイプデスクに鎮ちん座ざしていた。その前に座すわるエディが横を向いて大きなあくびをした。

　条じよう件けんに合う家。確かに、東とう京きようでこの大おお型がた犬けんを養やしなうにはそれなりの物ぶつ件けんでなくてはならないわけだ。条件反射的に身体からだを強こわ張ばらせながら、空也は人間のようにクッションを枕まくらにするエディに目をやる。向こうもまた、空也が気になるのだろう、薄うす茶ちや色いろの瞳ひとみで上うわ目め遣づかいにじっとこちらを見つめている。こうなると恐怖と意い地じが入り混じり、迂う闊かつに目を逸そらせない。

「何を見つめ合っているんだお前達は」

　呆あきれたように言いながら、戻ってきた青はローテーブルに大きめのマグカップを置いた。

「あ、おおきに」

「エディ、こいつを見つめても何のメリットもないぞ」

　パソコン前の椅い子すに腰こし掛かけて自分のカップに口をつけながら青が言う。どういう意味だと思うが、その声でエディがようやく視し線せんを外してくれたので良しとする。

　ほっとしてマグカップを手にした空也は、その中なか身みに一いつ瞬しゆん言こと葉ばを無くした。

「……緑りよく茶ちや？」

「苦手か？」

「いや、めっちゃ好すきや。けど……俺おれ、マグカップにこんななみなみと入った緑りよく茶ちや、初めて見たわ」

　茶さ々さ木きがこれを見たらなんと言うか。珈琲コーヒーだけでなく茶にもうるさい彼の意向で刑けい事じ課かには各自の湯のみが置かれているくらいだ。茶への冒ぼう瀆とくだ！　くらい言いかねない。取っ手がついているので辛かろうじて憎にく茶ちやにはならないだろうが。

「あ、美味うまい」

　一口含んだ空こう也やは思わず呟つぶやく。茶々木のおかげで口が肥こえている空也だが、これは文もん句くなしだ。湯も適温で茶葉そのものの質も高いだけに、器うつわとの違い和わ感かんだけが妙みように浮き彫ぼりになっている。

「せっかくの玉ぎよく露ろが泣くで」

「取っ手がついている方が持ちやすいだろ」

「雰ふん囲い気きっちゅうもんがあるやろ。手のひらで丁ちよう度どええ温かさを楽しみながら茶を啜すする。これこそ日に本ほんの古き良き文化やん」

「残念ながら僕ぼくのアイデンティティは半分以上がアメリカ文化の上に成り立っているものでな。それに、容いれ物で味は変わらん」

　意外に大おお雑ざつ把ぱな一面を見せた青あおが言う。それはその通りなので、空也も苦く笑しようするしかない。

　茶を啜りながら、空也はエディの鼻先を撫なでる青の横顔を見るともなしに眺ながめる。その表情は一いつ見けん穏おだやかだが、そこに隙すきはない。

　先ほどの話といい、彼女はこの小さな身体からだで、一体どれほどのものを抱かかえ込んでいるのだろうか。その力強い眼まな差ざしに宿すのは、決して他人に心を開かない屈くつ強きような精神。人に馴なれることのない、野生動物のそれと似にていた。

「まるで狼おおかみやな」

　知らぬ間に口を突ついて出た言こと葉ばに、青が片かた眉まゆを上げてこちらを振り返る。

「犬いぬが苦手なくせによく分かったな。エディがウルフドッグだって」

「いや、犬やなくて自分──」

　言い終わる前に空也は壁かべまで後ずさっていた。今、狼だと言ったか？　犬ですら恐怖だというのに、狼なんて冗じよう談だんじゃない。

　そんな空也の行動を、きょとんとした表情で見つめていたエディだが、どこか嬉うれしそうに青の顔を見上げて鼻を鳴らす。その視し線せんを受けた青が、口くち元もとに怪あやしげな笑えみを浮かべた。

「遊び相手が見つかってよかったな、エディ」

「ちょ、ちょお待まって……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。遊びだから、本気で嚙かみ付くことはない。まぁ、多少は血が流れるかもしれないが？」

　どこまで冗談か分からない物ぶつ騒そうな台詞せりふを吐はくと、足あし元もとに転がっていたロープを束たばねたような物を空こう也やへと投げる。反はん射しや的てきに受け取ってから、はっと気付くがもう遅おそい。

「エディ、ゴー！」

　青あおのコマンドに合わせて黒い巨きよ体たいが宙ちゆうを舞まう。

「ひあああっ」

　我われながら情けない声が喉のどを迫せりあがる。手にした物を投げればいいのだが、混こん乱らんしすぎてそれすらままならない。追い払はらおうと無む秩ちつ序じよに振り回される腕うでを遊びの一いつ環かんと勘かん違ちがいしたらしいエディは益ます々ますテンションを上げて空也へと飛びかかる。

「ぎゃあああ！」

　あっという間に押し倒たおされておまけに体中を踏ふまれる。逞たくましい足が空也のみぞおちにきれいに決まり、思わずつぶれた蛙かえるのような声が漏もれるが相手はそんな空也を微み塵じんも気にせず遊びに夢む中ちゆうだ。おもちゃを狙ねらうエディの口から鋭するどい犬けん歯しが覗のぞくのを見て、この場合、意識が飛ばないことは不幸としか言えないと虚うつろな意識の中で空也は思った。

「ふっ……あははは」

　と、恐怖を通り過ぎたための空そら耳みみかと、空也は信じられない思いでその声を聴きいた。胸むな元もとを押さえつける太く逞たくましい前足からなんとか半はん身しんを起こして、そちらを見る。しかし、笑い声の主ぬしは既すでにいつもの無表情で悠ゆう々ゆうとマグカップ緑りよく茶ちやを啜すすっているだけだった。

「青、お前今……」

「なんだ、だいぶ慣なれてきたんじゃないか？　よし、お前のトラウマ克こく服ふくに助じよ力りよくしてやる」

　シニカルな笑みの中に真実は消え、青の手からボールが放られた。それの行こう為いが意味することは。

「ウォン！」

　目を輝かがやかしたエディが、ロープを銜くわえたままの口で小さく歓かん喜きの声を上げた。

「ちょ、や、止め……うわああ！」

　そして、再ふたたび空也の身体からだが倒される。

「ほんま性質たち悪いやっちゃな！」

「Sure」

　床ゆかに組み伏せられて半泣きで抗こう議ぎの声を上げる空也に、青はしれっと手のひらを広げて見せる。遊ばれているのは間ま違ちがいなく空也の方だった。

　──まぁ、ええか。

　恐怖の狭はざ間まで、しかし空也はそう思う。心を閉ざす孤こ高こうの狼おおかみが、年とし相そう応おうの少女のように笑った。それを与えることができたのならば、少しくらいの恐怖は甘あまんじて受けてやろう。

「あぁそう言えば、エディの飯めしがまだだった」

「え？」

　青の言こと葉ばを捉とらえたエディが空也の顔の上で舌したなめずりをした。その長い舌から赤あか頭ず巾きんちゃんを連想し、思わず肩を竦すくめる空こう也やを、キッチンへと向かう青あおが足を止めて振り返る。

「エディ、いくら腹はらが減っていてもソレは食うなよ。腹を壊こわすぞ」

「食……!?」

　今まで見た中で最もつとも凶きよう悪あくで神こう々ごうしい営業スマイルを湛たたえた青を見て、空也は心の中で前ぜん言げん撤てつ回かいしたのだった。
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　男は、薄うす暗い倉庫の中に置かれた大きな檻おりを前に、小さく口くち元もとを歪ゆがめた。海が近いため、空気は湿り、時とき折おり潮しおの生なま臭くささが鼻につく。気分が悪い。

　何もかもが、男にとっては腹はらだたしいことばかりだった。男は思う。『正しい人間』にとって、この世はなんと生き難がたいものであるのかと。劣おとった者達に味わわされた苦い思いが身体からだの芯しんから湧わき上がり、黒い塊かたまりとなり蓄ちく積せきされる。それもこれも、全すべては本来在あるべき正しい姿から歪わい曲きよくされた今の世の中のせいだ。そして、その歪曲に気付いた者はそれを糾きゆう弾だんし正す義務がある。

　世界を正しい姿に戻すこと、それが自みずからの使命であり、今、目前のものを始し末まつすることもまた、その一いつ環かんであると彼は信じて疑わなかった。

　男は薄笑いを浮かべて檻を見下ろし、口を突つくままに内に溜たまった黒いものを吐はき出していく。始めは淡たん々たんと、しかし次し第だいに言こと葉ば尻じりが強まり、乱みだれ、そして最後には檻を思いっきり蹴けりつけながら、叫さけび続けた。

　しばらくの後、男は息いきを切らしながらその場へと座すわり込む。檻おりの中では、死し刑けい囚しゆうがうずくまり、静かにこちらを見つめていた。その目に怯おびえはなく、全すべてを諦あきらめたような力のない視し線せんを男に向けているだけだった。

「……なんだよ、その目は」

　同情、諦め、嘲ちよう笑しよう、嫌けん悪お。男に向けられた様々な感情がその目と被かぶり、男を苛いら立だたせる。

「お前なんか、生きている価値すらないんだよ」

　男はゆっくりと立ち上がり、エアガンを檻へと向ける。銃じゆう身しんの強度、ガス圧あつ共に高く、スプリングを強めて金きん属ぞく弾だんを撃うつことができるよう改造されたそれは、既すでにおもちゃと呼べる代しろ物ものではなかった。

　銃口が檻へと向けられる。伸ばされていた人差し指が、ゆっくりとトリガーへとかかる。男は笑えみを浮かべ、最初の一発を撃つ。相手の足を貫かん通つうした弾たまが跳はねて檻外へと飛び出た。苦く痛つうに満ちた、甲かん高だかい叫さけびが発せられる。

「ははは、ゴミはみんな消えてしまえばいいんだ！」

　叫びながら、逃げ惑まどう囚人へと弾丸を撃ち込む。やがて、檻の中は真まっ赤かに染そまり、生き物の気け配はいが消え失せた。

　それを見下ろす男の顔には恍こう惚こつとした笑みが浮かんでいた。




　しばらくの後、男が姿を消した倉庫内には、檻と、黒い塊かたまりだけが残された。それは男が自みずからの身体からだから吐はき出したものであると同時に、男の罪つみの痕こん跡せきでもあった。

　やがて、長く伸びた人ひと影かげが倉庫内に現れる。

「あらやだ。今日も派は手でにやっちゃって」

　声と同時にカツン、と高らかな靴くつ音おとが閉ざされた倉庫内に響ひびいた。細く長い指がその淵ふちをなぞるように檻へ添そえられる。真っ赤なマニュキアに重なるように指先が赤黒く染まった。

「もうちょっと、キレイに出で来きないのかしら」

　中にある、かつて生物だったモノを感情のこもらない目で見下ろし、そう呟つぶやく。そして、颯さつ爽そうと身みを翻ひるがえすと、男がその場に残していった道具一式を手早く回収しアタッシュケースにしまう。道具は必かならずその場から動かさないこと、それがこのゲームの条じよう件けんだった。いや、本人はこれを使命とでも思っているのだろう。

「ほんと、馬ば鹿かみたい」

　あからさまに軽けい蔑べつを含ふくんだ言こと葉ばが発せられる。こんなちんけな悪あく行ぎように崇すう高こうさすら感じている、器うつわの小さな男を使ったのはある重要な目的があったためだ。そして、先日その目的は達成された。もう用はない。あの男の寿じゆ命みようもあと少しだろう。

「このコには、もっともっと大きな活かつ躍やくをさせなきゃいけないんだから」

　胸むな元もとにケースを抱きしめながら、その口くち元もとに歪ゆがんだ笑みを浮かべる。

「そのためにも……すぐに見つけ出してあげるわ。私達のbook of secrets虎の巻」




　それから更さらにしばらく、倉庫からは全すべての物が消えた。

　そこには初めから、何もなかったのだというように。




　　　　　　　◆




　青あおは冷たい風に鼻先をくすぐられて小さなくしゃみをして、首くび元もとのマフラーを引き上げた。雪こそつもっていないが、身体からだの芯しんから凍こごえそうになる日に本ほん特有の寒さは苦手だった。

「神しん父ぷ様さま、おはようございまーす」

　始業までまだだいぶあるというのに、ジャージ姿の生徒たちが元気に手を振りながら裏うら門もん前の細い道を駆かけ抜けていく。運動部の朝あさ練れんだろう。日本人に努力家が多いのは民族性なのだろうかと思いながら、笑え顔がおで手を振り返す。黄色い声を上げて走り去さる少女たちの後姿を見送りながら、青は手にした箒ほうきに顎あごを載のせて息いきをついた。

　どうにも最近調ちよう子しがよくない。

　身しん体たい的てきな問題はない。精神的な疲ひ労ろうとでもいうのだろうか、今まで自分の中で保たもってきたものが少しずつ壊こわれている、そんな感かん覚かくがつきまとい、どうしようもない焦あせりと苛いら立だちが生じていた。そしてそんな自分に嫌いや気けがさす。その繰くり返しに青は少々疲つかれていた。

「青あお君くん」

　気の抜けるような声で名を呼ばれ顔を上げると、恰かつ幅ぷくの良い好こう々こう爺やが裏うら口ぐちから顔を覗のぞかせていた。

「お友達が来ていますよ」

　自分には縁えんがないはずの単たん語ごに一いつ瞬しゆん眉まゆを顰ひそめるが、すぐに浮かんだ顔に今度は盛大に眉まゆ根ねを寄せた。

「……ファーザー。それは、無む駄だに図ずう体たいがデカくてイントネーションがおかしな話し方をする目つきの悪い男ですか？」

「こらこら、お友達をそんな風ふうに言ってはいけませんよ」

　小学校の教員のような言こと葉ばを返す神父だが、否ひ定ていしないところを見ると強あながち青の偏かたよった見方ではないようだ。

「ここを片付けたらすぐ行きます」

　落ち葉を受けた塵ちり取とりを持ち上げ、青は物置へと向かいつつ再ふたたびため息をつく。不調の原因の一つが、その男だということに青は既すでに気が付いていた。

　小さなきっかけに始まったその男との交流は、いつの間にか青の生活の中に自然と入り込みその存そん在ざいに違い和わ感かんが無くなりつつある。

　初めは、単たんなる直ちよく情じよう型がたの馬ば鹿かだと思っていた。今でもその認にん識しきは変わらない。しかし、ただそれだけでは片付けられるような相手ではないこともまた、付き合いを続ける中で分かってきたことだ。

　細かいことを気にしないざっくりした性格。それをフォローするような鋭するどい直感と判断力は訓くん練れんして得たものではなく、自然に身みにつけたもののようだった。あの火事の時、わざわざ犯はん人にんを告つげてやる気になったのは、警察の中にその男がいたからだ。無む駄だな詮せん索さくなどせず、本能のままに判断して動くだろうと踏ふんだ青あおの予想は当たり、彼は確かに青の言こと葉ばを信じて走った。

　その時だけでよかったのだ。

　もう二度と関わることもない、一いつ過か性せいの関係。そのはずだったのに、いつの間にか男のペースに巻き込まれるようにしてその縁えんが続き、今や協力関係となってしまった。

　本能でその真しん偽ぎをかぎ分けるだろう相手を前に、青は誰だれにも明かすつもりがなかった来日の目的を語った。この男に薄うすっぺらな噓うそなど通用しない。銃じゆうの情報を得るためにはやむを得ない。自分への言い訳わけはいくらでも作り出せるし、そうやって自分を納なつ得とくさせることはしばしばあった。だが、問題はその言い訳を考える前に実行に移していたという事実だ。

　誰も近づけてはいけない、誰にも近づいてはいけない。他人に対しては、どのような感情も一いつ切さい持たない。それが、あの時から自みずからに律りつした、生きていくための戒いましめだ。

　だが、あの男との出会いで自分でも気付かないうちにそれは小さな変化を生じていた。戒めが揺らぎはじめている。そして疾とうに失ったはずの感情が、心の奥底に未いまだ存そん在ざいすることに気が付いてしまった。

　それが自分の調ちよう子しを崩くずしている原因なのだと青は感じていた。

　今も、青の心中は穏おだやかではない。このまま逃げ出してしまいたい、などと柄がらにもなく弱よわ気きな考えすら浮かぶ有あり様さまだ。全まつたく、情けない。

　手にした掃そう除じ用具を蔦つたの絡からまったレンガ調の倉庫へと戻す。重い装そう飾しよくがついた扉とびらが、ぎぃと鈍にぶい音を鳴らしてゆっくりと閉じる。

「でも、それも後少しだ」

　青は白い息いきとともに、空へと呟つぶやく。その双そう眸ぼうは何かを睨にらみつけるように鋭するどく、重い色を湛たたえていた。







　懺ざん悔げ室しつに入り本来なら開けることのない分ぶ厚あついカーテンを引くと、もはや指し定てい席せきのように席に座すわった空こう也やが軽い調子で片手を上げた。型かた崩くずれしたスーツと目め元もとの赤さから、おそらく徹てつ夜や明けなのだろうと予想をつける。しかし空也は疲つかれを感じさせない笑え顔がおをこちらへ向けた。

「今外で理り子ことミナに会ったで。朝も早よからジョギングとは、若いもんは元気やなぁって言うたらアイツら、俺おれのことオッサンとか抜かしよった」

　不満そうに言う空こう也やだが、確かにオッサン臭くさい台詞せりふだ。そのとおりじゃないかと突つっ込みたくなるが、青あおは冷めた目を向けるだけに留める。彼の口から出た名前は、先日空也をここまで連れてきた学園の生徒だ。人懐なつっこいというのか、相手に警けい戒かいさせない性格なのか、この男は誰だれとでもすぐに打ち解ける。

「で、用よう件けんは？　ここへ入るからには、それなりの話があるんだろ」

　わざわざ教会まで出向き、懺ざん悔げ室しつへと入る。外に聞かれてはいけない情報を持ってきたに違ちがいないと踏ふんだ青の言こと葉ばに、空也は急に真ま顔がおになって身みを乗り出した。

「実はな……この間の犯はん人にん、護ご送そう中ちゆうに殺されてん」

　突とつ如じよ飛び出した物ぶつ騒そうな言葉に、青は僅わずかに眉まゆを上げる。

「本部から留りゆう置ち所じよへの移動途と中ちゆうやと。詳くわしい話は俺おれらにすら伏ふせられとるけど、十じつ中ちゅう八はつ九く情報が外に漏もれないための口封ふうじやろな」

　空也は目上に落ちる髪かみを搔かきあげて背もたれに肩をつけた。

「今回の事じ件けんは裏うらがあるさかい、マスコミにも一いつ切さい情報は出してへん。せやから上は、内通者がおったんやないかと疑っているらしいわ」

　真まっ直すぐな視し線せんが青へと向けられる。それを受け、なるほど、と青は一人納なつ得とくをする。この場合、公おおやけでないとはいえ、事件に関わり事情を知る自分にもその嫌けん疑ぎがかかる。いや、警察にとっては最もつとも疑うべき存そん在ざいといえるだろう。

「それで、僕ぼくに任にん意い同行でも求めるのか？」

　最初から関わるべきではなかったと後こう悔かいしても今いま更さらだ。いくら嫌疑がかかろうと、それが事実ではないならば堂々としていれば良い。

　そんなことを思っていた青に、空也は訝いぶかしげな表情を向けた。

「なんでお前を任意同行せなあかんねん。そうやなくて、内通者がおったんやとすれば、署しよに来とったお前にも危険が及ぶ可か能のう性せいはゼロやないやろ。せやから、念のため身しん辺ぺんに注意しろって言いにきたんや」

「……僕が情報を漏らしたという可能性は疑わないのか？」

「疑うも何も、今の反はん応のう見たら違ちがうことくらい分かるわ。それに、青はメリットがないと動かん奴やつやろ？」

　茶化ちやかすように空也が言う。

　まただ、と青は思う。銃じゆうを捜さがしていると告つげたときも、この男はその理由を疑わなかった。言ったことに噓うそはないし、決して疑われることを望んでいる訳わけではない。ただ、信用されればされるほど、青はその場から逃げ出したくなるような言いようのない居い心地ごこちの悪さを感じていた。

「金を詰つまれたかもしれないぞ」

　何を意い地じになっているのだと自分自じ身しんに驚おどろきながらも、青はさらに食い下がる。幸さいわい空也はいつもの皮ひ肉にくな言い回しだと思っているようだ。感情が表情に出ない性質たちでよかったと思う。そんなことを思ってしまうほどに、今の青あおはどこか不安定だった。

「まぁ、はした金で悪に染そまるような阿あ呆ほうではないと信じたいとこやな」

　苦く笑しようして言った空こう也やは、しかしすぐに真ま顔がおになって青を見つめる。

「お前が今回の事じ件けんに関わる原因を作ったのは俺おれや。本ほん音ねとしたら、今後一いつ切さいこのことに関わらんと安全なとこにいて欲しいんやけど……」

「だから、この間の契けい約やくはなかったことにしろと？」

「いや、事情を知ったからにはそうは言われへんやろ」

「僕ぼくの事情だ。お前には関係がない」

　──だから、自じ己こ保ほ身しんのために自分から離はなれてくれ。

　言こと葉ばにはならなかったその想いが、青の心しん拍ぱくを高める。

「確かにお前の事情や。けど、俺が止めろ言うて止めるくらいなら最初からこんな無む茶ちやなことやってへんやろ。それだけの覚かく悟ごで挑のぞんでることを、俺が止められるはずないやんけ」

　空也の発言に、青は気付かれない程てい度どのため息いきをつく。簡単に人を信用するが、決して一線は越こえない。もし今一方的に安全確保を優ゆう先せんされ、もう関わるなと言われていれば、青は空也を見切ることができた。

　しかし、ギリギリのところで空也は踏ふみとどまってしまった。こちらの意い図とを把は握あくし、自分の都つ合ごうを理由にしない。それは青にとって、最もつとも望ましい距きよ離り感かんだった。

　青は胸むねに下がるクロスに触ふれるように、その上から胸を押さえた。祈いのり台に肘ひじをつき、組んだ両手の上から格こう子し越ごしにこちらを見み据すえる視し線せんが、全すべてを見み透すかしているように感じられて、どちらが赦ゆるしを請こうているのかわからなくなる。

「俺にはお前を止められへん。なら、せめて見えるとこにおって欲しいねん。頼むから一人で無茶はしてくれるな」

　クロスの上からでも、どくんと心しん臓ぞうが波打つのが分かった。咄とつ嗟さに感じた感情は、恐怖だ。真まっ直すぐに向けられるまなざしから逃れるように、青は視線を下げた。

「青？」

　俯うつむく青を格子越しに空也が覗のぞき込む。

「……とにかく、契約は続行ということだな」

　無理やり口くち元もとを吊つり上げ、不ふ敵てきに笑えむ。空也は、一いつ寸すん訝いぶかしげな表情を向けたが、すぐにいつもの人好ずきする笑みを少し困ったように歪ゆがめて頷うなずいた。

　その表情が、青を不安にさせる。

　──これ以上、近づいてはいけない。近づけてはいけない。

　自分に言い聞かすように、青は強く思う。それが相手のためであり、何より自分のためであることは、最初から分っていたことだ。

　青は他人を信用することはあっても、信しん頼らいすることは決してない。それはあの時から今までずっと青あおが貫つらぬいてきた姿勢だった。一度でも誰だれかを頼ってしまうと、いつもどこかでそれを期待し、手を差し伸べられることを求めてしまう。信しん頼らいは安らぎを与えるが、同時に自じ身しんを弱くし判断力を鈍にぶらせる。そのせいで自分自身やその相手をも危険に晒さらすことがありえるのだと青は知っていた。また、逆に誰かから信頼されることも極きよく力りよく避さけたかった。目的のためであれば、たとえそれが相手を傷きずつける結果となっても、自分はその信頼を裏うら切ぎる道を選ぶと分かっているからだ。そして、そうした裏切りに痛いたみを感じないほど自みずからが非情になりきれないこともまた、よく分かっていた。

　青が誰かと近しい関係を築くことは、即すなわち双そう方ほうに弊へい害がいを伴ともなうことだった。

　ならば、初めから誰にも近づかなければいい。

　自分の身を守るため、青は自ら他人と距きよ離りを置く方法を選んだのだ。

「……してくるさかい、近いうちにまたどっかで──って、聞いとるか？」

　対象物を素通りし、遠くへ行っていた視し点てんを元もとへと戻すと、対面で話を続けていた空こう也やが身を乗り出すようにこちらを窺うかがっていた。

　その双そう眸ぼうは、純じゆん真しんにただ真っ直ぐ自分へと向けられている。遠く引き離はなしたと思っても、その間は一向に縮まっておらず常つねに一定の距離感が保たれている。

「青？」

　怪け訝げんな表情を浮かべる空也を見上げ、青は何事もないように、いつもの憮ぶ然ぜんとした態度を取りつくろった。

「本部に事じ件けんを取られた上に書類仕事に追われている中、貴き重ちような休みと人ひと様さまには言いにくいツテを使って独どく自じ調査を続行するって話だろ。ご苦労なことだな」

「……その通りなんやけど、もうちょい言い方ってもんがあるやろ」

　頰ほおを引きつらせた空也の抗こう言げんを無む視しし、青は分ぶ厚あついカーテンを引いて狭せまい部へ屋やを出る。圧あつ迫ぱく感が無くなった両肩から自然と力が抜けた。

　青の背はい後ごでは、空也がお約やく束そくのように頭をぶつけながら狭い室内からの脱だつ出しゆつを図はかっている。１６０センチを僅わずかに出るくらいの青ですらこうなのだから、１８０センチに近い身長を持つ空也に至いたっては、まさに身体からだを押し込んでいるといったかんじだろう。

「おい、部屋を壊こわすなよ」

「うわー、俺おれの頭より天てん井じようの方心配するんや」

「当たり前だ。お前には保険が利きくだろうが、天井は利かない。修しゆう繕ぜん費ひに一体いくら掛かると思っている」

　大げさに傷ついたフリをする空也に、冷たい一いち瞥べつをくれながら青が言う。

　ぞんざいな口く調ちようで言ったのは、わざとだ。こちらから不用意に近づきさえしなければ、相手もそれ以上踏ふみ込んではこない。それは青が今までの人生の中で自然に身につけた生き方だった。ただ、今まではそれを特別意識せずとも実行できていたのが、今回に限ってはそうはいかなかった。

　狭せまい室内からようやく解放された空こう也やが小さな呻うめき声を上げながら大きく伸びをする。ゴキゴキと鈍にぶく体中の関かん節せつが鳴る。

「あー……腰こしも肩かたも全部が痛いてぇー。昨日きのうソファーで仮か眠みんしたんがキてるわ」

「精神年ねん齢れいは低いが身しん体たい年齢は実年齢より上なんじゃないか？」

「どーせ俺おれぁオッサンですよ」

　イーと歯を出して拗すねたように言う空也に、やはり中身は子どもだなと、小さく鼻で笑ってやる。それを見み咎とがめた空也は口を尖とがらして横よこ目めで青あおを見み遣やった。

「自分かて、そうやって笑ってられるんは今のうちだけやぞ。二十才はたち超こえたら一いつ気きに身体からだにくるようになるんやからな」

「そういう発言がオッサンと言われる原因だと思うが？」

「うっ……コレなんか!?　コレがアカンのか!?」

　冷静に突つっ込むと、空也はぐっと言こと葉ばに詰つまり頭を抱かかえる。やはりコイツは馬ば鹿かだな、と思うと同時に、自分が僅わずかに笑えんでいることに気付きすぐに表情を消し去さる。幸さいわい今度は空也には気付かれなかったようだ。

「それすら自分で気付いていないとなると、残念ながら既すでに手て遅おくれだな。潔いさぎよく諦あきらめろ。十じゆう字じ架かを背せ負おった主しゆを見習い、お前もオッサンという肩かた書がきを背負って精せい一いつ杯ぱい生きるがいいさ」

「……ほんま、つくづく聖せい職しよく者しややとは思われへん奴やっちゃな」

「お褒ほめに預かり光こう栄えいです」

　満面の笑みでわざとらしく胸むな元もとで十字を切って見せると、引きつった表情を浮かべ空也が小さく一歩後ずさった。

　こんな馬鹿げたやり取りをしている自分自じ身しんに、青は内ない心しん驚おどろいていた。

　──踏ふみとどまった一線を越こえようとしているのは自分自身の方かもしれない。

　漠ばく然ぜんとした考えが青の頭を一いつ瞬しゆんよぎる。

「さてと、そろそろ俺行くわ」

　はっと顔を上げると、既すでにコートを着込んだ空也が仰あおぎ見るようにして肩越ごしに顔を向けていた。我が慢まんできなかったのか、口には火の点ついていない煙草たばこが銜くわえられている。

「くれぐれも気ぃつけろや？　そんで、何かあったらすぐ連絡してや」

「大だい丈じよう夫ぶだ。僕には優ゆう秀しゆうなボディーガードがついているからな」

「……はは、確かに」

　その威い力りよくを体験しているだけに空也の言葉には実じつ感かんが伴ともなう。

「分かったから早く行け、手が落ち着きを無くしているぞ」

　指先でもてあそんでいたメタルブラックのライターを顎あごで示してやると、空也はへらりと笑って軽く手を上げた。

「ほな、エディにもよろしゅうな」

　ひらひらと振られた手に、あいまいに手をあげて無む言ごんで返し、その背を見送る。

「犬いぬ嫌ぎらいのくせに、律りち儀ぎな奴やつ」

　そう呟つぶやいた自分の声が笑いを含んでいることに気付かないふりをして、青あおは踵きびすを返す。今日は午後から隣となりの大学で宗しゆう教きよう学がくの講こう義ぎがある。それまでに、やっておくべき仕事はまだ残っていた。

「神しん父ぷ様さま」

　先ほど空こう也やを見送った扉とびらを開けて、一人の少女が建物内へと入ってきた。この後に告こつ解かいの予約を入れていた洋よう子こだった。青は偽いつわりの慈いつくしみの微び笑しようを湛たたえて少女を迎える。

「洋子さん、お待まちしていましたよ」

　胸むねの前で小さな黒いケースを大事そうに抱かかえた洋子は小さく頭を下げる。オーケストラ部に所属していると聞いたことがあるので、おそらくは何かの楽器なのだろうがケースから種類を判別できるほどに青は楽器に詳くわしくはない。

「その後、お父様の様よう子すはどうですか？」

　あくまでも相談を受けた者がさり気なく相手を気き遣づかっていると思わせる言こと葉ばを選んで、青は少女に声を掛ける。少女は不安そうな眼まな差ざしでこちらを見上げる。

「あ、あの……さっき外でこの前の刑けい事じさんを見かけたんですけど、ひょっとして何か……」

　青は気付かれない程てい度どに口の中で小さく舌した打うちする。そういえば洋子と奴やつは僅わずかながら面めん識しきがあったか。空也の訪問が予想外だったとは言え、洋子の告解予約の時間と被かぶってしまったのは落ち度だった。今はほんの少しの警けい戒かい心しんも持たれてはいけない時期だというのに。

「いえ、彼はあぁ見えて実は熱心な信しん者じやさんでしてね。お仕事がない日はいつも礼れい拝はいしにいらっしゃるんですよ」

　本人が聞いたら蕁じん麻ま疹しんでも出しそうなほど彼に似に合あわない噓うそだったが、にこやかに言う青に安心したのか、少女は小さく息いきをついて僅わずかに笑んだ。

「奥で話しましょうか」

「……はい」

　少女の背に軽く手を添そえて奥へと誘さそう。その青の眼がん光こうは鋭するどく光っていた。

　青が洋子に目をつけたのは、彼女がこの学園に入学してきた時だった。良りよう家けの子し女じよが集まるこの学園では両親が著ちよ名めいであることはめずらしくない。しかし、中でも彼女の父親は特別だった。

《 Seeing remote control system 》通称《ＳＲＳ》は洋子の父である白しら峰みね優ゆう生せいが取とり締しまり役やくを務つとめる白峰カンパニーが発表した新技術だ。特とく殊しゆなゴーグルを装そう着ちやくすることで、テレビなどの家電やパソコン操そう作さ、車の運転までありとあらゆる電化製品を『見て』『念じる』だけで作動させることができる。近未来のリモコンとしてマスコミにも取り上げられ、一いち躍やく有名となったこのシステムは、国際フォーラムの目め玉だまとして四日間の開かい催さい期間で二十万人を大きく上回る来場者数をはじき出し、まだ正式に製品化されていないものの、世界中から既すでに数すう万まん件けんの予約が入っているという。元もとは身体からだに障しよう害がいを持つ人のために考え出された介かい助じよ装そう置ちだったが、コストパフォーマンスに問題があり製品化には踏ふみ込めなかった。

　しかし快かい適てきさを追求する主おもに海外の上層階級からの強い要望により、一般ユーザー向けに改良され、数年の間には市場に出回ることになるだろうと先日報ほう道どうされたばかりだ。インターネット回線による通話やメール機能も兼かね備えていることから、今後更さらなる改良によってコストを抑えることができれば、やがては携けい帯たい電話やインターネット端たん末まつに取って代わり、一人一台の時代がくるとまで期待されている。

　しかし、白しら峰みねがこのシステムを公おおやけに発表する以前から、青あおはそのシステムと彼の存そん在ざいを認にん知ちしていた。だからこそ、白峰優ゆう生せいの娘むすめである洋よう子こに近づき相そう談だん役やくを買って出たのだ。

「ＳＲＳは、まだ未完成なんじゃないかと思うんです」

　告こつ解かいという名めい目もくで彼女の話しを聞くようになってから数ヶ月、ようやく少女は少しずつＳＲＳの疑ぎ惑わくを語りだした。

「どうして、そう思うんですか？」

　食いつきそうになる気持ちを抑え、相手に不信感を持たせないように、穏おだやかな口く調ちようで相あい槌づち程てい度どに尋たずねる。

「ＳＲＳが過か去こに一度、プロジェクト自体が消えそうになったってことは前に言いましたよね」

「えぇ、コスト面で製品化には向かないという理由だったと伺うかがいましたが」

「表おもて向むきはそうなっていますけど、本当は何かトラブルがあったらしいんです」

　具体的な内容は知らないのだろう、洋子はあくまでも自分が感じたことだけど、と前置きして話し始める。

「実は私、試作段階のゴーグルを実際に装着してＳＲＳのモニターを行っていたんです。危険性はないって言われていたんですけど──それを行っている時、私ほんの一いつ瞬しゆん……身体の自由が利きかなくなった時があったんです」

「身体が動かなくなったんですか？」

「いいえ、動かないんじゃなくて、勝かつ手てに動かされるみたいな感じがして、引っ張られているっていうか。でも実際はそんなことなくて……あぁ何て言ったらいいのかしら」

　上手うまくその様よう子すを表現できない自分にもどかしさを感じているのか、洋子は時とき折おり悩むように唸うなりながらもその様子を青に伝えた。

　おそらくは電気刺し激げきの拒きよ絶ぜつ反応だろう、と青は考える。感電するほどでもない微び弱じやくな電流であっても、脳のうへ刺激として届とどいた場合はそれが悪あく影えい響きようを与える場合がある。しかし、安全面での規定が厳きびしくなっている昨さつ今こん、このような人体接せつ触しよく型がたシステムの商品化がよく通ったものだ。裏うらで何らかの力が働はたらいた結果であるのかもしれない。

　心しん中ちゆうでは冷静に分ぶん析せきしながらも、青あおは時とき折おり確認するように言こと葉ばを挟はさむ以外では口を閉ざし、ただ黙もくして聞き役に徹てつする。欲しい情報はまだ得られていない。

「不安になるのは、きっとあの体験が引っかかっているからなんだと思うんです」

　一通りの説明を終えた洋よう子こはそう言って小さく息いきをついた。何の確かく証しようもないからこそ、一人で不安だったのだろう。しかしそれを利用している青には彼女に同情する権利を持たない。青にできるせめてもの償つぐないは、最後まで本ほん心しんを隠かくし通して、彼女の言葉の受け皿ざらであり続けることだった。

　カーテンを挟んだ向こう側で迷うような気け配はいの後、再ふたたび洋子が口を開いた。

「それに最近──ＳＲＳが発表されてから、パパがよくうなされているんです。誰だれかに向かって謝しや罪ざいしながら英語で何かを繰くり返かえしているんです。私、英語苦手だからよく意味がわからないんですけど」

　格こう子しの隙すき間まから、カーテンを潜もぐって何かが差し出される。それは、イヤホンが装着された最新のＭＰ３プレイヤーだった。

「聞いてみてください。神しん父ぷ様さまなら英語、わかりますよね」

　電でん源げんを入れ、再さい生せいを押す。ダイレクト録ろく音おんしたのだろう、砂すなが磨すれるような雑ざつ音おんがしばらく続き、やがて苦しげな男の声がそれに混ざる。途と切ぎれ途切れに繰り返される母ぼ国こく語ごに、青は目を閉じて耳を傾かたむけた。単たん語ご自体も聞き取りにくいが、そもそも文章にはなっておらず、おそらく他の誰が聞いても謝罪しているということ以外はその意味などわからないだろう。しかし、青はその言葉のパーツを正確に並べる術すべを知っていた。可か能のう性せいが期待に変わり、やがて数回目の謝罪の言葉に続き、青の耳が拾ったその名が、期待を確信へと変えた。

　──間ま違ちがいない。やはり、この男が……。

　やがて、ゆっくりとイヤホンを外はずした青は僅わずかに口くち元もとを歪ゆがめる。経けい緯いが見えない部分は多いが、それでも今までで最もつとも大きな収しゆう穫かくだった。

「残念ながら、支し離り滅めつ裂れつではっきりした意味はわかりません。しかし、お父様は何かに悩んでいらっしゃることは間違いないようです」

「きっと、ＳＲＳに関係しているわ……でも、パパは何も言わないし、私、どうしたらいいかわからなくて」

「洋子さん、確かにあなたのお父様は謝罪をなさっていました。しかし、それをあなたが気に病やむことはありません」

　カーテン越ごしに優やさしく語りかけながら、懐ふところから取り出した小型端たん末まつにプレイヤーを接続し、その中なか身みをコピーする。

「神は全すべてを見ておられます。たとえ、お父様が本当に何かの罪つみを犯おかしていたとしても、きっと償う機会は与えられるのですから。あなたは、最後までお父様の味み方かたでいておあげなさい」

　そう言って中なか身みを移したＭＰ３プレイヤーをカーテンの下を潜もぐらせて洋よう子こへと返した。

「……味み方かた、ですか」

「ええ。ここで話したことは全すべて確かく証しようのないことです。そのことでお父様を疑ったり、遠ざけたりするのではなく、あなたが支えて差し上げなさい」

　洋子は、青あおの言こと葉ばの意味を考えるように押し黙だまった。

「私、ずるいですよね。不安だって思うのに、それを直接パパに言うこともしないで、こうやってこっそり愚ぐ痴ちを言うみたいに神しん父ぷ様さまに話しにくるなんて」

　洋子の言葉が小さく青の胸むねに刺ささる。ずるいのは、洋子ではない。

「いいえ。案あんずればこそ、言えない言葉というものはありますよ」

　ステレオタイプの偽ぎ善ぜん的てきな言葉が、そのまま自分への刃やいばとなって跳はね返ってくる。

　──それでも、もう止めることなどできない。この能力を持っている限りは……。

　最初に訪れた時よりも幾いく分ぶん晴れた表情で去さっていく洋子を見送った青は、右手でそっと両目を覆おおう。こんな思いは、洋子だけで十じゆう分ぶんだ。

　いっそ、世界に光などなければよかった。そんな想おもいで遮さえぎった視し界かいの中、手の内で眼がん孔こうが鈍にぶく疼うずいたような気がした。




　　　　　　　◆




　教会を出た空こう也やは、その足でとある屋や敷しきへと向かった。今時珍めずらしい立りつ派ぱな門構えと瓦かわら屋根。敷しき地ち内ないに並ぶベンツは傷きず一つなく黒光り、そして堂々と掲かかげられた木製の表ひよう札さつにはその組織を象しよう徴ちようする組名が刻きざまれている。

　一いつ般ぱん人じんは決して容よう易いには近づかないだろうその敷地内に、空也は一いつ切さいの躊躇ためらいなく堂々と入っていく。門を潜くぐり数歩進むと、すぐに下したっ端ぱと思わしき若者が数人駆かけつけて空也を取り囲んだ。どいつも揃そろって人にん相そうが悪い。背広のポケットに両手を突つっ込んだまま、空也はぐるりと集団を見回す。最後に目があった金きん髪ぱつが一歩前に出た。

「昼間っから一人で堂々と入ってくるたぁ、てめぇ何処どこの組だ」

「えーと、高校時代はＢ組やったかな？　金パチ気取りの担たん任にんがウザくてなぁ」

「ふざけてんじゃねぇ！」

　軽かる口くちを叩たたく空也に、男達は額ひたいに青あお筋すじを浮かべ猟りよう犬けんのように一いつ斉せいに飛びかかる。

「君きみら新人さんやろ。そんなアホみたいに一斉にかかったらあかんでぇ」

　口くち元もとに笑えみすら浮かべて言うと、空也は拳こぶしを振り上げる一人目をかわし、そのまま左から来た男の腕を摑つかんで中央へと引き寄せる。勢いも加くわわってバランスを崩くずした男は最初の一人目と背はい後ごから来た男を巻き込み地面へと転がった。

「てめぇ……！」

　やや遅おくれて右から攻こう撃げきを加くわえようとしていた男が懐ふところからバタフライナイフを取り出し構えた。

「またベタなもん出しよってから……銃じゆう刀とう法ほう違い反はんとか言うてもきかんしなぁ、あんたらは」

　光る刃やいばに怯ひるみもせずに空こう也やは大げさに呆あきれた表情をしてみせながら、同じく懐に手を入れた。男達が咄とつ嗟さに身構える。が、そこから出されたものは煙草たばこだ。

「なめやがって！」

　悠ゆう長ちように火を点つけ紫し煙えんを燻くゆらせる空也に、男が絶ぜつ叫きようとともに切りかかる。

「せやからさぁ、もうちょいアタマ使えっちゅーねん。なんのために複数おるんや自分ら」

　半はん目めで相手を見み据すえた空也は、犬けん歯しに煙草を引っ掛けると両手を無防備に下ろして斜しやに構える。

「調ちよう子しこいてんじゃねぇぞ！」

　がら空あきの脇わき腹ばらめがけて突つっ込んでくる男が叫さけぶ。

「阿あ呆ほう。お前らレベル、なめる価値もないわ」

　言うと、左足を軸じくに半はん身しんを返し軽く右足を伸ばすようにして男の膝ひざへと蹴けりを入れる。そして、ナイフを握にぎった男の腕うでを摑つかむと引き下げながら、返す刀かたなの要領で左足を振り上げ男の後頭部に一いつ蹴しゆうを食らわす。流れるような空也の所しよ作さに一切の防御ができず、諸もろに後頭部に入った男はそのまま倒たおれ、そして気を失った。

「喧けん嘩かで一番重要なんは、タイマンやったらハッタリ。団体戦ならチームワークやで。ええ機会やし覚えとき」

　呻うめく男達を見下ろして、立ち上る煙けむりの影からにやりと笑んだ空也が言う。

「しかし門番がこんなしょぼくて大だい丈じよう夫ぶなんか？　なぁ、そこで見とるオッサン達よ」

　空也が建物に向かって声を上げると同時に、隠かくれて見ていたらしい強面こわもての男達が次々と姿を表した。

「ガキが一いつ丁ちよう前まえに人に講こう釈しやく垂たれるたぁ偉えらくなったもんじゃな紅くれ野の」

「キャンキャン鳴いてワン公こうみたいだったくせになぁ」

　にやにやしながら言い合う男達は皆、空也の属する組織とは真ま逆ぎやくの意味での玄人くろうと集団だ。

「いっつまでも昔むかしのこと引きずるよなぁ、あんたら。ほんま性質たち悪いわ！」

「よく吼ほえる犬いぬがいると思えば、てめぇか。今も昔も大して変わっていないじゃねぇか」

　やり返す空也を冷静に突っ込んだ声に、それまで騒いでいた周りの男達が一いつ斉せいに頭を垂れる。

　男たちが作る花はな道みちを、杖つえを突きつつ悠ゆう々ゆうと進むのは見事な白髪しらがを持つ小こ柄がらな老人だ。一いつ見けんどこにでもいそうな好こう々こう爺や然ぜんとしているが、思わず道を譲ゆずってしまうほどの気き迫はくと気き品ひんが発せられる。この男こそ、この下町を裏うらで束たばねる金こん竜りゆう組ぐみ組長・白しろ金がね直なお隆たかだった。

　空也の前で歩あゆみを止めた白金は、奥まった瞳ひとみで空也を見上げ、小さく口くち元もとに笑えみを浮かべる。と、次の瞬しゆん間かん、老人が振り上げた杖つえと空こう也やの蹴けりが空中で交差した。

　組長に手を上げたにも関わらず、二人を取り囲む組員達は誰だれ一人動かない。先ほど空也に伸された数人だけが、その様よう子すに顔色を無くしていた。

「よぉ、じいさん。オヒサシブリ。まだくたばってへんかったか」

「はっ、ご挨あい拶さつじゃねぇかクソ餓が鬼きが。おめぇこそ、よく今までカイシャを首にならなかったもんだな」

　攻こう撃げきを仕掛けた上、自分たちでは気軽に声を掛けることすら恐れ多い組長に対して、飄ひよう々ひようと軽かる口くちを叩たたく空也に、訳わけがわからず呆ぼう然ぜんとしていた若わか衆しゆうが次し第だいに青ざめた顔で近くの先せん輩ぱいに無む言ごんの説明を求めた。

「あぁ、てめぇらとは面めん識しきがなかったか。あいつは紅くれ野のっていう西にし署しよのデカだ」

「で、デカって何でそんな奴やつが堂々とウチに出入りしてるんスか!?」

「まぁ、ちょっと昔むかしいろいろあって、餓鬼の頃ころからここに出入りしてやがんだ。親父公こう認にんの奴だから面つらァ覚えとけよ。今回は初対面だったから思いっきり手ぇ抜いてやがったけど、奴が本気になってたらてめぇら今いま頃ごろ、骨の一本や二本は砕くだかれてただろうよ」

　自分たちより格段に修しゆ羅ら場ばを潜くぐってきたであろう兄あに貴き分ぶんに真ま顔がおでそう告つげられ、まだわずかに少年の面おも影かげを残す若人わこうど達たちは一同一いつ斉せいに肩を強こわ張ばらして空也を見つめた。だらしなくネクタイを緩ゆるめ、銜くわえ煙草たばこで言い合う姿からはとても想像できないが、しかし自分たちが赤あか子ごの手を捻ひねるように簡単にあしらわれたのは事実だった。

「おい、てめぇら間ま違ちがってもリベンジしようなんざ思うなよ。次は奴も容よう赦しやしねぇだろうからな」

「昔タイマン挑いどんだ奴がいたけど、あまりの恐怖にすっかり毒どく気け抜かれちまって今じゃどっかの寺で坊ぼう主ずやってるもんなぁ……」

　極ごく道どうが仏ぶつ門もんに入ってしまうほどの恐怖を味わうとは、そこで一体何があったというのか。恐いもの知らずの血けつ気き盛んな若者たちだったが、その謎なぞに挑む勇気はさすがになかった。




　背はい後ごでそんなやり取りが行われていることすら知らない空也は、馴な染じみの組員たちに絡からまれながら白しろ金がねに続き屋や敷しき内へと通される。内部は意外にも落ち着いた装よそおいを持つ日に本ほん家か屋おくとなっており、妙みような空気を纏まとう男達がいなければ高級旅館と言っても疑われないだろう。

「おう、空也。今年の盆ぼんも帰らなかったそうじゃねぇか。お袋ふくろさんが心配してたぞ、たまには顔見せてやれや」

　頰ほおの左側に傷がある男が空也の横に来て言った。数居いる側近の中でも最もつとも古ふる株かぶである柿かき本もとだった。組内でも取分け玄人くろうと臭しゆうを漂ただよわせる風ふう貌ぼうとは裏うら腹はらに子ども好ずきで心こころ根ねが優やさしい男だ。

　その柿本の言こと葉ばに、げっと空也は露ろ骨こつに顔を顰しかめる。

「オカンめ……ついに柿本さん経けい由ゆで来たか」

　二十年前に亡なくなった白しろ金がねの妻つま、小さ百合ゆりは大おお阪さかにある空こう也やの実じつ家かの寺で眠っている。毎年欠かさず盆ぼん時期に墓はか参まいりにいく白金と、その供ともをする柿かき本もとは紅くれ野の家けでもすっかり顔かお馴な染じみの檀だん家かとなっていた。ちなみに柿本は訪ほう問もんの折おりにはいつも珍めずらしい菓か子しを持ってきてくれたことから、幼おさない紅野兄弟から揃そろって『お菓子のおっちゃん』という率直な呼び名を付けられていた。

「忙いそがしゅうて盆も正月も無いねんて。けどまぁ、来年の夏はなんとかして帰るわ。──拓たく海みの十三回かい忌きやさかいな」

「……もうそんなに経たつのか。早ぇな」

　遠くを見つめるように柿本が言った。拓海の姿を思い出してか、薄うつっすらと涙なみだを浮かべているその見かけによらない優やさしさに、空也は顔を上げて僅わずかに笑った。

　十三年。即すなわちそれは空也が白金の本ほん職しよくを知り、また此処ここに出入りするようになった年月と同じだ。いつの間にか組内の殆ほとんどの連中に顔が知れ渡っているが、そう考えるとそれも納なつ得とくがいく。そんなことを思いつつ、空也はすっかり慣なれ親しんだ組長室の真まん中で上かみ座ざを向いて腰こしを落ち着けた。その前では脇きよう息そくに半身を預けた白金が柿本を残し、他の側そつ近きん達に下がるよう命じている。側近たちも空也とは長い付き合いのため、躊躇ためらいなく入り口付ふ近きんまで下がり一礼した後に部へ屋やを出て行く。さすがに扉とびらの前にはいるのだろうが、仮かりにも刑けい事じを相手にした態度ではないだろうと空也は顔には出さずに苦く笑しようする。

「で、今回はどんな情報を食いにきた？」

　向かい合って開かい口こう一番、そう切り出した白金は柿本が手渡した茶を啜すすりながら上うわ目め遣づかいに空也を見上げる。

「さすが、じいさん。話しが早くて助かるわ。俺おれらが仕入れた獅し黄おう会かいの動向と交換でどうや？」

「内容によるが、まぁいいだろう」

　白金の承しよう諾だくを得た空也は出された茶で口を湿しめらしてから、率直に切り出す。

「百発百中の噓うそみたいな新型のハジキがあるらしい。それについて何か知っとったらどんなことでもええから教えて欲しいんや」

　空也の言こと葉ばに、白金は髪かみと同じく真まっ白い眉まゆを僅わずかに上げる。

「またデカいもんを食いにきやがったな。チャカにしてチャカに非あらず。ありゃ、こっちの世界ですら危ぶんでる代しろ物ものだぞ」

「よう知っとるみたいやないか。やっぱ、そっちがらみのもんなんか？」

　いざという時には武器にすらなりそうな無む駄だに重量のある大だい理り石せきの灰はい皿ざらを引き寄せて、残り少なくなった箱はこから煙草たばこを取り出しつつ、空也は続きを促す。

「正確には、こちら側に流れてきたってぇのが正しいな。その銃じゆう自体は副ふく産さん物ぶつでしかなかったらしい」

「副産物？　銃自体を目的に作られたもんやないってことか」

　何か別のものを作る過か程ていで偶ぐう然ぜんできてしまったもの。銃じゆう自体が、どこか軽けい薄はくな扱いをされているイメージがあったのはそのためか。

「ほな、ほんまに作ってたんは何なん？」

　さも気軽に尋たずねる空こう也やだが、白しろ金がねがすでにこれらに関しての情報を摑つかんでいる核かく心しんがあった。

　表おもて向むきや下層部は昔むかしながらの規律を守る江え戸ど下町の極ごく道どう一いち門もんの金こん竜りゆう組ぐみだが、上層部はかなりの頭ず脳のう派はが揃そろえられ、裏うらだけではなく表、果はては海外にまでその情報網もうを広げている情報屋だ。彼らの収入の多くはその幅はば広い情報から得たもので、中には世に名の通ったお偉えら方がたも多額の金を支払って利用しているという。もちろん彼らにおいては個人情報保護法など関係のないことなので、情報を知る側が背負うリスクは大きい。反対に情報を与える側は何重にも張り巡めぐらせたセキュリティーと保有している数え切れないダミーアカウントを駆く使しすることで、ネットワーク上からの追つい跡せきが不ふ可か能のうな上、一の情報を与えられると同時に、本人のまかり知らぬ裏ではその十倍の情報は持っていかれているという訳わけだ。

　しかし情報を買いに来るお偉方も、知る人ぞ知る情報屋がまさかこんな下町に本ほん拠きよ地ちを置いているなど思いもしないだろう。空也のように、堂々とそこへ出入りし、一応情報交換という名めい目もくは立てているものの、無む償しようで情報が得られるのは偏ひとえに「縁えんがあったから」と言うに他ならない。

　空也の問といに白金はすぐには答えず、自みずからも懐ふところから煙草たばこを取り出し、重々しいライターで火を点ともした。外国製だろうその煙草から鼻をつく独特の香かおりが煙けむりとともに立ち上る。

「なんでも『神の眼め』ってぇもんらしい」

「……神の眼？　なんやねんそれ。どっかの焼しよう酎ちゆうみたいやな」

「焼酎といえば、昔おめぇが柿かき本もと達と札ふだで賭かけてた銘めい酒しゆ、出しゆつ世せ払ばらいにしてやってたがそろそろてめぇの薄はつ給きゆうでも買えるだろ。次回の手て土産みやげが楽しみだなぁ、柿本」

「あぁ、そんなこともありやしたねぇ。おう空也、なんだったらネット注ちゆう文もんしといてやろうか？　若ぇくせに、どうせまだパソコンが苦手なんだろ？」

　合わせて柿本も口くち元もとを吊つり上げる。当とうの本人達ですら忘れていた賭けを酒しゆ豪ごうの白金はしっかりと記き憶おくしていたらしく、空也はうっかりとんでもない地じ雷らいを踏ふんでしまったことを悔くいる。ささいな冗じよう談だんのつもりが思わぬところで高くつくことになりそうだ。

「ま、まぁそれは置いといて。本題や！　副ふく産さん物ぶつがアレなんやから、さぞかし大層なもんなんやろ？　その神の眼ってヤツも」

「俺おれたちも現物を拝おがんだ訳わけじゃねぇがな。どうやら眼に見えないものを見えるようにするシステムらしい」

「また抽ちゆう象しよう的てきな言い方やんけ。じいさんらしくもない」

　しかし、言いながらも空也は白金の一いつ挙きよ一いち動どうを見逃すまいと意識を集中させる。この男があいまいな表現で核かく心しんを見せないのなら、見せないなりの意味が必ずあるからだ。

「てめぇが持っていて、且かつ人には絶対に形として見せられねぇものってぇのは何だ？」

「今度は謎なぞ掛かけかい。えーっと、俺おれが持っとって、でも人には見えんもの。魂たましい……とか、そんなほんまに存そん在ざいしてるか分からんようなもんではないんやろ？」

　思いつくままを挙あげては自みずから否ひ定ていを繰くり返す空こう也やをしばし見守った白しろ金がねは、唐とう突とつに大きなため息いきをついてみせた。それに反応した空也が眉み間けんに皺しわを寄せる。

「じじい……今、阿ア呆ホやなぁコイツとか思ったやろ」

「いいや？　ちょっと肩が凝こったな、と思っただけだ」

「んな訳わけあるかい！」

　反論する空也を、白金は真正面から身みを乗り出し見つめる。

「ほう、では俺がそう思った証しよう拠こがあるってぇのかぃ？」

「んなもん、さっきの面つら見りゃ……」

　言いかけたままの口で、空也の動きが止まる。

「まさか、『思考』か？」

　導みちびかれて出した答えは間ま違ちがいなく条件に当てはまる。しかし答えた空也自じ身しん、その答えは信じかねるものだった。しかし、白金は真面目まじめな表情で小さく頷うなずいた。

「……それって、つまりプロファイリングってやつか？」

　咄とつ嗟さに浮かんだのは最近外国のドラマなどでよく聞かれる犯はん罪ざい捜そう査さだ。現場に残された様々な痕こん跡せきから犯人の行動を分ぶん析せきしてその人物像、性格、思考を推すい察さつするというものだ。

　空也の言こと葉ばに白金は白い煙けむりを吐はき出してニヤリと笑む。

「近しいが、ちと違ちがう。今から二十年ほど前、アメリカの研究者達が人の表情や動きを瞬しゆん時じに読み取り分析するシステムを開発した。簡単に言やぁ、人そのものを対象とした行動分析システムだ。人の心理は知らない間に行動に現れる。それを機械で読み取ろうってもんだったらしい」

「けど、そんなもんが二十年も前に出で来きとったら今いま頃ごろもっと世間で騒がれとるんやないんか？」

　もし実用化しているなら、警察を始め様さま々ざまな現場に取り入れられているだろう。しかし、そういった物が使用された話などどこからも聞いたことが無い。

「残念ながらそいつの研究は頓とん挫ざしちまったのさ。奴やつらが欲ほつしたのはヒトで代わりのきくプロファイリングもどきのシステムなんかじゃねぇ。人間ではマネのできねぇ、『思考』を正確に読み取るシステムだったからだ」

　プロファイリングや心理行動学はあくまでも行動分析を元もとにした確かく率りつ論ろんであり、向き合った犯人の思考を読むものではない。

「いくら機械で表情やら動きやらを細かく分析したところで、相手が今何を考えているかを正確に知る術すべにはならねぇ。だからこの開発計画自体が消えちまったんだよ」

　白しろ金がねはここで一いつ旦たん言こと葉ばを切り、左手に挟はさんだままだった煙草たばこを銜くわえ深く一度吸い込む。そして、そのままそれを灰はい皿ざらへと押し付け再ふたたび口を開いた。

「だが、その分ぶん析せきシステムは他にも使い道があったのさ」

「……それが、例の銃じゆうっちゅう訳わけか」

　銃口を向けると組み込まれている小型カメラとセンサーが標ひよう的てきを瞬しゆん時じに測定・分析する、と青あおは語っていた。その特徴と、今聞いたばかりの話は一いつ致ちしている。どうやらどちらの情報も正しいようだ。

　今までの話を総合すると、銃を作ったその人物は『神の眼め』プロジェクトに携たずさわっていた可か能のう性せいが高い。そして後に銃を奪うばった者もまた、その存そん在ざいを知りうる者、つまり何らかの形でプロジェクトに関わっていた人間ではないだろうか。

「なぁ、そのプロジェクトチームはどうなったん？」

　白金相手に腹はらの探さぐりあいなど時間の無む駄だだと知っている空こう也やは躊躇ためらうことなく核かく心しんへと手を伸ばす。もし、開示できない情報であれば、例えどんな手を使ったとしてもその口を開かせることが不可能な相手だ。ならば勢いにまかせたストレートで勝負するしかない。

「おめぇは、もうちょっと駆かけ引きってぇのを覚えた方がいいんじゃねぇか」

　片かた目めを眇すがめる白金だが、こちらもまた空也の性格は把は握あく済ずみだ。ため息いき一つで再び口を開く。

「研究の中止と同時にチームも解散した──と、言われている」

「なるほど、表おもて向むきには解散したと。ほんで、その裏うらは？」

　白金の言葉尻じりからその意味するところを正確にとらえ、空也は続きを促す。

「その実、『神の眼』プロジェクトはスタイルの異ことなる二本柱ばしらで動いていたものだった。一つは先に話した行動分析システム。そして、もう一つが脳のうから直接神しん経けい細さい胞ぼうの活動を読み解いてしまおうってもんだ」

「脳から、直接……？」

　白金は、いまいちイメージを摑つかめず首を傾かしげる空也から目を離はなすと柿かき本もとに視し線せんで指示を出す。それを受けて、柿本は柱はしらに備え付けられた内線を鳴らした。どうやら誰だれかを呼び出しているようだ。その姿を尻目に、空也は白金に向き直る。

「えーと、つまりそれは脳の動きを図にするってことなんか？　脳のう波はなんたらっていう機械があるっちゅうんはどっかで聞いたことあるねんけどさ」

　どうにも想像がつかず、テレビか何かで聞きかじった記き憶おくを必ひつ死しに掘ほり起こす。

「おめぇが言ってるのは、脳波トポグラフィーだろ。あれは神経の電気活動によって発生する電でん位いやなんかを画像化するためのもんだ。思考の内容自体を読み取るとは全く別の話さぁ。『神の眼』はそんなもんじゃねぇ。本当に、そいつが考えている内容自体を読み取ることができるってぇ代しろ物ものらしい」

　白金が答えるのと同時に扉とびらが外からノックされ、スーツ姿の人物が入ってきた。空也とも何度か面めん識しきのある上層部、つまり情報セクションに所属している橘たちばなという男だ。とても極ごく道どうには見えない丹たん精せいな顔立ちに細いふち無しの眼鏡めがねが知的な顔をいっそう引き立てており、質の良いスーツを着こなす姿は弁べん護ご士しや医者といってもとおりそうだ。そしてその風ふう貌ぼうのとおり、主おもに医学的情報を取りまとめているという。

「どーも橘さん、おじゃましてますー」

　友達の家に遊びに来ているような気軽さの空こう也やに、橘は笑え顔がおを浮かべつつも生き真面目まじめに目もく礼れいしてから白しろ金がねを挟はさんで柿かき本もとと左右対象になる位置で膝ひざを折おった。

「橘、こいつにも分かるように、例のシステムを嚙かみ砕くだいて説明をしてやってくれねぇか」

　予あらかじめ柿本から話を聞いていたのだろう、橘は頷うなずき一つで説明を始める。

「簡単に言うと、コンピューターのファイル拡かく張ちよう子しを人間に当てはめたということでしょうか」

「かくちょーし？　橘さん……あの、悪いんやけど、そっからもう既すでにわからへん」

　未いまだにキーボードさえ上手うまく使いこなせないアナログな空也には、システムという言こと葉ばすらその輪りん郭かくを描えがけない。情けない表情を浮かべる空也に穏おだやかな苦く笑しようを浮かべて、橘はもう一段敷しき居いを下げる。

「紅くれ野の君くんはインターネットで画像や動画を見ようとした時に開けなかったことはないですか？」

「あるある！　何でやねんってめっちゃイライラするんよなぁアレ」

　橘の質問に覚えがある空也は大きく頷く。もちろんその事象を解明する気力も根性もない空也はその時点でスッパリ諦あきらめてしまうのだが。

「その原因は、紅野君のパソコンにそのデーターを読み取るためのソフトが入っていないためなんです」

「ソフト……？　パソコンってソフトが要いるんか？」

　そもそも自じ前まえのパソコンなど持っていない空也はカイシャにあるものを必要時に使用する程てい度どで、ほとんど馴な染じみがない。だが、液えき晶しよう画面につながっている本体は確かにＰＳ３やＷｉｉなどのゲーム機をゴツくしたような形をしていた。

「おい空也、一いち応おう言っておくがソフトっつってもゲームソフトじゃねぇぞ？」

「えぇ!?　せやかてソフトやろ？」

　まさにそれを想像していた空也は柿本の突っ込みに頭を抱かかえる。早くも白しろ旗はたを揚あげたい気分だ。橘がそんな様よう子すに控ひかえめな笑いを洩もらしつつ続ける。

「まぁ、ゲームソフトも原理は同じなんですが……ここで言うソフト、つまりソフトウェアは動作手順をコンピューターに伝える形式のことです。たとえばエクセルで作成したファイルをワードとして読み取れという指令を出したとしても、パソコンはその指令を実行できません。何故なぜだか分かりますか？」

　予習をしてなかった問題を当てられた学生のように、空こう也やは必ひつ死しに今までの話を頭の中で反はん芻すうする。

「エクセルは確か計算したり表とか作るヤツやんな？　んで、ワードは書類作るヤツやったはず。えーと、計算と文章作成ではその動作手順が違ちがうから？」

「はい。よく出で来きました」

　一方の橘たちばなは出で来きの悪い生徒を誉ほめる先生のように、しどろもどろな空也の解答に丸まるを付けた。

「少々前置きが長くなってしまいましたが、パソコンと同じで、人間も身体からだと心の間に一人ひとり違うソフトを持っていると考えてください」

　空也には今の話がどう繫つながるかが全まつたく見えなかったが、しかし素直に頷うなずいた。それを見取って、橘が続ける。

「人間の思考は神しん経けいの電気活動によって行われます。しかし、それを直接図に起こしたところでその思考の内容が読める訳わけではない。なぜなら『思考』はその人だけが持つ、過か去この記き憶おくや身体的状態など、実にさまざまな要因が複雑に絡からまりあった独どく自じの『情報処理方法』によって成されているものだからです。だから、いくら神経の電気活動を読み解いたところでそれが心を読むことには繫がらない」

　橘の流れるような説明に、空也は眉み間けんの皺しわを深めつつもなんとかついていく。

「では、異ことなる形式のデーターを読むにはどうすればよいか？　ソフトがないから読み取れないのであれば、読み取れるソフトをインストールすればよいのです」

「つまり、人の考え方、情報処理方法自体を取り込むってことか！」

　空也は自分の口から発せられた結論を信じられない思いで自みずから聞き取る。冗じよう談だんのようなとんでもない発想だ。だが、それを単たんなる夢む想そうだとは言い切ることはできなかった。そのコンピューターを考え出したのは他でもない、人間なのだから。

「はは。想像以上に大たい層そうなもんやんけ」

　乾かわいた笑いを貼はり付ける空也だったが、正直ここまで想像の域いきを脱だつしているともはや笑うしか他にない。そんな空也の様子に橘も困ったような笑みを浮かべて再ふたたび口を開く。

「ただ、これはあくまでも理論上の話であって、実際はそううまくいくものではありません。まず、現在の技術では神経活動を読み取るには何らかの形で額ひたいへ密着させる装置を必要とします」

「お前なら、心の中を読みたいからこの装置をつけ続けてくれと言われて素直にきくか？」

　柿かき本もとの言こと葉ばに、空也は露ろ骨こつに顔を歪ゆがめる。

「死んでもお断りやな」

「大抵の人間は、紅くれ野の君くんと同じ感想を抱いだくでしょうね。次に、一人につき一つの読み取りソフトを必要としますので、その組み合わせを残したままでなければデーターとしては役に立ちません。つまり、検証や分ぶん析せきのためのデーター収集だけでも莫ばく大だいな容量が必要になってしまうんです。スパコンでも補おぎなえ切れるかどうか微び妙みようですね」

　スパコンなるものが何であるのかは分からなかったが、通常のパソコンよりすごいものだということはニュアンスで分かった。しかし、今の話からすると『神の眼め』なるものの実在はかなり怪あやしいのではないだろうか。

「なぁ、結局のところ、こんなに問題あるんやったらそのシステムを作るんて不ふ可か能のうなんやないん？」

　すると、今まで黙もくして聞き役に回っていた白しろ金がねが紫し煙えんとともにゆっくりと言った。

「逆に言えば、それらの問題さえ解決すれば出で来きちまうってことだ」

　重々しく発せられたその言こと葉ばに、空こう也やはその先に続くだろう内容に思わず息いきを飲んだ。

「どうやら、解決の術すべがあるらしい」

　期待を裏うら切ぎらないその言葉に、空也はもはやそれが定位置となりそうだった眉み間けんを指先で揉もみ解ほぐしてボソりと零こぼす。

「あーそら、デカいバックがおってもおかしくないわな」

　単なる犯はん罪ざい仲ちゆう介かい屋やかと思いきや、潜もぐってみればこれは想像以上に深そうだ。

「そのシステムがどういった形状なのか、既すでに完成されているのかはまだ現時点では不明です。ただ、それが実在し実働するとなると、この国はとんでもない方向に走り出すだろう懸け念ねんは拭ぬぐえませんね」

　静かにそう言った橘たちばなは白金の目視の指示を受け、再ふたたび空也へと目もく礼れいすると部へ屋やを出て行く。

　丁てい寧ねいに閉められた扉とびらから目を戻し、それまで橘に説明を一いち任にんしていた白金が口を開く。

「おう、空也。今後それが出回るとしたら、お前ぇらの方が詳くわしくなるんじゃねぇかぃ？」

「……どういう意味や？」

　白い両眉まゆの下で静かにこちらを見つめる白金の視し線せんが、探さぐるように空也を捕とらえる。

「てめぇにしちゃ、察さつしが悪ぃじゃねぇか。自分たちには関係ない、そうなる訳わけがねぇっていう過信か？」

　挑ちよう発はつするような物言いに、空也は苛いら立だちを隠すようにして懐ふところに残る最後の一本に火を点つけた。白金は空也の苛立ちを知ってか知らずか、小さく口くち元もとを歪ゆがめると低く言った。

「国が掲かがげる憲けん法ぽうが根底から覆くつがえるかもしれねぇってこった」

　白金の言葉で、先日、聖せい職しよく者しや精神を疑った空也に青あおがしれっと言い返した言葉が蘇よみがえる。

「……なるほど、検けん閲えつどころの話やないって訳か」

　最強の武器となりえる『意志を持った銃じゆう』と、相手の心を見み透すかすことが出来る『神の眼』システム。そのどちらもを手にしたとき、人は真まっ当とうな使い方をできると言い切れるだろうか？

　そして、そのようなシステムを欲しがるとすれば、それはどんな立場の人間か。

　空也は小さく頭を振ると、勢いよく立ち上がる。

「おおきに、じいさん。十じゆう分ぶんや。交換情報はこれに入っとるから後でおっさんらに渡したってや」

　投げるようにして一枚のＣＤ‐Ｒを渡すと、空こう也やはそのまま扉とびらへと向かう。そして、ふと足を止めた。

「じいさん。心配いらんで。俺おれは今は国に飼かわれとる身みやけど、アホな飼い主ぬしに尽つくすほど忠ちゆう犬けんにはなられへんさかい」

　柿かき本もとが開けた扉に手をかけて振り返った空也は、そういってにやりと口くち元もとを吊つり上げる。

　白しろ金がねは、一いつ瞬しゆん虚きよを衝つかれたように目を見張ったが、すぐに豪ごう快かいに笑い出した。

「てめぇは今でも半分野の良ら犬いぬみてぇなもんだったな」

「そもそも、犬に例えられるんも俺としては不本意なんやけど」

　小さく身み震ぶるいして見せる空也に、再ふたたび含み笑いを浮かべた白金は背もたれへと身を預け空也が渡したＣＤケースを片手で弄もてあそびながら言う。

「また、新しい情報が入ったらくれてやるから、美味うまい酒用意して待まってるこったな」

「そら、どーもおおきに」

　半笑いを浮かべて答えると、空也は部へ屋やを出た。

　姿の見えない敵てきは、空也の想像をはるかに超こえており、しかし今いま更さら投げ出すことなどできないのは性しよう分ぶんとして理解している。

「とにかく前進あるのみ、やな」

　自分をいさめるように小さく呟つぶやくと、見送る柿本と、予想通りに入り口の守りに徹てつしていた側そつ近きんたちに軽く声をかけて、空也は屋や敷しきを後にしたのだった。




　柿本は、空也を見送ると白金の元もとへと戻った。室内では、白金が一人難むずかしい表情で天てん井じようを仰あおぐようにして目を閉じている。

「親父、どうかしやしたか？」

　柿本の声に、白金はゆっくりと目を開け、深く鋭するどい視し線せんを柿本へと向ける。

「あの馬ば鹿かが。どこでどう関わってるのか知らねぇが、よりにもよってとんでもなく危ねぇもんに手を出してきやがったもんだ」

「空也ですか」

「餓が鬼きの頃ころからちっとも変わっちゃいねぇ。図ずう体たいがでかくなった分、余よ計けいに性質たちが悪い」

　会えば憎にくまれ口を叩たたくものの、白金が内ない心しんではかなり空也に目を掛かけていることは長年仕つかえてきた柿本は誰だれよりもよく知っている。

　しかし件くだんの青年には、どうにも自みずから面めん倒どうごとに首を突つっ込むきらいがある。過か去この事じ件けんが尾おを引いているのかもしれないが、年とし端はもいかない餓鬼の時分から見ている者としては表面に出さなくとも心穏おだやかではないだろう。柿本は小さく浮かんだ笑みを、恐ろしいと評される顔の中に隠かくして頭を下げる。

「ついでにちょっと奴やつの近辺も調べてみまさぁ。俺おれにも、今日の奴は仕事絡がらみだけで情報を食いに来たのではない気がしますんでね」

　白しろ金がねにそう告つげて部へ屋やを出たところで、柿かき本もとは自じ嘲ちようの笑えみを浮かべた。まったく、人のことは言えやしない。自分もまた、あの青年には無事で生きていて欲しいのだから。
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　黒くろ瀬せは、勤きん務む地ちである西にし駅えき前交番で真しん剣けんな表情で調ちよう書しよを見つめていた。その日は駅前交番にしては珍めずらしく道を尋たずねてくる人もおらず、事じ故こや事じ件けんもない穏おだやかな勤務だった。一人の先せん輩ぱいは奥で仮か眠みん中ちゆうであり、もう一人は暇ひまつぶしを兼かねて警けい邏らに出てしまった。生き真面目まじめな黒瀬はただ暇をもてあますこともできず、ふと思いついて此処ここ数ヶ月の調書の整理を始めたのだった。

「ちょっと、多くないか……？」

　黒瀬が手を止めたのは、市民からの相談を集めたものだ。住宅が中心のこの駅では、ご近所同士のいざこざや果はては人生相談まで、市民と最もつとも近しい位置にいる交番には実に様さま々ざまな相談事が日々持ち込まれる。事件性のあるものは実際に警官が足を運んで検分する場合もあるが、大抵は住人への注意やとりなしで終わることがほとんどだ。

　しかしこういった住民への対応の良し悪しで重要な情報が手て元もとに入ってくる確かく率りつが大きく異ことなる。交番勤務の警官にとって住民からの支持は時に何よりも大きな後ろ盾だてとなるのだ。別の交番で昨年まで職場を同じくしていた先輩警官は、どんなにくだらないと思われる内容であっても真しん摯しに話しを聞き、必かならずその現場まで足を運んでいた。そのおかげか否いなか、当時の職しよく場ばは住人たちとの関係が非常に良りよう好こうで、何もなくとも気さくに話をしに来る人々が多く居いた。そこから得た情報で事じ件けん解決の糸いと口ぐちを発見したこともあった程ほどだ。そのため、黒くろ瀬せもどれほど些さ細さいな相談ごとであっても必ず丁てい寧ねいな調ちよう書しよを取るように心がけていた。

　だからこそ気付いたといってもいいほど些細な内容、それは特定の人物を捜さがしていると声をかけられた住民の数だった。九月末頃ごろから出始めたそれは、黒瀬の調書だけではなくほかの警官が作成したものも合わせて四、五件ほどあり、十一月も終わりになろうかという今も続いている。そして、その共通点は外国人、おそらく西洋人の少女を捜しているというものだ。

「そういえば紅くれ野のさんもこの間、碧へき眼がんの子どもがどうとか言ってたような……」

　気の良い飲み仲なか間まの先せん輩ぱいを思い浮かべて、黒瀬は小さく首を傾かしげる。しかし、ただの人捜しでは事件に発展するようなものでもないだろう。

「外国の女じよ優ゆうとかアイドルがこの近くを訪ほう問もんしてた、とか？……まさかな」

　想像力を働はたらかせてみたものの、そういった世情に疎うとい黒瀬にはその真しん偽ぎを確かめる術すべはない。件くだんの先輩に官かん舎しやででも会った折おりに聞いてみればよいだろうと、多た少しよう気にはなりつつも黒瀬は書類整理を再開した。







　十二月に入り、早くも世間はクリスマスカラー一色となっている。表おもて参さん道どうには数年前に復活した並なみ木きの電でん飾しよくを見るため連日人が押しかけていると今朝のニュースで報道されていた。疲つかれたサラリーマン達が肩を窄すぼめて歩く背はい後ごで、通り一面が光り輝かがやいている映像はどこかシュールで滑こつ稽けいだが、光だけに焦しよう点てんを合わせる世の人々には瑣さ末まつなことで、気にも留めない。そんな今朝のテレビを思い出させるように空こう也やの勤つとめる西にし署しよの周りでも例に漏もれず、普段は地じ味みな町がきらびやかな光をまとっていた。

　その一方で、一般企き業ぎようは今年最後の追い込みに余よ念ねんがなく、焦あせりのためか今週に入ってから通つう勤きん途と中ちゆうの交通事じ故こや週末に酔よっ払ぱらい同どう士しの喧けん嘩かなどが増えている。結果、必然的に警察もまた慌あわただしい仕事を強いられるのだ。どう転んでも、年末というものはせわしないものになるらしい。

「もう十二月て……なんか年々一年が短くなっとる気ぃしません？」

　カイシャ用のコートは普段着るダウンや皮の上着に比くらべて防寒度が低い。寒さに肩を竦すくめながら、空也は隣となりを歩く灰はい田だに声をかけた。表参道までとはいかないが、駅へと続くこのメイン通りの電飾もそこそこの規き模ぼを誇ほこっているため、夜ともなるとカップルたちの隠かくれスポットとなっているらしい。

　気を利きかせて発した空也の言こと葉ばだったが完全に無む視しされる。先を行く灰田の背に拳こぶしを飛ばしたくなる衝しよう動どうを何とか押さえ、空也もその後に続く。そっちがその気なら、とあえて真横には並ばず斜ななめ後ろを付いていく形をとったのはささやかな反はん抗こう心しんだ。

「くっそ、何が悲しくてヤローと二人でデートコース歩かなあかんねん……」

　世間的には休日である日曜日のため道には人が溢あふれており、まだ光が灯ともっていない時間帯だというのに早くもいちゃつくカップル達があちらこちらに見られる。そんな幸せそうな風景から視し線せんを外はずし、空こう也やは小声で毒どくづいた。もちろん私し用ようでこんな所に来ているわけではない。数日前に起きた小さな傷しよう害がい事じ件けんの被ひ害がい者しやがこの先にある病院に入院しているため、灰はい田だと空也が話しを聞きに行ったのだ。事件は、被・加害者が互たがいに知り合いの上、酒の席せきでのことだったため、被害者も訴そ訟しようはしないと言っていた。あっさり片かたが付きそうでその点は良かったのだが、その簡かん易いさゆえにペーペーの空也とお荷物の灰田がコンビを組んで出向くハメになったのだ。灰田とともに行動すること自体が空也にとってはストレス以外の何でもない。そしてストレス解消に煙草たばこを吸うことすら煙草嫌ぎらいな灰田の前では叶かなわぬことで、更さらなる二重のストレスを生んでいた。

「あー早よ帰って煙草吸いたい……」

　ぼそりと呟つぶやいた空也に、前を行く灰田が振り返って眼鏡めがねの下で陰いん険けんそうな眼めをこちらへと向けた。

「あ、いや別に嫌いや味みとちゃいますよ？」

　一応の体てい裁さい上取り繕つくろう空也だったが、灰田はそれについて言げん及きゆうせず眼鏡を押し上げると親指で道路の先をさした。

「今日は何かあるのか？」

　灰田が示した駅えき前まえの区民広場は珍めずらしく人で溢あふれていた。敷しき地ち内ないには運動会のときに校庭に並ぶようなテントが設置され、活かつ気きある声で満ちている。

「なんかの祭りですかね？　そういや交通課の奴やつが何やイベントあるって言うてた気も……」

「あーっ！　紅くれ野のっちだぁ！」

　空也の言こと葉ばを遮さえぎって、背はい後ごから威い勢せいのよい声が飛んできた。振り返ると両手にダンボール箱ばこを抱かかえた理り子ことミナがこちらへと駆かけ寄ってくる姿があった。日曜日だというのに二人とも制服姿だ。

「こんにちはー。あ、今日はスーツなんですね」

「お仕事？　てか紅野っち、スーツ似に合あわなすぎ！」

　手にした荷物を物ともせず、キャラキャラとはしゃいだ声を上げる二人に空也は苦く笑しようしつつ片手を上げる。

「君きみらはいつも元気そうやなぁ。自分らこそ、こんなとこで何しとん？」

「今日は学校主しゆ催さいのチャリティーバザーなんです。毎年学校でやってたんだけど、今年は駅前でやるから人ひと手で足たりなくって」

「いつもはオケ部以外は自主参加なのにぃ、今年は一・二年生強制参加なの。超ちようめんどくさいんだけど」

　ふくれっつらをする理り子こだが、その割わりには楽しそうだ。元がん来らい、こういったイベント好ずきな性格なのだろうと想像がつく。

「そら、お疲つかれさん。しっかり頑がん張ばってや」

「はぁい。頑張りまぁす」

　理子がダンボールごと肩を竦すくめて小さく舌したを出す。そして思い出したように口を丸く開けた。

「あ、たぶんどこかに神しん父ぷ様さまもいるはずだよ。捜さがしてみたら？」

「青あおが？」

　空こう也やの疑問に隣となりのミナが答える。

「ええ。利益の半分は福ふく祉し施設への寄き付ふなんだけど、もう半分は教会にも寄付されるから自分も手伝います、ってご好こう意いで参加くださってるの」

「謙けん虚きよで、誠せい実じつで……マジ素す敵てきすぎ！」

　はしゃぐ二人だが、青の性格を知る空也にはその真しん意いが嫌いやでも見える。

「あぁー……きっとその方が集客率が上がるからやろうな……」

　守しゆ銭せん奴ど的てき一面を持つ青のことだ、おそらく今回の参加も天使の笑え顔がおを振りまきつつ、いかに支出を抑えて利益を得るかを考えに考え抜いていることだろう。リアルに想像ができてしまい、空也の笑顔は引きつる。

「バザーがメインだけど飲食店も出てるから、お昼まだならここで食べていってくださいね！」

「あと、中央ステージでスズちゃんが演えん奏そうしてるから聴きいてあげてね！」

　ちゃっかり宣せん伝でんしながら、二人はまた元気にテントへと駆かけていく。

「へぇ、なんか学祭みたいやな。灰はい田ださん、飯めしついでにちょっと覗のぞいていきません？」

　背はい後ごで黙だまってやり取りを見ていただろう灰田に、無む駄だだとは思いつつも一応お伺うかがいをたてみる。

「いいだろう」

「ですよねー、やっぱダメ……って、え？　今何て？」

「君は自由に見て食事をしてくればいい。私は知り合いがいるようなんで挨あい拶さつにいってくる」

　灰田の視し線せんの先には、そのインパクトある名前とカリスマ性から、お茶の間でも人気を誇ほこっているベテラン政治家、桃もも瀬せ太た郎ろうが政党の名が書かれたハッピを着込んで生徒と一いつ緒しよにパンフレットを配る姿があった。こういった小さなコミュニティーでも積極参加する姿が庶しよ民みん派はとして受け入れられているのかもしれないが、他にやるべきことがあるんじゃないかと空也などは思ってしまう。

　灰田は生き真面目まじめに分単位の集合時間を告つげると、空也の返事を待またずにさっさと進んでいってしまう。実態は知らされていないが「すこぶるお偉えらい人らしい」と噂うわさのお父上の知り合いなのだろうが、ひょっとすると政治にからむような人物なのかもしれない。

「いくら親父おやじが偉えらくても本人がアホなら意味ないよなぁ」

　灰はい田だが去さるとほぼ同時に懐ふところから煙草たばこを取り出し一いつ服ぷくする。煙けむりを吐はき出すと同時に、ストレスで強こわ張ばっていた肩の力が抜けた。煙を揺らせながら、カマキリのような顔を歪ゆがめて精せい一いつ杯ぱいの愛あい想そ笑いを浮かべつつ頭を下げている灰田を空こう也やは冷めた表情で眺ながめる。

「さてと。ほんじゃ俺おれは飯めしでも食って青あお捜さがししよかな」

　周りを見回し、腹はら持もちのよさそうな食べ物を探さがす。しかし、やはり女子高主しゆ催さいなだけあってか、軽食と掲かかげられた店にはサンドイッチやパスタなどお洒落しやれな横文字が並んでおりどうにもガッツリ飯になりそうなものが見当たらない。

「せめて米が食いたいよなぁ」

　米にターゲットを絞しぼって公園の中央からぐるりと見渡す。と、アルミホイルに包まれた御お握にぎりをかじっている子どもに気付いた。まさに米だ。空也は子どもが来た方向へ向かって歩き出す。程ほどなく、場ば違ちがいに味み噌そ汁しるの匂においが漂ただよう一いつ角かくに目的の店を発見する。しかも同時にもう一つの目的も果たせそうだ。空也は携けい帯たい灰はい皿ざらに短くなった煙草を押し付けるとにやりと笑んだ。




「よ、儲もうかりまっか？」

　今時本場関西でも聞かないようなベタな台詞せりふを受け、笑え顔がおで接客していた青の表情が引きつるようにして固まった。

「……何でお前がここにいる？」

　小声で言う青は、周りを慮おもんぱかってか辛かろうじて天使の笑みを保っている。

「そこは『ボチボチでんなぁ』って返して欲しかったなぁ」

「うるさい。黙だまれ。そして可か及きゆう的てき速すみやかに消えろ。営業妨ぼう害がいだ」

「ええんかなぁ、そんなん言うて。今日は立りつ派ぱな客やで、俺は」
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　言いながら、先に購こう入にゆうした食券を振って見せる。青は無む言ごんでそれを受け取りアルミホイルの固まりを三つと紙パックの緑りよく茶ちやを袋に入れる。そしてその袋と同時に紙コップに入れられた味噌汁がこぼれそうな勢いで空也へと突つき出された。

「店員さん、態度悪いでぇ？」

「申し訳わけありませんが後ろがつかえてますので、早く行ってくださいますか？」

　有う無むを言わせぬ圧あつ力りよくを含んだ声が、笑顔の裏うらに悪あく魔まの錯さつ覚かくを見せる。それでもボロを出さない辺りが筋すじ金がね入いりの猫ねこかぶりだ。

　空也は観かん念ねんしたというように両手を軽く上げてから袋と紙コップを受け取ると、身をかがめて小声で言う。

「一いち応おう上じよう司しと来とるさかい、三十分ほどしか居おれんのや。向こうのベンチにおるから、手ぇ空あきそうなら来てや。簡単に情報連れん携けいするから」

　青あおの表情が一いつ瞬しゆん素すに戻る。先日金こん竜りゆう組ぐみに行った後から空こう也やは仕事に駆かけずり回っており、すぐに教会を訪たずねられていなかった。電話では話しにくい内容だし、青の家を訪ねることは彼女のボディーガードの存そん在ざいが恐すぎて実行できない。彼は空也にとって、ある意味最強の存在である。

　結果、あれから一週間近く経たっていながら未いまだ情報連れん携けいができていない状態だった。

「五分で行く」

　青の言こと葉ばに笑え顔がおで了りよう承しようを示し、空也はコップに口をつけながら人ひと気けの少ない公園の端はしへと向かった。

　空くう腹ふくが絶ぜつ頂ちようだったこともあり、一いつ気きに二つのおにぎりを平らげ、ようやく人ひと心地ごこちついて緑りよく茶ちやのパックにストローを挿さしたところで青がやってくるのが見えた。その手には、太い紐ひもが束たばねて握にぎられている。何を持っているのだろうとストローを銜くわえながらそちらに視し線せんを向けた空也を何かが横から突つき飛ばした。

「痛いたっ……何やねんな」

　何とか片手で身体からだを支えた空也は振り返り、そして例のごとく絶ぜつ叫きようした。

「うるさい」

　眉み間けんに皺しわを寄せた青が叫さけぶ空也を一いつ喝かつする。空也を襲おそった犯はん人にんは、うれしそうに尾おを振って青の足あし元もとへと擦すり寄っていく。

「エ、エディも来とったんか……」

「飲食のテントには入れられないから、向こうで待またせていたんだ」

　手の中に束たばねられた太いリードを見せながら青あおが言う。ドッグラン以外で犬の手た綱づなを外はずすのはマナー違い反はんではないかと考えるが、空こう也やにはもやは反論する気力もない。ようやく留守番から開放された喜びからか、興こう奮ふん気ぎ味みに太い尻尾しつぽをワサワサと鳴らしながらも、エディは青の指示通りベンチの下に伏ふせた。尻尾が足首に当たるたびに空也の肩には力が入る。そんな空也におそらく気付きながらもエディを移動させないのは、先さき程ほどの仕返しのつもりだろう。空也はわずかに腰こしを浮かして場所をずらしてから、隣となりで悠ゆう長ちように味み噌そ汁しるを啜すする青へと抗こう議ぎの目を向けた。だが、あきらかに営業用の無む垢くな笑顔を向けられ、渋しぶ々しぶ抗議を諦あきらめ本題へと入る。

「分かったことは三つや」

　銃じゆうが副ふく産さん物ぶつであったこと、本当の目的は『神の眼め』と呼ばれるとんでもないシステムであること、その形態は未いまだ謎なぞではあるが、実現させるための方法が既すでに考え出されていること。青は腕を組んで俯うつむいたままそれらを聞き、そしてゆっくりと顔を上げる。

「その情報は、確かな筋すじからのものなのか？」

「あぁ。確証はないけど、少なくとも今までガセ摑つかまされたことは一度もないな。向こうもそれで何年も飯めし食くっとる奴やつやし、曖あい昧まいなことは命に関わるさかい言いよらへんわ」

「なるほど。信しん憑ぴよう性せいはあると見て問題なさそうだ」

　言うと、再ふたたび何かを考え込むようにして青は黙だまり込む。空也は、手持ち無ぶ沙さ汰たに最後の一つになったおにぎりを齧かじりながら広場へと目を向ける。中央の簡かん易いステージでは、そろいの衣装を着た高校生楽団が世代を問とわずにポピュラーなテレビドラマの主しゆ題だい歌かをメドレーで演えん奏そうし、客を集めている。この距きよ離りでは顔の判別までできないが、あの中に鈴すず音ねも居いるのだろう。徳とく川がわ八代将軍のテーマを最後に演奏が拍はく手しゆと入れ違ちがいに途と切ぎれた。

　空也は横よこ目めで隣となりの少女を見み遣やる。口くち元もとに手を当てたままどこか一点を見つめる眼は、どこか鋭するどく、そして気け高だかい。

　この世に碧へき眼がんの少女は数え切れないほど存そん在ざいする。しかし、これほどに強い意志を秘ひめた瞳ひとみはきっと他にはないだろう。それは青だけが持つことを赦ゆるされた特別な色。

　青から視し線せんを外はずした空也は、先日からずっと考えていたことを口にした。

「なぁ青。お前、前に自分の眼は特別やって言うたやん？　俺おれな、この『神の眼』の話を聞いたときに、なんでか分からんけど急にそのことを思い出してん」

「──あんな冗じよう談だんをまだ覚えていたのか」

　遠くに流されていた視線が訝いぶかしげに空也へと向けられる。

「記き憶おく力りよくは結構ええねんで俺。まぁ、あれは冗談なんやろうけど？」

　あえて冗談の部分を強調するが、青の表情は変わらず真しん意いは読み取れない。空也は青の腹はらを探さぐるのは諦め話を続ける。

「結局人間は『神の眼め』なんてシステムでは測はかりきれんし裁さばけんと思うんや」

「……どういう意味だ？」

「前に俺おれが言った儒じゆ家かの話覚えとる？」

　青あおの名を聞いたときに空こう也やが思い浮かべた一いつ節せつだ。

「荀じゆん子しだろう。確か、性せい悪あく説せつだったか」

　どうやらあれから自分でも調べたらしい青が、大した興きよう味みもなさそうに答える。

「おぉ、ちゃんと覚えとった。さすが現げん役えき大学院生やな」

「これくらいその場で記き憶おくできる。お前と一いつ緒しよにするな」

　教科書での勉強に関しては数式一つ覚えるのに三日はかかる空也に言い返す言こと葉ばはなく、空笑いで誤ご魔ま化かしながら再ふたたび口を開く。

「あれって、人間の本ほん性しようは本ほん来らい悪あくなんやって言うてるやん。けど、心の中で思ってても、実際それを外には出さへん。理性でもってそれを抑おさえることができるからこそ人間やねん。俺はそれは道どう理りやと思う。誰だれかて汚きたない考えの一つや二つ持っとるもんやで。せやから、いくらシステムで心を読み取ってもそれがその人の真しんの姿やとは一いち概がいには言われへんと思うねん」

　青は無む言ごんで空也の言葉を聞いている。

「悪いこと考えてる奴やつがおったとしても、そいつが実際に悪いことするって証しよう拠こはないし、中には全まつたく悪いこと考えて無くても無意識に犯はん罪ざいに手を染そめるやつもおるしな」

「……だから、お前は自分が実際に見たものしか信じない、と？」

　俯うつむいたまま、青が小さく言った。そしてゆっくりと顔を上げると、空也が口を開く前に言った。

「……お気き楽らくな奴だな」

　それは静かに発せられた一ひと言ことだった。しかしその一言は、何故なぜか重く空也にのしかかり、そして薄うすく微笑ほほえむ青が、何故か傷きずついているように見えた。

「青？　お前……」

　空也の言葉を遮さえぎるように、ぐるぐると低い唸うなり声が足あし元もとから響ひびいた。

「どうしたエディ？」

　青の呼びかけにも答えず、エディは身みを翻ひるがえすように立ち、正面を見み据すえたまま肩を低く構えている。

　エディの視し線せんを辿たどった空也は、その先に現れた人物を見てため息いきをついた。どうやら犬いぬにも人の良し悪しは分かるものらしい。

「紅くれ野の、君きみは私をどれだけ待またせるつもりだ！　早く来い！」

　灰はい田だは空也を怒ど鳴なりつけてから、足元で鼻に皺しわを寄せて歯をむきだすエディにさげすむような視線を向けると靴くつを鳴らして踵きびすを返した。

「あーすんません灰田さん。すぐ行きます。……てかまだ数分あるやんけ」

　最後の方は聞こえないように、形式上頭を下げて立ち上がると青あおを振り返る。

「スマン青、クソ上じよう司しがウルサイからまた今度……青？」

　唸うなるエディを抱かかえるようにして抑おさえていた青は、空こう也やですら思わず息いきを飲むほど強い眼まな差ざしで灰はい田だを睨にらみつけていた。

「あ、青？」

「あの男は、警察なのか？」

「え、あ、あぁ。一応俺おれの上司や。いけ好すかん奴やつやけどな」

　内面はどうであれ、少なくとも外見上は空也よりよほど警官然ぜんとしている灰田に、青は何故なぜか露ろ骨こつな嫌けん悪おを含ませ、英えい語ごで小さく毒どくづいた。

「……何も聞かず、今から僕ぼくの言うとおりに動いてくれないか」

　今にも飛びかかりそうなエディの首輪を握にぎり締しめたまま、突とつ然ぜん青はそう切り出した。

「何も聞かずって、お前……」

「頼たのむ」

　青の顔がこちらを向く。またこの眼めだ、と空也は全身が総そう毛け立だつのを感じた。恐怖ではない。ただ、抗あらがうことができない強い意志が空也を縛しばり、心しん拍ぱくを速める。

「頼む、コーヤ」

　──こいつ、初めて俺の名前……。

　空也は自分を見上げる碧あおい眼から視し線せんを逸そらし、そしてわざと諦あきらめたように大きなため息をついてみせた。

「何をしたらええんや？」

　空也の答えに、青はほんの一いつ瞬しゆん表情を緩ゆるめたが、すぐに元もとの険けわしい眼差しに戻ると、その内容を話し始めた。







「何をしている！　早く来いと言っただろう！」

　灰田はなかなか戻らない空也に苛いら立だちを隠かくそうともせず、開かい口こう一番怒ど鳴なった。

「すんません、灰田さん。それがですね、さっき署しよから連絡が入りまして、俺今からちょっと病院に戻らなあかんようになったんですよ」

　大して悪いと思っていないだろう謝しや罪ざいを口にした空也に、灰田の眉み間けんに青あお筋すじが浮かぶ。

「どういうことだ!?　私には何の連絡もきていないが」

「いや、俺も詳くわしい話は聞いてへんのですけど、向こうに直接茶さ々さ木きさん達が来はるから俺だけ戻ってこいって。あ、せやから灰田さんは車で先に署に戻っとってください。俺は後から皆と帰りますんで」

　その一ひと言ことで、灰田の苛立ちは沸ふつ点てんを越こえた。様さま々ざまな言葉が身体からだの中を駆かけ巡めぐるが、それが多すぎるためか、実際に言こと葉ばとなっては何一つ出てこない。無む言ごんで立ち尽つくす灰はい田だから了りよう承しようを得たと見たようで、空こう也やは一いち礼れいすると走り去さっていく。その背を見送りながら、灰田は渦うず巻まく感情を抑おさえきれずに、広場と歩道を隔へだてる低いポールを蹴けった。

　──頭の悪いゴミ共どもめが。私の価値すら分からないというのか。

　初めて会った時から、灰田は空也のことが気に食わなかった。軽い話し方や身なり、知性の欠片かけらも見当たらず、本能だけで生きているような男だ。それなのに、周りからいつも自分より高い評価を得ている。この自分よりも。

　空也に加くわえて、西にし署しよの連中も灰田の癇かんにさわる者ばかりだった。まるで厄やつ介かい者ものを見るかのような奴やつらの視し線せん。どうして自分が新人下したっ端ぱと共に使い走りのようなことをさせられなくてはいけないのか。それに先ほどの桃もも瀬せとのやり取り。政治家への道を着々と固めている上の兄、父の片かた腕うでとして都と庁ちようで働はたらいている下の兄。二人と言げん外がいに比較され、笑え顔がおを保つために拳こぶしを握にぎり締しめていた痕あとが未いまだ手のひらに残っている。自分が政治や行政ではなく、この道を選んだのは志こころざしを持ってのことだ。しかしその考えはどうして誰だれにも伝わらず、そして誰も自分の価値を理解しようとはしないのか。

　何から何まで全すべてが灰田にとっては腹はら立だたしいことばかりで、しかしそれが自みずからの咎とがにあるとは考えないのが灰田という男だった。

　灰田の苛いら立だちはいろんなところへと飛び火し、妬ねたましさだけが彼の心を支配していく。灰田は何度もポールを蹴り上げ、そして肩で息いきをしながらその場を立ち去る。不ふ思し議ぎそうな表情で避さけるようにして通り過すぎる人々に無む言ごんの威い嚇かくをしながら、灰田は足音荒々しく車を停めている駅えき前まえ駐ちゆう車しや場じようへと向かった。社用車のセダンに乗り込み、腹はら立だち紛まぎれにキーを回す。運転席せきのシートは助手席にも増して煙草たばこの匂においが染み付いており、それがいっそう灰田の神経を逆さか撫なでする。こんな無む益えきで害のあるものを体内に取り込む行こう為いが何故なぜ禁止されないのだろうか。どんな些さ細さいなことであっても無む駄だを嫌きらう灰田にとっては喫きつ煙えん行為は存そん在ざいすることすら許しがたいものだった。

　この世には『ゴミ』が多すぎる。灰田が警察を目指した理由は、この世から無駄なものを一いつ掃そうするためだった。ゴミをなくして綺き麗れいで無駄のない合ごう理り的てきな世界を作ること。それが灰田の思い描えがく理想だった。いくら内側から改かい革かくを進めようとも、それを邪じや魔まするものは外にある有う象ぞう無む象ぞうどもだ。ならばそれに気付いた者が外に蔓延はびこる雑ざつ草そうを刈り取るべきだろう。

　しかし、実際はどうだ。自分のような崇すう高こうな考えを持つものなど、警察のどこを捜さがしても居おらず、その上、品ひんも学もない奴らが堂々と警察を名乗っている。本来なら、お前たちも排はい除じよされて然しかるべき存在なのに。

　灰田が考えをめぐらしていると背広のポケット内が振動を始めた。真まっ黒くろな端たん末まつを取り出し、受信メールを確認した灰田は付属のＵＲＬからサイトへ飛び、何度も繰くり返されるパスワード認にん証しようを慣れた手つきで進めていく。やがて、一枚の地図が表示され、その下に書かれた住所を読み取った灰はい田だは端たん末まつを乱らん暴ぼうに助手席せきへと投げる。

「掃そう除じの時間だ」

　小さく呟つぶやくと、灰田はアクセルを踏ふみ込み署しよとは反対の方向へと車を走らせた。




　十数分の後、灰田はとある倉庫の前で車を降りた。肌はだにまとわり付くような潮しお気けを含んだ空気と、生なま臭ぐさい匂におい。近くにある工場と高速道路の騒そう音おん。その全すべてが灰田にとって不快要素であったが、しかし灰田は『仕事』を行うため、時とき折おりこういった人ひと気けのない臨りん海かいエリアを訪れていた。灰田のもっとも嫌けん悪おすべきはゴミであり、それを排はい除じよすることが灰田の悦よろこびであり、使命だとすら感じている。

　灰田は無ぶ骨こつな倉庫が立ち並ぶ間を通り、そして一つの倉庫前で足を止めた。潮しお風かぜにさらされて赤あか茶ちやけた鉄の扉とびらを横に引いて、中へと入る。途と端たんに鼻はなを突ついた石油の匂いに顔を顰しかめる。しかし灰田は迷まようことなく奥へと進み、そしていつものように用意された『道具』と、自分が排除すべき『ゴミ』を見つけた。

　灰田はまずアタッシュケースを開き『道具』が本物ではないことを確認した。本物ではないことが、灰田がこの『仕事』を行なう上で自分に課かしている絶対のルールだった。

　そして、付属品の防護ゴーグルを眼鏡めがねの上から装そう着ちやくすると、ゆっくりと『ゴミ』が収められているケージを振り返った。

　檻おりに入れられた『ゴミ』は、灰田の視し線せんをまっすぐに受け止めながら出で来きる限りの威い嚇かくを彼へとぶつけている。

「ゴミのくせに、生なま意い気きな目をするなよ」

　檻を見下ろすように身みを屈かがめて、静かに言う灰田の顔には恍こう惚こつとした笑えみが浮かんでいる。しかし、その目付きは胡乱うろんで危なげな光を放っていた。

　相手はそんな灰田へ襲おそい掛かろうとするように姿勢を低く保ち、鋭するどい牙きばを向けている。灰田は立ち上がると、底辺が浮き上がるほど勢いよく檻を蹴けりつけた。しかし、相手は一向にひるんだ様よう子すもなく、灰田を睨にらみつける。それが、灰田を軽んじてきた様さま々ざまな人々の眼めと重なり灰田の奥歯がギリッと嚙かみ締められる。

　灰田は檻から数歩下がるとゆっくりと腕うでを上げ、構えを取った。

「ゴミは、大人しくこの世から消えればいいんだ」

　呟くと、こちらを睨みつけている薄うす茶色の瞳ひとみへと焦しよう点てんを定める。普段の訓くん練れん時じと同じく、直前まで伸ばされていた人差し指がゆっくりと曲げられる。

　その時、檻の中にいた『ゴミ』が突とつ如じよ立ち上がり檻へと突とつ進しんした。同時に開くはずのない檻が、何の抵てい抗こうもなく外への出口を開く。

「なっ……」

　咄とつ嗟さに顔を庇かばう灰田目掛けてそれは勢いよく飛びかかり、真まっ黒なその巨きよ体たいで灰田を押し倒した。頰ほおが地面にすれ、『道具』が手から離はなれて地面を滑すべった。

「あれ、灰はい田ださーん。こんなとこで、何してはりますの？」

　場ば違ちがいに間ま延のびした声が衝しよう撃げき音おんと重なり耳に届く。この場で聞こえるはずのない聞きなれた声に、灰田は押さえ込まれた姿勢のまま首だけを上げて振り返った。

「先に署しよに帰ってくださいって言うたやないですか」

「な……何故なぜお前がここにいるんだっ!?」

　灰田が最もつとも嫌きらう男は、いつもどおりの飄ひよう々ひようとした態度で灰田の落とした『道具』を拾い上げるとその先せん端たんを灰田へと向ける。

「何をするつもりだ!?」

「嫌いややなぁ、何マジにビビッてるんですか。言うてもこれオモチャでしょ？　せやから灰田さんかて、こんなん持ってはったんでしょ？」

　言うなり、なんのためらいもなく引き金を引く。思わず目を瞑つむった灰田の耳みみ元もとで、パンと破は裂れつ音おんと同時にゴーグルに石が当たるような衝しよう撃げきを感じる。恐る恐る目を開くと、顔からわずか数十センチのところに鉛なまりの固まりがめり込んでいた。先ほど飛んできたのは床ゆかの破は片へんか。遅おくれて感じた恐怖が喉のどの奥を締しめ付け、ひゅっと音を立てる。

「うわ～っ、えっらい圧あつ上げてますやんコレ。しかもＢＢ弾だんやないし。オモチャにしてはちょっと危なすぎるんちゃいますか？」

　暢のん気きに言うと、灰田が最も嫌う男・紅くれ野の空こう也やは地面に押さえ込まれている灰田の前まできて、ストンとしゃがみ込んだ。

「知ってます？　こういうのんを、違い法ほう銃じゆうっちゅうんですよ」

　その言こと葉ばは灰田を打ちのめした。本物ではない、使用しているものは所しよ詮せんは玩具おもちやであること。それが灰田が己おのれに課かしたルールだったというのに。

「もうええよ、エディ。お疲つかれさん」

　空也の声に、灰田を押さえつけていた巨きよ大だいな黒くろ犬いぬが身みを起こすのが分かった。しかし太い脚あしは依い然ぜん灰田の喉のど元もとから離はなされない。

「エディさんよ……やっぱ俺おれのコマンドやったらアカンのかい」

「エディが僕ぼく以外の奴やつにここまで動くこと自体希き少しようなんだ。ありがたく思え」

　わざとらしく項垂うなだれる空也の背はい後ごから、フードを被かぶった小こ柄がらな少年が現れた。と同時に、灰田の喉が楽らくになる。そろそろと身を起こしながら上うわ目め使づかいに見み遣やると、先ほどまでの狼おおかみのような凶きよう悪あくな顔から一変、従じゆう順じゆんな飼かい犬の顔をした黒犬が軽い足取りで少年の下へと駆かけていくのが見えた。

　一体、これはどういう状態なのか。何故誰だれにも必要とされない『ゴミ』であるはずの犬が二人の命令に従したがい、自分に牙きばを向いたのか。何故開くはずのない檻おりが開いたのか。そして、何故居いるはずのない人物がこの場にいるのか。灰田の脳のう内ないで様さま々ざまな疑問が駆け巡めぐるがその答えを灰田は持たない。

「なんや訳わけわからんっちゅう顔してますねぇ。何やったらご説明いたしましょか」

　人ひと懐なつこい笑えみを湛たたえた空こう也やがコンビニにたむろする中高生のような姿勢で懐ふところから取り出した煙草たばこを銜くわえる。

「俺おれらがここに居いるんは、こっそり灰はい田ださんの後をつけて、途と中ちゆうで目的地の目安つけて先回りしたんですわ。ほんでそいつが仲なか間まの声聞きつけて此処ここを見つけて、本来のターゲットと入れ替わっといたちゅう訳です」

　肩かた越ごしに空也に示された黒くろ犬いぬが、嬉うれしげに低く一声鳴く。

「んじゃ次は灰田さんが答えてくださいよ。こんなとこで、あんた何しようとしてはったんです？」

　煙けむりを吐はき出した空也の口くち元もとは上がっているが、その目は全まつたく笑っていない。灰田はその視し線せんに怯ひるみそうになる自分を叱しつ責せきするように甲かん高だかい声を荒げる。

「何を、だと？　私はこの世に蔓延はびこるゴミを掃そう除じしようとしていただけだ」

　声を張ったことで勢いづいた灰田は自分の崇すう高こうな考えを聞かせるべく立ち上がり、そして何かに取り付かれたように話し始める。

「何故なぜこの世の中は一いつ向こうによくならないのか？　それは、不要なもの、無む駄だなものが存そん在ざいするからだろう。馬ば鹿かな者は一人もおらず、皆が高い学力を備え、そして人間の生活に必ひつ要ようのないものは一いつ切さい排はい除じよされている。合理的で完かん璧ぺきな理想の世界だとは思わないか？」

「ほな、あんたが殺そうとした、ひょっとしたら過か去こに殺したかもしれん犬いぬやら猫ねこやらは無駄な存在っちゅう訳ですか？」

「全すべての獣けものが無駄なわけではない。盲もう導どう犬けんや警けい察さつ犬けんは立りつ派ぱに役目を持ち、人の役に立っているし、家か畜ちくは肉を食しよくす上でなくなってはいけないだろう。しかし、誰だれにも必要とされずに捨てられた獣は無駄だと判断されたからこそ捨てられたのだろう？　それを排除することは、すなわちゴミを掃除するのと同じではないか」

「……ゴミ、だと？」

　それまで黙だまって空也の背はい後ごに立っていた少年が固めた拳こぶしを震ふるわせながら低い声で言った。灰田はそちらへと数歩近づき顔を向ける。自分のこの崇高な思想は、所しよ詮せん子どもに理解できるものではないのだろうと小さくため息いきを漏もらす。

「君きみはかわいそうだとでも言うのか？　それじゃあ日に何百という犬や猫を殺している保健所は悪の組織か？　違ちがうだろう。私はただ、彼らの仕事を減らしてやっているだけだ。そう、言わばこれは一種のボランティアだ」

　言い終わると同時に、灰田は小さく息を飲んだ。顔を上げた少年の、フードの下から射いられた冷たく鋭するどい視線が灰田を貫つらぬき恐怖心を与える。場数を踏ふんだ刑事だろうと、ここまでの眼力を持つ者はそうは居ない。一体、この少年は何者なのか。

「貴き様さま……──」

　静かに、だが怒ど気きを帯びた声とともに、思考に嵌はまり動けなくなっていた灰はい田だ目め掛がけて少年の拳こぶしが飛ぶ。しかし、それが届く前に立ち上がった空こう也やが片手で少年の腕うでを摑つかんで止めた。灰田は目を見開いたまま、二人に悟さとられないようにそっと息いきを吐はく。そして指先からようやく動きを取り戻すと、怒いかりの矛ほこ先さきを空也へと向ける。

「紅くれ野の、なんなんだこの少年は！　全まつたく、礼れい儀ぎがなっていないじゃないか!?　いいか、こういった、すぐに暴力に走るような知性の欠片かけらもない人間を作らないためにも、私の考えがもっと世に広まるべきなんだ！」

「いやぁ、ほんま、おっしゃるとおりやと思いますわ。世の中のゴミは排はい除じよせんとあきませんよね」

　空也はにこやかに微笑ほほえみ、こちらを睨にらみ上げる少年を自分の背後へと下がらせた。少年の拳の射しや程てい距きよ離りから離はなれたことで、灰田は更さらに活かつ気き付く。

「そうだろう？　ようやくお前にも私の考えが分かっ──」

　灰田の言こと葉ばが途と中ちゆうで途切れ、身体からだに衝しよう撃げきが走り脳のうが揺れた。一いつ瞬しゆん色を失った視し界かいの中で、重ねて装着していたゴーグルと眼鏡めがねが同時に吹っ飛ぶ様よう子すが妙みようにゆっくりと見て取れた。そして、遅おくれて感じる激しい頰ほおの痛みで、灰田はようやく自分が殴なぐられたことに気付いた。

「お、お前！　じょ、上じよう司しに向かって──」

　怒ど鳴なろうとしたがうまく呂ろ律れつが回らない。それでも必ひつ死しに荒げてみせた灰田の声が、次の瞬しゆん間かんには尻しりすぼみに消えていった。その視し線せんの先には、無表情にこちらを見下ろす空也の姿があった。

「あれ、おかしいなぁ。俺おれは灰田さんの考えを実行したまでですけど、何かあきませんでした？」

　色すら変わっていない無む傷きずの右手を軽く振りながら、空也が首を傾かしげる。

「阿あ呆ほな奴やつはゴミ。んで、ゴミは排除すべきなんでしょ？　ほな、一番に俺が排除すべきはこの目の前にあるアホなゴミやさかいなぁ？」

　なんでもないように言う空也だが、先ほどまでとは纏まとう気け配はいが全まつたく違ちがうことに灰田は気付いた。先ほどの少年から感じた直接的な恐怖とは違う、今までに感じたことのない感覚。その少年もが小さく息を飲むのが傍はた目めに映る。しかし、激げつ昂こうしている灰田にはそれが恐怖を通り越した本能の告つげる畏い縮しゆくの表あらわれであると気付くことができなかった。

「わ、私は院いん卒そつだぞ！　それに幹かん部ぶ候こう補ほだ！　将来の日に本ほん警察を背せ負おって立つ存そん在ざいだ！　その私をゴミ呼ばわりだと!?　ふざけるなっ！」

　ヒステリックな声を上げた灰田は、ふらつきながらも立ち上がり腫はらした頰を引きつらせつつ空也へ食って掛かる。完かん璧ぺきであるはずの自分がなぜ下等なものと同列に扱われなくてはいけないのか。その理り不ふ尽じんな扱いによる怒りだけが、灰田を思いもよらない速さで動かした。

「動くな！」

　灰はい田だは、一いつ瞬しゆんの隙すきをついて駆かけ寄り拾い上げたエアガンを空こう也やに突つきつけて叫さけんだ。しかし、空也は全まつたく動じた様よう子すを見せずに灰田の方へと歩み寄る。声にならない声を上げ、感情に任せて撃うった弾たまが的まとを外はずれて倉庫内に積まれている貨物へとめり込む。しかし、空也は歩みを止めない。表情の無いその姿は遠い昔むかしに見た古い映画のアンドロイドを思わせた。

　続けて撃った数発も全すべて外れ、そしてただの筒つつと化した銃じゆうが手の中でカチカチと空くう虚きよな音を立てる。最後の足搔あがきとばかりに投げつけたそれも見事にかわされ、ようやく灰田は自みずからの敗北を悟さとった。力なくその場に崩くずれる灰田に視し線せんを合わせるようにして空也がひざを折おる。そして、灰田の胸むな倉ぐらを摑つかんで引き寄せた。鼻先にある切れ長の瞳ひとみが静かな炎ほのおを湛たたえて灰田に突き刺さる。

「将来の警察を背せ負おって立つやて？　はっ、笑わせんなや。お前みたいなカスに背負われるくらいのショボイ組織やったら、んなもん俺おれがこの手でぶっ潰つぶしたるわ」

　どん、と突き返された胸倉を中心に上じよう半はん身しんが力を失って後ろに倒たおれる。まるで、その一瞬で全ての力を奪うばわれたかのように、灰田の顔から生気が失せた。そんな灰田を一いち瞥べつすると、空也は身みを起こし、踵きびすを返した。

「青あお、行くで。警察呼んだんやけど此処ここは県けん警けいの管かん轄かつやさかい、面めん倒どうなことになる前にずらかろ」

　近づいてくるサイレンを聞き取って、エディが落ち着きなく耳をそばだてる。青は、放心する灰田には目もくれずに横を通り過ぎ、落ちていた何かを拾うと入り口へと向かう空也の後を追って倉庫を出て行く。サイレンはもうすぐそこまで近づいていた。

　そして翌よく日じつの紙面上には警けい視し庁ちようのエリートが動物虐ぎやく待たいを行っていたという事じ件けんと、同時に虐待を間ま逃ぬがれた子こ犬いぬたちの里さと親おやを募つのる記事が小さく報ほうじられた。
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　放心した灰はい田だを残し倉庫を出た空こう也やと青あおは、防ぼう波は堤てい附ふ近きんに停めた車へと戻った。バザーの機材を運んできたというライトバンは近づいてくるサイレンから遠ざかるようにして県道を突つっ切り、どうにか県けん境ざかいを越こえて都と内ないへと戻ると、空也はコンビニの駐ちゆう車しや場じようへ車を停めて署しよへ連絡を入れた。電話の奥で状じよう況きようが把は握あくしきれていない様よう子すの紫しヶが崎さきが声を荒げているのが傍そばまでもれ聞こえていたが、無理やり話しを終わらせた空也はぐったりとハンドルに身みを預けた。

「うあー、何かめっちゃ疲つかれた。てか、これから更さらに疲れるんやろなぁ……」

　事じ件けんの詳しよう細さいについては県警から連絡がいっているはずだ。しかしそれを阻そ止しするために二人がとった行こう為いを簡単に説明することができないことは空也にもわかっているのだろう。

　何の説明も確証もない行動に、空也は応じた。青の言葉を信じて。

　青は外を向いたまま、空也がこちらを窺うかがう気配を感じていた。苦く心しんして保っていた壁かべは、自みずから壊こわしてしまった。もう顔を背そむけることはできない。

「青」

　迷いの混じった声が青に呼びかける。呼びかけたものの、しかし続く言こと葉ばが見つからないのか、相手はそのまま口を閉ざす。当たり前だ。こんな理解し難がたい状況で困こん惑わくしない訳わけがない。全すべてを説明せざるを終えない状況に追い込んだのは、他でもない青自身だ。

　青は覚悟を決めると口を開く。しかし、それよりもほんの数秒早く、空也が突とつ然ぜん切り出した。

「青、お前から見て俺おれはどんな人間やと思う？」

　空也の脈みやく絡らくのない言葉に対して、青は思わず空也を振り返るが、その顔は自分でも分かるほど露ろ骨こつに眉まゆを顰ひそめていた。

「いきなり、何の話だ」

「ええから、思ったとおり正直に言うてみてくれへんか」

　全くもって話の意い図とが摑つかめない。しかし、このような場で決して意味のないことを言う相手ではないことは、短いながらも今までの付き合いで既すでに分かっているので、青はあえて無む視しすることなく思いつくままに述べていく。

「胆たん略りやく的てきだが子どもじみていて、感情と行動が直結している。頭で考えるよりも先に本能で動くタイプだろう。俗ぞくに言うなんとかと紙かみ一ひと重えの馬ば鹿かだ」

「うわー、覚かく悟ごはしとったけど傷きずつくわ……」

「正直に、と言ったのはお前だろう」

　ふん、と鼻を鳴らして顔を引きつらせている空也を横目で見み遣やる。そして、付け足たすように言う。

「ただ、お前は馬ば鹿かだが愚おろかではない。だから僕ぼくはお前に銃じゆうの話をしたんだ」

　そして口には出さないが、空こう也やが持つ優やさしさに自分が甘あまえていることを不本意ながら青あおは認めている。人嫌ぎらいのエディがここまで懐なついているのも、それを本能で感じ取った所以ゆえんだろう。

「一応は信用してもろてるって思っていいんかな」

　苦く笑しようを浮かべつつ、空也が小さく呟つぶやく。そして、突とつ如じよ表情を消して青を真正面から見み据すえるとゆっくりと口を開いた。

「俺おれは、さっき灰はい田だの野や郎ろうを殺したいほど憎にくいと思った」

　咄とつ嗟さに言こと葉ばが浮かばず、青は空也の顔をただ見上げる。それが冗じよう談だんでないことは、先ほどの肌はだを刺さすような殺さつ気きからも分かった。しかし、今そのことを口に出す空也の真しん意いが見えない。

　元もとより青からの返事は期待していなかったらしく、空也はそのまま話を続ける。

「俺には一コ上の兄あに貴きがおってん。拓たく海みっちゅうて、そりゃもう勉強もスポーツも何やらしても完かん璧ぺきにこなす凄すごい奴やつやった。しょっちゅう喧けん嘩かしとったけど、仲なかは良かってんで。……けど、死んでしもた」

　ふっと口くち元もとに笑えみを浮かべた空也はハンドルに両肘ひじをついて前のめりに凭もたれかかる。

「十二年前のことや。近所の川で捨すて犬いぬ苛いじめて遊んどった阿あ呆ほ共どもがおってな、調ちよう子しにのって橋の上から犬を投げ捨てよってん。で、偶ぐう然ぜんソレ見た兄貴は助けに飛び込んで、溺おぼれてもうたって訳わけや。前日が大雨やって水かさ増しとったさかいな」

　思わぬ告こく白はくに、青は表情を変えることが出で来きず無表情で空也の横顔を見つめていた。

「結局、拓海は死んで犬も助からんかった。けど、アイツはたぶん後こう悔かいしてへんと思うねん。見て見ぬふりするくらいやったらそれこそ死んだ方がマシっちゅう底抜けの阿あ呆ほうやったから」

　その姿を思い出すように、空也の声には苦く笑しようの色が混ざる。よほど仲の良い兄弟だったのだろう。その様よう子すが、どこか自分の姿と重なり青の胸むねがざわりと疼うずいた。見ていられなくなり、さりげなく視し線せんを逸そらす。それと入れ違ちがいにこちらを振り返った空也は先ほどまでの笑みを消し去さって険けわしい表情を湛たたえていた。

「せやから、今日の灰田の行動は許せんかってん。奴がゴミ呼ばわりしたんは、拓海が命張って守ろうとしたもんや。それをエゴだらけの下らん理想論振りかざして、てめぇの鬱うつ憤ぷんのはけ口にしとるアイツ見とったら、本気で怒いかりが湧わき上がった。それこそ、殺したいくらいにや」

　口く調ちようこそ落ち着いて聞こえるが、それが逆に普段の空也からかけ離はなれており、その発言の重みを強調する。

　しかし実際は、空也はその感情を一発の拳こぶしのみで抑おさえ込んだ。そして、殺す価値すらもないのだと言げん外がいに灰田に突つきつけたのだ。

「けどな、ホンマはあの感情は今日が初めてやないねん。拓海が死ぬきっかけになった阿呆共にも同じ感情を持った。見つけだして、拓海と同じ目にあわせたるって本気で考えとった」

　空こう也やはここでほんの僅わずかためらうように言こと葉ばを切り、しかし次の瞬しゆん間かんにはまっすぐに青あおの眼めを見つめて言った。

「なぁ青、俺おれは今日お前に俺の汚きたない部分を視せてしもたんかもしれん。けどな、俺は自分の中にあるその汚い部分が例え罪つみやとしても、なかったことには出で来きへんねん。どれだけ汚くても、それも含めたんが『俺』なんや」

　あぁやはり、空也は既すでに分かってしまっている。青は疼うずく胸むねを押さえて目を伏せる。完全に全すべてを理解している訳わけではないのだろう。しかし、ずっと前から、思えば出会った時から本能的な部分で空也は青の能力を感じ取っていたのかもしれない。それが今回のことで確証へと変わった。

　そして、この後おそらく空也が言うだろう言葉を青は知っている。今までに青の能力を知った大半の者は、畏い怖ふして自みずから遠ざかるか、逆にそれを利用しようと近づいた。しかしそうではなかった者も僅かだがいなかった訳ではない。それらの者は、自らはその能力によって怯ひるむような者ではないのだと語った。自分はお前の能力を受け入れることができる、その能力を私は赦ゆるす、と。

「……話の意い図とは摑つかめんが、それだけ語れば満足だろう。早く車を出せ」

　空也の口からその言葉を聞きたくなくて、青は無理やり話しを終わらそうと口を挟はさみ再び空也へと背を向けるようにして上半身を逸そらす。しかし、青の手首を横から伸びた空也の手が捕まえ、数インチの距きよ離りまで引き寄せられる。咄とつ嗟さに離はなれようと力を入れるが、しっかりと握にぎられた腕うではびくともしない。近づいた黒い瞳ひとみの中で威い嚇かくするようにこちらを睨にらみ付ける碧あおい瞳ひとみが映っていた。僅かにそれが揺らいでいるのは、自分の怯おびえなのだろうか。

「青。せやからな、俺は今いま更さらお前に何を視られようとかまわんねん」

　青は、空也の言葉に諦あきらめにも似にた感情を抱いだきつつその言葉を聞いた。

　自らの汚い部分を自覚しているという点では空也は今まで出会った他の者と違ちがった。お為ためごかしや自らの虚きよ栄えいのための言葉ではないとも分かっている。そして──認めることは癪しやくだが、この男は優やさしく、その行動は少なからず青の心に響ひびく。だからこそ、聞きたくはないのだ。それを素直に受け取れるほど青は強くはなく、また捻ねじれた自分の内側を自覚させられることが辛つらかった。

「……離せ」

　身を捩よじるも腕は離れない。
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「まぁ、最後まで聞けや」

　怪け我がを負った動物を落ち着かせるように、空也がゆっくりと言う。手て負おいの獣けもの。まさに自分にぴったりな形容だと、そんな考えが場ば違ちがいに頭をよぎる。

「──もう一つ」

　空也が口を開く。青は、無意識にきつく目を瞑つむった。

「もしかしたら、お前は既すでに俺おれを軽けい蔑べつしたかもしれへん。ひょっとしたらこの先も知らん間に傷きずつけてしまうかもしれへん。そこは今からやり直すことも出で来きへんし、今後もそうならんて保ほ障しようはできんさかい、スマンとしか言われへんわ。でもな、忘れんといて欲しいんや」

　空こう也やは身みを竦すくめる獣けものに向かって、ゆっくりと告つげる。

「それを知られることで、俺の方からお前を嫌きらったり恨うらんだりすることは絶対あらへん。お前が辛つらいって言うんやったら、俺と居いることが苦く痛つうにならんように、それを上うわ回まわっておもろい奴やつやと思わせるような生き方を心がける。せやから、どうか目を背そむけんといて欲しいんや」

　きつく閉じていた瞼まぶたが、ゆっくりと持ち上がり真しん剣けんな表情の空也を瞳ひとみに映す。どこか切せつ羽ぱ詰つまったような空也の言こと葉ばは、どうやら冗じよう談だんの類たぐいではないらしいとその表情から察する。では一体、どういう状態だというのだろうか、これは。閉へい鎖さ的てきになっていた脳のうがフル稼か働どうして、一つの結論を導みちびき出す。

　もしかして、この男は青を赦ゆるすのではなく、青に赦しを乞こうているというのか。

　青は身体からだ中から力が抜けるのを感じた。いつの間にか解放されていた腕が重力にしたがって膝ひざへと落ちる。

「……あぁ、そうか」

　呆ぼう然ぜんとしたまま、小さく呟つぶやく。そして、俯うつむいたまま小さく肩を震ふるわす。やがてそれは大きくなり、そして同時に喉のどで押し殺したような声が車内に響ひびいた。

「青あお？」

　覗のぞきこんで、空こう也やが驚おどろいたように眼めを開く。その表情で、青はようやく自分が今笑っているということに気付く。自分でも驚くほど自然に、青は笑っていた。

　そうだ、そういう奴やつだからこそむやみに遠ざけることができなかった。居い心地ごこちのよさを感じてしまった。

　最初に教会を訪れた時に空也が言った、被ひ害がい者しやだけではなく加か害がい者しやの立場を鑑かんがみた発言を青は覚えている。それは自分の中で無意識に『視みられる側』と『視る側』に置き換えていたからだろう。

『自分は知られたくない部分を知られても大だい丈じよう夫ぶだ。自分は君きみを受け入れられる』強こわ張ばった笑え顔がおを浮かべてそう言った者たちは彼らなりに真しん剣けんに青のことを気き遣づかい、慈いつくしみ、そして受け入れようと努力してくれていたのだろう。だが、『視られる側』がいくら受け入れようとも、『視る側』の気持ちなど、誰だれも考えてはくれなかった。視たくて視ている訳わけではない。それでも、視ている者が加害者であり、視られる者が被害者であるのだという構図は確立されており、青が『赦ゆるされる』立場であることには変わりがなかった。

　──視える僕ぼくが悪いのであって、視せているお前たちに罪つみはないのか。

　こちら側に立ってくれる者など、いなかったのだ。

「お前は……正しよう真しん正しよう銘めいの馬ば鹿かだったな。今、思い出したよ」

　目め元もとを拭いながら言う青に、空也は憮ぶ然ぜんとして言い放つ。

「あんなぁ、前から注意しようと思うてたんやけど、俺は阿あ呆ほやけど、馬鹿やないで。そこ、間ま違ちがえんといてや」

「どちらも同じだろ」

「いいや、全然ちゃうからな！　浪花なにわ魂だましいが許さへんねん！」

「そういうところが馬鹿だというんだ」

　いつものようにやり返し、青は意識して表情から笑えみを消した。

　──こいつを、これ以上巻き込みたくはない。

　しかし青がこのまま口を閉ざしても、きっと空也は自みずから動き、その真相を摑つかもうとする。そうなれば、間違いなく空也へも奴らの手が伸びるだろう。

　いつの間にか後部座ざ席せきから乗り出し無む邪じや気きにじゃれ付くエディ相手に苦戦している空也の横顔を見み遣やり、青は両手を握にぎり締しめる。覚かく悟ごをするのは、自分の方だ。

「コーヤ」

　呼びかけに、精せい悍かんな顔がこちらを向く。

「僕にはお前の汚さなんて全く視えなかった。安心しろ。お前は罪つみなど背せ負おってはいない」

　勢いよく顔を上げた空也は、目を見開き、こちらを見つめている。

「……ほんまに、か？」

　どこか安心したように空こう也やが呟つぶやく。その表情は、自分のために出たのではなく、青あおを想おもって出たものだろう。

「証しよう拠こも何も提示できない。それでも、信じてくれるか？」

　無理だと言わせないような聞き方をしたのは自分の狡ずるさだ。それでも、否ひ定ていされる恐怖はしつこく心の奥底にはびこり、まるで宣せん告こくを待まつ罪ざい人にんのような心境で青は空也の答えを待つ。

　そんな青の気持ちを知ってか否いなか、空也はふっと口くち元もとを歪ゆがめていつものシニカルな笑えみを浮かべた。

「何を今いま更さら。そんなん、疾とっくの前からや」

　そんな空也の心遣づかいに感かん謝しやしながら、青は全すべてを話す決意をした。




　　　　　　　◆




「そういうところが馬ば鹿かだというんだ」

　目め元もとを拭ぬぐいながら言い返す青からはもう笑みは消えていた。しかし、無表情の中に今までとは違ちがう穏おだやかさのようなものが感じられるのは、気のせいではないだろう。

　空也が口を開こうとした時、すっかり存そん在ざいを忘れられいたエディが、二人の間を割るように後部座ざ席せきから身を乗り出して二人を交互に見み遣やる。反射的に身体からだが仰のけ反ぞる。エディ限定で大分慣れてきたとはいえ、突とつ然ぜんの奇き襲しゆうにはまだ対応しきれない。

「エ、エディ……いきなり顔近づけんといてや！」

　顔を引きつらせる空也にエディは更さらに楽しげに尾おを振りながらじゃれつく。どうやら空也の言こと葉ばは全まつたく理解されず、そして今後も態度を改あらためる気はないようだ。いや、もしかすると分かった上での行動かもしれない。賢かしこい犬いぬであるだけにその可か能のう性せいは否定できないが、しかしその真しん意いは飼かい主ぬしに似にてか外からは全く読めない。

　そんな愛あい犬けんを止めるでもなく隣となりで見ていた青が、初めて正面から空也を見み据すえた。

「コーヤ」

　呼びかけに、空也はエディの首輪を摑つかんだまま顔を向ける。そこには、迷いの消えた表情をした青がいた。

「僕ぼくにはお前の汚きたなさなんて全く視みえなかった。安心しろ。お前は罪つみなど背せ負おってはいない」

　意い表ひようをついた青のその言葉に、空也は驚くと同時に安あん堵どした。

　かつて兄を失い、憎にくしみと怒いかりに囚とらわれた空也は周しゆう囲いの人を傷つけ突き放した。本能のままに振るった拳こぶしは血に塗ぬれ、その血は自分の中へと深く染しみ込み、どす黒い塊かたまりへと姿を変えた。

　その後時を経へて、今でこそ表面上は何ら問題のない生活が戻ったように見える。しかしその実、あの時に作られた塊は消えてなどいなかった。それは空也の心の奥底に潜ひそみ続け、先ほど灰はい田だに対たい峙じした時のように突とつ如じよ現れては自みずからの存在を主張する。ただ、今は理性という手た綱づなによって表面まで浮上するのを抑おさえているだけだ。

　公園で荀じゆん子しの言こと葉ばを語った空こう也やに対し、青あおは「自分が実際に見たものしか信じないのか」と問とうた。しかし、そうではない。空也はただ、自みずからの中に存そん在ざいする悪と、それを封ふうじている理性を認めていただけだ。例えそれがどれほど汚きたなく醜みにくくとも、存在を認め、持ち続けることは自分の責任だと思っている。しかし、それが青を苦しめていたかもしれないということだけが不安だった。

「証しよう拠こも何も提示できない。それでも、信じてくれるか？」

　続けて青が問とう。この場で青がそう尋たずねた理由は一つ。前の言葉を信じないことは、これから語られるであろう青の過か去こをも否ひ定ていすることになってしまう。おそらく不安から仕掛けたのだろう青の罠わなに、空也はあえて気付かないふりをして不ふ敵てきに笑んでみせる。

「何を今いま更さら──」

　信じる信じないなど最早もはや今更だ。そんなもの、出会った時から決まっていたのだから。




　鼻で笑った空也はなんとかエディを後部座ざ席せきへと押し返すと、点つけっぱなしになっていたラジオを止めた。交通情報を伝える声が不自然に途と切ぎれ、車内に静せい寂じやくを生む。

「一分だけ待まってや」

　そしてシートベルトを外はずすと細く窓まどをあけてから煙草たばこを銜くわえる。先せん端たんを数回、赤く点てん滅めつさせてからまだ半分ほど残っている煙草を吸すい殻がらで溢あふれる車の灰はい皿ざらへと突つっ込んだ。既すでに腹はらを括くくっているので、気持ちを落ち着かせるにはそれで十じゆう分ぶんだった。

「よっしゃ。頼むわ」

　青は小さく肩を竦すくめると、ゆっくりと口を開いた。

「もうお前は分かっているようだが、僕ぼくには人の犯おかした罪つみが視みえるんだ」

　冗じよう談だんだと言い切った過去の言葉が空也の中に蘇よみがえる。あの時、青はどんな気持ちでそう言ったのだろうか。その時の青の心しん境きようを想うと仕事の延長だったとはいえ、詰きつ問もんめいた自分の問といに後こう悔かいが募る。しかし考えても今更だとその想いを打ち消し、話に集中する。

「『罪』という言葉が相応ふさわしいかは分からない。ただ、僕の眼めは時々本来の機能を止めて、代わりに見たくもない別の映像を見せ付ける。それが、例えば他人の家に火をつけている姿だったり、ボランティアだと言って動物を虐ぎやく待たいしてる姿だったりする訳だ」

「罪が、見える……」

　なんとなく感じていたが、抽ちゆう象しよう的てきな表現の上に具体的な事例を重ねることで現実味を増す。

「それは、あの時言っとったみたいに神からの啓けい示じってやつなんか？」

「そうだったら諦あきらめもつくんだがな」

　ため息いき混じりに言って、青は徐おもむろにこめかみあたりに人差し指を当てた。

「ここに、特とく殊しゆな電極装置チツプが埋うめ込まれているんだ」

「はぁ!?　チップ？　な、何やねんそれ」

　神しん秘ぴめいた理由を想像していた空こう也やは思わず声を裏うら返した。青あおはそんな空也を気に留めた様よう子すもなく淡たん々たんと話を続ける。

「『人じん工こう視し力りよく』は聞いたことがあるだろ？　僕ぼくは幼おさないころに視し神しん経けいが傷きずつき視力を失った。それを何とか視力を戻そうと取り入れられたのが最新の人工視力技術だったんだ」

　指を自分の頭にトントンと当てて何てことないように語る青だが、コンタクトレンズですら恐ろしいと感じる空也には体内に異い物ぶつが入っていると考えただけで恐怖だ。

　一般的に視神経を損そん傷しようしている場合、視力回復は無理だと言われている。だが、不ふ可か能のうを可能にすべく、人工視力の研究はアメリカを中心に現げん在ざい盛んに行われており、その研究の一つには脳のうに直接情報処理回路を埋うめ込むことで『見た』ものを『映像』として脳へ認識させるというものがあるのだと青は語った。

「僕はその方法で完全な視力回復に成功したんだ」

　青は簡単に言うが、まだ正式に医い療りよう現場では用いられていない途と上じよう段階であろう技術を取り入れるなど、容よう易いにできることではない。若じやつ干かんバックヤードが気になったが、しかし今注ちゆう目もくすべきはそこではないと、空也は本ほん筋すじへと意識をシフトする。

「けど、今その技術が公おおやけになってへんってことは、そこに何かしらの不ふ都つ合ごうが生じたっちゅうことやな」

「あぁ、そのとおりだ」

　空也の言葉に複雑な顔を向けた青は、目を伏ふせて小さく息いきをつくと再ふたたび顔を上げる。

　手術後、確かに青は視力を取り戻すことに成功した。だが、そこには誰もが想像していなかった誤ご算さんが生じていた。

　視覚として得た情報をチップによって脳へと伝えるにあたり微び弱じやくながらその余よ波はを受ける脳の部位があった。それは危険を感知する部分で、いわゆる第六感というものを司つかさどるエリアだ。

　人間の脳にはまだ解明されていない領域が多く存在する。今回発見されたその領域もまた未解明のエリアであった。人間のそれは他の動物と比べて使用頻ひん度どが低いためか、発達が遅おそいことが研究の中で明らかとなったが視力に直接影響を及およぼさないこともあり重じゆう要よう視しされていなかった。

　しかし実際は大きな影えい響きようがあったのだ。チップの使用によって視覚中ちゆう枢すうと隣接するそのエリアは余波によって僅わずかながらに刺激を受けた。それにより第六感エリアは肥ひ大だいし、やがて視覚を司る部位を覆おおうようにして成長していった。

　青は、空也を見上げて口くち元もとに薄うすい自じ嘲ちようの笑みを浮かべる。

「つまり、僕の眼には通常の視力に加くわえて、自身の身に危険を感じるとそれを丁てい寧ねいにも映像として僕に認識させる特とく殊しゆな機能が備わったって訳わけだ」

「それが、人の罪つみ……」

　言こと葉ばに出すことによって、空こう也やの中に存そん在ざいしていた曖あい昧まいな仮か説せつが一つの形となって確証へとかわる。空也も、相手と対たい峙じした時に咄とつ嗟さに危険な相手だと感じることはある。しかしその相手が『どう危険なのか』までもを知る術すべは持たない。決して知りたいとは思わない。それを強制的に視みせつけられるとしたら……。

「手術の影えい響きようでそうなったんやったら、また手術でどうにかできんもんなんかな？　第六感のエリアに電気がいかんように回路を変へん更こうするとか……」

　空也は無意識に銜くわえた煙草たばこに火を向けながら呟つぶやく。

「あ、でも一回成長した脳のうを元もとに戻すなんてできへんのか……？」

　医学的知識が皆かい無むである自分にはどうすることも出で来きないことは分かっている。それでも方法はないかと、空也は稚ち拙せつだと自認しつつも可か能のう性せいを口に出す。

「……便べん利りだ、とは言わないのか？」

「え、何で？　普通に辛つらいやろ。見たくも無いもんを見せつけられて、しかもそれを誰だれとも共有できへんとか、俺おれやったら辛い」

　長く伸びた灰を間かん一いつ髪ぱつで灰はい皿ざらに受け取った空也は、青あおの言葉に首を傾かしげてからはっとした表情になる。

「あ、すまん。今のはあくまでも俺がその立場やったらってことで……お前がどう思っとるか分からんくせに決め付けんなって話やわな」

　直情すぎると自覚があるだけに、空也は心中穏おだやかではない。相手の望む言葉を与えたい訳ではないが、発言すべき言葉かどうかを吟ぎん味みすることは必要だ。それが分かるようになったのは実のところ、ここ最近なのだが。

　青の視し線せんが空也を捕とらえる。

「確かに僕の心しん境きようはお前が言うような単たん純じゆんなものではない。現に、僕が初めて眼めにしたのは、実の父親の人道から逸いつ脱だつする行こう為いだったしな。感情なんて通り越こして、吐はき気けがしたよ」

　何てことはないような口く調ちようで語られた言葉は、予想以上に重い。青が常に人を寄せ付けないのは、過か去この記き憶おくがそうさせるのだろう。

　とんでもない事実に空也は思わず言葉を失ったが、しかし青は気に留めた様よう子すもなく小さく息いきを漏もらし、何てことない表情で呟く。

「本当に単たん純じゆんで馬ば鹿かなんだが……だが、お前の言葉は不ふ思し議ぎと嫌きらいじゃない」

「え？」

　後半がよく聞き取れず聞き返す空也に、青は向かい合う空也にさえ分からないくらい小さく笑えみを浮かべた。しかしそれはすぐに消え去さり、湖こ畔はんのような静けさを湛たたえた瞳ひとみが遠くを見つめる。

「失った視し力りよくを再ふたたびを望んだこと、それがいけなかったのかもしれないな」

「そんなん当たり前の望みやんけ！　あかんことなんて……」

「現に、僕ぼくの大切な友人は僕のせいで死んだ」

　呟つぶやくように言った青あおの言こと葉ばに、空こう也やは唐とう突とつに思い当たる。取調室を覗のぞいた青が、倒たおれる前に呟いた名前。あれは、ここにいる犬いぬとは別の『誰だれか』を指しており、それが青の言う大切な友人なのだろう。そしておそらく、それは同時に件くだんの銃じゆうを開発した張ちよう本ほん人にん。そう考えればあの時の青の尋じん常じようではない様よう子すにも納なつ得とくがいく。

「それが、本物の『エディ』っちゅう訳わけか」

　青が、はじかれたようにこちらを見る。背はい後ごでは犬のエディが名を呼ばれたと思い、黒い尻尾しつぽをふさふさと振った。

　珍めずらしく驚おどろいた様よう子すを隠かくさない青に、空也は摺すり寄るエディの頭を恐る恐る撫なでてやりながら苦く笑しようする。

「あの場面で思わず口を突ついて出たんが犬の名前ってのはやっぱおかしいやろ。あの時、お前が視みてたんが銃を構える犯はん人にんの姿やったとしたら、そこから連想してもうたんやないかと思っただけや」

　わざと軽い口く調ちようで空也は言ってみせる。

「……そうだ。こいつの名前は、その人の名をもらってつけたんだ」

　左右に耳を広げる愛あい犬けんの眉み間けんあたりを搔かいてやった青は、そのままエディの首に顔をうずめる。まるで、何かに縋すがっていないと身を保っていられないかのようなその姿に、空也が口を開こうとしたとき、青が静かに語り始めた。それは、おそらく青の中で大きな部分を占しめる思い出なのだろう。まるで老人が昔むかし語がたりをするかのように、一ひと言こと一言を嚙かみ締しめるようにして青は言葉を紡つむぎだす。

「物心つく前に視し力りよくを失った僕は学校に通わず近くの教会で知り合いの神しん父ぷに勉強を習っていた──昔は名の知れた医学エンジニアだったらしく、そのおかげで僕は飛び級ができるほどの学力が身に付いたわけだが──その神父がエディ・フーバーだった」

　何を思ってか老年で神しん職しよくについた彼は所しよ帯たいを持っていないことと近所だったこともあり、青を孫まごのようにかわいがっていたという。視力を失った青に空から手てを教え込んだり聖せい歌かよりもジャズやロックを好このんだりといった豪ごう快かいな人ひと柄がらだったようだが、青が語るエディは空也から見ても頼りがいのある、素晴らしい人物だった。

「でも、エディは殺された。僕の身代わりで」

　彼女にしては珍めずらしく、口数多くに彼にまつわる数々の武ぶ勇ゆう伝でんを披ひ露ろうした青が、突とつ如じよ声のトーンを落として言った。

「エディは、僕の視力を回復させようと、彼が研究者時代に取り組んでいた人じん工こう視力の研究を再開していた」

　電でん極きよくを埋うめ込む方法での視力回復は、電極の固定が最もつとも難むずかしい。固い電極を入れ込むことは体内の組織を少なからず傷つける。また少しでもずれると刺激すべき神経から外はずれてしまい正確な情報を脳のうへ伝えることができない。それらの弊へい害がいを防ぐため、エディは固定方法ではなく伸しん縮しゆく性せい、柔じゆう軟なん性せいに優すぐれた電でん極きよくを開発する研究を行った。医い療りよう関係の会社を経営する青あおの父親のバックアップもあり、研究は順調に進みそして、ついにそれは完成した。エディは自みずからの目を犠ぎ牲せいに、自ら被ひ験けん者しやとなってそのチップを取り入れた。視し力りよく回かい復ふくは、見事に成功した。しかし。

「エディは実験後に突とつ如じよこの研究を打ち切ると言い出したんだ」

　誰だれにもその理由を明かそうとはしなかったが、今にして思えばそれは現げん在ざいの青と同じ現象をエディも体験したためだろうと青は言った。

　以来、彼は研究に関して固く口を閉ざし、また研究資料も全すべて灰はいにしてしまった。理由は誰が聞いても明らかにはしなかったが、ただ『神に背そむく行こう為いだ』と言っていたらしい。それからのエディは元もとのように神しん職しよく者しやとしてひたむきに神に仕つかえていた。

　しかしこの世に存そん在ざいするかぎり、情報というものは必かならずどこからか漏もれ出す。しかもエディが開発した電極は脳のう科か学がくに携たずさわる者にとっては様さま々ざまな可か能のう性せいを広げる世紀の発明といっても過か言ごんではない代しろ物ものだ。

　それは、突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきだった。

「研究の打ち切りの件けん以来、親父は僕がエディに会うのを禁じた。その間にエディに研究を再開させるため色々と画かく策さくしていたようだったが……僕は視力回復よりもエディと会えなくなることの方が辛つらかった。だから人目を盗んでは家を抜け出して教会へと足を運んでいたんだ」




　その日も、教会に続く道を幼おさない青は足早に進んでいた。何度も通ったその道は段差や傾けい斜しやまでもが頭の中に入っており、介かい助じよ者しやや杖つえがなくとも文字通り目を瞑つむってでも教会まで辿たどり着くことができた。

　青の通る道沿ぞいには教会の裏うら門もんがあり、青はいつもそこを出入り口としていた。いつものように手て探さぐりで門を開け、中へと入る。普段なら青の訪ほう問もんにすぐに気付いたエディが手を差し伸べてくれるのだが、その日エディの出迎えはなかった。来客中だろうかと壁かべ伝づたいに聖せい堂どうへと向かうと話し声が聞こえた。やはり来客中だったかと青が聖堂への扉とびらを開けた途と端たん、突とつ如じよ不ふ穏おんな言こと葉ばが飛び込んできた。

　──Ｆｒｅｅｚｅうごくな！

　正面に気け配はいを感じ咄とつ嗟さに構えを取るが、当時は長く伸ばし高い位置で結んでいた髪かみを捕つかまれ、あっという間に倒たおされ組み敷かれる。頭に押し付けられた硬こう質しつな物体が銃じゆうだということはその場の雰ふん囲い気きから容よう易いに想像がついた。混こん乱らんする頭をなんとか落ち着かせ、パニックにならないように小こ刻きざみになる呼吸を整える。

　エディの声が少し離はなれたところから聞こえる。相手は青の目が見えないことを知らないようで、布のようなもので両目を隠かくすようにして縛しばると乱暴に立ち上がらせた。頭に銃をつきつけられたまま歩かされた青あおは、頭の中で自みずからの位置を確認する。青にとって唯ゆい一いつ幸運だったのは、ここが細部までよく知る場所で、目め隠かくしが自分にとっては何の意味も成なさないことだった。

　エディの声が近くなった。その時には既すでに、エディが自分の名を呼ばないのは、相手に青の情報を与えないためだと分かるくらいに青は冷静になっていた。

　──この子の頭が吹っ飛ぶところは見たくないだろう？　神しん父ぷさん。言うとおりにチップを出せ。

　押し付ける力が増し、青は小さく顔を顰しかめる。

　──君きみが引き金を引く前に、私の『銃じゆう』が君を捕とらえる。これは私の作った特別製でね、狙ねらった相手を決して逃さないんだ。

　静かなエディの言こと葉ばが青を落ち着かせた。今、青の命は取引材料となっている。ならば、逆にエディがチップを渡さない限り、相手は青を多少痛いためつけたとしても殺すことは出で来きないだろう。そう結論付けると腹はらが据すわった。クリアになった頭で冷静に相手の隙すきを窺うかがう。

　そして、チャンスが訪おとずれる。

　首くび元もとに回されていた男の腕うでが僅わずかに緩ゆるんだ瞬しゆん間かん、青は勢いよく身体からだを屈かがめて腕から逃れると男の足があるだろうあたりに予想をつけて蹴けりを放つ。子どものそれとはいえ、普ふ段だんから鍛きたえられている青の蹴りは見事に男の脛すねをとらえた。青はその隙に姿勢を崩くずした男の横を走りぬけた。走り抜けたと思った。しかし、男は完全に倒たおれてはいなかった。

　体勢を崩しながらも放った弾だん丸がんが青の足あし元もとを掠かすめた。左足に焼け付くような痛みが走る。膝ひざを折おるようにして転んだ青に、エディが走れと叫さけぶ声が聞こえたが、付つけ焼やき刃ばの冷静さは吹っ飛び、湧わき上る恐怖で身体がうまく動かない。混乱した頭では、現在の位置すら把は握あくできなくなっていた。何とか自分を落ち着かせようとするのだが、焦あせれば焦るほど闇やみに飲み込まれそうになる。目が見えないことに苛いら立だちさえも感じた。

　エディと男が同時に何かを叫んだ。そして耳みみ元もとで聞いた乾かわいた銃声と、自分に覆おおいかぶさるエディの体温を最後に、青は意識を失った。







　空也は青から視し線せんを逸そらし、天てん井じようを仰あおぐと小さく息いきをついた。ポケットを探さぐり、最後の一本となった煙草たばこに火を点つける。予備はカイシャの車に置いてきてしまった。空から箱ばこを握にぎりつぶすとゆっくりと味わうようにして煙けむりを身体にめぐらせる。

　今現在、青の視し力りよくが回復していることから考えるとその後の展開には想像がついた。それ以上青に話させるのが躊躇ためらわれたが、青は空也から上がる紫し煙えんを見るともなしに目で追いながら、自ら話を続けた。

「お前が考えているとおり、今僕ぼくの中に入っているチップは当時エディに入っていたものだ。僕が気を失っている間に親父おやじが裏うらで動いたらしい。おかげで僕は視力を回復し、同時にとんでもない副ふく作さ用ようまでもを受け継ついだって訳わけだ」

　静かに怒ど気きを含ふくんだ声は、その処しよ置ち自体にもだが、エディに対する扱いに対するところが大きいのだろう。そして、青あお自じ身しんもがその咎とがを感じているだろうことも察しがついた。

「エディは僕ぼくを庇かばって殺され、エディが言っていた『銃じゆう』も現場には残されていなかったらしい」

　形かた見みと言っていた銃は、その時のものなのだろう。エディは、その銃を使うことなく自みずからの身体からだで青を守った。しかし、それが結果青を苦しめていることに、空こう也やはやりきれなさを感じずにはいられなかった。

　青はそっとエディから身みを離はなすとその茶色い目を覗のぞき込みながら自じ嘲ちよう的てきにも見える笑えみを浮かべる。

「これが、僕の能力の全すべてだ」

　空也は改あらためてその言こと葉ばの重さを感じる。これを打ち明けようと決意するまでにどれほどの葛かつ藤とうがあったのか。それは軽々しく『能力』だといえるようなものではなかった。

「僕が視し力りよくを望まなければ、エディはこんなものを生み出すことはなく、狙ねらわれることもなかった」

　だから、罪つみが見えることは自らの罪だとでもいうのか。永えい遠えんにその罪を背せ負おうというのか。そんなはずはない。そうであるはずがない。

　空也は拳こぶしを握にぎり締しめて言った。

「罪なんかやないやろ」

　空也の言葉に、青は一いつ瞬しゆん目を見張り、そして怪け訝げんそうな表情でこちらを見上げる。

「少なくとも、俺はお前のその能力のお陰かげで救われた」

　高ぶった感情を押し殺し、空也は努めて冷静な口く調ちようを心がける。この言葉が一時の感情論だとは思われたくなかった。

「青が視力を望んだことで、確かに多くのことが動いたのかもしれん。けど、その能力は青を責めるためのもんやない。青自身を、そして他の誰だれかを救うことが出で来きる能力や。他の奴やつがどう言おうがお前がどう思ってようが、俺はその能力もひっくるめて、青、お前に心の底から感かん謝しやするで」

　空也は自分が使いうる言葉の中から可能な限り自らの想いに近しい言葉を紡つむいだ。頭に浮かぶことを言葉として口にするのは難むずかしい。その言葉が紛まぎれもなく本ほん心しんなのだと相手に伝えることもまた然しかり。ましてや空也は青のような能力を持っているわけでもない。こういう時、人は相手の心を読みたいと願うのかもしれない。だが、それでは意味がないのだ。確証がないからこそ、受け手が自発的にその言葉を信じて受け入れる必要がある。その行こう為いを、人は信頼と呼ぶのだから。

「……僕は事実を述べただけで、お前に感謝される筋すじ合あいはない」

　青あおから発せられた答えは相変わらずの憎にくまれ口だ。だが、口く調ちようにいつもの切れがないのは、彼女自じ身しんに迷まよいがあるためだろう。

「青にはなくても俺おれにはあるねん。せやから俺が勝かつ手てに感かん謝しやしとるだけや」

　飄ひよう々ひようと言い切ると、青が睨にらみつけるようにしてこちらを向いた。空こう也やはそれを目で受け流し小さく笑ってみせる。空也の言う意味が分からないほど青は子どもではない。しかし、それを素直に受け止められるほどには大人に成りきれないのだろう。頑かたくなな青の表情が、憎しみに捕とらわれていたかつての自分と重なって空也は心の中で苦く笑しようを浮かべた。果はたして自分は大人になれたのだろうか。

　沈ちん黙もくの中で、空也の銜くわえる煙草たばこがその身みの殆ほとんどを灰はいに変えていた。空也は名残なごり惜おしさを感じつつ、先せん端たんを灰はい皿ざらに押し付けた。紫し煙えんの龍りゆうが空也の鼻先まで身をくねらせながら立ち上り、残り香がとともに溶け消える。

「そいつらは、まだチップを求めとるんかな」

　思いついた懸け念ねんが思わず口を突ついて出た。失しつ言げんだったかと空也は顔を顰しかめたが、青はさほど興きよう味みがなさそうに「さあな」と小さく呟つぶやいただけだった。




「さて、と。ほなそろそろ帰ろか。この車も返さんとあかんし、灰はい田だのこともなんとかせんとやしな」

　やがて、大きく一つ伸びをした空也が気持ちを切り替えるように明るい声で言う。無ぶ骨こつなキーホルダーがついたキーを回してエンジンをかけると車は僅わずかな震しん動どうとともに唸うなりを上げる。

　本当はエディのことまで話すつもりはなかった。しかし、思いも寄らない方向へと進んだ告こく白はくが、最終的に過か去こまでもを話す結果となった。それは、思い出したくない過去だったが不ふ思し議ぎと話してしまった今は気分が悪くない。本当は、ずっと誰だれかに話したかったのかもしれない。青は思いがけない部分で自覚した自分の感情に戸と惑まどいつつも小さな安らぎを感じた。まだ自分にこのような感情が残っていることが、純じゆん粋すいに嬉うれしかった。

　しかし、ハザードの点てん滅めつ音おんが平穏な時に終わりを刻きざむ。感かん傷しように浸ひたっていられる時間はもうない。

　ハンドルを切る空也の横顔へ視し線せんを向けた青は、何かを振り切るように小さく首を振ると愛あい犬けんエディを後部座ざ席せきへと戻し再ふたたび窓まどへと身体からだを向ける。その瞳ひとみには、先ほどまでには見られなかった強い光が差していた。




　自じ宅たくのマンション前で車を降りた青はエントランスに入る直前で足を止め、見送る空也を振り返った。

「コーヤ」

「ん？」

　ハンドルに載のせた腕うでから空こう也やが顔を上げた。真まっ直すぐに向けられる青あおの視し線せんと交差する。視線の先に一いつ瞬しゆん浮かんだどこか泣き出しそうな笑えみは、空也の見み間ま違ちがいだったのか。

「お前が信じてくれて、よかった」

　初めて受けた素直な言こと葉ばに驚おどろいて声を無くしている間に、青は空也から背を向けるとエディを連れてマンションのエントランスへと消える。後に残された空也は、誰だれもいなくなったその場をただ呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

　そして、その日を境さかいに青は空也の前から忽こつ然ぜんと姿を消した。







[image: 第７章　消えた少女]

　青と連絡がつかなくなって二週間と少し。クリスマスを終えたばかりだというのに、町は途と端たんに正月へとその装そう飾しよくを変えていく。イベントには縁えんがない西にし署しよでもさすがに新年の準備は行われ、署内の掃そう除じや飾かざりつけなどが主に女性警察官の手によって施ほどこされていく。

　灰はい田だの事じ件けんを筆ひつ頭とうに年末に近づくにつれて大だい小しよう様さま々ざま、ほぼ毎日のように何かしらの事件が起こっている中で今日は珍めずらしく穏おだやかだといえる日だった。

　前日から夜通し交通課の助すけっ人ととして走り回った後、明け方にようやく解放された空也は喫きつ煙えん所じよの硬かたいソファーに身みを預け、切先から立ち上る煙けむりをぼんやりと見上げていた。

　ポケットから徐おもむろに私し用よう携けい帯たいを取り出し、アドレスから呼び出した番号をコールする。しかし、繫つながったのは無機質な機械音声による宛あて先さき不明を告つげる言葉。もう何度も聞いたフレーズだ。

「どこ行きよってん、青のやつ……」

　連絡用にと聞いていた電話はこのように繫がらず、空也が駆かけつけた時にはマンションの部屋は既すでに空あき部べ屋やとなっていた。元もとより家具らしい家具もなかったあの部屋は、空也と分かれた一週間後には引き払はらわれていたという。万一連絡があれば知らせてもらうよう管理人に頼たのんではいるが、この線は薄うすいだろう。しかも青あおは自みずから解約手続きと挨あい拶さつをしに来たというので、事じ件けん性せいはない。つまり、青は自らの意志で此処ここを去さったということだ。管理人が言うには急きゆう遽きよアメリカに帰ることになったと告つげていたという。勤つとめ先である教会にも連絡をとってみたが、同どう様ようの回答しか得られなかった。元がん来らいアルバイトと同じ扱あつかいであったため、手続き自体は簡単に済ませたが、青がいなくなって参さん拝ぱい者しやが激減したと電話越ごしの事務員は苦く笑しよう気ぎ味みに話した。

　受けることを忘れた灰はいが白く長く伸び、そのままぽとりと落ちスーツを白く汚よごした。だが空こう也やの視し線せんは虚こ空くうをさまよい続けている。

「ほんまに、帰ってもうたんか……？」

　休学中とはいえ、アメリカの大学に在ざい籍せきしているということは向こうでも生活できる環境にはあるのだろう。何らかの理由で急遽一時帰国しただけという可か能のう性せいもある。だが、それならばマンションを引き払う必要はない。そして、何よりあれ程ほど執しゆう着ちやくしていた銃じゆうがまだ見つかっていないのに、それを放ほう棄きしてまでも帰国する理由があったというのか。

「ひょっとして、俺おれがアイツの能力を知ってもうたから……？」

　おとぎ話の世界でも、鶴つるの恩おん返がえしや雪ゆき女おんななど自らの正体を知られてしまった女達は皆男の前から姿を消すのが定じよう石せきだ。そこにあるのは契ちぎりを破った男への絶望なのかもしれない。だが、その法ほう則そくは青に限っては当てはまらない。何故なぜなら青は、人は裏うら切ぎり裏切られる存そん在ざいなのだということを誰よりも実感しており、そのことを常つねに念ねん頭とうに置いていたからだ。どれだけ近づいたと思っても、彼女は自らが敷しいた境きよう界かい線せんを決して越えようとはしない。まるで、人間に媚こびることなく、心を許すこともない気け高だかき野生動物のように。

　だからこそ、今から思えば最後に青が聞かせた素直な言葉は、まるで最後の別れを告げていたようで、それが空也の中で鉤かぎのように引っかかり鈍にぶい痛みを与えていた。

「しけた面つらしてるわねぇ」

　頭上からの呆あきれたような声に、ソファーに身を預けたまま背はい後ごを仰あおぎ見ると、煙草たばこの箱はこを片手に腕うで組ぐみで自分を見下ろす紫しヶが崎さきがいた。

「彼女に振られたか？」

「有あり難がたいことに振られる相手がここ数年居おりませんので。つーか、知ってるくせによう言いますわ」

「あら、あんた結構人気あるのにまだ彼女いないの？　医い務む課かじゃちょっとしたファンクラブがあるそうじゃない」

「平へい均きん年ねん齢れい五十歳さい超ごえのお嬢じよう様さま方に人気とは、そりゃ光栄で涙なみだ出そうやな」

　やさぐれた口く調ちようで言う空也に、紫ヶ崎は苦笑しながら空也の向かいに腰掛ける。

「でも、何かあったのは確かなようね」

　メンソールの細い煙草たばこを指に挟はさんで、紫しヶが崎さきが空こう也やを見み据すえる。空也は居い心地ごこちの悪さを感じつつも逃げるわけにはいかず、短くなった煙草を灰はい皿ざらへ突つっ込むと同時に新しいものに火を点つける。

「その──……知り合いと、連絡がつかんくなったんです」

　青あおを形容するのに適てき切せつな言こと葉ばが浮かばず結局無ぶ難なんな三人称しようを使ったが、どうにもしっくりこなかった。

「ちょっと、まさか事じ件けんじゃないわよね」

　気け色しきばむ紫ヶ崎に、空也はゆるゆると首を振り否ひ定ていを示す。

「いや、引ひっ越こしただけなんですけど、連絡先が分からんくて……ちょっと話したいことがあったから困ったなぁと思っとっただけです」

　歯切れの悪い言い回しで表おもて向むきの状じよう況きようを伝えると、紫ヶ崎は前のめりになっていた両肩を落として煙けむりを吐はき出した。

「なぁんだ、びっくりした。共通の友達とかいないの？　ただ単に連絡し忘れてるってこともあるわよ、故こ意いに避さけられてるんじゃなきゃね」

　からかうように言った紫ヶ崎の言葉はストライクに痛いところ突き刺ささし、空也は僅わずかに顔を顰しかめて曖あい昧まいな笑えみを浮かべる。残念ながらこの場合、故意である可か能のう性せいが非常に高い。

　しかし、考えてみると空也と青は数ヶ月前に出合ったばかりの、利り害がいの一いつ致ちによって協力しあっただけの関係であり、決して友人と呼べるほどの交流があった訳わけではない。しかしただの知り合いと呼ぶには互たがいの身しん上じように関わりすぎている。

　自分にとって、青の存在は決して軽くはない。だが、青にとって自分はどういったポジションだったのか。やはり、単なる情報収集源でしかなかったのだろうかと考え、自分自身の考えにヘコんだ。そうではないと信じたいが、それを素直に信じさせないのが今のこの状況だ。

　考え込んで固まってしまった空也に、紫ヶ崎が怪け訝げんそうな顔を向けた。

「どういう理由があるのか知らないけど、今のアンタ、紅くれ野のらしくないわよ」

「せやかて、もう分かりませんねん、なーンにも」

　故意に空也の前から姿を消したのだとすれば、家族でもない空也にそれを追う資格などないのではないか。

　気の無い台詞せりふを返した空也の頭に紫ヶ崎の平ひら手てが飛んだ。スパンと小こ気き味み良い音が響く。

「痛っ！　ちょ、姐ねえさん何しはるんスか！」

「だから、辛しん気き臭くさいっつってんの！　わからなくても何でも、とにかく走りまわってみるのがアンタの持ち味でしょうが。この前協力してくれた神しん父ぷ君くんだって、火事のあとアンタが闇やみ雲くもに捜さがし回って執しゆう念ねんで見つけたんでしょ？　それだけの行動力と運があるんだから、ウジウジしてるくらいならさっさと動きなさい！」

　紫ヶ崎の活かつを受け、空也ははっと顔を上げた。そうだ。初めて青と会ってから再さい会かいするまで、空こう也やは青あおの名前すら知らなかった。それでも空也は青を捜さがしまわり、そして見つけた。あの時空也を動かしたのは、ただもう一度会いたいと思うその気持ちだけだ。それは今も変わらない。立場とか、ポジションとかそんなものは関係ない。自分がこのままでは納なつ得とくがいかないから、会いたいから捜す。理由などそれだけで十じゆう分ぶんだ。

　結論が出ると居いても立ってもいられずに、空也はまだ半分以上残っている煙草たばこを灰はい皿ざらに投げ入れると勢いよく立ち上がる。

「おおきに、姐ねえさん！　あの、ついでに……」

「あぁーそういえば紅くれ野のは灰はい田だの事じ件けんから処しよ理りに追われてずっと公こう休きゆうとってなかったわよね？　今日はもう終わりでしょ？　明日一日休み取りなさい」

　空也の言こと葉ばを、わざと説明口く調ちようで紫しヶが崎さきが先回りする。空也は満面の笑えみで振り下ろすようにして頭を下げると足音荒く走り去さる。




「あ～あ。甘あまいなぁ、私も」

　ふっと煙けむりを吐き出して、紫ヶ崎は奥の廊ろう下かへと笑いかける。

「茶さ々さ木きさんもねー」

　奥から様よう子すを窺うかがっていたらしい茶々木が少々気まずそうな表情で空也がいた席せきへと腰こしかける。

「出てくればよかったのに」

「こういう役目は俺おれよりシガちゃんの方が合ってんだろ」

　渋しぶめの銘めい柄がらの煙草を銜くわえた茶々木はやや薄うすくなってきた頭を搔かきながらなんてことないように言う。しかし、空也の様よう子すにいち早く気付いたのは他でもない、茶々木だということを紫ヶ崎は知っている。

「普段うるさいくらいの奴やつが急に元気を無くすと、職場全体が暗くなっちまっていけねぇや」

「あ、それ。昔むかし、私の父が同じこと言ってましたよー。茶々木って新人さんに対してね」

　くすくすと笑う紫ヶ崎は目め元もとが茶々木のかつての上じよう司しに良く似にている。面おも映ばゆくなり、茶々木は首のうしろをさすって天てん井じようを見上げる。

「まったく、歳としは取りたくねぇもんだな」

「ほんとですねぇ」

　空也が走り去った喫きつ煙えん所じよで、ベテラン二人はまったりと煙を燻くゆらせた。







　朝もやの中、一度官かん舎しやへ帰ってスーツから身軽な服に着替えると、空也は単たん車しやのキーを摑つかんで再ふたたび飛び出す。

「うわ、びっくりした！」

「うぉ！　黒くろ瀬せか、スマン」

　飛び降りる勢いで階段を下っていた空こう也やにぶつかられかけて、壁かべ際ぎわに張り付いたのは後こう輩はいの黒くろ瀬せだった。今から出しゆつ勤きんのようだ。

「あ、紅くれ野のさん。お急ぎのところ申もうし訳わけないんですが、一点お聞きしたいことが」

　あやうく突つき飛ばしかけた負おい目もあり、空也は下段から黒瀬を見上げて足を止めた。

「紅野さん、例の放ほう火か事じ件けんの後に碧へき眼がんの子どもを捜さがしてましたよね？　その子って、女の子ですか？」

「えっ!?　い、いやオトコやけど……何で？」

　思いがけない黒瀬の言こと葉ばに、空也は裏うら返がえりそうな声をなんとか抑おさえて答えた。うっかり肯こう定ていしかけたが、表おもて向むきの性別を思い出し慌あわてて否ひ定ていする。

「うーん、じゃあ違ちがうのか。いえ、先日ここ数ヶ月の調ちよう書しよを見直していて気付いたんですが、知らない人に碧眼の少女を知らないかと尋たずねられたという住民が何人もいたんですよ。最初は紅野さんのことかと思ったんですけど……別べつ件けんのようですね。まぁ、事件性もなさそうですし、少し気になっただけ──」

「それ！　いつからや!?」

　食い気味に切り返す空也に驚おどろきながらも、黒瀬は調書にその記録が出始めた日にちを思い出す。

「え、えーと、確たしか九月末くらいです」

　黒瀬は別件だと言ったが、あんな住宅地で空也のようなざっくりした人捜しをするような者が他にいるとは思えない。あるとすれば、闇やみ雲くもにでも捜し出したい理由を持つ者くらいだろう。放火事件は十月半なかばだった。ということは、それ以前に空也以外にも青を捜していた者がいた。そして、その人物は青の正体を知っている可か能のう性せいが高い。

「スマン黒瀬、俺行くわ！」

　ポカンとしたままの黒瀬を残し、空也は官かん舎しや裏うらに駐車している二に輪りんの元もとへと走った。ヘルメットを被かぶりながら、以前チップの話を聞いた折おりにさらりと言った青の言葉が蘇よみがえる。嫌いやな予感が空也の体中を這はい回る。

　焦あせってはいけないと自分に言い聞かせながらも、制限速度を大おお幅はばに超こえて二輪を飛ばし、空也は約十分で教会の前へと辿たどり着いた。本当に帰国したのならそれでもいい。ただ、その確証が欲しかった。ここなら、生徒から何か聞けるかもしれない。

　青がいなくなったことで礼れい拝はい者しや数すうが激減したという教会へは入らず、裏うらから学校のグラウンドに続く道を行く。さすがに女子高の正門前に男一人で立つ勇気はないが、グラウンドに隣りん接せつした裏門なら部活中の運動部員と話せるかもしれない。運がよければミナや理り子こに会える可能性もある。

　しかし、空也のあては見事に外はずれた。普段なら朝あさ練れんが始まるくらいの時間帯であるのに、今日に限ってグラウンドには人ひと影かげが全まつたくなかった。

「何で……あぁ！　そうか冬休みや！」

　例の如ごとく他業種とは違ちがうスケジュール感で生活しているため、すっかり失念していた。冬休みは運動部もオフシーズンなのでグランドに人ひと影かげがなかったのだ。

　フェンスに項垂うなだれる空こう也やの背はい後ごから、靴くつ音おとが近づいてくる。

「あのぅ……？」

　女性の声がおずおずと呼びかけた。不ふ審しん者しやと思われただろうかと、空也は切り札ふだである懐ふところの手て帳ちようを摑つかみながら振り返る。

「すんません、俺おれ不審者やないんです！」

「紅くれ野のさん、だよね？」

「え？」

　空也の視し線せんより頭一つ分下から、穏おだやかそうな笑えみを浮かべた少女が小さく会え釈しやくした。

「あ！　えーと鈴すず音ねちゃん、やんな？」

「あは、覚えててくれた」

　にこりと笑う少女は、理り子こやミナと共ともに青あおの元もとまで案内してくれた過か去こがある。

「朝からどうしたの？　また何か事じ件けん？」

　穏やかに尋たずねる少女に、空也はほっとすると同時に、自分の運に感かん謝しやする。鈴音になら説明不要で青のことを聞くことができる。

「なぁ、鈴音ちゃん。青が辞やめたって知っとるやろ？　その後どうしとるか知らん？」

「あ、やっぱり紅野さんも知らなかったんだね。私達も、終業式で先生から聞いてびっくりしたの。理子なんか、先生に詰つめ寄っちゃって大変だったよ」

　その様よう子すだと、理子やミナからも有力な情報は得られそうにないと空也は肩を落とす。

「やっぱ国に帰ったって話やった？」

　空也の問といに、鈴音は右肩に背せ負おった長細いトランクのような物を背負いなおしてから頷うなずく。楽器らしいそれは見た目以上に重いようだ。

「でも、ひょっとしたら帰ったんじゃないのかも」

　何なに気げなく鈴音が言う。空也は目を見開く。

「何か知っとるんか？　知っとったら、どんなことでもええから教えてくれ」

　空也の勢いに押されるように、鈴音は見み間ま違ちがいかもしれないんだけど、と前置きしてから言う。

「あのね、私の友達が何日か前にお父さんの会社で神しん父ぷ様さまに似にた人を見たっていうの」

「マジか！　なぁその子と連絡取られへん!?」

　ちょっと待まって、と鈴音はコートのポケットから携けい帯たいを取り出し電話をかける。相手はすぐに出たようで、簡単に事情を説明して電話を切った。

「もう音楽室に来てたから、今からすぐ来るって。洋よう子こって覚えてる？　前に教会で入れ違いになったんだけど」

　確か、初めて教会に行ったときに告こつ解かいをしていた少女だ。鈴すず音ねと共ともに裏うら門もんで待まつこと程ほどなく、長い髪かみをサイドで纏まとめた大人っぽい風ふう貌ぼうの少女がこちらを認めて駆かけ寄ってきた。洋よう子こは空こう也やを覚えており、また鈴音が一いつ緒しよだったこともあって、ここでも不ふ審しんがられる心配はなかった。

「先日、父の会社に用があって出かけたんですが、その時父の側そつ近きんの人と一いつ緒しよに車に乗って会社を出たのが神しん父ぷ様さまのように見えたんです」

　洋子は、見た目と同じく大人びた口く調ちようで話す。

「それ、具体的にいつやったか分かる？」

「えっと、確か先週の金曜日。すぐ通りすぎちゃったから私の見み間ま違ちがいかもしれないですけど……」

「差しさわりなかったら、お父さんの会社教えてもらってもかまへん？」

　洋子は少し躊ちゆう躇ちよするそぶりで鈴音を見た。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、洋子。紅くれ野のさんは刑事さんだけど、神父様のお友達だから」

　鈴音の後押しに、洋子は頷うなずいて空也へと向き直る。

「父の経営する会社は、白しら峰みねカンパニーです」

「白峰カンパニーって……なんかめっちゃ聞いたことあるんやけど、何の会社やっけ？」

「紅野さん知らないの？　白峰カンパニーっていったらＳＲＳの開発会社だよ」

　鈴音の助け舟に、空也はパチンと指を鳴らした。機械にはことごとく疎うとい空也だが、先日茶さ々さ木きと緑みどり川かわが新聞を見ながら話していたものだ。それ以来、一応気になってテレビなどで注意していると、実に様々な番組で大々的に取り上げられていた。

「ＳＲＳって確か……見て、頭で考えるだけで車を運転できたり電化製品を操あやつれる近未来のリモコン！　ってやつやんな？」

　テレビアナウンサーの口調をそのままに言った空也に、洋子は小さく笑って頷く。

「えぇ。まぁ正しくは、ＳＲＳはその製品に使用されているシステム名称で、自分が『考えた』ことを額部分内側に特とく殊しゆなチップを組み込んだゴーグルで信号化して目もく視しした電子機器に飛ばすことで、様さま々ざまなものをコントロールできるシステムなんです」

　さすがに実父の会社が開発したものだけあって、洋子はすらすらと説明をする。へぇ、と純じゆん粋すいに感心しながらも、空也の中に小さな引っ掛かりが生じる。

　今の説明は、以前どこかで聞いたことがなかっただろうか。全まつたく同じでない。しかし、それと近しいものを空也は知っている。空也の頭の中で様々な情報が交こう錯さくする。

　もし洋子が目もく撃げきしたのが本当に青あおなのだとしたら、白峰カンパニーと青の間にどういう繫つながりがあるのか。

　当初から青が執しゆう着ちやくしていたものは、何であったか。そして、それが生み出された背景にあるものは？

　情報が繫つながりそうで繫がらない。空こう也やはもどかしさに叫さけびたくなるのを押さえ、少女二人に向き直る。今は、がむしゃらにでも前に進むしかない。

「鈴すず音ねちゃん、洋よう子こちゃん、どうもおおきに！」

「何か、わかったの？」

　鈴音が小こ首くびを傾かしげて問とう。空也はそれには答えず、笑えみだけを返して見せた。どのように繫がるかは空也にもまだわかってはいない。しかし、これらの情報は決して無関係ではないはずだ。

　もう一度二人に礼を言って駆かけ出した空也を、洋子が追いかけてきて引き止めた。

「刑事さん。もし、神しん父ぷ様さまに会えたら伝えてください」

　洋子は、真しん剣けんな表情で空也を見上げる。

「何があっても、私は大だい丈じよう夫ぶだから、って」

　そう言うと、空也が口を開く前にさっと踵きびすを返して鈴音の元もとまで走り戻る。その少女とは思えぬ凜りんとした背に向かって空也はしっかりと頷うなずいてみせると、こちらへと手を振る二人に軽く手を上げてから再ふたたび駆け出した。

　──青あお、お前一体どこに居おるんや。

　国道を飛ばしながら空也は心の中で青へと呼びかける。どうしても嫌いやな予感が付きまとう。凍こごえるような寒さの中で、しかしハンドルを握にぎる手には汗あせが滲にじむ。空也は逸はやる気持ちを抑えつつ、クラッチを握りギアを踏ふみ替えると同時にスロットルを勢いよく回した。







　滑すべり込むような勢いで空也がバイクを乗り込ませたのは金こん竜りゆう組ぐみの屋や敷しきだった。激しいエンジン音に中から厳いかつい顔の男達が飛び出てくる。

「おぅ空也、どうしたぃ。そんな急いで」

　あからさまに怯ひるむ若わか衆しゆうを押しのけて柿かき本もとが近づいてくる。

「柿本さん、じぃさんは居るか？」

「あぁ、親父なら奥に──っておい!?」

　言い終わるのを待またずに空也は玄げん関かんへと走る。その気き迫はくに若衆が逃げるように道を明ける。幹かん部ぶに対するように両側から開けられた扉とびらを潜くぐり、奥の部へ屋やへと進む。情報は上がっていたのだろう、咎とがめられることもなく、部屋前に立つボディーガードが身みを避よけて空也を部屋内へと通した。その後を追うように柿本が部屋に入ったところで扉が締しめ切られる。

「焼しよう酎ちゆうは持ってきたか？」

　座ざ卓たくに肩かた肘ひじを突つきながら、白しろ金がねがにやりと口くち元もとを歪ゆがめた。

「前まえ金きんが必要やったら今すぐ酒屋に電話して持ってきてもらうわ」

「後あと払ばらいってことにしといてやるよ。話は奥で、だ」

　既すでに空こう也やが来ることを見み越こしていたのだろう。白しろ金がねは立ち上がると、組員ですらある程てい度どの上層部しか入ることが許されていない地下へ続く扉とびらへと向かう。

　先ほどの洋よう子この話を受けた空也は、青あおがまだ帰国をしていないと確信していた。そして、その鍵かぎとなるのは、青が捜さがし続けていた銃じゆうの在処ありかだ。引き続き情報収集をしていた情報屋には既すでに空也の知りたい情報を握にぎっているはずだ。それが分かれば、青の居い場ば所しよもおのずと見えてくる。

　白金は老人とは思えぬ手つきでキーパネルを操あやつりロックを解除する。その奥にある三畳じようほどの狭せまいスペースで身みにつけている全すべての金属、電子器具が回収される。更さらに中ほどに置かれた金属探たん知ち機きを潜くぐり、同時に羽は子ご板いたのような装置を体中に翳かざされてようやく入室が許可される徹てつ底てい振りだ。思わず空也がこぼすように言う。

「税ぜい関かんより厳しいんちゃうか、コレ……」

「国の設備なんかと一いつ緒しよにするんじゃねぇ。あんな甘あまいセキュリティ、数分で看かん破ぱできるぞ」

　真ま顔がおで言う柿かき本もとに空也は顔を引きつらせる。どこの軍施設だ、ここは。

　コンクリートがむき出しの無機質な廊ろう下かを少し行き、会議室のような部へ屋やへと通される。そこには既すでに橘たちばなが待たい機きしていた。

「お待まちしておりました」

「橘、あれを」

　白金の指示で橘が空也の前に何かを置く。

「射しや撃げき用ようの防ぼう眼がんゴーグル、か？」

　形は少々変わっているが、射撃訓練の時に用いるあれだ。白金は頷うなずく。

「こいつはとある筋すじから手に入れたもんだ」

　受けとった空也は手の中のそれを翳してみながらも、その重みに首を傾かしげる。手の中のそれは強化プラスチックのレンズ部分をクッションの付いた枠わくが囲み、上部の幅はばが広いため額ひたいのあたりまで覆おおわれる形になる。銃じゆう撃げき戦せんでもない限り、ここまで重装備をする必要はない。現に警察の訓練時に使用している物はもっと簡素な造りをしている。

「何でここまで頑がん丈じように……？」

「答えは、それの目的が目の保ほ護ごではないからだな」

「は？　それ以外に何があるっちゅうねん」

　橘は細めのマイナスドライバーを手に取ると、ゴーグルをレンズに対して垂すい直ちよくに持ち勢いよくそれを突つき立てた。クッションとレンズの間に突き刺さったドライバーを梃子てこの原理で動かすとミシミシと鈍にぶい音をたてながらゴーグルが半分に割れた。

「見てください」

　まるで二に枚まい貝がいのように開かれたゴーグルの中を見て、空也は思わず声を上げた。

「な、何やねんこれ……」

　その狭せまいスペースによくもここまで詰つめ込めたものだと言わんばかりに電でん子し機器特有のカラフルな配線や複数の電子回路がびっしりと組み込まれていた。橘たちばながそれらを搔かき分けて無数の針はりが刺ささった三センチ四方のタイルのようなものを取り出す。

「これが『神の眼め』の正体です。まだ試作段階で不完全なようですが」

「こいつが、『神の眼』……？　つまり、このゴーグルがその装置なんか？」

　空こう也やは手の上に載のせられたチップを見つめる。こんな小さなものが、本当に人の思考を読むというのか。

「そいつがとんでもないルートで手に入ったんだ」

　情報網もうを駆く使しして取り寄せたのかと思ったが、そうではないらしい。空也の視し線せんに、橘が答える。

「とある闇やみサイト、紅くれ野の君くんも知っているはずです」

「犯はん罪ざい斡あつ旋せん、自じ殺さつ幇ほう助じよのあそこか」

　『強い意志を持った銃じゆう』。青あおの言った言こと葉ばが蘇よみがえる。初期の『神の眼』の副ふく産さん物ぶつである銃が使われているのだから、そこに繫つながりがあることは分かっている。しかし、どうして犯罪サイトに『神の眼』が導どう入にゆうされているのか。

「そのサイトは一般的なインターネットユーザーでは辿たどり着けない場所にある。その上料金がべらぼうに高ぇんだ。つまり、危険分ぶん子しを孕はらんだ金持ちがメインユーザーになる。この前捕まったお前ぇの上じよう司し、アイツもそこのユーザーだったそうじゃねぇか」

「ほんま、アンタらよう知っとるな。守しゆ秘ひ義務って言葉がアホみたいやんけ……。せやねん、あの阿あ呆ほは犯罪を購こう入にゆうする側やってんけどな。けど、あんなチンケな犯罪する奴やつの思考読んで何の役に立つっちゅうねん」

「空也、奴の親父がどういう人物か知ってるか？」

　柿かき本もとの問といに、空也は首を斜ななめに振る。

「いや、どっかの偉えらいさんってことだけは」

「奴の親父はな、経けい済ざい産さん業ぎよう大だい臣じんなんだ」

「……国の偉い人ってことやんな？」

　空也の回答に柿本が苦い顔で白しろ金がねを見み遣やる。それほど的まとから外はずれた回答だったろうかと空也はこの中で唯ゆい一いつ、自分へ嘲ちよう笑しようの目を向けていない橘へと助けを求める。

「主おもな業務は長くなるので割かつ愛あいしますね。ここで関係のあることは、経済産業大臣が工業標準化法に基づく『登とう録ろく認にん証しよう機関』を登録する主しゆ務む大臣の一人だということです」

「こ、工業標準化法？　登録機関？」

「……お前、仮かりにも公こう務む員いんだろうが」

「自じ慢まんやないけど、刑法ですら把は握あくできてへん！」

「どうやって試験受かったんだよ、お前ぇ……」

「そんなんテキスト丸まる暗あん記きに決まってますやん」

　もはや嘲あざけりの笑えみすらかき消して真しん剣けんに頭を抱えた柿かき本もとに、空こう也やは堂々と開き直ってみせる。知らないものはどうしたって分からないのだから、格かつ好こうをつけても仕し方かたが無い。こんなところでも空也の直ちよつ球きゆうは変わらない。

「その製品は国の定める基き準じゆんを満たすものですよと認にん証しようする民間機関があります。その機関を登とう録ろくするのが経けい済ざい産さん業ぎよう大だい臣じんなんですよ」

　ざっくりした橘たちばなの説明は分かりやすいが、しかしそれが今どう関係するのか全ぜん貌ぼうが見えない。

「国の認証ってのは便べん利りでな、コイツがあるのとないのじゃ流りゆう通つうに乗せるのも国外へ出す際さいの手間も違ちがうんだ。自分達の息いきのかかった組織が認証機関になれば、そりゃあいろいろと都つ合ごうが良いだろうよ」

　補ほ足そくした柿本に、空也もようやくその意い図とが見えてくる。

「つまり、そこがＯＫ出したら安全なもんとして堂々と世に出せるってことか。例えそれが真まっ黒くろな奴やつ等らに作られた代しろ物ものやとしても」

　正確にはもっと多くの者が総合的に判断を下すのだろうが、最終制定者が灰はい田だの父であるということだ。空也の答えに、白しろ金がねが頷うなずく。

「そうだ。正せい規きのルートを捻ねじ曲げて登録させるため、最初の一いつ手てとなるネガティブ情報が欲しかったんだろうよ。接触さえできれば、相手は巨きよ大だい組織。後は飲み込まれるままだ。本人ではなく、息子むすこをターゲットにしたのは、その方が御ぎよしやすいからだろうな。そして、このゴーグルだ」

　二に枚まい貝がいと化した物体を指し、白金が問とう。

「この形状をどこかで見たことはねぇか？」

「見たことないで、こんなケッタイなもん」

「つい先日も、大きく報ほう道どうされていただろう」

「報道って……まさか……」

　言って、空也は動きを止めた。最近発表されたばかりの新システム。思考認知型遠えん隔かく操そう作さシステムにも特とく殊しゆなゴーグルが使用されているとつい先ほど洋よう子こが言っていなかったか。

「ＳＲＳ……？」

　空也の答えに、三人が同時に頷く。

「ＳＲＳと『神の眼め』の共通点は、どちらも額ひたい部分にチップを密着させる必要があることです。それにはゴーグルのような形をとるのが有ゆう効こうなのでしょう。ＳＲＳの中に『神の眼』を組みこんでしまえば……」

「本人はリモコン使ってるつもりが実は脳のう内ない筒つつ抜ぬけっちゅうことか。ケタックソ悪い」

　橘の言こと葉ばを引き継ついだ空也は不ふ快ゆ感かいを顕あらわに吐はき捨てる。

「ＳＲＳが購こう入にゆうできるのは今のところ一部の裕ゆう福ふく層そうだけです。しかしそれほどの裕福層なら、それなりの『思想』を持っているでしょうね」

「そして、そういった便利な製品であれば、誰だれもが不信感を持つことなくそれをアタマに装着してくれるってぇ訳わけだ」

　ゴーグルから取り出したチップを指先に挟はさんで見せる白しろ金がねの視し線せんは鋭するどい。白金の言こと葉ばは、そのまま以前話に上がっていた『神の眼め』の問題点への解決策となる。空こう也やはそこから導みちびき出された事実に、小さく息いきを飲んだ。

「……ほな『神の眼』は犯はん罪ざいサイトだけやなくて、最初からＳＲＳの開発にも一枚嚙かんどったちゅうわけか!?」

「嚙んでいるくらいですんでいればいいが……最悪ＳＲＳの開発会社、白しら峰みねカンパニー全体が既すでに飲み込まれているのかもしれない」

「あのデカい会社がか!?」

「今でこそ世界的に名の知れた企き業ぎようですが、以前は医い療りようロボットなどに使われるシステム関係を受け持つ下した請うけ会社だったんです。それが、数年間で急激な成長を遂とげた。今の取とり締しまり役やくである白峰優ゆう生せいがアメリカで最新の医学を学んで帰ってきたからと言われていますが、それをあれほどのシステム開発に結びつけるにはある程てい度どまとまった元もと手でが必要なはずですね」

　白峰の頭ず脳のうと、それを見込んで資金を提供したパトロン。力関係は恐らく後者が上だ。たとえ白峰自じ身しんが望んでいなくとも、開発援えん助じよにかこつけて『神の眼』をねじ込まれてもそれを拒きよ否ひする力は白峰にはない。そして、世界中の中ちゆう枢すう核かくに立つ人物達から思想を読みとることは即すなわち、その国のブレインを抑おさえたようなものだろう。つまりそれは、世界を動かすことすらできる最強の武器だ。

　洋よう子こが青あおに伝えてくれといった言葉の意味。彼女は、薄うす々うす感づいているのではないだろうか。そして、それを告こつ解かいと称しようして青に相談をしていたとすれば。

「やつらはサイトの利用者に様さま々ざまな名めい目もくでゴーグルを装着させ実験しているようだな。まさに理想の実験体だろ」

　運がよければ実験段階でも有益な情報をつかめる可か能のう性せいがある。確か、あの現場で灰はい田だも防護ゴーグルを装着していた。特に気にしてはいなかったが、あれが『神の眼』を搭とう載さいしたものだったのだ。

「私たちの情報からすると、紅くれ野の君くんの上じよう司しの事じ件けん、あの現場にも『神の眼』があったはずです。しかし、警察はそれを発見していない。紅野君達が現場を離はなれてからすぐに警察が駆かけつけていますから、奴やつ等らが回収できる時間はない。では、ゴーグルはどこへ行ったのでしょうか？」

　既に答えを知っているかのような橘たちばなの問といに、空也ははっと顔を上げた。

「……あの時、現場から離れる時に青が何か拾っとった。きっとあれ、ゴーグルや！　あいつやったらこの正体にも気付くはずや！」

　叫さけんだ空こう也やに、白しろ金がねの双そう眸ぼうがすっと細められた。

「藍あい川かわ青あお。本物の『神の眼め』を持つ者、だな」

　それを聞いた空也の視し線せんが険けんを帯びる。

「『神の眼』の鍵かぎを握にぎる少女、天才科学者エディ・フーバーの思想を受け継つぐ者か」

「……じぃさん、あんた、何でそこまで知っとる？」

　白金は答えない。しかし、揺ゆらぎの無い白金の視線に、空也はその答えに気付いた。同時に、空也を纏まとう空気がすうっと色を無くす。

「──売ったんか？」

　低く言う空也の声は、その表情と同様に酷ひどく固い。空也は飛びかかるようにして白金の胸むな倉ぐらを摑つかみかかった。

「紅くれ野の君くん！」

「橘たちばな、待まて」

　橘が止めようとするのを、横から柿かき本もとが制した。その間も白金は微び動どうだにせず、空也の視線を真まっ向から受け止めている。

「奴やつ等らに──白しら峰みねに、青の情報を売っとったんか!?」

　思えば、突とつ然ぜんの訪問だったにも関わらず白金は銃じゆうについての情報を語った。まるで最初から調べていたかのように。それは、空也が訪れる前に情報屋として奴やつ等らからの依頼を受けていたのだと考えれば合が点てんがいく。白金を締しめ上げる空也の手に、力が入る。

　しかし、白金は顔色一つ変えずにその手首を摑むと、この小こ柄がらな老人のどこにそのような力があるのかと疑いたくなるほどの握あく力りよくで空也の右手を胸むな元もとから外はずす。そして、そのままゆっくりと手を返すと、冗じよう談だんのように空也の身体からだが宙ちゆうを舞まった。咄とつ嗟さに受うけ身みを取って床ゆかへ叩たたきつけられるのを防いだ空也に、腹はらの底に響ひびくような声と、氷こおりのような視線が突つき刺ささる。

「空也、てめぇは今いま更さら何を寝ねぼけてやがる？　俺おれたちは正義の味み方かたなんかじゃねぇ。ただの薄うす汚ぎたねぇ情報屋だ。相手の望む情報を集め、高たか値ねで売る。それが商売だ。それをてめぇがとやかく言う権利があるってぇのか？」

　空也は歯をかみ締しめたまま白金を睨にらみつけるが、それに反論する言葉はない。偶ぐう然ぜん空也が関わった相手が、偶然白金たちに依頼されたターゲットだった。ただそれだけで、普段その情報を利用している自分には、どう転んでもそれを糾きよう弾だんできる立場でないことは明めい白はくだった。

「今日てめぇが此処ここに来たのも全部そいつのためだってことは最初から分かってんだよ。いいか、悪いことは言わねぇ。この件けんから手を引け。これは、てめぇなんかが介かい入にゆうできるほど簡単な話じゃねぇんだ」

　諭さとすようなその言葉が、逆に空也の理性を吹っ飛ばした。

「何を今更！　じゃあ何で今まで情報を教えてたんや!?」

　立ち上がった勢いで椅い子すが倒れ、机の上でゴーグルの破は片へんが飛び上がる。しかし白金は微び動どうだにせず空こう也やを見つめる。

「放っておけば、てめぇは自分で情報を求めて走り回るだろうが。そんなことが知れてみろ。奴やつらはお前ごとき、この世に存そん在ざいした形けい跡せきすらなく消すことだってできる。首しゆ謀ぼう者しやには、他国の軍や国家組織が複雑に絡からんでいる可か能のう性せいも高ぇんだ」

　白しろ金がねの言うとおり、国くに単たん位いでの動きでは一人の人間を消すことなど造ぞう作さもないことだろう。

　しかし、空也は既すでに関わってしまっている。それを、勝てる相手ではないからと見て見ぬふりをすることなどできる訳わけがない。

「ほんなら放っとけっちゅうんか!?　あいつは命狙ねらわれてるかもしれんのに！」

「それを、藍あい川かわ青あおが覚かく悟ごしていなかったと思うか？　どうして彼女が突とつ然ぜんお前の前から消えたか考えてみろ」

　恩おん返がえしの鶴つるでも雪ゆき女おんなでもない青が、自分の前から姿を消した理由とは。

「そんなもん……」

　エディの話を聞いたとき、まだ奴やつ等らはチップを求めているのだろうかと呟つぶやいた空也に青は何てことないように「さあな」と答えた。あの時には既すでに分かっていたのだろう。かつてエディの最もつとも近くにおり、未いまだに彼の残した銃じゆうを捜さがし続けている自じ身しんへもいずれ奴等の手が伸びるだろうことを。

　拳こぶしを固める空也を前に、白金が語った真実はまるで異い世せ界かいの話のようだった。

　かつて『神の眼め』プロジェクトの主要メンバーであったエディ・フーバーは、自みずからの研究が悪用されようとする様さまに耐たえ切れず逃げるように研究職を離はなれた。その後、十数年もの間一切の素す性じようを隠かくし神しん父ぷとしてひっそりと生活をしていたエディだが、しかし青との出会いによって過か去この研究を再開する。そして、特とく殊しゆな電でん極きよくを用いた人じん工こう視力システムを開発した。ここまでは、青から聞いた話とさほど相そう違いはない。

「エディ・フーバーの復活を嗅かぎつけた奴等はその知識を欲したが、彼はそれを受け入れなかった。そこで、エディ・フーバーを殺害し彼が開発したとされる電極を奪うばおうとしたんだ。『神の眼』を組み込んだゴーグルの装着を世間に定着させた後、眼鏡めがねからコンタクトレンズへと移行するようにして体内入れ込み型のシステムを標準化する。脳のうで発生する電気刺し激げきを精密にコンピューターへ反映させるためには外付けでは賄まかなえないからな。つまり完全な『神の眼』を完成させるのにはそのチップがどうしても必要だった。発表こそされていねぇが、半永久的に体内に入れ込んでおける代しろ物ものなんて今の技術でも実現が不可能とされている上、研究書の類は全てエディ本人によって消されちまってるから、そりゃ奴等は喉のどから手が出るほどに現物が欲しかったろうよ」

　天才が残した遺い物ぶつ。それの所在が知れれば欲ほつするのは人の常つねだろう。

「エディ・フーバーを殺害した実行犯はその場で射しや殺さつされている。相あい撃うちだったとされてるが、それもどうだか怪あやしいな。その後、その現場に居い合あわせたシアンという少女の証言によって裏うらに組織の存そん在ざいが発覚した。シアンはＦＢＩの協力の下、証人保護プログラムを受け別人として生活していたが大学を出てからはその特とく殊しゆ能力を活いかしてＦＢＩで特別協力員としても働いていたらしい。しかし二年前、少女は突とつ如じよ姿を消した。かろうじて日に本ほんにいることは分かったが、それ以降の足取りはＦＢＩでも追えずにいたらしい」

　──何やねん、それ。

　空こう也やは言こと葉ばを失い、ただ白しろ金がねから語られる言葉を耳で拾う。

　証人保護プログラム？　ＦＢＩ？　これは、一体誰だれの話なのか。静かに真実を告つげる白金の言葉が素直に脳のうに伝わらない。

　それが先日青あおから聞かされた事じ件けんの詳しよう細さいだということは分かる。しかしその実、全すべてを知ったような気になっていたが、空也は何も分かってなどいなかった。青の抱かかえているものを少しも理解できてはいなかったのだ。

「言ったとおり、表面下では既すでにＦＢＩも動いている。素人しろうとが動くよりよっぽど救助の確かく率りつは高ぇだろ。だから、てめぇは大人しく自分の仕事に戻るんだな。それがてめぇの大切な『藍あい川かわ青』の望みでもある」

　空也は机つくえに突ついた拳こぶしを固める。どこが協力関係だ。対等どころか、こちらが気付かないうちに一方的に守られているではないか。あの、小さな小さな背中に。

　青が空也から離はなれた理由。それは、青の正体を空也ではない相手に知られてしまったためだ。そして、対たい峙じするその相手は、証人保護プログラムを適応させなければいけないほど危険を伴ともなう相手であることを彼女は身みを以もって実感していた。

「アイツは……青は、一いつ見けんぶっ冷めとるけどほんまはめっちゃ熱くて、自分を犠ぎ牲せいにしても周りを守ろうとするような奴やつや」

　その結果が、今の状態なのだろう。誰かの近くにいることで、その標ひよう的てきが周りに向くことを青は恐れた。周しゆう囲いの人間、学校の生徒、そして空也をも、青は一人になることで守ろうとしている。自分の問題は自分自身で片を付けると言い切った頑かたくなな表情が脳のう裏りに浮かんだ。

「阿あ呆ほが……」

　空也に湧わき上がるのは、怒いかり。

「危険やからって俺らに黙だまって自分一人で戦うってのか？　どこの騎き士し様さまやっちゅうねん！　ほな俺は大人しく守られるだけの姫ひめか!?　ふざけんな！」

　机に拳を叩たたきつけると、空也は倒れた椅い子すを飛び越えて入り口へと進む。

「待まて、空也」

　白金の声がその背に掛かる。

「てめぇは、また昔むかしと同じことを仕出かすつもりか？」

　白金が言うのは兄を失い、怨えん恨こんに捕とらわれていたかつての空也だ。

　突とつ如じよ、唯ゆい一いつ無む二にの存在を奪うばわれた空也は感情の置き所を失い荒れた。周りの者のようにただ涙なみだを堪こらえて読ど経きようすることや、それが拓たく海みの運命だったのだと受け入れることがどうしてもできなかった。

　何故なぜ拓海が死んで、奴やつ等らがのうのうと生きている。死すべきは奴等であるはずなのに。

　日々募つのる恨うらみと憎にくしみ。誰だれの言こと葉ばも受け付けず、それをぶつけるための相手を探さがしては自じ暴ぼう自じ棄きともとれる行こう為いを繰くり返かえした。

　拓海の死後、久々に対面した時の白しろ金がねの顔を空也は今でもよく覚えている。普段、何があっても顔色を変えたことがない男が自分を見て驚きよう愕がくする様さまに、空こう也やは初めて自分がかつての自分とは異ことなる姿になっていたことに気付いた。相手を見つけ、拓海と同じ苦しみを味わわせてやる。ただそれだけを考え、自みずからの身を危険にさらして突つっ走っている今の自分は最早もはや、兄弟二人でふざけあい、笑っていた『空也』ではないのだと。

　しかし、今の空也はそんな自分を振り返り、それを自らが犯おかした過か去ことして受け入れている。それは、情報を提供するという体で空也の無む謀ぼうに付き合い、そして現実を知らしめてくれた白金のお陰であるところが大きい。そして、青あおはそんな空也の生き方に罪つみはない、間ま違ちがってはいないと示してくれた。だからこそ、今ここで諦あきらめるわけにはいかないのだ。

　空也の足が止まる。そして振り返った。

「違うで、じいさん。あん時とは違うんや。いくら俺おれが暴れても復ふく讐しゆうしても、死んでしもた拓海は二度と生きかえらへんかった。けど、青は生きとる。突っ走ったらまだ手が届くかもしれへんのや！　それで走らんとか、それこそただの阿あ呆ほやんけ！」

　例え、それが青の望みから反していても、単なる自じ己こ満足に過ぎなくとも。

「俺は青を捜さがし出す。そんで、一発殴なぐる。ＦＢＩ？　んなもん知るか。俺は、個人的な理由で勝手にあいつを捜すだけや」

　過去の自分の姿は、そのまま今の青の姿だ。

　空也は厳きびしい表情を崩くずさない白金を真正面から見み据すえる。そして言った。

「なぁじぃさん。あんたが昔むかし、そうしたようにな」

　二人の視し線せんがぶつかり合う。どちらも譲ゆずらず、緊きん迫ぱくした空気が会議室に張はり詰つめる。

　心しん臓ぞうの音さえ聞こえそうな静せい寂じやくの中、先に折おれたのは白金だった。

「全まつたく……お前ぇに関わるとろくな儲もうけにならねぇ」

　深いため息いきをついた白金が空也に背を向ける。

「こりゃ、森もり伊い蔵ぞうに百年の孤こ独どくも上うわ乗のせしねぇといけねぇな」

　白金が呟つぶやいたそれは結構な値ねの張る有名なプレミア焼しよう酎ちゆうの名だ。それを聞いた柿かき本もとがにやりと人の悪い笑みを浮かべて便びん乗じようする。

「なら、俺はダバダ火振りをリクエストしようか。あの味は癖くせになるんでねぇ」

　そして柿本は怪け訝げんな表情の空也に問とうた。

「空也、俺たちの仕事の回し方は知ってるか？」

「回し方って……」

「俺おれたちは報ほう奨しゆうさえもらえりゃ、その依頼どおりの情報を提供する。そして、その裏うらでは今後の稼かせぎのための材料をたっぷりと刈かり取らせてもらってんだ。つまり客が知らねぇだけで、実は二段構えの収益構造になってんだよ」

「あぁ、そういえば前回の仕事は、お金の方はイマイチでしたが、裏の身入りはそこそこでしたね」

　柿かき本もとに続いて、橘たちばなが眼鏡めがねを押し上げながらさり気なく付つけ足たす。二人の言こと葉ばからその真しん意いを汲くみ取った空こう也やは勢いよく白しろ金がねを振り返った。

　つまり、『シアン』という人物についての詳しよう細さい情報を渡したわけではなく、且かつ白しら峰みねカンパニーが依い頼らい人にんだったというなら、裏を返せば白峰の情報もまた、既すでに白金の手しゆ中ちゆうにあるのだ。

「俺達が奴やつ等らから要求された情報は、シアンという少女の所しよ在ざいだけだ。おめぇのような番ばん犬けんが近くにいたことも、電でん極きよくの現物が彼女の中に残っていることも、奴等は知らねぇ。現物はエディ・フーバーもろとも焼けちまったことになってるからな。だから、奴等が現状欲ほつしているのはあくまでも知識だ。その源みなもとになる存そん在ざいをそう易やす々やすとどうにかしちまうことはねぇだろうよ。だから、三十分待まて。白峰のラボの中で公表されていないものを選別してやる。どうせ宛あてもないんだろう。闇やみ雲くもに走るより確立は高くなる」

「じぃさん、おおきに！」

「てめぇに付けられる首輪なんて最初からこの世にはねぇんだったな」

　ため息いきをつくと橘に手先で指示を出す。軽く頭を下げてから会議室から出て行った橘は時間通りに三十分で手て筈はずを整えた。

　──頼むから、無ぶ事じでいてくれ。

　ヘルメットを被かぶりながら、空也は生まれて初めて神というものに祈いのった。




　　　　　　　◆




　ポタポタと蛇じや口ぐちから水すい滴てきの落ちる音が薄うす暗い室内に響ひびく。日光が全まつたく入らないこの部へ屋やでは時間の感覚がなくなる。一体どれくらいの時が経たったのか。何日も経っているようにも思うが、ほんの数時間のような気もする。

　──まだ『見える』。

　青あおは閉じていた瞳ひとみをゆっくりと開いて室内を見渡した。皮ひ肉にくにもそれが今の状じよう況きようの悪さを明確にし、そしていつ訪れるか分からない闇やみへの恐怖を募つのらせていた。

　簡かん易いなパイプベッドと小さな洗面台があるだけの簡素な部屋。洗面台のパイプに巻きつく鎖くさりは青の両腕に嵌はまる手て錠じようへと繫つながっている。青はベッドに凭もたれかかるようにして床ゆかに座すわっていた。

　──闇が恐くないなどと、どの口が言った。

　かつての自分をあざ笑うと、切れた口くち元もとがピリと痛いたみ僅わずかに顔を顰しかめる。

　白しら峰みねカンパニーの背はい後ごに、エディを殺害した組織があると確信した青あおは、洋よう子この父であり、白峰カンパニーの代表取り締しまりである白峰優ゆう生せいとの接せつ触しよくを図はかった。白峰は、『神の眼め』の首しゆ謀ぼう者しやではない。あくまでも組織に隠かくれ蓑みのとして使われているだけの傀かい儡らいだ。だが、青が今まで視力を持ち続けていられたのは、彼自身がまだ完全に組織に吸収されていない証しよう拠こだ。青は、その可か能のう性せいに賭かけた。

　匿とく名めいで送った封ふう書しよにエディの一いつ件けんをほのめかす内容を記しるし、白峰を誘さそい出す。難むずかしいかと思われたコンタクトだったが、あっけないほどスムーズにことは運んだ。

　しかし、その場に現れたのは白峰本人ではなかった。

　──まさか、白峰を餌えさにこちらがおびき寄せられていたとはな。

　自分の迂う闊かつさに舌した打うちしたくなる。これではあの馬ば鹿かのことを笑えない。

　犯はん人にんが供きよう述じゆつしたという銃じゆうにせよ、灰はい田だが残したゴーグルにせよ、その情報があまりにもぞんざいに扱われていることに疑いを持つべきだったのだ。相手は、青よりも一枚上うわ手てだった。彼女は、青が日に本ほんを訪れていることを既すでに突つき止めていたのだろう。その上で、本物の『シアン』であれば反応するだろう情報をあえて隠いん匿とくすることなく表に出した。そして、自分はまんまとその餌に食いついてしまった。

　──あの馬鹿は怒っているだろうな。

　そう思ってしまってから、青は忌いま々いましく口元を歪ゆがめた。

　身辺整理は既すでに済ませてある。たとえこのまま消されたとしても、誰だれにも不ふ審しんがられず、迷めい惑わくもかからないように。そうやって全すべてを覚かく悟ごしたはずだっただろう、と青は自分の中に残っている女め々めしさを自覚し自じ己こ嫌けん悪おした。女らしさなど『シアン』の名前と共にとうの昔むかしに棄すててきたはずだったのに。

　朦もう朧ろうとした意識の中で一人の男の姿が時とき折おり思考の片かた隅すみをよぎった。何も告つげず、青は彼の前から姿を消した。帰国したという情報を信じてくれていればいい、と青は切せつに願う。本当のことを話せば、あのお人ひと好よしは自みずからも手伝おうとするだろう。しかし、それだけは避さけたかった。青がしようとしていることは、ＦＢＩの仕事ではなく、ましてや正義のためでもなんでもない。個人的な怨えん恨こんと、遺ゆい言ごんの実行、ただそれだけだ。そんなもののためにあの男を危険にさらしたくはなかった。

　コツコツと規則的な足音が近づく。扉とびらの前で止まったそれは、金属の擦こすれ合う音と開かい錠じよう音おんへと変わる。人を犬いぬのように鎖くさりで繫つないだ上に、どうやら扉にも厳重な施せ錠じようがなされてあるようだ。

　扉が内側に開き、廊ろう下かの光が室内へと差し込む。入ってきたのは女を含む三人の人物。真まん中の女を挟はさむように立つ体格の良い男たちから女が一歩前へでた。

「気分はどう？　シアン」

　ウェーブがかったブロンドを結ゆい上げた女が、紅べにを引いた口でにこやかに笑えみながらかつて青あおが捨てた名を呼ぶ。若い頃ころはさぞ美しかったのだろうと想像がつくその女はモデルのような姿勢で立ち、青を見下ろす。
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「あぁ最高だよ。ここの宿しゆく泊はく料りようはいくらだ？　ブラウン女じよ史し？」

　精せい一いつ杯ぱいの皮ひ肉にくを返すが、久々に聞いた己おのれの声は自分でもわかるほどに覇は気きがない。否いや応おうなしに脳のう内ないに流れ込んでくる彼女の『罪つみ』がその残ざん忍にんさをありありと見せ付け、吐はき気けがした。

　キャシー・ブラウン。かつて、エディと同じチームに所属していた研究者の一人であり、そして、現げん在ざいの『神の眼め』プロジェクトの中心的人物だ。

「宿泊料は、あなたの協力でいいわ。日に本ほん人じんは『ただより高いものはない』って言うんでしょ？　だからしっかり払はらってもらうわね」

「僕ぼくは本来、払うより稼かせぐ方が好すきなんだけど」

「本当に、かわいくない子」

　妖よう艶えんに笑む灰はい色いろの瞳ひとみが鷹たかのように光る。

「でも、本当に見事な変わりようね、シアン。どうりで見つからないはずだわ。だって、まさか性別まで偽いつわっているとは思わないもの。単純だけど有ゆう効こうな方法ね。人の意い表ひようをつく考え方。本当にあなたはエディそっくりだわ」

「どうせなら、そのまま気付かないでいてほしかったよ。どうせ僕なんかを捕とらえたところで、大した役には立ちやしないだろう」

「まだ自分の立場が分かっていないようね。役に立つかどうかを決めるのはあなたじゃなくて私。あなたの答え次し第だいでは、あなたの大切な生徒さんも危ないのよ？」

　それが、白しら峰みね洋よう子このことだとは察しがついた。しかし、白峰優ゆう生せいがいるかぎり、そう易やす々やすと彼女に手は出せないだろうと踏ふむ。ブラウンと白峰の組織における立ち位置はおそらく互ご角かく。いや、ＳＲＳの販はん売ばいを目もく前ぜんに控ひかえている今の情勢から考えると、白峰の方が若じやつ干かん上か。

「それは買いかぶられたもんだな。僕ぼくは情報を得るために彼女を利用していただけだ。その後で彼女がどうなろうと僕には関係がない」

「ふーん、どこまで本当なのかしら。こういう場面でも、『神の眼め』は役立つんでしょうにね」

　睨にらみ付ける青あおの目の前でわざと挑ちよう発はつするように口くち元もとを上げてみせる。

「エディ・フーバーの『思考』はあなたに引き継つがれている。優ゆう秀しゆうなあなたですもの。既すでに私達の目的は分かっているはず。ねぇ、あたなだってもう一度エディに会いたいでしょう？」

　ブラウンの言う意味は青にとっても魅み力りよく的てきであることは否ひ定ていできない。彼女に手を貸せば、長年求め続けていたエディに会えるかもしれない。

　──でも、それはエディの望みではない。

　僅わずかに揺れそうになる意志を、自みずからの言こと葉ばで否ひ定ていする。自分がやるべきことは、ただ一つだけだ。

　彼女は幸さいわいにも青がチップの現物を持っているとは思っていないようだ。やはり白峰は最後の切り札ふだを今だ持ち続けていた。それならば、まだ勝しよう機きは皆かい無むではない。

「何度も言っているように、僕はエディの形かた見みを返して欲しいだけだ。そうすれば、あんたたちの欲しいものはくれてやる。安い交換じゃないか。何を躊躇ためらう必要がある？」

「だから、もうそれは分解されて現物は残っていないって言ったわよね？」

　ブラウンにとっても、それを躊躇う要素はない。彼女にとって、『意志を持った銃じゆう』など、子どものおもちゃ程てい度どの認識しかないだろう。しかし、青あおの要求を飲めないなんらかの理由が彼女の言葉の端はし々はしに苛いら立だちを見せている。おそらく、真実を知る者からの抑よく止し力りよくが働いているのだろう。そして、それは白峰自じ身しんである可か能のう性せいが高い。

「だったら、僕も『思考』を止めるだけだ。殺したければそのご自じ慢まんの銃で撃うてばいい。百パーセントの確立で僕を貫つらぬくことは補ほ償しよう済ずみだ。ただし、僕の命とともにお前たちの欲するものも永えい遠えんにこの世から消えるがな」

　無理やりにでも浮かべた笑みが、引きつって良いように嫌いや味みさを出したらしい。女はかっと目を見開くと青の頰ほおへ一いち撃げきを与える。勢いあまって青は横へと倒れたが、おかげでそれ以上の追つい撃げきはこなかった。

「今に、あなたの方から協力したくてたまらなくなるわよ」

　言うと、白はく衣いを翻ひるがえし高らかにヒールを鳴らして部へ屋やを出て行く。再ふたたび鍵かぎが掛かる音を聞きながら、青あおは床ゆかに頰ほおをつけたままぼんやりと扉とびらを見つめた。

　──いつまで持つだろうか。

　ブラウンの言ったように、かなり精神的に追い込まれてきている。これ以上の長期戦になった場合、間ま違ちがいなく負けるのは青だ。しかし、なんとか『銃じゆう』を手にすることができれば……。

　──諦あきらめるな。エディの願いを叶かなえられるのは僕ぼくしかいないのだから……。

　自分に言い聞かせるように呟つぶやくと、青はそのまま眠るようにして意識を失った。
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　空こう也やは雪の降り始めた高速道路をフルスロットルで飛ばしていた。折おりしも年末の帰き省せいラッシュのピークだが、二輪にとって渋じゆう滞たいはさほど障しよう害がいにはならない。三車線を器用に行き来し、順調に前方へと詰つめていく。

　白しら峰みねのラボは東とう京きよう近きん郊こうの他県に分散しているという。

「橘たちばなさん、高速降りたで」

　ヘルメットに取り付けた無線で橘に呼びかける。関かん越えつ自動車道を下り、新にい潟がたに入る前に一般道へ降りる。大まかに指示された場所からは、東京では見られない歪いびつな形の山があたりを取り囲み、ホームセンターや飲食店など大型店てん舗ぽが並ぶ広い国道と、その背はい後ごには未いまだ田園が残るという、どこか違い和わ感かんのある地方の風景が広がっていた。空也の呼びかけにザザっというノイズの後、橘の声が耳に入る。

「引き続き情報を集めてはいるのですが、現状一本に絞しぼることができませんでした。可か能のう性せいがあるのは三ヶ所。一つ目はここから国道を西へ行ったところにある、大和やまと工業として登とう録ろくされている会社です。登とう録ろくでは主おもに車の部品製造業となってますが、どこの企き業ぎようとも採さい算さんが取れるほどの取引を行っていません。もう一つは、隣りん県けんとの県けん境ざかいにある財ざい団だん法ほう人じん赤あか瀬せ工業技術研究所。ここは民間の研究機関となってはいますが、設立当初に白しら峰みねカンパニーが出資しています。そして最後が目もく前ぜんの山を越こえた先にある私し立りつ蘭らん花か医科大学の第二研究施設です。この大学は白峰優ゆう生せいが留学前に在ざい籍せきしていた学校で、現在でも研究費用として多た額がくの寄き付ふを行っています」

　その三つは全まつたく異ことなる三方向に散っており、それらを順にまわっている時間はない。洋よう子こが青あおを見たのが先週金曜日の夜で、今は火曜日。つまり奴やつ等らに捕つかまってから既すでに三日以上が経過している。取り調べであっても自じ白はくを強きよう要ようし続ければ一般人ならもって四日で自白してしまうという。たとえそれが冤えん罪ざいであっても。

　それを考えると、青の精神力がいくら人並み外はずれて強いとはいえ、きっと限界は近い。奴等の狙ねらいがもしチップであれば、脅きよう迫はくに耐たえかねて青がその在処ありかを口にしてしまうかもしれない。そうなれば奴等はチップを奪うばうために青を──。

「さすがに全部回るわけには行かへんな」

　不吉な予感を打ち消すように、空こう也やは口に出して言った。

「可能性が一番高いのは、赤瀬です。ここは、少し前に例の『登録認証機関』を申しん請せいをしています」

　正まさに、白峰の息いきがかかった研究所だというわけだ。

「了りよう解かい。そっちに向かって進むわ」

「ええ、念のためこちらももう少し情報を集めてみます」

　とはいうものの、このあたりの土と地ち勘かんがなく、ましてやカーナビもない二輪では手て探さぐり状じよう態たいで進むしかない。

「コンビニかどっかで、地図買った方がええかもな」

　思い当たり、コンビニを探さがす。程ほどなくして見つかった耳慣れない名前のコンビニで地図を購こう入にゆうがてら、ツーリング中を装よそおいそれとなくこの辺りについての情報を聞く。老年の店員は気さくに話に応じたが、役立ちそうな情報は得られなかった。さすがにここではまだどのラボからも距きよ離りがありすぎる。

　空也が礼を言って立ち去さろうとしたとき、思い出したように店員が空也を呼び止める。

「そうそう、もし山を越こえるなら、熊くまと狼おおかみに気を付けなよ」

「狼、ですか？」

　熊は分かる。しかし、その後に続いた単たん語ごに空也は耳を疑った。空也の表情を純じゆん粋すいな驚おどろきだと読み取ったのだろう、老年の店員は笑えみを含んで続ける。

「数日前だったかな、学校帰りの子どもが何人も狼が出たってここへ駆かけ込んできてね。真まっ黒で大きな狼を見たんだと言うから念のため見回ったんだが見つからなかったんだよ。まぁ野の良ら犬いぬだろうけどね。最近は野良犬ってのもめっきり見かけなくなっちまったから、子どもらには大きな犬いぬが紐ひもも付けずに歩いていたら狼おおかみに見えたんだろうさ」

「それ、どこらへんですか!?」

　冗じよう談だんのつもりで言ったことに思いがけず反応されて、店員は驚おどろきつつもその場所を購こう入にゆうしたばかりの地図上に示した。それは、橘たちばながあげた候こう補ほのうちの一つ、医科大の研究施設がある方角だった。

「おおきにでした！」

　言うと店を飛び出し、キック一発でエンジンをふかしつつ無線を繫つなぐ。

「橘さん！　分かった！　医科大や！　そこに向かう！」

「どうしてそう言える？　こちらの情報じゃ、その線は一番薄うすいぞ」

　割り込むようにして答えたのは白しろ金がねだ。

「狼が出たって噂うわさになっとった。黒いデカイ狼犬けん、エディって青あおの相あい棒ぼうやねん！」

「お前、そんな不確かな噂を……」

　後ろから呆あきれたような柿かき本もとの呟つぶやきが漏もれ聞こえる。しかし、空也にはもはや疑いはなかった。青を守ろうとする面において、彼以上に強い意志を持つものはいない。青のことだ、きっとエディのためを思って彼を安全な場所に置いていったのだろう。しかし、そんなもの当人にとっては親切でもなんでもない。そのエディの気持ちは今の空こう也やにとって痛いほどよく分かる。

「狼犬……かなりの大おお型がた犬けんですね。それを預けるとしたら都と心しんから離はなれたエリア……あぁ、この辺りでは埼さい玉たま県けんの大型犬専門のブリーダーが唯ゆい一いつ狼犬を取り扱ってますね。そこから今紅くれ野の君くんがいる場所までは一般道で約80キロ」

　空也の言こと葉ばを受け、橘が即そく座ざに情報を得る。

「けど、80キロっていやぁ車でも数時間かかる距きよ離りだろう。そんなところまで犬が……？」

「確かに犬では無理かもしれませんが、狼は知能が高く、また獲え物ものを追う際には時速40キロで夜通し走ることもできるといわれています。車の後を追うことも不ふ可か能のうではない」

　先ほど空也が通ってきたように、今の季き節せつでは下りの自動車道は渋じゆう滞たいが激しい。青を攫さらった奴やつ等らが一般道を利用しており、施設を逃げ出したエディがそれを辿たどったとすれば。

「とは言え、信しん憑ぴよう性せいはかなり低いことは間ま違ちがいありません。紅野君、医大への道はその次の交差点が分ぶん岐き点てんです。山道に入るので途と中ちゆうに他双方への抜け道はありません。引き返せませんよ」

　念を押すように橘が言う。空也の選せん択たくには、既すでに迷いはなかった。

「かまへん。俺おれはあいつを、エディを信じる」

「……分かりました。こちらも医科大一本に絞しぼって再さい度ど情報を集めます」

　無線を切った空也はさらにスピードを上げる。山さん頂ちように近づくにつれ気温は下がり、水気を含んだボタン雪がシールドを濡ぬらし視し界かいを塞ふさぐ。

　山の斜しや面めんを這はうように続く国道を二時間ほど進み山脈を越こえると、ようやく民家らしき集落が疎まばらに立ち並ぶエリアに出た。そのまま次し第だいに件けん数すうが増えていく住宅地を進むと、左手の小高い丘おかの山さん頂ちように赤茶色の建物が見えた。左さ折せつし、細い一般道へと入る。一いつ軒けん家やが並ぶ住宅地からその建物までは見た目以上に急な上りになっており、サイドはクヌギなどの落らく葉よう樹じゆが立ち並ぶ雑ぞう木き林ばやしとなっていた。空こう也やはギアを切り替えながら中ほどまでバイクでのぼり、ハイキングコースが作られている公園入り口付ふ近きんでバイクを停めた。彼がいるとしたら、この辺りだ。

「エディー!!」

　日が傾かたむきつつあるクヌギ林に向かって空也は叫さけぶ。青あおの跡あとを追ってきたとすれば、あの賢かしこい犬は住宅地を避さけてこの辺りに潜ひそんでいる可か能のう性せいが高い。

「エディ！　どこや!?　居おったら出て来い！」

「ウォウ！」

　遠くで低い鳴き声が聞こえた。同時に、落ち葉を撒まき散らすようにして黒い巨きよ大だいな犬が猛もう然ぜんと駆かけてくる。

「エディ！」

　犬への恐怖を忘れて、空也は白い息いきを吐はくエディの首を抱きしめた。エディもまた千ち切ぎれんばかりに尾おを振り、耳みみ元もとでピスピスと鼻を鳴らす。

「こんな細うなって……お前、ずっと青を追っかけてきたんか？」

　エディの首輪には引きちぎったらしいリードがぶら下がっていた。やはり、青は危険が及ばないようにエディをどこか安全な場所へ預けてきていたに違ちがいない。それでもこの忠ちゆう犬けんはどうやったのかそこを抜け出し、ここまで主人を追ってきたのだろう。エディの爪つめには薄うつっすらと血が滲にじんでいた。

　空也は公園内の水道を捻ひねり、荒い息をするエディに飲ませる。きっとろくな飯めしも食えておらず腹はらもすいているだろうが、残念ながら今やれるような持ち合わせが何もない。エディは嚙かみ付くように流れ出る水を飲み、満足すると急かすように空也へと一声吼ほえた。どうやら既すでに青の所しよ在ざいをつかんでいるらしい。本当に優ゆう秀しゆうなボディーガードだ。

「分かっとる。お前のご主人を迎えに行こ」

　再ふたたびエンジンを掛けると、先を切って走り出すエディの後を追うようにして坂道を登る。身体を流れる血の半分以上が狼おおかみのそれであるエディの脚きやく力りよくは、大型バイクと並ぶほどだ。

「紅くれ野の君くん、聞こえますか？」

　数時間ぶりに橘たちばなの声が耳に入った。

「はいはい。こっちは例の狼と合流。彼の誘ゆう導どうに従したがっとります」

「やはり正解でしたね。今、新たな情報を仕入れました。赤あか瀬せの研究施設に数ヶ月前からアメリカの学者達が日にち米べい合同研究と称しようして集まっているようですが、その中の一人で、ＦＢＩが目をつけている人物が数週間前に突とつ如じよ蘭らん花かの研究所へと向かったらしいんです。名前はキャシー・ブラウン。エディ・フーバーと同じくプロジェクトが立ち上がった当初からの研究員の一人です」

「そいつが現げん在ざいは『神の眼め』プロジェクトの要よう人じんってことやな」

「表おもて向むきは白しら峰みねカンパニーの米べい国こく研究員となっていますが……おそらく表向きの研究には手を出さず、裏うら側がわ専門の研究者でしょうね。そしてもう一人、プロジェクトメンバーではありませんが、当時留学生だった日本人男性がエディ・フーバーの知識に傾けい倒とうし、懇こん意いにしていたようです」

「それが、白峰優ゆう生せいってわけやな」

　心しん酔すいし、傾けい倒とうした相手を白峰は裏うら切ぎったのだろうか。

「過か去こに何があったか知らんが、青あおがそこに居いることは間ま違ちがいないやろな」

「ＦＢＩにもこちらの情報を渡しておきましたから、日本にいる捜そう査さ員いんが早々に動き出すようです。数時間の内にそこも包ほう囲いされるでしょうから、巻き込まれたくなければ早々に決着をつけてくださいね」

　橘たちばなはさらりと言うが、ＦＢＩと簡単に連絡がつくとは金こん竜りゆう組ぐみは一体どこまで触しよく手しゆを伸ばしているのかと空こう也やは今いま更さらながら薄うすら寒い思いを感じる。

「もはやどっちが警察かわからんな……」

「安心してください。私たちは、決して正義のために動いているんじゃないですから」

　怪あやしい笑いを含ふくんだ声で橘が言った。続けて回線を奪うばうようにして柿かき本もとの声が入る。

「情報ってのはな、売るために存そん在ざいすんだよ。お前からふんだくれない以上、取れるとこからしっかりいただかなきゃな」

　どこかで聞いたような台詞せりふに、どいつもこいつもと肩を落とす。最終的にはエディの本能が決め手となったが、しかし彼らの情報網もうなしでは短時間でここまで絞しぼり込むことはできなかった。それには感かん謝しやするしかない。

「申もうし訳わけないですが、私たちが提供できるのはここまでです。これ以上はさすがにこちらにも影えい響きようが出かねないので」

「十じゆう分ぶんや。ほんま、おおきに」

「次こそ、手て土産みやげ忘れんじゃねぇぞ」

　白しろ金がねの言葉を最後に通信が一方的に途と切ぎれる。周しゆう波は数すうを合わせても反応しないことから、盗とう聴ちようの危険性を考えて回線そのものが使い捨てなのだろう。

「エディ、行くで」

　丁ちよう度ど施設の裏うら側がわにあたる傾けい斜しゃから薄うすく西日の当たる建物を見下ろし、空也とエディは侵しん入にゆう経けい路ろを探すべく、落ち葉の積もる傾斜を下っていった。

　いつの間にか、雪はやんでいた。




　　　　　　　◆




　あれから、またしばらく時が経たったらしい。

「起きろ」

　両側から乱暴に腕うでを捕つかまれ立たされるが、足にうまく力が入らない。既すでに意識も途と切ぎれがちになっていた。

　抵抗する力もなく、連れられるままに部へ屋やを出て別室へ運ばれる。白い壁かべが四方を囲む無機質な部屋には僅わずかな機材と部屋と同色のパソコン、そしてそこだけ異い空くう間かんのように最新の電化製品が一式揃そろって置かれていた。

　パソコンに向かっていたキャシー・ブラウンが椅い子すごとこちらを向いて楽しげに笑う。

「あらシアン、ステキな顔つきになってきたわね。あなたが男なら惚ほれちゃいそうだわ」

「……何をするつもりだ？」

　皮ひ肉にくに言い返す気力もなく、青あおは力なく呟つぶやく。ブラウンは青の問といなど聞こえなかったようにリズミカルにキーボードを叩たたく。画面に映し出されているのはおそらくＳＲＳに使用されているプログラミング言語だ。

「『神の眼め』には大きな欠点があるのよね。何かわかる？　それはね、情報を発信するものの額ひたい部分に装置を密着させておく必要があるってこと。つまり、思想を読みたい相手になんとかして思考の受信機である『神の眼』を付けていてもらわなきゃだめなの。でもそんな機械、付けてくださいって言って付けてくれるものじゃないでしょ？」

　青の答えなど端はなから聞くつもりはないようで、一方的にブラウンは話し続ける。

「だから、ＳＲＳなんて下らないシステム開発に乗じようじて世間でのゴーグル装着を定着化させようってのが上の考えなのよ。まぁ、『神の眼』もＳＲＳも脳のう波はを受信して利用するという点は同じだし、私だってこのシステムの利り便べん性せいを否ひ定ていはしないわ」

　ＳＲＳゴーグルを装着したブラウンがテレビに向かってウインクしてみせる。すると彼女の命令を受け、最新のテレビがコミカルなアニメを映し出す。ブラウンの指示に従って次々とチャンネルを変えてみせたテレビは、突とつ如じよパチンと電源を切る。

「でも、その方法では、簡単なコマンドを与える程てい度どの脳波は受信できても、細かな人間の思想を読み取るほどの精度は持っていない」

　ゴーグルを外はずして乱みだれた髪かみを手て櫛ぐしで整えながらブラウンは笑え顔がおを向ける。

「邪じや魔まなのは、脳を守るための外がい壁へき。それが妨さまたげになって、本来流れていたはずの思考の電気刺激を大おお幅はばに減らした状態でしか『神の眼』は受信できない。それじゃあ本当の意味での思考の読み取りはできないわ」

　子どものように、くるくるとチェアを回しながら、ブラウンは滔とう々とうと語り続ける。

「どうすればいいか？　実は簡単。外がい壁へきが邪じや魔まなら、その内部に入り込んでしまえばいいのよ。人はコンタクトレンズだって抵抗なく受け入れたわ。人間ってつくづく便利なものに弱い生き物よね。だから、便利な埋うめ込み型のＳＲＳだって簡単に普ふ及きゆうするでしょ。そうなれば、生の思考情報がいつでも手に入れられる世界が出で来き上あがるって訳わけ。それこそが、究きゆう極きよくの『神の眼め』だとは思わない？」

　エディの作った電でん極きよくがあれば、ブラウンのいう理想が現実のものとなる。

「……だったら、自分で開発すればいい」

「それが出来ないから、こうしてあなたに頼んでいるんじゃない」

　当たり前のことだろうと言わんばかりに首を傾かしげる。

「エディ・フーバーは天才だったわ。誰だれにも彼のような発想力はない。研究に携たずさわっていた私ですら、どうしても彼が作り上げた究極の電極チツプを作り出す方法がわからないの。形状は？　材質は？　どうやって生態防護反応を抑えているの？　なぁんにも、分からないのよ。でも、私は『できる』と分かっていながらそれを実証できないことが何よりも嫌きらいなのよね。だから、あなたがその『思想』を開示してくれるなら、私はそれを作り上げることができる！　ねぇ、だから一いつ緒しよにエディの素晴らしさを世に伝えましょうよ」

　目を輝かがやかすブラウンに、青あおは胡乱うろんな視し線せんを向ける。表おもてには出ない人間の本ほん性しようというものが、どれほど恐ろしく、穢けがれているかを彼女は知っているのだろうか。

　もはや風景の一部のようになり、何の感情も持たなくなりつつある目の前の罪つみの数々を発信源であるブラウン自身に見せ付けてやりたいと忌いま々いましく青は思う。

「お前は、自分の欲求を満たすために世の中の理ことわりを曲げても構わないというのか？」

「あら、案外頭固いのね。科学の進歩なんて、世の中の理を曲げまくった上に確立してきたようなものじゃない」

　ブラウンの言こと葉ばは自分の正当性に一いつ切さいの疑いを持っていない。むしろ、それを受け入れない青に対して疑問すら抱いだいているようだ。

　──やはり、話が通じる相手じゃない。

　エディは、自みずからの大発見を世に出すことなく抹まつ消しようした。それは、その存そん在ざいが世の中に出ることが危険だとわかっていたからだ。一いつ時ときの名声に流されることなく、彼は正しい道を選んだ。少なくとも青はそう考えている。だから、それを受け継ついだ自分は何よりもエディの意志を尊そん重ちようしなくてはいけない。

　エディが自らの眼に宿った能力をすぐに消さなかったのにも、理由があるのだ。エディにはもう一つどうしてもやり遂とげなくてはいけない目的があった。それを達成するまで、エディは能力を消すことができなかった。ただ、それを実行にうつす前にエディは殺されてしまった。ならば、代わりに自分が遂行する。そのために、自分は今まで生きてきたのだから。

「……わかった。あなたの言うとおり、エディの発見を世に伝えよう」

　青あおの答えに、ブラウンは文字通り声を上げて喜よろこびを表す。

「本当は、僕ぼく一人でそれをやり遂とげるつもりだったんだ。でも、あなたはエディの功こう績せきを取り上げるつもりはないらしい。ならば一人よりも二人で行ったほうがいい」

「そうよ。私が欲しいのは、一部の人にしかわからない功績なんて小さいものじゃないの。自分の作ったものが全すべての社会に与える影えい響きようの大きさを楽しみたいだけ」

　──狂くるっている。

　そのためだけに、十年以上も自分を捜さがし続けていたというのか。薄うすら寒い思いでブラウンの言こと葉ばを聞きながらも、青は平静を装よそおって核かく心しんに入る。

「あなた達が欲しているのは、かつて研究チームにいた時にエディが試験的にシステム内へと残した自みずからの『思考』だろう？」

「やっぱり、知っていたのね」

　満足そうに口くち元もとを吊つり上げるブラウンに、青は抑よく揚ようを抑おさえた声で続ける。ここからは、タイミングが勝負となる。

「『神の眼め』を完成させるためには、解決すべきもう一つの障しよう害がいがあった。それは、各人によって異ことなる情報処理方法だ。それら全てを解読し、プログラミングすることは不可能だ。だからこそ、機械が人の思考を反映させることはできないとされていた」

「でも、その方法があったのよね」

　ブラウンが嬉うれしげに笑えむ。

「情報処理方法を分ぶん析せきする必要なんてない、システム上でデータを読み取るその時だけ、情報処理方法そのものをコピーしちゃえばいいんだってね」

　一からコンピューターに解読指示を出すのではなく、ただ脳のう内ないで行われている電気活動をそのまま写し取ってしまう。そうして一度内容を読み取ってしまえば、後は通常のパソコンでも読み取れるコードに変換してしまえばいいのだ。

「エディは、その方法を思いついたときに自らの思考を用いて実験を行っていたわ。数週間に一度、埋うめ込み形の電でん極きよくを自らの頭に入れ込んでは、それをシステムに落とし込む。どれほど詳しよう細さいな内容まで読み取れるかを確かめるため複雑な思考も落とし込み、その内容に相そう違いがないかを確かめていた。そして、次し第だいにその方法は彼のノート代わりになっていったの」

　複雑な思考とは、すなわち彼の思い描えがくシステム構築の内容であったり、開発のヒントであったりしたのだという。

「けど、エディはそれを一般的なコードへ変換することはなかった。自分がいる限り、その都つ度ど自らの情報処理方法を反映させて解読していた」

　それは最もつとも効こう果か的てきな本人認証パスワードとなる。パスワード自体がシステム上では反映できない当人の『思考回路』なのだから。

「そこまで知っているのなら、話は早いわね」

　エディの重要な思考データは、まだシステム内に残っている。しかしその唯ゆい一いつの開示パスワードであるエディがこの世から消えてしまった。

「だから、エディと最もつとも近しい思考を持つあなたに読み取って欲しいのよ」

　肘ひじ置きに体重を預けるようにして、ブラウンが青あおの眼めを覗のぞき込んで言った。

「あなたとエディの考え方はまるで同じ。だってあなたはずっとエディだけに学んできたのでしょう？　その上、その年ねん齢れいにはそぐわないほどの豊富な知識を持っている。あなたなら、エディの残した遺い産さんを余あますことなく受け取れる資格があるわ」

　──まだだ、もう少し引っ張れ。

「資格、とはいい表現だな。確かに僕ぼくの思考回路はエディとかなり近しいだろう。でも、あなたは一つ見落としている」

　予想通り、ブラウンの顔が僅わずかに歪ゆがんだ。少しずつ、本人にすら気付かない程てい度どに彼女のプライドを崩くずし焦じれさす必要がある。彼女に冷静に考えられてしまうと、咄とつ嗟さに思いついた薄うすい内容では簡単に噓うそであることが見み破やぶられてしまう。青は乾かわく唇くちびるを舐なめて逸はやる気持ちを抑えた。

「コンピューターでもそうだが、ソフトってものは意外に繊せん細さいなものだ。同じソフトでも新しいバージョンが出たら古いものでは使えないだろう？　エディもそれを懸け念ねんしたんだ」

「エディは初めから他の人には読み取らせる気なんてなかったのよ。エディが自分自身で読み取る以外に、何があるっていうのよ」

　馬ば鹿かにしたように鼻で笑いながらブラウンが言う。

「同一人物だって考え方は変化するさ。老おいによってな」

　青の放った一言に、頰ほお杖づえをついていたブラウンがはっと身を起こす。

「エディは思考回路が変化しても古いバージョンを読み取れるように互ご換かん装置を用意していた。そして、僕は言わば、バージョンの異ことなる同種のソフトだ。つまり、エディの残した思考を解読するには、その互換装置が必要なんだよ。まさか僕が、形見のためだけに『銃じゆう』を捜さがし続けていたと思うか？」

　ブラウンは、起こした身みをさりげなく元もとの体勢に戻しながらチェックメイトを告つげた青を眉まゆ根ねを顰ひそめたまま眼まな差ざしで探さぐる。

「A gun of iron will　あれなら、私たちだって再さい三さん調べたわ。エディが遺のこした唯一の作品ですもの。でもあれは初期の『神の眼め』を流用して作られた、ただの副ふく産さん物ぶつでしかなかったわ」

　彼女にとっては新システムもプログラムも全すべては『作品』という観かん念ねん下かにあると偶ぐう然ぜんにも知ってしまい、青の嫌けん悪おは更さらに募つのる。だが、決めるなら、今だ。

　青は感情を抑えた低い声で、一ひと息いきに押しの一いつ手てを打った。

「じゃあ、その中に特殊な環境下でのみ発動するプログラムが施ほどこされていることには？」

　青の言こと葉ばに、今度こそブラウンの顔色が変わった。青は精せい々ぜい不ふ敵てきに見えるように痛む口こう角かくを上げてみせる。

「どうやら知らなかったようだな。設定を弄いじった複ふく製せい品ひんもいくつか作ったようだが、その時に銃じゆうとしての働きには不要なプログラムがあっただろう？　あぁ、それとも『神の眼め』のシステム同どう様よう、丸写ししただけで、その意味までは解読できていなかったのか？」

　どうやら図ず星ぼしだったようだ。赤みが差した目め元もとで青あおを睨にらみつけたブラウンは、デスクに向き直ると、取り付けられた内線をならした。誰だれかを呼びつけているようだ。

　しばらくして、部へ屋やをノックする音が聞こえた。ブラウンが立ち上がり、ドア越ごしになにかを受け取る。

「行くわよ。立ちなさい」

「どこへ」

「銃の保管場所よ」

　やはり、オリジナルは残っていた。そのことにまず安あん堵どしたが、それを気取られないように青はゆっくりと腰こし掛かけていた椅い子すから立ち上がる。相変わらず足あし元もとは危うかったが、その眼には強い光が戻っていた。




　連れてこられたときには中を見る余よ裕ゆうもなかったが、今改あらためて建物内を見る限り、どうやらどこかの研究施設らしい。サイドから男二人に腕うでをつかまれている青は顔を動かさずに視し線せんだけで探さぐれるだけの情報を探った。監かん禁きんされていたのは地下のようだったが、今歩いている廊ろう下かには窓まどがあり、そこからは葉の落ちた木々の枝えだが見える。山中だろうか。少なくとも東とう京きよう都と内ないではないだろう。

　再ふたたびエレベータで地下に降り、いくつかの扉とびらの前でブラウンが首から提さげたカードを翳かざして中へと進む。

「そこで止まって」

　やがて保管倉庫のような場所でブラウンが静止を命じた。扉を開くとアンモニア臭しゆうが鼻を突く。そこには標ひよう本ほんや資料などが雑ざつ多たに詰つめ込まれており、とてもじゃないが銃を保管している場所とは思えない。それほどに、彼女が銃に感心を持っていないことが窺うかがえた。

　ブラウンは雪崩なだれを起こしている本を搔かき分けて簡かん易いな金庫のダイヤルを合わせる。

「ほら、これよ」

　小型のジュラルミンケースの蓋ふたを開けて中を見せる。薄うす汚よごれた緋ひ色いろの布ぬのの中に、それは鎮ちん座ざしていた。

　──ようやく、辿たどり着いた。

　どくん、と心しん臓ぞうが波打つのが分かった。くすんだ銀色の銃じゆう身しんにクラシカルなデザイン。これが外見からは似にても似つかないほどの最新システムを搭とう載さいしているとは誰だれも思わないだろう。

　青がその銃身へと手を伸ばすと、ブラウンは子どもがおもちゃを取り上げるようにして頭上へとケースごと持ち上げた。

「あなたは触さわる必要はないわ。私がやるから、あなたは使い方だけを教えなさい」

「僕ぼくがそれを使ってあなたを撃うつとでも？」

　内面の動揺を気け取どらせないように、さり気なく青あおが言うと、ブラウンは屈くつ託たくない笑えみを伴ともなって首を振る。

「まさか。だってこれはオリジナルよ。弾たまも入ってないし、どうやったって急きゆう所しよに当てられないもの。エディがどうしてこんな不完全なものを作ったのか、ずっと不思議だったのだけど、他に意味があったのね」

　お前には一生かけても理解など出で来きないだろうな、と青は神しん妙みような表情を保ちつつ心の中でブラウンをこき下ろす。

「それにしては、随ずい分ぶんと警けい戒かいしているようだが？」

「私はね、こう見えて結構用心深いのよ」

　おもしろそうに笑うと、ブラウンはさっとケースを閉じて片手で抱かかえると再ふたたびカードを翳かざして扉とびらを開ける。それと同時に控ひかえていた男達が再び背はい後ごから青を引き上げ立たせると、乱暴に背中を押してその後を追う。協力すると言って尚なおこの扱いだ。全すべての知識を引き出した後に無事に返されると楽らつ観かんできるほど青はポジティブではない。そして此処ここへ来る時点で覚かく悟ごは決めてきたつもりだった。しかし、いざそうなってみると人の覚悟など淡あわいものだと実感する。

　考えと同時に、ふと足が止まった。

　──エディには、すまないことをした。

　大おお型がた犬けん専門のブリーダーに託たくしたとは言え、結果的には捨てたと変わらない愛あい犬けんエディのことが頭をよぎる。自分が認めた者以外には尻尾しつぽすら振らないような犬だ。果はたして今後他の犬達と上手うまく暮くらしていけるだろうか。エディの幸せを考えるならせめてあの馬ば鹿かに押し付けるべきだったかと思い、その考えに思わず小さな笑みがこぼれた。空こう也やが帰き宅たくすると玄げん関かん先さきに『かわいがってください』と書かれたメッセージを銜くわえたエディが待まっているのだ。色んな意味で悲鳴が上がることは間ま違ちがいないだろう。

「何笑ってるのよ？」

「笑っていたか？　それはすまない。ちょっとエディのことを思い出していたんだ」

　目ざとく見み咎とがめたブラウンに、しれっと返した言こと葉ばに噓うそはない。ただ、同じ言葉でも人によってその捉とらえ方が異ことなるというだけだ。

　ブラウンは怪け訝げんな顔を崩くずさなかったが、一応は納なつ得とくしたのか再び歩き出す。小こ突づかれながら青もまたその後に続く。こんなことを考えてしまったのは、先ほど微かすかに大型犬の声が聞こえた気がしたからだ。案外ここは民家の近くなのかもしれない。




　三度目の移動の末にようやく辿たどり着いたのは先の二ふた部へ屋やと比くらべても倍以上の広さがある部屋だった。しかし中に設置されている機器や設備もまた多く、何より中央に鎮ちん座ざする巨きよ大だいなコンピューターがえも言われぬ圧あつ倒とう的てきな存そん在ざい感かんで空間を占せん拠きよしている。実際の空あきスペースは前の二ふた部へ屋やより狭せまいくらいだ。そんな部屋に、今までのようにカードを翳かざして先に入室したブラウンだったが、部屋に入った途と端たん、露ろ骨こつに表情を歪ゆがめて中にいた人物を見み据すえた。

「あら、もう戻って来てたの？　他の研究員は？」

「出張中の私を呼び戻し、職員を全員帰したのは君きみだったはずだが？」

　四十半なかばだろうか、僅わずかに白髪しらがが混じった日に本ほん人じん男性が同じく不ふ機き嫌げんそうな表情でブラウンを迎むかえる。そして、その背後に立たされている青あおへと視し線せんを移し、目を見み張はった。

「その子が……」

「えぇ、そうよ。私たちのbook of secrets虎の巻」

　こちらを見つめる瞳ひとみが洋よう子こによく似にていた。この男が白しら峰みねカンパニー代表の、白峰優ゆう生せいだ。青は複雑な思いで白峰と対たい峙じした。ブラウンがこの場にいる以上、当初の計画は実行できない。こうなると、この男が出てくる前に銃じゆうを手にしておきたかったと思うが、そううまく事が運ぶものではないらしい。

「ねぇシアン、見て。これが、私たちのメインフレーム」

　ブラウンは白峰を無む視しし、恋こい人びとを紹しよう介かいするかのように、無む邪じや気きな声でロッカーのような無ぶ骨こつな外がい見けんのコンピューターに寄より添そう。

「分散システム形式をとっていて、オンラインで各端たん末まつへ──ゴーグルって言ったほうが分かりやすいかしら？　それらと繫つながるの。そうすればこの子が一生懸けん命めい夜間バッチ処理をして、通常コード化したデータをデイリーでデータベースへ蓄ちく積せき。あとは偉えらい人達がそれらを有ゆう効こうに使ってくれるってわけ。本当はリアルタイム処理が出来ればいいんだけど、それは今後の課題ね。あなたにも協力してもらうわよ」

　この台詞せりふだけを聞いて、誰だれが『神の眼め』の内容を理解できるだろうか。個人の『思想』は単なるデータと化し、データベースの中に収納されるというのか。それを思うと、目の前のコンピューターが巨きよ大だいな棺ひつぎに見えて、青は背せ筋すじに走る悪お寒かんから逃れるように視線を逸そらした。彼女の中では脳のうは生きているパソコン程てい度どの認識しかないのかもしれない。

　ブラウンは青が純じゆん粋すいに驚おどろいていると思ったようで、したり顔で隣となりに立つ白峰を見据えた。白峰は何も言わず、彼女の前を通り過ぎると自分を睨にらみ付ける青の頰ほおにそっと触ふれた。ブラウンに殴なぐられた部位が鈍にぶく痛いたみ、青は小さく顔を顰しかめる。

「キャシー、これは君が殴ったのか？」

　白峰の指し摘てきに、ブラウンはバツが悪そうに小さく口を尖とがらせる。

「だぁって、ナマイキなんですもん。その子」

「私が来るまで手は出すなと言ったはずだ！」

　身長こそブラウンとさほど変わらないが、重量感のある声に思わずといった体ていでブラウンが首を竦すくめた。

　そんなブラウンを厳きびしい視し線せんで睨にらみ、白しら峰みねは青あおを拘こう束そくする男を下がらせた。急に解放された身体からだを自みずからの足で支えることができず、青は壁かべに倒たおれかかるようにしてなんとか倒れることを免まぬがれる。

「そこの椅い子すを使いなさい。彼女が手荒にしたようで、すまなかった」

　扉とびらの横にある椅子を指差し、白峰はブラウンへと向き直る。

「なによ、せっかく私が頑がん張ばってこの子の協力を得たっていうのに」

　拗すねたような口く調ちようでブラウンがごちる。

「協力を得た？」

「えぇ。この子はエディ・フーバーが遺のこした『思想』を読み取ることが出で来きる、彼と同じ思考回路を持っているのよ。そしてそれに必要なシステムの使い方も」

　ブラウンは手にしたアタッシュケースを掲かかげて見せる。それを視し界かいの隅はしに映した青は椅子に凭もたれかかったまま小さく舌した打うちをする。青の認識が間ま違ちがっていなければ、白峰はブラウンの知らない重要な情報を持っている。それ故ゆえ、白峰は冷静に青の言こと葉ばの真しん偽ぎを見み極きわめるだろう。そうすれば、それが青が咄とつ嗟さについた出まかせだとバレてしまう。しかし、そのカードは切れば白峰自じ身しんをも危険にさらす両りよう刃ばの剣つるぎだ。果たして白峰は、どう出るだろうか。走り出したシナリオを止めることは出来ず、青にはもう成り行きに任まかせるしか道は残されていない。

　白峰はしばしブラウンと銃じゆうの入ったケースを見つめた後、僅わずかに息いきを吐はき、勝かつ手てなことを、と小さく呟つぶやく。そして力なく椅子に身を預ける青へと視線を移した。そして何かを思案するように眉まゆ根ねを寄せた。

「……どちらにしろ、こんな様よう子すじゃ作業は無理だろう。回復するまで休ませてからだ」

「何悠ゆう長ちようなこと言ってるの？　来年の春には『ＳＲＳ』がリリースされるのよ。そうすればあっという間に使用者は増えて、三年もすれば先進国での普ふ及きゆう率りつは80％近くになるわ。その時には既すでに『神の眼め』の完成形が見えていなくてはいけないの。今の時点でこの段階では遅おそいのよ！」

　叩たたきつけるように叫さけんだブラウンは、それまでの知的な雰ふん囲い気きをかき消してヒステリックに髪かみを搔かきあげる。

「ユーセー、あなただって分かってるんでしょ？　奴やつらは国家機関まで巻き込んで順調に外そと堀ぼりを固めていってるわ。そこまで隙すきのない奴らが、まだ『神の眼』が完成してないにも関わらず『ＳＲＳ』のリリースを決めたってことは、向こうも私と同じ方法を思いついたからに決まってるじゃない！　この子を使ってエディの知識を手に入れる。それに、この子自身の知識だって使えるわ。なんといっても、あの天才エディ・フーバーの唯ゆい一いつの弟子でしなんですもの。そうなれば、私はどうなるの？　長年大した結果も出せずにいた研究者なんて真まっ先にお払はらい箱ばこよ！　最新の研究も、その先にある世界中の動どう乱らんも、私は見ることができないっていうの？　そんなのまっぴっら！」

　青あおを見つめるブラウンの口くち元もとには歪ゆがんだ笑えみが浮かんでいるが、その目には憎にくしみと嫉しつ妬との色が有りありと浮かんでいる。プライドの裏うらに隠かくされていた彼女の本ほん性しようが、そこにはあった。

「だから、組織がこの子を見つけるよりも先に私が全すべてを手に入れてやるの！」

「奴やつらは、君きみがこの子を見つけた事実にとっくに気付いているさ」

　深いため息いきとともに白しら峰みねが静かに言った。

「気付かないわけがないだろう。君がこの子をおびき寄せる餌えさがわりに銃じゆうの情報を流したことも、試作品を流用したことも、奴らは全て知った上で君を泳がせていたんだ。そしてエディの『思想』を解読させるのを待まっているはずだ」

「そんな……」

　ブラウンの表情から笑みが消える。

「……じゃあ、何？　私は、この子を見つけたことで自分で自分の首を絞しめたってこと？」

　二人の背はい後ごでやり取りを見守っていた青も、白峰の話に間ま違ちがいはないと踏ふむ。ひょっとすると、このやり取りすらもどこからか盗み聞かれているかもしれないのだ。それが分かっていたからこそ、青はあえて挑ちよう発はつ的てきなやり取りで自みずからの手の内を明かしたように見せかけたのだ。

　ブラウンはそういったことに頭が働かない性格らしい。根っからの研究者体質なのだろう。そんなことを考えていた青に、ブラウンの鋭するどい視し線せんが突つき刺ささる。

「『神の眼め』が完成したその場に私が居いないなら、そんなものが完成なんてする意味がないわ」

　ブラウンの手から銃の入ったアタッシュケースが落ちる。

「全部……無くなればいいのよ！」

　叫さけぶと、理性を忘れたブラウンの腕うでが乱暴に青の首くび元もとへと伸びる。

「キャシー！　やめろ！」

　叫ぶ白峰に、ブラウンは自分の懐ふところから取り出した銃を突きつける。

「残念ながらこれはオリジナルじゃないわよ？　その違ちがいはユーセーだって知っているでしょ？」

「その子を離はなして銃を下ろせ。こんなことをしても、何にも変わらない。奴らの手を取ってしまったときから、もう私達は黙もくして従う以外に道などないんだ」

「よくもそんなことが言えたわね、大切な友人を裏うら切ぎって、奴らにエディの情報を流した張ちよう本ほん人にんが。あなたのせいで、エディもろともこの世からチップは消えてしまったのよ!?」

　締しめ付けるブラウンの腕に意識を奪うばわれそうになりながらも、ブラウンの言こと葉ばに青は白峰を窺うかがった。だが白峰の表情に変化はない。

「確かに私の迂う闊かつな一ひと言ことが、結果的にエディを死へ追いやった。だが、エディがプロジェクトから去さった後、研究を続けるために彼らの手を取ったのは君自じ身しんの選せん択たくだ。そして私もまた『ＳＲＳ』の販はん売ばいに手を貸したことは言い訳わけできない事実だ」

「そうよ、研究のためには手段は選ばない！　私は、私の手で世界を揺るがす開発を行うのよ！　ねぇ、どこかから見てるんでしょ!?　いいのかしら、あなた達の大切な青ソフトと白峰ハードが壊こわれちゃうわよ!?」

　左手で銃じゆうを、右腕うでで青あおの首を固めたブラウンが狂きよう気きじみた表情で何処どこともいえぬ天を仰あおいで叫さけぶ。女性とは思えない力で首くび元もとが締しめ上げられ、青の口から呻うめきが漏もれる。

　その時だった。突とつ如じよ、天てん井じように設置された火か災さい警けい報ほう器きがけたたましい音を鳴らしだした。この部へ屋やだけでなく、館内全すべての装置が作動しているようだ。

「何よコレ!?」

　一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて、青がブラウンの腕から逃れる。同時に力を振り絞しぼり、組んだ拳こぶしで思いきりブラウンの左腕を殴なぐった。ブラウンの手から銃が離はなれる。床ゆかに滑すべる銃を白しら峰みねが飛びつくようにして拾い、部屋の隅すみまで投げ遣やった。

「このガキッ！」

　反動で倒れた青に向かって、感情に任まかせたブラウンが椅い子すを振り上げる。さすがにこれを防ぐ力は今の青には残っていない。身みを縮めることすらできず、ただ目だけを瞑つむり、来るだろう衝しよう撃げきに備えた。

　鳴り止まないサイレンに混ざり、ガシャンと椅子が振り落とされる音が響ひびいた。しかし、来るべき痛みがない。幸運にも振り落とした位置が外はずれたのだろうか。それにしては予想していたよりも遠方から音が聞こえた気がして、青はゆっくりと目を開く。

　近い位置に、土で汚よごれた靴くつが見えた。徐じよ々じよに視線を上へと上げていく。ブラウンよりも、白峰よりも高い身長。そして、その先にはもう二度と見ることはないだろうと思っていた、今ではすっかり見慣れた精せい悍かんな横顔があった。上げられた右足の先をたどると、おそらく蹴けり飛ばされたのだろう椅子が機材を巻き込んで数メートル離れた床に転がっていた。

「な、んで……此処ここに……」

　肩かた越ごしに青を見下ろす空こう也やの眉み間けんには深い皺しわが刻きざまれている。

「ナイト気取りのお前を、姫ひめ的てき立場から一発殴りにきただけや。それやのに、何既すでにボロボロにされとんねん」

　相変わらず理解し難がたい日に本ほん語ごを使う空也に、青は返す言こと葉ばを見つけられず、ただ呆ぼう然ぜんと見上げる。いつものようにすっぱり切り替えしたかったが、その言葉は終ついぞ出てはこなかった。

「まぁええわ。青には後から嫌いやってほど文もん句く言わしてもらうとしてや。自分らが今回の首しゆ謀ぼう者しやってやつか？」

　改あらためて向き直った空也は今までに見たことがないほど露ろ骨こつに鋭するどい視線を放っている。椅子を蹴り飛ばされた反動で倒れこんだブラウンが、痛めたらしい足首を押さえながら甲かん高だかい声で叫ぶ。

「あ、あなたどうやって此処まで……！」

　英えい語ごで放たれたブラウンの言葉を空也は意外にも正確に理解し、違い和わ感かんのない発音でさらりと返す。

「どうやって、と言われたら普通に歩いてやけど？」

「ふざけないで！　ここに入るまでに何重にもロックがかかっていたはずよ!?」

「あぁ、それやったら相あい棒ぼうが発はつ炎えん筒とう銜くわえて館内を走り回ってくれたお陰で非常用のロック解かい除じよになったみたいやで？　さすがに火事場で一人ひとり認にん証しよう解除なんかしとったら死んでまうさかいな」

　何てことないように言う空こう也やに、盲もう点てんだったのだろう、悔くやしげな色を隠かくそうともせずブラウンが手近なキャビネットを癇かん癪しやくを起こした子どものように殴なぐりつける。しかしその衝しよう撃げきでキャビネットに保管されていた機材がブラウン目掛けて落下してきた。

「きゃぁあ！」

　それが負ふ傷しようした足へと更さらなる打だ撃げきを与え、苦く痛つうに悲鳴を上げたまま倒たおれこんだブラウンはそのまま意識を失う。うっ血した足の様よう子すからすると、おそらく骨ほねが折おれているだろう。

「丁ちよう度どええわ。ヒステリーおばはんには悪いけどそのままオチててもらおか」

　あからさまに面めん倒どう臭くささを顔に出してブラウンを一いち瞥べつした後、空也は白しら峰みねへと顔を向けた。

「ほんで、そっちのおっさんはどちらさん？　自分は日に本ほん語ごでオーケーやんな」

「……白峰優ゆう生せいだ」

　突とつ如じよ乗り込んできた得たいの知れない男に戸と惑まどいを隠かくしきれない様よう子すだが、冷静に答える辺りがブラウンとは役者が違ちがう。仮かりにも会社のトップに立つ男なだけはある。

「あぁ、あんたが……」

　何かを納なつ得とくしたように頷うなずいた空也は、片手で抱かかえるようにして青あおを引き起こすと、何故なぜか白峰の方を向いて呼びかける。

「なぁ、青。白峰洋よう子こからの伝言や」

　その視し線せんは、しっかりと父親である白峰優生へと注そそがれている。

「もしお前に会えたら伝えてくれって頼たのまれてん。『何があっても、私は大だい丈じよう夫ぶだから』ってな」

　その言葉に、青だけでなく白峰もが目を見開いた。

「なぁ親父おやじさん。あんたの娘むすめさん、えらいしっかりした子やなぁ。そんで、聡さとい子や。きっとあんたがしとることにも薄うす々うす勘かん付づいとる。それでも、あんたを信じてるから俺おれに情報をくれたんや」

「洋子が……」

　白峰の表情に初めて迷いが見えた。ブラウンとは違い、白峰は言葉や態度の端はし々ばしに『神の眼め』の完成を望んではいないように見受けられたが、それは間違いではなかったようだ。俯うつむく白峰の表情には深い葛かつ藤とうが窺うかがえる。

「……私は、エディ・フーバーを尊そん敬けいしていた。彼の発明で多くの人が光を取り戻せると思った。だから援えん助じよもしたし、彼が実験のため自みずからにチップを埋うめ込みたいと願った時、私はその手術を請うけ負おったんだ」

　額ひたいに手を当てた白しら峰みねは苦く痛つうに耐たえるような表情で青あおへと目を向ける。

「でも、彼は突とつ然ぜんその開発を中止してしまった。実験が成功していたにもかかわらず。エディが、大切な誰だれかのために研究をしていることは知っていた。しかし、家族もいない彼が一体誰のために動き、そしてその人物の期待を裏うら切ぎってまでも研究を頓とん挫ざしたのか、私はその理由を知りたかった」

「だから、アイツにエディの研究を伝えたのか？」

　空こう也やに支えられながらも、青は白峰へと向き直る。感情を押し殺そうと歯を嚙かみ締しめるが、拳こぶしの震ふるえを押さえることはできなかった。

　初めて白峰を見た時、青の眼めには常じよう人じんと同じ映像しか映ってはいなかった。憎にくむべき相手の罪つみが見えないこと、それがいっそう青の声を尖とがらせた。

　白峰は青の刺さすような視し線せんを受け止め、肯こう定ていを示す。

「彼はエディが抜けたことによって消えつつあった『神の眼』プロジェクトに援助の手を差し伸べた。研究資金を出資し、完成したら自じ社しやの製品に利用したいと言っていた。チームの連中は喜んでその手を取った。例えその背後に危険な組織の存そん在ざいが噂うわさされていたとしても研究を続けられて、その上研究を売り込む先まで決まったとなれば、取らない手は無いだろう。私は人づてにその話を聞き、エディの研究こそ世に送り出すべきだと思ったんだ。だから、彼にエディのチップのことを話した。人の助けになる製品の開発に繫つながるといえば、エディは研究を再開してくれると思ったんだ」

「エディは一度決めたことを簡単にくつがえすような人ではない。もし協力を得られなかった場合に、その危険な組織がとるだろう最悪の状じよう況きようを、どうして考えなかった!?」

　白峰の独どく白はくに、青は血の気けの失うせた唇くちびるから搾しぼり出すようにして言った。

「浅あさはかだったとしか言いようがないし、今いま更さらエディに許してくれなどと言う資格がないことも分かっている。それでも、私はエディの研究が埋うもれ消えていくのがどうしても許せなかったんだ。彼が本気で取り組めば、もっと素晴らしい成果だって……」

　その言こと葉ばが、青の感情の堰せきを決けつ壊かいさせた。

「黙だまれ！　お前が、エディを語るな！　尊敬していた？　ふざけるな！　お前はエディのことなんかこれっぽっちも見ていないじゃないか、知らないじゃないか！」

　目的を果たすためには今は感情的になるべきではない、そう頭では分かっているのだが、次々と溢あふれ出る怒ど号ごうをどうしても止めることができない。

「お前はエディの功こう績せきしか見ていない。エディがどれほど偉い大だいで、変わり者で、でもどこまでも子どもみたいに真まっ直すぐな人だったか、お前は何ひとつ知らないくせに!!」

　突とつ然ぜん視し力りよくを失い、恐怖と混こん乱らんから獣けもののように誰をも寄せ付けなかった幼おさない青を、再ふたたび立ち上がらせてくれたのはエディだ。身みを守る術すべを教え、様さま々ざまな知識を与え盲もう目もくをハンディだとは思わせないほどに育ててくれた。

　得意のトランペットで聖せい歌かをジャズにアレンジして聴きかせてくれたり、流りゆう行こうのロックを共ともに歌ったり、古い異い国こくの神々の伝でん承しようを面おも白しろおかしく語ってくれた。青あおにもう一度笑え顔がおをくれたのは、誰だれでもない、エディなのだ。

　視し力りよくと引き換えにエディを失うくらいなら視力なんていらなかった。暗くら闇やみの中でも光はあったのに。

　ただ、ひと目その姿を見たいと思ってしまった。だから、青は視力を望んだ。その結果エディを失ったのだから、それは神が与えた業ごうなのかもしれない。それでも、白しら峰みねが口を割らなければ、そう考えてしまうのは自分が罪つみから逃れたいが故ゆえなのだろうか？

「せやから、お前に罪はないって言うてるやんけ」

　心の声を読まれたかのように突とつ然ぜん耳みみ元もとに降ってきた低く静かな声と同時に、後ろから身体からだを抱きとめられる。ふわりと煙草たばこの匂においが鼻をよぎった。それによって、初めて自分が白峰へ殴なぐりかかろうとしていたことに気付く。重なる心しん音おんと共に、肩で息いきをするほどに高ぶっていた感情がゆっくりと落ち着くのがわかった。同時に、気力で立っていた膝ひざから力が抜け、糸が切れたようにその腕うでに全身を委ゆだねる格かつ好こうになった。

「今のお前やったら殴るだけで終わらんやろ。そんなんで自分の一生台だい無なしにしたらアカンて」

　冗じよう談だんめかして言いながら壁かべに凭もたれかかるように青を座すわらせると、空こう也やは薄うすい笑みを湛たたえて白峰へと近づく。そして、鈍にぶい音とともに閃せん光こうが走った。

　白峰の身体が後方へと吹っ飛ぶ。それを見下ろす空也の視線は何の色も湛えてはいない。

「ま、こんなもんじゃ双方の気ィはすまんやろけど、とりあえず話が進まんからいったんコレで勘かん弁べんしてや」

　立場を奪うばわれた形の青は、その空也の言い分に返す言葉を失う。殴られた白峰も、そうされることを望んでいたからこそ避よけもせずにその渾こん身しんの一いち撃げきを受け止めた。洋よう子こが青に聞かせた白峰の苦く悶もん。そしてわざと挑ちよう発はつするような彼の言こと葉ばの数々。一度でもエディに傾けい倒とうし、時間を共ともにした人間が、その人ひと柄がらに思い入るところが無いはずがないのだ。

　もちろん、だからと言って白峰への気持ちが変わるわけではない。しかし、青が自みずから殴りかかっていたら感情に流されるだけで、そのことにも気付かなかっただろう。それら全すべてを見み越こしての空也の行こう為いだったとすれば、やはりこの男は只ただ者ものではない。なんの能力も持たないのに、この男はどうしてこういられるのか。青はようやく冷静になった頭で少々の悔くやしさを交えながら思う。しかし、その悔しさは決して不ふ快かいではなかった。

　──最後に出会えたのが、コイツでよかった。

　決して本人には言ってやるつもりはないが、青はこの時心の底からそう思った。







　白しら峰みねを殴なぐり飛ばしたあとで、空こう也やは腕うで時計にちらりと目をやる。結構時間が過すぎてしまった。橘たちばなの話では数時間でここも押さえられるということだ。

　背後を見み遣やると青あおが壁かべに身みを預けたまま肩で荒い息いきをしている。先ほど支えた時に分かったが、おそらくかなりの高熱を出している。体力も限界に近いようであったし、面めん倒どうなことになる前にそろそろ此処ここから離はなれた方が良いだろう。

「本題や。早よせんといろいろと面倒くさいことになるらしいからな。エディさんから奪うばった銃じゆうはどこや？」

　青はこの銃を取り戻すために危険を顧かえりみず単たん独どくここへ乗り込んだ。それをどうにかしてからでないと、ここを去さるわけにはいかない。

　空也の声に、白峰が立ち上がると一連の騒動で散さん乱らんする資材の中から小ぶりのジュラルミンケースを拾い上げる。此処に自分が来るまでにどういったやり取りがあったのか分からないが、それがそこにあるということは、青がうまく動いた結果だろう。

「それをこっちに寄よ越こしてくれや」

　しかし、白峰はそれを抱えたまま動かない。

「おい、おっさん。今いま更さら足搔あがくなや」

　苛いら立だちを声に出した空也に、白峰はゆるゆると首を振った。

「これを、渡してはいけない。君が、本当に、シアンのことを想うのなら」

　先ほどの打だ撃げきで口の中を切っているのだろう、口くち元もとに滲にじむ血を拭ぬぐいながら、白峰が一ひと言ことひとことを区切るように言う。しかしその表情は真しん剣けんだった。

「……何を言ってるんや？」

　白峰の言う意味がわからず空也は首を傾かしげる。今や組織の収入源になっているだろう銃のオリジナルを渡したくないというならば分かる。しかし、青のために銃を渡すことができないとは、一体どういうことなのか。

「時間がないねん。訳わけ分からんこと言ってないで早よそれを寄越せや」

「君きみは、これがどういったものか知っているのか？」

「百パーの確立で標ひよう的てきに当てることができる銃。オリジナルは逆に致ち命めい傷しようは与えられへんらしいけど。ほんで、エディさんが遺のこした唯ゆい一いつの形かた見みっちゅう話やったと思うけど？」

　空也の言葉に、白峰はゆるゆると頭を振る。

「それは正しいが、それが全すべてではない」

「どういう意味や……？」

「これは──」

　口を開いた白峰に、突とつ然ぜん横から大きな黒い影かげが飛びかかる。

「エディ!?」

　押し倒たおした白しら峰みねの腕うでから奪うばったケースを銜くわえ、エディが薄うす茶ちや色いろの瞳ひとみで空こう也やを一いち瞥べつした。そこにあるのは、先ほどまで一いつ緒しよにいたエディとは全まつたく異ことなる野や生せい的てきな狼おおかみの眼めだ。

「エディ、来い」

　静かな声に振り返ると、壁かべに手を当てながら立ち上がる青あおの姿があった。エディが尖とがった耳を動かし、主しゆ人じんのコマンドを受ける。

「ダメだ！　渡してはいけない！」

　半身を起こしながら白峰が叫さけぶ。エディは空也の横を通り過ぎる際さい、一いつ瞬しゆんだけ歩あゆみを止め、空也を見上げた。しかしすぐに前を向くとわき目も振らずに主人の下へと歩み寄る。そして、ケースが青の手へと渡った。

　──何か、変や。

　ざわりと心しん臓ぞうが騒いだ。青に銃じゆうを渡してはいけないと本能が警けい告こくを出す。空也は、優やさしくエディの頭を撫なでる青へと視し線せんを移した。

「……青、お前何か隠かくしてへんか？」

「何度も言っているが、僕ぼくはこれでそいつらを撃うとうとは思っていない。それにこれに弾たまは入っていないんだ。それで人を撃つことはできないだろ？」

　言いながらマガジンが空からであることを見せる。しかし、その表情は無表情を装よそおってはいるが、強い意志が感じられた。

「ほな、何隠しとんねん!?　おっさんも！　何を知っとんや!?」

　焦しよう燥そう感かんだけが募つのり、思わず声を荒あらげる。

「その銃には、特とく殊しゆな設定がされている」

　黙だまる青の代わりに口を開いたのは白峰だった。

「エディ・フーバーは『神の眼め』プロジェクトに自分の技術が狙ねらわれていることに気付いていた。それで、彼はその根こん源げんを断つべく特殊なシステムを組み込んだ銃を作った」

　青が握にぎる銃はやや大振りには見えるが、一いつ見けん何の変へん哲てつもない自動拳けん銃じゆうだ。

「特殊なシステムって……？」

　白峰は青の手て元もとから目を放さないまま、空也へと口早に説明する。

「私も初めはわからなかった。あの銃は、照しよう星せいに取り付けられたセンサーが自動的に標ひよう的てきの全体像を捉とらえて距きよ離りを正確に割り出し照しよう準じゆんを定める。それはかつての『神の眼』に用いられていたものと同様のシステムだったが、それをさらに精せい密みつにしたものだ。生体反応、対象の動く速さ、これから相手が取るだろう行動予測、それら全すべてを感知するが、その中に一つ、何に対して反応するかが不明のセンサーシステムが存そん在ざいしていた」

　青は肩かたで息いきをしながらも、無む言ごんのまま銃のスライドを引き抜き、内側にある小さな窪くぼみを引き抜いたスライドの突とつ起き部分で突つく。低く唸うなるような駆く動どう音おんが鳴り響き、眠っていた銃が動き出す。

「おそらく……エディのチップにのみ反応するよう作られたセンサー」

　そして再ふたたび銃じゆうを組み立てた青あおは全すべてのセーフティを解かい除じよした。白しら峰みねの視し線せんが、青の手の動きにあわせて上へと上がる。

「それは、実じつ弾だんを放つのとはまた別の意味を持っているはずだ」

　白峰の言こと葉ばと同時に、シャコンと金属が磨すれる音が室内に響ひびき、真まっ直すぐに伸びた光が白峰の右肩かたに赤い印しるしを付けた。

「ご名答。やはりお前がアイツに助力した医者だったんだな。ならば最初からわかっていたんだろう？　チップの現げん在ざいの在処ありかを」

「……あぁ。まさか君きみから接触してくるとは思わなかったよ。君こそ、私が組織にそれを伝えるとは思わなかったのか？」

「可か能のうな環境にあれば、とっくに伝えていたはずだ。それができなかったということは、チップが消しよう滅めつしたと思われていた方が都つ合ごうがよかったんだろう？　現物が既すでにこの世になければ、唯ゆい一いつその現物を目にし、また施術したお前は重要な知識源だ。組織もそう易やす々やすと消すことは出で来きないだろうからな。まぁ、そのお陰かげで僕は今まで生きながらえることができたのだから、それだけはお前に感かん謝しやするよ」

「……家族を守るために、仕し方かたがなかったんだ」

「本当に家族を守りたいなら、アイツから逃れる方法を探さがすべきだったんじゃないか？」

　苦しげに言う白峰に、青は無表情に言い捨てる。

「そして、今もチップの在処が分かっていたなら、お前はすぐにでも僕ぼくを殺してそれを奪うばうべきだった。もうその機会は永えい久きゆうに失われるからな」

　二人のやりとりを聞いていた空こう也やは、正体のはっきりしない違い和わ感かんを感じていた。青が言うアイツとは、組織のことだと思っていたがどうやら特定の人物を指しているようだ。それに白峰と青の関係は、チップを狙ねらうものと狙われる者といった単たん純じゆんなものではなさそうだ。

「青、このおっさんは組織の人間やないんか？　何でチップの在処を知っとるんや？」

「知っていて当然だ。こいつが僕にチップを入れた張ちよう本ほん人にんなんだから」

　端たん的てきに答えた青の視線は白峰から動かない。

「張本人!?」

「前に言っただろう？　エディの死後、そのチップが僕に移されたと。その手術を行ったのがこの男だ」

「せやかて、あれはお前の親父おやじさんが……」

　言いかけた空也の動きが止まる。信じられない思いと、その思いに反して浮かび上がる事実。先ほどから二人の会話に出てくる特定の人物、それは──

　絶ぜつ句くした空也に代わって、青がまるで他人ひと事ごとのようにその続きを告つげる。

「僕ぼくの親父が、組織の人間だったんだよ」

　青あおの口から発せられた言こと葉ばに、白しら峰みねが痛ましげな表情で目を伏ふせた。一いつ切さい表情を変えない青の姿が、逆にその残ざん酷こくさを際きわ立だたせる。

「僕が視し力りよくと母を失うきっかけとなった事じ故こも、その後にエディと出会ったのも、全すべては組織への裏うら切ぎりを企くわだてていた親父によって仕組まれたことだったんだよ。エディが組織によって殺害された時、実じつ行こう犯はんの口を封ふうじたアイツは単たん独どくエディのチップを奪うばおうとした。教会に火を点つけ、エディもろともにチップを焼失させたようにみせかけ、裏で僕にチップを埋うめ込んだんだ。もちろん、愛情なんかではなく単なる実験用のモルモットとして。そして、それを実行させられたのが、ここにいる白峰優ゆう生せいなんだよ」

　青の言葉は起き伏ふくなく淡たん々たんと綴つづられ、その事実を既すでに感情とは離はなれたところで捉とらえているように見えた。しかし、それはただ感情が麻ま痺ひしているだけではないだろうか。その様よう子すに、空こう也やは焦あせりにも似にた危機感を覚える。

「だが、組織を抜けようと画かく策さくしているのがバレてあっさり消されたらしい。お前も運がない男だな。ようやく親父から解放されたと思ったら、次はその大おお元もとに目を付けられるんだから」

　傷きずだらけで銃じゆうを構える青の姿は神こう々ごうしさと妖あやしさが混ざり合い、まるで天てん界かいを追放された堕だ天てん使しを思わせる。

「青」

　空也の呼びかけにも、ルシファーの瞳ひとみは動かない。

「……これで、ようやく終わりにできる」

　独どく白はくめいた呟つぶやきは、神に赦ゆるしを乞こうているかのように静かに空中へと消える。

「全すべてを、無むに返そう」

　青は弾たまの込められていない銃にゆっくりと左手を添そえる。白峰の肩に付けられた赤い印しるしは微び動どうだにしない。

　青の無表情はいつものことだ。しかし無表情の中にも僅わずかながら感情は見え隠かくれしていた。だが、今目の前にいる少女からは一いつ切さいの感情が消え去さっている。この後起こるのは忌き避ひしたいことだと本ほん能のうが告つげている。しかしその内容が見えないだけに迂う闊かつに行動が起こせず、空也は青に近づくことができないでいた。白峰もまた、青の視し線せんに縫ぬいとめられたようにその場で息いきを止めている。

「……青、お前、何をするつもりや？」

　ようやく口を出た空也の問といかけに、青の口くち元もとが僅かに笑えみの形をつくる。

「エディの願いは、自分が生み出してしまったこのチップを壊こわすことだったんだ。自分の頭中に入れてしまったそれを取り出すことは自分ひとりではできない。しかし、その手術を誰かに頼むほど、周りを信用できない状じよう況きように立たされていたんだろうな。エディは、外側からそれを壊す方法を考えていた」

　銃じゆうを握にぎったまま、青あおは静かに話し続ける。

「この銃にはある指令を飛ばすようシステムが組まれている、普段微び弱じやくな電でん流りゆうで脳のうへ視し覚かくの指示を与えているチップに、数百倍の電流を流させる指令をね」

「阿あ呆ほう！　お前自分が何言ってるか分かっとんか!?」

　機械に弱い空こう也やですら、その行こう為いが及およぼす影えい響きようくらい想像がつく。脳へ密接しているチップへそれほどの電流を流せばチップどころか脳自体が焼かれてしまう。

「お前、最初からそれが目的やったんか!?」

「僕ぼくの命は本当ならば、十年前のあの時に消えていたはずなんだ。僕の代わりにエディが死ななければね。だから、僕はエディの遣やり残したことを代わりに実行する。それで全すべて元もと通りだ」

「んな訳わけあるか！　お前の十年は誰だれのもんでもないやろ！　お前の──『藍あい川かわ青』の十年や！　証しよう人にん保ほ護ごで過か去この自分を一いつ切さいを捨てたんやろ？　その時点でもう死んだも同じや。俺おれが知っとるお前は、口が達たつ者しやで生なま意い気きで守しゆ銭せん奴どなリアリストの藍川青って奴やつだけや！」

　空也の叫さけびに、青は顔を動かさないままに薄うすい笑えみを静かに浮かべた。その碧あおい瞳ひとみが、僅わずかに一度揺れる。だが、次の瞬しゆん間かん、それはかつて空也が何度か目にした、気け高だかく鋭するどい狼おおかみの瞳へと変わった。

「この銃は、決して人を傷きずつけないエディが作ったものだ。胸むねを狙ねらってもこうして肩に照しよう準じゆんを合わせてしまうくらい従じゆう順じゆんで正確だ。神は人を恨うらまず、全てを赦ゆるす。だから自分もそうでありたい。それがエディの口くち癖ぐせだった」

　青は厳きびしい表情で自分を見つめる親友の仇かたきを睨にらみつける。

「だから僕はお前を殺さない。だがせめて、気持ちだけはお前を撃うち抜かせてくれ」

　標準を白峰に向けていたところで、銃が狙うのは彼ではない。しかし、それでも青はあえて彼に銃じゆう口こうを向けていた。

「やめろ！」

　荒い呼吸の下で上下に動いていた肩がその動きを止める。伸ばされていた青の指が、ゆっくりと曲げられる。空也が動くよりも早く、青の右手はトリガーへと触ふれた。空也の伸ばした手が青の腕うでを掠かすめる。

「これで、終わりだ」

「青！」

　青の指が、ゆっくりとトリガーを引いた。

　薬やつ莢きようのない銃じゆう身しんは、いっそ間抜けなほど小さくカチリと音を立て引き金を絞しぼる。

　その微かすかな音に、空也は自分が間に合わなかったことを悟さとった。
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　空こう也やの指が腕うでを掠かする感覚と同時に、青あおの指がトリガーを捉とらえた。電流がいつ脳のうに流れるのか、苦く痛つうは感じるのか、それとも瞬しゆん間かん的てきに意識を失うのか。青自じ身しん、それによって自分がどのような状態になるのか想像すらできなかった。恐くないといえば噓うそになる。しかし、そこに躊躇ためらいはなかった。エディの成しえなかった二つの願いは、今叶かなえられようとしている。

　青は神しん父ぷの真似まね事ごとをしていたが、実際は神など信じてはいない。しかしエディは、あれほど破は天てん荒こうな神父だったにもかかわらず、深く神を信じていた。だからこそ、この銃じゆうは作られたのだ。エディは何度もチップもろとも自分を消し去さろうとした。しかし、神を信じるが故ゆえにそれを実行することができなかった。また、エディはもう一つ、過か去こに自みずからが残した思考のデータをも、この世から消し去ることを望んでいた。エディにとって、『思考』とは自らの分ぶん身しんのようなものであり、つまりエディは二つの意味で自らを殺さなくてはいけなかったのだ。そして、彼はその役目を銃に委ゆだねることを思いつく。『強い意志を持った銃』、その名が示すのは自分の意志ではなく銃自らの意志でエディを貫つらぬくのだという、まるで子どものような言い訳わけ。それがどこまでもエディらしくて、その事実に辿たどり着いた時、青は呆あきれるよりも先に笑ってしまったほどだ。

　チップを焼きつくす電流とは、どれほどのものなのだろう。できることなら即そく死しで、苦しまなければいいなどと考えている自分に自じ嘲ちようの念が湧わく。結局、覚かく悟ごなんてものはその瞬間になってもできないものなのかもしれない。

　そして、青あおはトリガーを引ききった。

　瞬しゆん間かん、激しい光が眼がん前ぜんを覆おおい尽つくす。目を閉じても眩まぶしいその光の中、映えい画がを早回しするように様さま々ざまな映像が青の前に現れては通り過すぎていく。しかし、それは実際に網もう膜まくが映したものではなく、脳のうが作り出したイメージのようなものだと青は冷静にその現象を捉とらえていた。

　初めて視し力りよくを得た時に見た病院の天てん井じようと、自分と同じく冷たい瞳ひとみでこちらを見下ろす実じつ父ぷの姿。これは、青が今まで目にしたものの記録だ。実際は、ここで父親の悪あく事じを『視みて』しまったのだが、幸さいわいにも今それが再現されることはなかった。数年ぶりに見たその姿を、青は複雑な表情で見やった。父に対する嫌けん悪お感かんは消えない。しかし、相手がこの世から消えた時点で心の中に深く根付いていた怨えん恨こんもまた消えていたのだと青は悟さとった。

　その後も次々と映像は変わる。

　本当の名前を棄すてた後、飛び級で入学した大学での講こう義ぎ風景。真実を知るために捜そう査さ員いんとして過ごしたＦＢＩでの日々。その中に浮かぶ、探さぐるように向けられたいくつもの目。

　あまりの情報量の多さに、頭が割れそうだ。きっと今、自分の頭の中は徐じよ々じよに破は壊かいされているのだろう。

　誰だれにも懐なつかずもてあまされていた、狼おおかみの血をひく黒い子こ犬いぬ。賢かしこそうな横顔がこちらを向いた。茶色い目がこちらを捉とらえ、青と目が合った時、おそらく生まれて初めてその子犬は人に対して尾おを振った。

　──エディ、せっかく捜さがしに来てくれたのに、すまない。

　大きく育っていく子犬はいつのまにか青にとってかけがえのない存そん在ざいとなっていた。

　やがて、映像は日に本ほんでの日常へと移りゆく。自分のことを知っている人間がいない環境は心地ここちがよく、好こう奇きの目は畏い怖ふの目に比くらべれば気にもならなかった。思えば、日本に来てからの二年間が自分にとって最もつとも穏おだやかな日々だったのかもしれない。

　映像の中の時は進み、やがて記き憶おくに新しいものになりつつあった。教会へ向かう途と中ちゆうに居い合あわせた火か災さい現場。人ごみ。怪あやしい人物。そして次に現れる映像は青にも想像がついた。しかし、それは今の青にとって、最もつとも見たくない映像だ。それを、その男を見てしまうと、今の状じよう況きようにしたくもない後こう悔かいをしてしまいそうで恐かった。

　──もういい。早く全すべて終わらせてくれ。

　青がそう思った瞬間、突とつ然ぜん視し界かいが真まっ白に明るくなった。逆ぎやつ光こうの中で青の記憶にはない何かが見える。これは実際の記憶の映像ではない。脳が感じ取った何かを『視て』いるのだ。

　鐘かねの音と、真っ白い景色。その中で誰かが机つくえに向かって一いつ心しん不ふ乱らんに何かを書きとめていた。がっしりとした体たい軀くに黒い手足とくたびれた白はく衣い。後姿にもかかわらず、そして一度も本人を目にしたことがないにもかかわらず青にはそれが誰かが分かった。

　──これは、エディの『思考』だ。

　エディの二つ目の願いである、システムの中に残る思考の消しよう去きよ。銃じゆうに組み込まれたシステムはその願いに向かって、システム内の『思考』を青あおの脳のうへとリンクさせた。

「ディ……」

　青は声にならない声で、彼の名を呼んだ。『思考』は肉体を持たない自分の欠片かけらである、と生前のエディの言こと葉ばが蘇よみがえる。その言葉通り、それは、青がずっと姿を見たいと望んでいた、そして姿を見る前に消えてしまった大切な友人の姿そのものだった。

「エディ！」

　ようやく声が言葉となった。だが、ここにいるエディは青と出会う前の彼だ。当時の彼が青の存そん在ざいを認めることはない。

　エディがゆっくりと振り返る。青が知る彼よりもずっと若いであろう、壮そう年ねんの姿が不思議そうにこちらを窺うかがう。咄とつ嗟さに身みを強こわ張ばらせた青だが、彼はそんな青を見つめると神しん職しよく者しやらしからぬ、にやりとした笑えみを浮かべた。黒い顔の中で歯が白く輝かがやき、それが犬いぬのエディと似にており、そしてその口こう角かくをめいっぱいに上げる笑い方は、どこまでもお人よしな、あの男にとても良く似ていた。

「やぁ、シアン。やっと会えたね」

「どうして……」

　思わず呟つぶやいた青に、エディは茶ちや目めっ気けを含んだウィンクをしてみせると、青の瞳ひとみを指差し、それから自分を指す。

「堅かた苦くるしい話は無しだよ。せっかくこうしてまた、出会えたのだから」

　そしてにっと笑うといつの間にか手にしていたトランペットを徐おもむろに奏かなで始めた。青は、ただ呆ぼう然ぜんとそれを見守ることしかできない。

　耳の奥で響ひびいていた鐘かねの音ねが、やがてエディの奏でる音楽へと変わる。ゆったりした調べは、エディが好きだったJsckson5の【I'll Be There】だ。記き憶おくの彼方かなたに忘れ去さっていたかつての音ね色いろが、青にエディと過ごした時を鮮せん明めいに思い出させる。

　当時は意味も分からず歌っていた歌か詞し。しかし、今はその意味を理解できる。そして、今ここでエディがこの曲を選んだ訳わけも。

　演奏を終えたエディがどうだ、と言わんばかりに両手を広げて見せる。青は小さく笑んで手を叩たたいた。

　満足気げに笑ったエディだったが、ふと笑みを消し、そして青の瞳を覗のぞき込む。

「シアン。私のそれは、君きみを不幸にしてしまっただけかい？」

　エディの言葉を受けて、青は静かに考える。エディの命を奪うばい、人の罪つみを映してきた人じん工こう視し力りよくシステムは、確かに青にとっては辛つらい事象を多々引き起こした存そん在ざいだった。しかし、だからといって、見えることに不幸だけを感じていた訳ではない。今まで気付かなかったいろいろなことを見ることができた。大切だと思う者たちと出会い、目を合わせることができた。それは、何よりも得がたい幸福ではなかっただろうか？

「辛つらいことも多かったけど……不本意ながら、いいことだってちゃんとあったさ」

　苦く笑しようと共ともにそう返したのは、作者であるエディに対しての気き遣づかいではない。青あおの言こと葉ばに、エディは子どものように口を開けて笑った。

「それでこそ、シアンだ」

「エディの教え子だからね」

　そう言って、青は溜たまらずその胸むねに飛び込んだ。いつの間にか、自分の姿は子どものそれになっており、エディは軽々と青の身体からだを抱き上げた。

　青は、エディの首に腕うでを回して囁ささやくように言った。

「エディ、大だい好すきだよ。今までも、これからもずっと」

　青の言葉に、エディは深く皺しわの刻きざまれた目め元もとを緩ゆるめて口を開く。

「私は、いつでも君きみと共にあるよ」

　これは、青とエディの『思想』の欠片かけらだ。しかし、この言葉は紛まぎれも無くエディ自じ身しんの言葉だったと青は信じることができた。

　やがてそっと青を離はなしたエディは、青の両肩に手を置いた。

「アオ。私からの君への最後の訓くん示じだ。君が大切だと想う相手は、同どう様ように君を大切に想っているんだ。そのことを忘れずに、後こう悔かいのないように生きていきなさい」

　にやりと笑んで小さく片目を瞑つむると、エディは咄とつ嗟さに言葉が浮かばずにいる青にくるりと背を向け真まっ直ぐに光の先へと進んで行く。

　その意を汲くみ取った青はその背を無む言ごんで見送る。その背に追いすがりたい気持ちを青が抑おさえられたのは、遠くから聞こえる聞きなれた声のせいだ。

　青の見守る中、肩かた越ごしに手を振ったのを最後にエディの姿は完全に光と同化した。

「エディ、ありがとう」

　呟つぶやいた青は、涙なみだを拭ぬぐうとエディとは反対の方向へと歩き出した。




　　　　　　　◆




「青！　おい青!!」

　空こう也やは青を腕に抱えたまま何度もその名を呼び続けた。青はトリガーを引いてすぐに意識を失い倒たおれた。しかし、その呼吸が止まることはなく、目は覚まさないもののどこか穏おだやかな表情を浮かべている。状じよう況きようはよくは無いが、最悪の結果だけは免まぬがれたことに空也はどこかにいるかもしれない神に感かん謝しやした。

　しかし、その場で異い状じようを来きたしたのは、青だけではなかった。

「神の眼めが……」

　呟いた白しら峰みねの声が震ふるえる。

「何、どうしたのよ」

　気が付いたらしいブラウンが、足の痛みに顔を歪ゆがめながら上じよう半はん身しんを起こし、そして悲鳴を上げた。

「噓うそでしょ……!?」

　その光景に二にの句くが継つげずに口を開けたまま硬こう直ちよくした。

　数分前にブラウンが高らかに語ったメインフレームは、数十秒の間に素す手ででは触ふれられないほど高温になり、今では焦こげ臭くさい匂においとともに灰はい色いろの煙けむりを上げていた。

　メインフレームにオンライン接続されているらしい部へ屋や中じゆうのデスクトップパソコンも、狂くるったように激しい文字の羅ら列れつを画面上に出しては消しを繰くり返かえし、本体は煙を上げている。

　白しら峰みねがふらふらとその内の一台に縋すがりつき、キーボードを叩たたく。しかし統とう制せいを失ったコンピューターは外部からのコマンドを一いつ切さい受け付けず、暴走を続けた。

　ついに、白峰の腕うでがキーボードから落ちた。

「……そうか、シアンは──エディ・フーバーはチップだけでなく『神の眼め』までも──いや、そこに残した自みずからの思考をも破は壊かいする気だったんだ」

　呆ぼう然ぜんとそれを見上げて、白峰が呟つぶやく。愕がく然ぜんと膝ひざをつく白峰の表情は蒼そう白はくだが、しかしその中には僅わずかな喜よろこびも混ざっているように見える。一方のブラウンは、気がふれたかのように涙なみだを流しながら甲かん高だかい笑い声を上げ続けている。もはや彼女に正しよう気きは残されていなかった。

　誰だれ一人、その対たい処しよが見つけられないでいたその場で、唯ゆい一いつ動いたのはエディだった。心配そうに青あおの顔を覗のぞきこんでいたエディが、突とつ如じよ耳をそばだてると部屋の外へと駆かけ出していった。

「エディ！」

　空こう也やは青を抱き上げると、エディの後を追おうと立ち上がる。と、その時、バチバチと激しい火花がメインフレームの頭上で飛び散った。

「アカン、火ぃ出るでコレ！」

　館内の消火システムは、先ほどのエディの攪かく乱らんによって停止している。今火が出ればそれを消す手立てはない。

「おっさん！　そのおばはん抱かかえて早よ逃げるで！」

　既すでに視し界かいが曇くもるほどの煙に包まれた中で空也は声を張り上げた。

「私たちは、ここに残るよ」

　白峰が、薄うすい笑みを浮かべたまま言う。

「此処ここから逃げたところで、どうせ奴やつらに捕つかまる。それならばいっそ、ここでシステムの最後を見守ることがエディへの償つぐないに──」

　白峰が言い終わらないうちに、白く濁にごった視し界かいの端はしから繰くり出された足が白峰の背せを蹴けり飛ばした。

「ンなもんで償いになるかボケ！　ほんまに償う気ぃあるんやったら、出るトコ出て全部ぶちまけろや！」

　白しら峰みねを見下ろす空こう也やの形ぎよう相そうは、白峰に反論すら許さない。

「お前が死んで誰だれが得すんねん。死んで償つぐなえるんは、その死によっぽどの価か値ちがあるやつだけなんじゃ。残念ながらあんたにそんな価値はない。せやから、せめて最後まで生きて戦って、洋よう子こが信じる価値のある父親でいたらんかい！」

　空也の言こと葉ばに娘むすめの名を見つけた白峰は、はっと目を見開いた。そして、立ち上がると虚こ空くうを見つめたまま笑い続けるブラウンを抱かかえて入り口へと踏ふみ出した。

　空也はにやりと笑みを浮かべてから、その背を追った。




　煙けむりが充満する地下から何とか一階に上り、出口を探さがす。しかし館内の全すべてのコンピューターに影えい響きようが出ているらしく、早くも各階から火が上がっていた。

「クソ、どっちがどっちやわからへん！　誰やねんこんな複雑な造つくりにしよったんは！」

　青あおを背に背せ負おいなおしながら空也が毒どくづく。煙草たばこの煙は大だい好すきだが、一いつ酸さん化か炭たん素そはさすがに吸う気にはなれない。激しく咳せき込みながらも空也は背中の青の呼こ吸きゆうを確かめる。微び弱じやくだが、その呼吸は一定だ。それに今はその方が良いかもしれない。

「正面玄げん関かんはもう火が回っている。こっちに裏うら口ぐちがあるはずだ」

　白峰もまた、腕うでで口を押さえながらブラウンを引きずるようにして進む。

　──ウォウ！　ウォウ!!

「エディか!?」

　空也は進行方向から響ひびいた鳴き声を聞きつけ叫さけんだ。空也の声を聞きとめたらしいエディが激しく吼ほえたてる。それに加くわえて複数の人の声が聞こえてきた。やがて、煙の向こうからこちらへと駆け寄ってくる足音と共ともに、外国人を交まじえた数人の男たちが姿を現した。

「アオ！」

　その中の一人が空也の背に青の姿を認めて叫ぶ。それを合あい図ずに、歓声に近い声が男達の間で上がった。

「お前達、急げ！　直じきにここにも火が回る！」

　日に本ほん人じんらしき中年男性の誘ゆう導どうに従したがい、全員が建物を出たその数すう秒びよう後ご、低い地じ響ひびきとともに建物内で爆発が起きた。咄とつ嗟さに空也は衝しよう撃げきで吹っ飛ぶ硝子ガラスから青とエディを庇かばう。

　爆風が過すぎ去さり舞まい上がった砂さ塵じんが時間差で収しゆう束そくする。空也は腕の下から微かすかな呻うめき声を聞きとめ勢いよく身を起こした。

「青！」

　呼びかけに答えるかのように、その瞳ひとみがゆっくりと開かれる。深く碧あおい瞳が、確かに空也を捉とらえた。

「なんて、面つらしてるんだ」

「青あお、お前ちゃんと目ぇ見えてるんやな!?」

「あぁ。残念ながら、目付きの悪い男の顔がしっかりとな」

　言こと葉ばとは裏うら腹はらに、青は今までに見せたことがないような穏おだやかな笑えみを浮かべた。

　その背はい後ごで、再ふたたび爆ばく発はつが起こる。先ほどよりも小しよう規き模ぼだったが、天てん井じようを突つき破やぶった煙けむりが真まっ直すぐと天へと昇のぼる。それは吸い込まれるように一直線へ空へと昇り、そして消えた。その末まつ端たんでは煙が赤い炎ほのおへと姿を変えて全すべてを焼き尽つくす勢いで建物を飲み込んでいた。

「神サマのお帰り、ってな」

　思わず口を突ついて出た台詞せりふに、青が馬ば鹿かにしたように小さく鼻で笑う。我われながらファンタジックな考えだったと苦く笑しようしたところに、先ほどの男たちが駆かけ寄ってくる。消防車よりも先に到着した救急車から担たん架かを抱かかえた救急隊員がその後に続く。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　日に本ほん人じん男性はほかの外国人の男性たちに指示を出し、数メートル先で倒れこんでいる白しら峰みねとブラウンの元もとへと数人を向かわせる。

「山やま吹ぶき……」

　男を捉とらえた青に、山吹と呼ばれたその男は険けわしい顔を向けてから、しかし耐たえ切れなかったように安あん堵どを表情に出した。

「青、あまり皆を心配させるな」

　そして、空こう也やの方へと向き直ると深々と頭を下げた。

「情報屋から話は聞いている。青を、私たちの仲なか間まを助けてくれて感かん謝しやする」

「ほな、自分らが……」

　男はその生き真面目まじめそうな顔に似に合あわず人差し指を口くち元もとに当てて片かた目めを瞑つむると、ジャケットの内側に付けられている鷲わしを象かたどったバッジを示した。
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　空こう也やは成なり田た空港の喫きつ煙えん所じよで手持ち無ぶ沙さ汰たに煙草たばこを銜くわえながら搭とう乗じよう手続きをする少女を待まっていた。すぐ隣となりではカップルらしき男女が中ちゆう国ごく語ごで楽しげに会話をしており、隣となりの紳しん士し然ぜんとした男性は日に本ほん人じんビジネスマンと煙草を片手に巻まき舌じたで談だん笑しようしている。発音からしてイタリア語だろうか。日本最大の国際空港であるここに居いると日本にいながら外国にいるような気分にさせられる。

　ふと顔を上げると、壁かべに凭もたれ掛かって煙草をふかしていたブロンド美女と目が合った。美女は妖よう艶えんな笑えみを浮かべてこちらに小さく手を振り、クスクスと笑う。そんな姿もセクシーで絵になる。さすがは国際空港だと思わぬ幸運につい笑みを浮かべた空也の背後で、コンコンと小さな音が聞こえた。振り返ると、ガラス張りの室内を外から少女がノックしていた。空也は片手を上げて答えると、煙草を消し、隔かく離りされた空間から抜け出した。

「悪いな。邪じや魔まをしたか」

　憮ぶ然ぜんとした表情で開かい口こう一番に少女が言う。だが、発せられたその言こと葉ばは謝しや罪ざいの内容に似に合あわずどこかトゲがある。

「……いや、丁ちよう度ど吸い終わるとこやったし──てか、え、何か怒ってへん？」

「別に、怒ってなんかない」

「噓うそやん、何か──」

「だから何でもない、と言っているだろう？」

　向けられた営業用の完かん璧ぺきな笑え顔がおが、逆に怖い。その様よう子すはどう見ても怒っているようなのだが、理由が思い当たらない上、それ以上突つっ込むと更さらなる地じ雷らいを踏ふみそうだと判断し、空也はさり気なく話題を変えることにする。

「荷物、もう預けたん？」

「あぁ、エディも一いつ緒しよにな。かわいそうだが、あの大きさは機内には入れられないから」

　碧あおい眼めの少女が僅わずかに苦く笑しようしながら愛あい犬けんを気き遣づかう。

「そっか。まぁ、あいつにもよろしゅう言うといてや」

　空也は互たがいにすっかり打ち解とけた巨きよ大だいな狼おおかみ犬けんの姿を思い浮かべて少々寂さびしさを感じる。あれほど犬に恐怖心を抱いだいていた空也だが、今となってはエディのことを可愛かわいいとすら思うのだから、人間の精神的な成長は素晴らしい、と自じ画が自じ賛さんしてみる。とは言っても、エディ以外の犬いぬは未いまだに苦手なのだが。

「アメリカでも本格的な捜そう査さが始まったらしいな」

　ゲート付ふ近きんまで移動しながら、空こう也やが言う。白しら峰みねの供きよう述じゆつから複数の事じ件けんとの関連性が明らかとなり、日にち米べい共同捜そう査さが敷しかれることが決まったが、都と会かいの端はしっこの所しよ轄かつに所属している空也には今や遠い世界の話だ。

「まだほんの先せん端たんしか見えてはいないけどな。奴やつらは全ぜん米べいに拠きよ点てんを張っている上に、国外へも触しよく手しゆを伸ばしている。うかうかしてると気付けば国ごと飲み込まれてたってことになりかねない勢いだ」

　冗じよう談だんめかしているが、それを冗談だと取れるほど楽らつ観かんできる環境でないことは身みに染しみている。

「あれだけ騒がれとった『ＳＲＳ』も人体に悪あく影えい響きようがあることが実証された途と端たんお蔵くら入いりやしな。それも青あおが進言したんやろ？」

「洋よう子こが、実験中に身体からだの自由が利きかなくなると言っていたんだよ。システムを起動する際に発生する電流が脳のうに影響を与えるらしい。まぁ何より、大おお元もとのハードがあれだけ大たい破はされれば、ソフトの復ふつ旧きゆうは不ふ可か能のうだ。新たなシステムを一から組みなおすとなれば相そう当とうの金と時間がかかるしな。奴らもそうそう動けないだろう」

　そう言う少女の頭の中には、件くだんのチップが埋うめ込まれている。

「結局、青の根本的な苦く悩のうは変わらへんままやけどな」

　『意志を持った銃じゆう』は、遺のこされていたエディの思想もろとも『神の眼め』システムを完かん膚ぷなきまでに破は壊かいしたが、何故なぜか青に視し力りよくを与えているチップには影響が出なかった。首を傾かしげる空也に、青は小さく肩を竦すくめる。

「さぁな。所しよ詮せんは一度も実験すらしたことのないシステムだ。上手うまく作動しなかったか、オンラインシステムにしか反応しないものだったか」

　天才と呼ばれたエディがそんなミスをするとは思えなかったが、原因を調べようにも銃は他のシステムと共ともに炎の中に消えた。真実は今となっては想像の中でしか語ることはできない。

「銃、持ってきてやれんでスマン」

　システム破壊のための口実とはいえ、それが唯ゆい一いつの形かた見みであったことは事実だ。できればあの場から持ち出してやれればよかったが、あの時は脱だつ出しゆつすることだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　しかし、青は小さく首を振る。

「いいんだ。エディの形見なら、ちゃんとここにあるからな」

　そう言って青は穏おだやかな笑えみを浮かべ、こめかみを指差す。あれ以降、青はよく笑うようになった。普段のポーカーフェイスは相変わらずだが、時たま見せる女性らしい大人びた表情を嬉うれしく思う反面、その不意打ちに内ない心しん激しく動揺している空也である。

「……あぁ、そうやな」

　そして、そこにはかつての罪つみの意識に捕とらわれていた姿はない。いつの間にか、青もまた過か去こを乗り越こえることができたのだろう。

「あ、ひょっとしたら、ほんまに『意志』を持っとんたんかもしれんよな。エディさんの意志や。せやから青あおを守ってくれたんやで」

　空こう也やの言こと葉ばに、青が虚きよを衝つかれたように立ち止まり空也を見上げる。

「な、何や？」

「……別に。ただお前のメルヘン思考に驚おどろいただけだ」

　しれっと言い返す青の心中を空也は知らない。どうやら自分の思考は青よりもよほど想像力が豊からしい。

「あ、そうや忘れるとこやった」

　手にしたままだった小さな紙袋に気付き、空也が声を上げた。青の手続きを待まつ間に空港内のショップで見つけて購こう入にゆうしたものだ。

「何だ……？」

　両手に収おさまるほどの立方体の箱はこ。中には厳げん重じゆうに包まれた何かが入っていた。

「税ぜい関かんで捕まるようなものじゃないだろうな」

「そうそう、実は中に白い粉こなが……って阿あ呆ほか。俺は仮かりにも現げん職しよく警察やで！」

　訝いぶかしげな表情を向ける青に空也はノリツッコミで返すが、青の反応はいたってクールだ。しかしそれもいつものことなので空也も気にはしない。

「荷物預ける前に渡せればよかったんやけどな。なんつーか、誕たん生じよう日びプレゼント？」

　青が僅わずかに目を見張る。怒ど涛とうの日々に流されて本人すら忘れていたようだが、十二月で青は一つ年を重ねていた。最近どこか雰ふん囲い気きが異ことなるように感じるのもそのせいかもしれない。

「まぁ大したもんやないさかい、餞せん別べつやと思うて持ってってや」

　空也の言葉に青は素直にそれを受け取り、そっと手荷物へ入れる。

　そのままなんとなく会話が途と切ぎれ、やがてゲート前がにわかに賑にぎやかになる。チェックインが始まったようだ。

「じゃあ、そろそろ行くよ」

　青がソファーから腰こしを上げる。そして、ふと思い出したように空也へと向き直った。

「コーヤ、お前が僕ぼくを追ってラボへ来た時、お前は僕を殴なぐりにきたと言ったよな」

　自分を見上げる青の表情は真しん剣けんだ。

「あぁ、確かに言うたな。しかし、俺が忘れとったのに自分から言い出すとは見上げた根こん性じようじゃないか、青君くん」

　わざと意地悪く言ってやるが、相手は怯ひるんだ様よう子すも見せずにまっすぐこちらを見み据すえる。

「僕がしたことは、お前に殴られるのに十じゆう分ぶんな理由だ。僕も、帰る前に片かたをつけておきたいんだ」

　それが口先だけの言葉でないことは、青の性格が物語っている。空也は深いため息いきをついて肩を落とす。

「……まぁ、本人がそういうんやったら？」

　言って、拳こぶしを固めると半はん身しんを引いて振りかぶる。同時に青あおが強く目を閉じる。

　次の瞬しゆん間かん、空こう也やは拳を下ろし、正面に立つその小さな身体からだを抱きしめた。腕うでの中で青が身みを固くするのがわかったが力を緩ゆるめない。

「お前に黙だまって消えられて、俺おれが、どんだけムカついてどんだけ心配したか、分かっとるんか？」

　耳みみ元もとで言った言こと葉ばに、青の肩かたから力が抜ける。そして、腕の中から消え入りそうな声がぽつりと言う。

「……悪かった」

「またお前は……前も言うたやろ？　こういう場合は謝しや罪ざいよりも、にっこり笑ってお礼言うんやでって。せっかく可愛かわいく笑えるようになったんやから、そっちの方が断然嬉うれしいんやけどなぁ」

　空也が言うと同時に、腕の中から勢いよく身体を突つき飛ばされる。調ちよう子しにのりすぎたかと苦く笑しようした空也は、顔を上げ、そして自分の目を疑った。

　目の前では、腕を突き出した状態の青がすごい目付きで空也を睨にらみつけている。しかし、その顔はポーカーフェイスの普段の青からは想像もつかないほど真まっ赤かになっている。そして青自身、それに気付いたように顔を悔くやしげに歪ゆがめ俯うつむく。やがて、意を決したように再ふたたび顔を上げてこちらを睨みつけると、大きく息を吸って一ひと声こえ。

「あ、り、が、と、う!!」

　決して笑え顔がおではないがヤケクソ気ぎ味みに叫さけぶと、くるりと背を向けてゲートへと歩き出す。空也はしばし呆ぼう然ぜんとし、それから慌あわててその背を追った。その顔がどうしようもなく緩ゆるんでしまうのは、この場合仕し方かたが無いだろう。




　ゲートに向かった青はにやにやしながら後ろを歩く男を振り返り、睨みつけた。自分の顔は見えないが、一いつ気きに顔まで血液が上じよう昇しようしたような感覚から自分の姿が安よう易いに想像でき、更さらなる羞しゆう恥ちを生む。

　諸しよ悪あくの根こん源げんである男は悪びれた様よう子すもなく、一定の距きよ離りを保ったまま青の後を追う。二人とも、何も話さないまま、ゲート前に到着する。青は自分がいつもどおりの表情になっていることを祈いのりながら改あらためて空也へと向き直る。相手もまた、笑みを消してこちらを見み据すえた。

　長い列が次々とゲート内へと吸い込まれていく。時間は、刻こく々こくと過ぎる。

「……じゃあ、世話になったな」

「あぁ、気ぃつけて。エディにもよろしくな」

「あぁ、コーヤも……元気で」

　それ以上の言葉が浮かばず、半なかば逃げるようにして青は空也へ背を向ける。人ごみに紛まぎれ、空こう也やの姿が視し界かいから消えた、その時だった。

「青あお！」

　青の足が止まる。ゆっくりと、声の方へと顔を向ける。そこには人を搔かき分けて走りよる空也の姿があった。出会った時のように腕うでを捕つかまれ、検けん査さを待まつ人の列から引き出される。

「コーヤ？」

　青の頭上でその黒い瞳ひとみが一度左右に揺れ、そしてこちらへを真まっ直すぐに見下ろす。

「俺おれな、犬いぬはまだアカンのやけど、狼おおかみやったら大だい丈じよう夫ぶみたいやねん」

　青がその意味を考えるより先に、空也が再ふたたび口を開いた。

「戻って来いや、絶対」

　いつか見た真しん剣けんな目が、青を捉とらえる。その瞳に映っているのは、かつて空也が狼のようだと言った自分の碧あおい瞳。

　瞳に映る、もう一つの瞳がふっと緩ゆるむ。そして、言った。

「──……Got me」

　口から出たのは素直とは程ほど遠い答えだが、言こと葉ばとは裏うら腹はらに、そこに浮かぶのは自分では気付けない今までで一番幸福な笑え顔がおだった。
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　飛行機の中で、青あおは無事に税ぜい関かんを通過した空こう也やからの餞せん別べつを開かい封ふうした。緩かん衝しよう用ようのシートに何重にもくるまれていたそれを丁てい寧ねいに取り除き、やがて中から姿を現したものを見て青は思わず苦く笑しようを洩もらす。

「あいつ……」

　それは、藍あい色いろをベースに蒼あおいスミレが描えがかれた湯のみ茶ぢや碗わんだった。もちろん、取っ手はついていない。

　青は、両手でそっとそれを包み込んでみる。利り便べん性せいだけでは図はかれない、不自由な中にある喜び。

　新春を迎えた雲ひとつ無い空へと目を向け、青は口くち元もとに笑えみを浮かべる。

「青は藍より出でて藍より青く、氷は水より出でて水より寒し──か」

　これからも青の眼めは罪つみを映し続けるだろう。しかしそのことに絶望するよりも、まずは大切な人と視し線せんを交かわせる幸しあわせを感じて生きて行こう。

　遠い昔むかしに語られた異い国こくの偉い人じんの言こと葉ばに思いを馳はせ、青は静かに瞳ひとみを閉じた。













　　　　　あとがき







　はじめまして。佐さ原はら菜な月つきと申もうします。このたびご縁えんがあって電でん撃げき大賞応おう募ぼ作さくだった、この物語を世に出していただけることとなりました。小説を書きたいなぁと思い続けて幾いく星せい霜そう。リーマン生活にどっぷり浸つかりながらも密ひそかにこつこつ書いていたのですが、今回このように本として形にしていただけて、嬉うれしさと驚おどろきが大きすぎるあまり、うっかり諸もろ手てを挙あげて喜よろこぶタイミングを逃してしまっておりました。ここで言ってしまおう。バンザイ！




　何はともあれ、『あとがき』です。自分は、大だい好すきな作家さんの作品はあとがきまでしっかり読むのですが、いざ自分が書くとなると本気で何を書けばよいのか分からずパソコンを前にアワアワしております。そもそも、文ぶん庫このあとがきを考えていること自体、未いまだ実感がなく……。もしかして仕事に疲つかれて現実逃とう避ひから素す敵てきな白はく昼ちゆう夢むを見ちゃってるんじゃないか、と編へん集しゆう様さまからいただいたメールを時々見直して、よかった、現実だった……と確かめたりします。




　さて、何を書こうか散さん々ざん迷まよったのですが、せっかくなのでこの場をお借りして、この物語が今の姿になるまでを少々お話させていただくことにします。

　先に電でん撃げき応おう募ぼ作さくと書きましたが、それより更さらに遡さかのぼること数年前。高校生だった時にこの物語の原点は生まれました。もっとも受験勉強の合間にノートに走り書いていたそれは到とう底てい小説などと言えるものではなく、各場面を切り取って、つたない表現で描びよう写しやしたようなものでしたが。

　その後何年も経たってからこの昔むかしの物語の欠片かけらを目にした時、自分の中で無む性しように彼らをもう一度動かしてみたくなりました。そこで、ワンカットしかなかったそれを引き伸ばし、背はい景けいを考え、登場人物を増やして全体を再さい構こう築ちくしてみたのです。しかしどうにもうまくいかない。己おのれの技ぎ量りようが無いこともあいまって書いていても全然面おも白しろくなく……。すっかり嫌いやになって諦あきらめかけたとき、ふと思いついたことがありました。「そうだ、空こう也やをアホにしよう！」と。

　と言うのも実は、当初の空也は隙すきを見せない、どちらかというと冷れい静せい沈ちん着ちやくでハードボイルドな男でした。今考えると「コイツ誰だれやねん！」と突つっ込みたくなりますが……当時の自分の中では「カッコイイ」＝「ハードボイルド」だったんですかね。




　こうして、空也は大物なのかただのアホなのか分からない、飄ひよう々ひようとした関かん西さい人じんの兄ちゃんになり、そして、そんな空也に引きずられるように周まわりもどんどんアホになっていきました。気付けばハードボイルドのハの字も見当たらなくなりましたが、それに伴ともなって楽しく彼らを書いていくことができ、その上こうして世に出していただくことができたので結果オーライ。

　空也よ、アホになってくれてありがとう。




　その後も適てき切せつなご指し摘てき、アドバイスをいただいた上で修しゆう正せいを重ね、何とか今の姿になったこの物語。果はたして世間の皆様に受け入れていただけるものなのか、と不安は多々ありますが、少しでもおもしろいと思っていただけたなら、これほど有あり難がたく嬉うれしいことはありません。




　末まつ筆ぴつになりましたが、この本を手に取ってくださった読者の皆様、貴き重ちようなチャンスを与えてくださったアスキー・メディアワークス様、編へん集しゆう様さま、イラストを引き受けてくださった西Ｅ田様、いつも支え助けてくれる友達、家族、心のオアシス高こう知ち県けん──そして、この本に関わる全ての方々に、心から最大級の感かん謝しやを。





佐さ原はら　菜な月つき
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佐さ原はら菜な月つき

大阪生まれの大阪育ち。大学４年間を過ごした高知の水が合いすぎて高知出身と間違えられることも多々。自然の中でマイペースに生きたいと思いつつ、日々数字に追われながら東京のど真ん中で営業しています。
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イラスト／西にＥし田だ

千葉県出身、長野県育ち、東京都在住。

ペンネームの「Ｅ」はココロの中で発音してください。
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シアンの憂ゆう鬱うつな銃じゆう
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